「正統と異端」研究会報告原稿 by 丸山 真男
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
報
告
原
稿
丸
山
眞
男
解
題








































109
凡
例








































110
Ⅲ
当
初
の
基
本
的
視
点
／
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件












111
編
者
注
⑤
「「「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
O
rthodoxy
に
す
る
こ
と
。」
メ
モ
」
111
編
者
注
⑪
「
正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
」
・「
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
対
象
」
112
編
者
注
⑳
「「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
113
編
者
注
㉑
「「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
113
編
者
注
㉒
「「
異
端
狩
り
レ
ー
ニ
ン
＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
赤
い
清
教
徒
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
114
編
者
注
㉓
「「
経
典
と
正
統
･異
端
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
115
編
者
注
㉕
「「
諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置
W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
116
編
者
注
㉖
「「
真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―
そ
の
理
由
W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
116
編
者
注
㉗
「「
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自
の
教
権
組
織
を
も
つ
こ
と
で
異
端
と
な
る
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
117
編
者
注
㉘
「「G
ustav
M
ensching
:Soziologie
der
grossen
」
R
eligionen,Ludw
ig
R
öhrscheid
V
erlag,B
onn,1966
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
118
編
者
注
㉙
「「B
ryan
W
ilson,R
eligious
Sects,M
cG
raw
-H
ill,N
.Y
.,
」
読
書
メ
モ
」
1970.
119
編
者
注
㉚
「「B
.R
.W
ilson,A
T
ypology
of
Sects
in“
Sociology」
読
of
R
eligion”,1963,
ed.R
onald
R
obertson,1969.
書
メ
モ
」
121
編
者
注
33
「「
正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
メ
モ
」
123
Ⅳ
政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て



























124
編
者
注
③
「「
政
事
の
構
造
」
メ
モ
」（
一
部
）
124
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Ⅴ闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争




























131
編
者
注
②
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
二
、
崎
門
の
絶
交
」（
一
部
）・「「「
異
学
の
禁
」
を
境
と
し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い
」
メ
モ
」
131
編
者
注
⑤
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
二
、
崎
門
の
絶
交
」（
一
部
）
133
編
者
注
⑦
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
イ
敬
義
内
外
論
を
め
ぐ
る
異
義
」
134
編
者
注
⑧
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
ロ
儒
学
と
神
道
―
―
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
」
137
編
者
注
⑩
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
ハ
門
人
間
の
人
間
関
係
」
141
編
者
注
⑪
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」（
一
部
）
147
編
者
注
⑭
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」（
一
部
）
148
編
者
注
⑮
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
む
す
び
―
―
「
崎
門
の
絶
交
」
の
意
味
」
150
Ⅵ
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
















152
編
者
注
①
「「「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と
「
対
自
的
」
正
統
。（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
）」
メ
モ
」
・「「
は
じ
め
に
異
端
（
ヘ
レ
ジ
ー
）
あ
り
き
（
要
約
、
結
論
）」
草
稿
」
152
編
者
注
②
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
」
に
関
す
る
メ
モ
」・「「
江
戸
期
の
儒
教
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）
意
義
と
役
割
」
メ
モ
」・「「
儒
学
」
と
「
儒
教
」
の
区
別
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
153
編
者
注
③
「「
異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
・「「
異
学
の
禁
の
直
接
的
推
進
者
と
裏
面
」
メ
モ
」・「「「
異
学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
・「「「
吾
儒
中
の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機
」
メ
モ
」・「「「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
」
メ
モ
」・「「「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
示
達
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
155
編
者
注
④
「「
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「
松
平
定
信
関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「
柴
野
栗
山
関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
松
平
定
信
、
大
学
経
文
講
義
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
162
編
者
注
⑤
「「
各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
一
部
）・「「
禁
以
後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
反
応
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
寛
政
異
学
の
禁
、
各
藩
の
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
165
編
者
注
⑥
「「
異
端
と
異
教
」
メ
モ
」・「「
言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）」
・「
聖
書
の
な
か
で
た
ん
に
「
派
sect」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
漢
語
と
し
て
の
「
異
端
」
の
語
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原
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
171
編
者
注
⑦
「「
吾
儒
中
の
異
端
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
174
編
者
注
⑧
「「
論
学
弊
（
異
端
の
発
生
と
類
型
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
・「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
一
部
）
176
編
者
注
⑨
「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
一
部
）
177
編
者
注
⑩
「『
弘
道
館
記
述
義
』
の
抄
録
及
び
コ
メ
ン
ト
」・「
史
料
ノ
ー
ト
（
引
出
し
⑦
後
期
水
戸
学
ほ
か
）」（
一
部
）・「「
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
異
端
の
分
類
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
178
Ⅶ
国
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端

























184
編
者
注
②
「「
篤
胤
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
184
編
者
注
③
「「
古
道
と
歌
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
真
淵
「
万
葉
大
考
」」
史
料
抜
粋
」・「
新
古
今
主
義
の
系
譜
に
関
す
る
メ
モ
」
185
編
者
注
⑤
「「
真
淵
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
186
編
者
注
⑥
「「
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」」
メ
モ
」・「「「
ま
こ
と
」
の
前
史
（
歌
論
に
お
け
る
）」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
188
編
者
注
⑦
「
歌
学
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
190
編
者
注
⑧
「「
宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
191
編
者
注
⑨
「「
宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
宣
長
に
お
け
る
古
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
・「「
宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
192
編
者
注
⑩
「
香
川
景
樹
／
木
下
幸
文
／
業
合
大
枝
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「
本
居
大
平
／
伴
信
友
／
中
島
広
足
／
大
隈
言
道
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
194
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解題
黒
沢
文
貴
・
山
辺
春
彦
・
川
口
雄
一
丸
山
眞
男
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
第
二
巻
正
統
と
異
端
』
執
筆
の
た
め
、
石
田
雄
ら
と
と
も
に
研
究
会
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
（
い
わ
ゆ
る
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
）。
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
で
は
、
音
声
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
同
研
究
会
の
記
録
を
翻
刻
し
、
編
集
・
刊
行
す
る
予
定
に
し
て
い
る
（『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
、
岩
波
書
店
。
同
研
究
会
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
は
両
巻
の
「
解
説
」
を
参
照
）。
本
稿
は
、
こ
の
う
ち
同
集
第
四
巻
に
収
録
予
定
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
各
回
に
お
い
て
、
丸
山
が
報
告
の
た
め
に
用
い
た
自
筆
原
稿
等
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
併
せ
て
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
集
第
四
巻
の
理
解
も
よ
り
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(一
)
「
政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」
の
原
稿
は
、
一
九
八
四
年
一
一
月
七
日
に
丸
山
が
新
日
本
奨
学
会
主
催
の
百
華
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
っ
た
講
演
「
日
本
思
想
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
本
講
演
の
記
録
は
「
政
事
の
構
造
」
と
改
題
の
上
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
収
録
）。
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
九
月
二
七
日
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
の
た
め
に
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
た
と
え
ば
本
稿
所
収
の
第
一
表
と
前
記
論
文
「
政
事
の
構
造
」
の
図
表
Ａ
と
の
間
に
は
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
(二
)
「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
に
つ
い
て
丸
山
が
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
報
告
を
行
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
三
月
一
日
と
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
の
二
回
で
あ
る（『
丸
山
眞
男
集
別
集
』第
四
巻
に
は
後
者
の
記
録
を
収
録
予
定
）。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
一
九
八
〇
年
一
月
一
二
日
に
、
日
本
学
士
院
で
も
同
名
の
論
文
報
告
を
行
っ
て
い
る
（
そ
の
音
声
記
録
の
一
部
が
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
に
含
ま
れ
て
お
り
（
資
料
番
号
1466）、
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
編
『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
第
三
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
）。
本
稿
で
翻
刻
し
た
「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
の
原
稿
は
、
ま
ず
日
本
学
士
院
で
の
論
文
報
告
の
た
め
に
作
成
さ
れ
、
二
度
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
準
備
の
際
に
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(三
)
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
」
の
原
稿
は
、
一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
年
九
月
一
四
日
に
丸
山
は
、
日
本
学
士
院
で
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
と
題
す
る
論
文
報
告
を
行
っ
て
お
り
、
本
原
稿
を
再
び
使
用
し
て
い
る
（
そ
の
音
声
記
録
は
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
1469・
1473。『
丸
山
眞
男
話
文
集
続
』
第
一
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
で
活
字
化
）。
し
た
が
っ
て
、
本
原
稿
に
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
後
に
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
た
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
資
料
通
り
翻
刻
を
行
っ
た
。
な
お
、
そ
の
他
の
回
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
以
外
の
機
会
に
作
成
・
使
用
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
し
え
な
い
。
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凡例
一
本
稿
は
、「
正
統
と
異
端
」研
究
会
で
用
い
ら
れ
た
丸
山
眞
男
自
筆
原
稿
等（
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
（
研
究
会
の
記
録
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
）
に
収
録
さ
れ
る
予
定
）。
一
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
で
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
各
回
の
記
録
に
、
丸
山
が
自
筆
原
稿
等
を
用
い
て
い
る
部
分
に
編
者
注
を
付
し
、
該
当
す
る
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
名
と
資
料
番
号
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
編
者
注
ご
と
に
、
自
筆
原
稿
等
の
本
文
を
翻
刻
し
た
。
一
本
文
は
原
則
と
し
て
新
字
体
・
通
用
し
て
い
る
字
体
・
新
仮
名
遣
い
で
統
一
し
た
。
一
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
、
振
り
仮
名
を
〔
〕（
亀
甲
括
弧
）
内
に
適
宜
付
し
た
。
そ
の
際
、
各
作
品
の
初
出
に
付
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
一
句
読
点
は
原
則
と
し
て
底
本
を
元
に
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
加
除
・
変
更
し
た
場
合
が
あ
る
。
一
拗
音
・
促
音
の
小
書
き
は
編
者
の
判
断
で
整
え
た
場
合
が
あ
る
。
一
明
ら
か
な
誤
り
は
断
り
な
く
直
し
た
場
合
が
あ
る
。
一
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
改
行
を
施
し
た
。
一
判
読
不
能
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
一
引
用
文
は
丸
山
が
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
文
献
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
以
外
は
丸
山
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
で
校
訂
し
た
。
新
字
体
・
通
用
し
て
い
る
字
体
で
統
一
し
た
が
、
仮
名
遣
い
は
原
典
ど
お
り
と
し
、
丸
山
が
付
し
た
も
の
以
外
の
圏
点
・
傍
点
等
は
省
略
し
た
。
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
、
括
弧
は
、
丸
山
が
原
稿
に
付
し
た
も
の
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
採
用
し
た
。
一
書
名
・
史
料
名
等
に
は
断
り
な
く
引
用
符
（「
」『
』
な
ど
）
を
付
し
た
。
欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
と
し
た
。
一
本
文
中
﹇
﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
丸
山
が
原
稿
の
欄
外
に
記
入
し
た
注
記
や
補
足
等
で
あ
る
。
一
本
文
中
〔
〕（
亀
甲
括
弧
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
稿
編
集
に
あ
た
っ
て
編
者
が
付
し
た
注
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
〔
〕
お
よ
び
そ
の
中
の
文
章
等
は
丸
山
に
よ
る
も
の
。
一
一
二
頁
下
段
六
―
七
行
、
一
一
五
頁
上
段
一
七
行
、
一
二
五
頁
上
段
八
行
、
一
二
六
頁
下
段
一
二
行
、
一
三
三
頁
上
段
八
行
、
一
三
三
頁
下
段
四
行
、
一
三
四
頁
上
段
一
七
―
一
八
行
、
一
五
三
頁
下
段
一
三
行
、
一
五
四
頁
下
段
一
九
行
、
一
五
九
頁
上
段
二
〇
行
、
一
六
四
頁
上
段
二
行
、
一
六
七
頁
下
段
一
七
行
、
一
七
一
頁
下
段
一
二
―
一
三
行
、
一
七
三
頁
上
段
七
行
、
一
八
二
頁
下
段
三
行
（
ル
ビ
）、
一
八
八
頁
下
段
九
・
一
一
・
一
四
・
一
七
行
、
一
九
〇
頁
下
段
五
行
、
一
九
一
頁
上
段
八
―
九
行
（
亀
甲
括
弧
の
み
）、
一
九
五
頁
下
段
六
行
。
一
本
稿
に
収
録
し
た
草
稿
類
資
料
の
一
部
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://m
aruyam
abunko.tw
cu.ac.
）
に
よ
っ
て
、
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
jp/archives/
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Ⅲ当
初
の
基
本
的
視
点
／
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
（
一
九
八
九
年
五
月
一
日
）
編
者
注
⑤
「「「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
O
rthodoxy
に
す
る
こ
と
。」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
677-2
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
O
rthodoxy
に
す
る
こ
と
。
↓
Legitim
acy
と
し
て
は
日
本
国
憲
法
の
精
神
聖
徳
太
子
・
慈
円
（
道
理
と
自
然
法
学
）・
親
鸞
・
道
元
・

マ
ル
ゴ
ト
で
は
な
い
！
↑
親
房
・
内
村
・
福
沢
・
中
江
〔
兆
民
〕・
自
由
民
権
運
動
・
維
新
当
初
の
指
導
者
・
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
選
択
（「
道
統
の
伝
」
を
人
間
又
は
宗
派
・
学
派
の
系
列
で
も
と
め
て
は
な
ら
な
い
。）
イ
、
開
い
た
、
ま
た
開
く
精
神
で
あ
る
こ
と
（
開
化
物
の
よ
う
[
カ
]
に
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
の
輸
入
で
あ
る
「
開
け
た
」
精
神
で
は
な
く
）
ロ
、
見
え
ざ
る
普
遍
的
真
理
と
正
義
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
鎖
国
性
の
打
破
特
定
歴
史
的
宗
教
と
の
合
一
化
の
拒
否
（
歴
史
的
宗
教
も
し
く
は
普
遍
主
義
的
な
歴
史
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
）
ハ
、
人
類
の
歴
史
が
経
験
へ
の
意
味
付
与
の
歴
史
で
あ
り
、
歴
史
か
ら
「
学
ぶ
」
能
力
を
人
類
（
わ
れ
わ
れ
）
が
も
っ
て
い
る
こ
と
を
信
ず
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
歴
史
の
「
進
歩
」
を
信
ず
る
こ
と
（
終
末
観
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
も
含
め
て
）
ニ
、
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
生
産
の
主
体
的
担
い
手
と
し
て
の
「
人
民
」
コ
モ
ン
・
マ
ン
観
に
立
つ
こ
と
無
誤
謬
信
仰
で
は
な
く
て
、「
誤
り
を
お
か
す
権
利
」
を
人
民
が
も
っ
て
い
る
と
い
う
信
仰
ホ
、「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」（「
一
国
」
は
必
ず
し
も
歴
史
的
な
「
主
権
国
家
」
に
限
ら
な
い
）
個
人
個
人
の
独
立
の
精
神
が
、
社
会
集
団
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
究
極
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
の
承
認
←
そ
の
た
め
に
へ
、
個
人
の
基
本
的
人
権
の
永
久
革
命
的
性
格
、
そ
の
制
度
的
保
障
人
権
と
は
い
か
な
る
public
な
名
に
お
い
て
も
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
逆
に
あ
ら
ゆ
る
統
治
形
態
、
社
会
体
制
は
そ
の
前
に
相
対
化
さ
れ
る
↓
い
わ
ゆ
る
「
個
人
主
義
」
に
あ
ら
ず
、
個
人
単
位
。
超
個
人
的
イ
デ
ー
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
個
人
が
自
立
す
る
、
と
〔
い
〕
う
構
造
自
立
的
個
人
の
社
会
的
連
帯
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
承
認
ト
、
イ
デ
ー
が
組
織
と
な
る
と
き
、
不
純
に
な
る
。‘
文
明
’
の
イ
デ
ー
も
同
じ
。
純
粋
な
ら
ざ
る
も
の
の
な
か
で
耐
え
る
純
粋
な
精
神
、
incarnation
受
肉
＝
妥
協
の
必
要
と
意
味
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↓
純
粋
主
義
は
、
出
発
点
の
正
反
対
の
帰
結
に
陥
る
。
異
端
（
カ
タ
リ
派
）
の
宿
命
、
禁
欲
↓
放
縦
Ｏ
正
統
の
「
受
肉
」
と
し
て
Ｌ
正
統
が
成
立
す
る
（
政
治
権
力
の
問
題
）。
そ
の
場
合
の
両
極
↓
異
端
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
信
仰
と
共
同
体
（
人
間
）
主
義
（
両
極
）
制
度
信
仰
と
政
治
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
＝
反
政
治
主
義
↓
（
オ
ー
ル
政
治
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
と
現
実
主
義
、
日
常
主
義
、
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
、
世
間
主
義
⎩―――――――⎨―――――――⎧
学
問
芸
術
至
上
主
義
、（
文
化
）
主
義
と
政
治
的
＝
社
会
的
実
用
主
義
異
端
好
み
と
特
定
集
団
の
正
統
化
外
な
る
世
界
主
義
、
国
際
主
義
と
内
（
身
内
、
う
ち
で
は
）
な
る
日
本
主
義
細
い
途
だ
！
編
者
注
⑪
「
正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
」（
資
料
番
号
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
（
Ｂ
５
版
）
一
枚
）・「
Ｏ
正
統
を
語
り
677-1-1
う
る
対
象
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
677-1-2
正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
一
、
純
粋
な
経
験
的
認
識
命
題
に
関
し
て
は
、
正
統
・
異
端
の
区
別
は
成
り
立
た
な
い
（
ま
ず
消
去
法
的
に
考
え
て
行
く
）。
二
、
超
経
験
的
、
形
而
上
学
的
認
識
命
題
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
認
識
の
領
域
に
と
ど
ま
る
限
り
、
真
偽
の
別
以
外
に
、
正
統
・
異
端
と
い
う
問
題
は
起
ら
な
い
。
た
だ
、
形
而
上
学
的
、
あ
る
い
は
宇
宙
論
的
認
識
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
た
ん
な
る
対
象
認
識
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
象
へ
の
働
き
か
け
―
―
広
義
の
実
践
―
―
と
価
値
判
断
を
含
む
教
義
（
Lehre,doctrine）〔
ド
グ
マ
を
含
ま
ぬ
教
義
も
あ
り
う
る
〕
と
の
な
か
に
含
ま
れ
、
そ
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
一
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
問
題
は
学
問
的
な
真
偽
の
区
別
で
は
お
さ
ま
ら
な
く
な
り
、
倫
理
的
な
是
非
、
社
会
的
な
効
果
の
当
不
当
、
と
い
う
判
断
の
次
元
が
介
入
し
て
来
る
。
俗
に
い
え
ば
「
怪﹅
し﹅
か﹅
ら﹅
ぬ﹅
」
と
い
う
コ
ト
バ
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
評
価
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。「
世
界
観
」
は
ど
ん
な
反
既
成
宗
教
的
世
界
観
で
あ
ろ
う
と
も
、
正
統
・
異
端
の
問
題
を
は
ら
む
必
然
性
が
あ
る
。
三
、
そ
の
教
義
を
め
ぐ
っ
て
社
会
的
集
団
化
（
V
ergeselschaftung）
が
お
こ
り
、
ま
た
そ
の
現
象
が
持
続
化
し
て
、「
伝
統
」
が
形
成
さ
れ
、
も
し
く
は
形
成
し
よ
う
と
い
う
志
向
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
正
統
・
異
端
発
生
の
条
件
で
あ
る
。
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
対
象
１
、
宗
教
形
而
上
学
（
宇
宙
論
―
―
多
く
の
場
合
、
神
学
と
結
び
つ
く
。
２
、
此
岸
的
世
界
観
↓
マ
ル
ク
ス
主
義
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３
、
経
験
的
挙
証
に
よ
っ
て
真
理
性
・
正
義[カ]
性
を
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
政
治
社
会
に
つ
い
て
の
諸
理
念
○
○
主
義
﹇
﹈
と
な
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
。
自
由
主
義
、
民
主
主
義
、
“
ism
”
立
憲
主
義
、
社
会
主
義
、
個
人
主
義
、
国
家
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
。
∴
さ
ま
ざ
ま
の
レ
ヴ
ェ
ル
（
次
元
）
で
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
。
キ
リ
ス
ト
教
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
（
内
村
）
↓
無
教
会
の
な
か
の
正
統
争
い
。
「
国
体
」
は
日
本
の
政
治
体
制
に
お
け
る
Ｌ
正
統
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
体
論
に
つ
い
て
は
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
。
い
か
に
particularis-
tic
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
Ｏ
正
統
の
問
題
は
生
ず
る
。
し
か
し
、
そ
の
問
題
の
妥
領[当]
領
域
は
、
そ
の
特
殊
集
団
を
こ
え
な
い
。
つ
ま
り
思
想
的
な
普
遍
性
の
程
度
は
弱
い
（
神
道
は
そ
の
典
型
）。
編
者
注
⑳
「
「マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
681-4-3
枚
）
マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件
◎
「
マ
ル
ク
ス
以
前
の
「
社
会
学
」
と
歴
史
記
述
と
は
、
せ
い
ぜ
い
よ
い
場
合
で
も
、
断
片
的
に
集
め
て
き
た
生なま
の
事
実
の
集
積
や
歴
史
的
過
程
の
個
々
の
側
面
の
描
写
を
提
供
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
あ
ら
ゆ
る
た
が
い
に
矛
盾
す
る
傾
向
の
総﹅
体﹅
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
を
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階﹅
級﹅
の
、
正
確
に
規
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
生
活
と
生
産
と
の
諸
条
件
に
帰
着
さ
せ
、
個
々
の
「
支
配
的
」
な
思
想
を
選
び
だ
し
た
り
（
H
eresy
!丸
山
）、
そ
れ
ら
を
解
釈
し
た
り
す
る
場
合
の
主
観
主
義
や
恣
意
を
排
し
、
例
外
な
し
に
あ
ら
ゆ
る
思
想
、
あ
ら
ゆ
る
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
の
根
が
物
質
的
生
産
諸
力
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
経
済
的
社
会
構
成
体
の
発
生
、
発
展
、
衰
退
の
過
程
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
、
全
面
的
な
研
究
の
道
を
示
し
た
」
レ
ー
ニ
ン
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
」
一
九
一
四
（
岩
波
文
庫
、
粟
田
〔
賢
三
〕
訳
〔『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
他
十
八
編
』、
一
九
七
一
年
、
登
録
番
号
〕、
二
四
頁
）
0189292
「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
、
世
界
文
明
の
発
展
の
大
道
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
、
な
に
か
閉
鎖
的
で
硬
化
し
た
学
説
と
い
う
意
味
で
の
「
宗
派
セ
ク
ト
主
義
」
に
似
た
と
こ
ろ
は
な
に
一
つ
な
い
の
で
あ
る
」
レ
ー
ニ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ
の
源
泉
と
三
つ
の
構
成
部
分
」
一
九
一
三
、
同
上
、
九
七
頁
）
◎
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説
は
、
真
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
全
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
完
全
で
整
合
的
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
迷
信
と
も
、
ど
の
よ
う
な
反
動
と
も
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
抑
圧
の
ど
の
よ
う
な
擁
護
と
も
相
容
れ
な
い
全
一
的
な
世
界
観
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ
は
人
類
が
十
九
世
紀
に
ド
イ
ツ
哲
学
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
と
い
う
形
で
つ
く
り
だ
し
た
最
良
の
も
の
の
正
統
な
継
承
者
な
の
で
あ
る
」
同
上
論[カ]
文
、p.98.
﹇
人
類
思
想
史
の
正
統
﹈
編
者
注
㉑
「
「マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
681-4-4
― 113 ―
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
…
…
い
つ
で
も
無
政
府
主
義
と
日
和
見
主
義
と
の
あ
い
だ
の
境
界
線
（
こ
の
境
界
線
は
相
対
的
、
可
動
的
、
可
変
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
）
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
無
政
府
主
義
者
の
抽
象
的
な
、
口
先
き
だ
け
で
、
実
際
は
空
虚
な
「
革
命
主
義
」
に
も
、
ま
た
宗
教
と
の
闘
争
に
尻
込
み
し
、
こ
う
し
た
自
分
の
任
務
の
こ
と
を
忘
れ
、
…
…
ち
っ
ぽ
け
な
、
み
じ
め
な
打
算
に
よ
っ
て
、「
世
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
と
い
う
す
こ
ぶ
る
賢
明
な
処
世
方
針
〔
…
…
〕
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
自
由
主
義
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
の
俗
物
的
態
度
や
日
和
見
主
義
に
も
、
お
ち
い
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
レ
ー
ニ
ン
「
宗
教
に
対
す
る
労
働
者
党
の
態
度
に
つ
い
て
」
一
九
〇
九
、『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
他
〔
十
八
編
〕』〔
岩
波
〕
文
庫
、
一
九
一
〜
一
九
二
頁
﹇
異
端
の
特
徴
、
反
対
側
面
へ
の
飛
躍
、
一
面
性
の
誇
張
﹈
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
、
自
由
主
義
者
や
民
主
主
義
者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
理
解
せ
ず
、
現
代
の
労
働
運
動
を
理
解
せ
ず
、
無
力
な
一
方
の
極
端
か
ら
他
方
の
極
端
へ
と
た
え
ず
飛
び
う
つ
っ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
ら
（
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
や
改
良
主
義
）
は
労
働
運
動
の
一﹅
つ﹅
の﹅
側
面
を
つ
か
ま
え
て
、
一
面
性
を
理
論
に
ま
で
高
め
て
し
ま
い
、
…
…
労
働
運
動
の
い
ろ
い
ろ
な
傾
向
や
特
色
を
相
互
に
あ
い
容
れ
な
い
も
の
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
生
活
、
現
実
の
歴
史
は
、
こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
傾
向
を
含﹅
ん﹅
で﹅
い﹅
る﹅
」
レ
ー
ニ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
運
動
に
お
け
る
意
見
の
相
違
」
一
九
一
〇
、
同
上
訳
、
二
〇
四
頁
「
弁
証
法
に
つ
い
て
の
思
考
。
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ
ん
で
（
E
n
lisant
H
egel）
…
…
諸
概
念
の
全
面
的
・
普
遍
的
な
E
lastizität（
弾
力
性
）、
そ
の
E
lastizitätた
る
G
esperrt
や
、
諸
対
立
の
一
致
に
ま
で
行
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
E
lastizität
を
主
観
的
に
使
用
す
る
と
＝
折
衷
主
義
（
E
klektik）
と
ソ
フ
ィ
ス
ト
主
義
（
Sophistik）。
／
こ
の
E
lastizitätが
客
観
的
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
―
―
つ
ま
り
、
そ
れ
が
物
質
的
過
程
の
全
側
面
性
と
そ
の
過
程
の
統
一
性
を
反
映
す
る
な
ら
ば
、
―
―
そ
の
と
き
は
E
lastizitätは
弁
証
法
で
あ
り
、
世
界
の
永
遠
の
発
展
の
正
当
な
反
映
と
な
る
」（
欄
外
の
注
記
、
レ
ー
ニ
ン
、F
riedrich
H
eer,〔
E
uropa
:〕
M
utter
der
R
evolutionen〔
Stuttgart:
登
録
番
号
〕
よ
り
）
W
.K
ohlham
m
er,1964,
0197854
p.797
編
者
注
㉒「
「異
端
狩
り
レ
ー
ニ
ン
＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、赤
い
清
教
徒
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
681-4-5
枚
）
異
端
狩
り
レ
ー
ニ
ン
＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
赤
い
清
教
徒
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
が
「
お
そ
ら
く
私
達
は
誤
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
達
は
探
求
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
っ
た
と
き
（『
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
要
論
集
』）、
レ
ー
ニ
ン
は
〔「
〕
こ
の
文
句
の
前
半
は
絶
対
的
真
理
を
、
後
半
は
相
対
的
真
理
を
含
ん
で
い
る
」
と
い
っ
て
、「
私
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
も
ま
た
哲
学
に
お
い
て
探
求
す
る
者
（
ein
Suchender）
の
一
人
な
の
だ
。
即
ち
、
以
下
の
― 114 ―
A
ufzeichnungen〔
手
記
〕に
お
い
て
私
が
自
分
に
任
務
と
し
て
課
し
た
も
の
は
、
こ
の
連
中
が
気
ま
ぐ
れ
を
信
じ
こ
ん
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
外
観
の
下
に
、
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
ほ
ど
混
乱
し
、
ね
じ
ま
が
っ
た
反
動
的
な
駄
弁
を
私
達
に
供
し
て
い
る
次
第
を
探
し
出
す
こ
と
な
の
だ
」（『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
第
一
版
序
文
〔
一
九
〇
八
年
〕）
﹇
逸
脱
の
探
求
！
﹈
F
riedrich
H
eer
は
こ
の
個
所
を
ひ
い
て
、「
レ
ー
ニ
ン
は
自
ら
を
‘
探
し
求
め
る
者
’
と
し
て
理
解
し
た
。
ち
ょ
う
ど
一
三
世
紀
に
お
い
て
、
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ
〔
カ
タ
リ
派
〕
に
対
す
る
教
皇
の
野
戦
行
進
に
お
け
る
E
xplorator、
異
端
探
索
者
、
異
端
摘
発
者
の
よ
う
に
…
…
」
と
い
っ
て
い
る
。E
uropa
:
M
utter
der
R
evolutionen,
S.793.
‘
寛
容
’﹇
T
oleranz﹈
へ
の
い
ら
だ
ち
レ
ー
ニ
ン
「
こ
こ
か
ら
し
て
不
可
知
論
者
に
よ
る
客
観
的
真
理
の
否
定
と
、
W
aldteufeln〔
木
霊
〕
や
H
ausgeistern〔
家
霊
〕、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
物
及
び
そ
れ
に
似
た
色
々
の
も
の
に
た
い
す
る
寛
容
、
素
町
人
的
﹇
spieß
erhafte﹈、
俗
物
的
、
卑
屈
な
寛
容
と
が
生
れ
る
」（『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
第
二
章
、
岩
波
文
庫
、
上
巻
、
〔
訳
は
異
る
〕
p.200.
「
自
然
科
学
者
マ
ッ
ハ
の
哲
学
が
自
然
科
学
に
た
い
し
て
も
つ
関
係
は
、
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
ト
者
ユ
ダ
の
接
吻
の
、
ク
リ
ス
ト
に
た
い
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
」
F
riedrich
H
eer,op.cit.794.
編
者
注
㉓「「
経
典
と
正
統
･異
端
」資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
682-3-1
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
経
典
と
正
統
･異
端
カ
ノ
ン
（
canones
[
マ
マ
]
）
正
典
、
経
典
、
及
び
、
そ
れ
に
基
い
た
戒
律
、
な
い
し
教
会
法
、
と
は
規
準
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
、
コ
リ
ン
ト
の
D
yonisios（
）、
ヘ
ゲ
シ
ッ
プ
ca.170
ス
（
）
に
続
い
て
、
特
に
リ
ヨ
ン
の
Irenaeus（
Irenäus）
な
ど
が
と
ca.180
く
に
カ
ノ
ン
の
制
定
に
力
が
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
口
承
か
ら
文
書
化
へ
使
徒
の
追
想
録
＝
「
福
音
」
と
い
う
名
称
が
転
用
さ
れ
る
○
は
じ
め
に
聖
典
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
‘
生
成
’
し
た
も
の
だ
。
○
異
端
の
発
生
が
聖
典
の
確
定
を
促
す
（
後
述
W
eber〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「「
異
端
の
発
生
が
経
典
化
を
促
進
す
る
条
件
と
な
る
。」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
（
資
料
番
号
）
を
指
す
か
〕）。
682-3-2
そ
れ
ま
で
は
流
動
的
だ
。
「
一
世
紀
の
末
に
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
正
典
が
教
会
の
普
遍
的
な
規
範
と
し
て
大
体
完
成
し
て
い
た
と
考
え
る
の
も
、〔
…
…
〕
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
使
徒
後
教
父
た
ち
が
正
典
◯外
文
書
を
自
由
に
使
用
し
て
い
た
事
実
や
、
新
し
い
預
言
に
生
き
よ
う
と
し
た
モ
ン
タ
ヌ
ス
主
義
の
全
運
動
な
ど
は
、
正
典
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
Schubert、
訳
〔
ハ
ン
ス
・
― 115 ―
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
『
教
会
史
綱
要
』
井
上
良
雄
訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九
六
三
年
、
登
録
番
号
〕、
0197836
p.56～
57.
﹇
は
じ
め
に
「
正
統
」
が
あ
っ
た
の
で
な
い
﹈
マ
ル
キ
オ
ン
（「
グ
ノ
ー
シ
ス
化
し
た
パ
ウ
ロ
主
義
者
」）﹇
↓
旧
約
を
斥
く
﹈
は
〔
…
…
〕
帝
国
全
土
に
及
ん
で
い
た
そ
の
結
社
の
た
め
に
、
パ
ウ
ロ
的
に
偏
し
た
正
典
を
携
え
て
い
た
。
こ
の
マ
ル
キ
オ
ン
の
正
典
は
、
パ
ウ
ロ
的
色
彩
を
多
少
持
っ
て
い
る
ル
カ
伝
福
音
書
と
パ
ウ
ロ
書
簡（
そ
れ
ら
は
み
な
刪
修
さ
れ
て
い
る
）
と
マ
ル
キ
オ
ン
自
身
の
「
反
対
論
」（
A
ntithesen!）
か
ら
成
っ
て
い
た
。（
同
上
、
）
p.57
編
者
注
㉕
「「
諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置
W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
682-5-4
諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置
W
eber
「
イ
ン
ド
で
は
、
宇
宙
論
的
お
よ
び
そ
の
他
の
形
而
上
学
的
思
弁
は
、（
僧
職
で
な
く
て
）
哲
学
上
の
学
派
の
仕
事
で
あ
り
、
O
rthodoxie
に
関
し
て
は
、
彼
等
に
、
無
制
限
で
は
な
い
に
し
て
も
、
き
わ
め
て
広
い
Latitüde
が
許
さ
れ
て
い
た
」（R
S.〔
M
ax
み
す
ず
書
房
W
eber,W
irtschaft
und
G
esellschaft,
H
albb.1,
3.
A
ufl.,
,
登
録
番
号
1955,
0182073〕§
6.
S.264.〔
M
ax
W
eber,T
he
Sociology
of
登
録
番
号
〕
）
R
eligion,B
oston
:B
eacon
Press,1963,
0182519
p.72
古
代
ユ
ダ
ア[ヤ]
教
や
イ
ス
ラ
ム
の
場
合
に
は
、
僧
職
と
教
団
が
宗
教
の
荷
い
手
に
な
っ
た
た
め
に
、
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
ド
グ
マ
の
区
別
の
範
囲
が
広
く
な
る
わ
け
だ
が
、
G
laubenslehre〔
信
仰
論
〕
が
簡
単
な
た
め
に
、
ド
グ
マ
的
論
議
は
例
外
的
に
し
か
起
ら
な
か
っ
た
。
起
る
の
は
G
nadenlehre
〔
恩
寵
説
〕
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
、
実
践
的
＝
道
徳
的
、
儀
礼
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
が
多
い
。
「
中
国
で
は
、
儒
教
倫
理
は
形
而
上
学
的
ド
グ
マ
へ
の
結
び
つ
き
を
ま
っ
た
く
拒
否
し
た
。
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
、
家
産
官
僚
的
O
bödienz〔
服
従
〕
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
祖
先
崇
拝
を
維
持
す
る
た
め
に
、
呪
術
と
精
霊
信
仰
に
つ
い
に
手
を
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
」（
）
S.264.
p.72
こ
う
し
て
、
「
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
は
、
成
員
区
別
の
標
識
と
し
て
の
D
ogm
atik
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
」（
）
S.264
編
者
注
㉖
「「
真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―
そ
の
理
由
W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
682-5-7
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―
そ
の
理
由
W
eber
ⅰ
「
ク
リ
ス
ト
者
に
お
い
て
の
み
、
あ
る
部
分
は
宇
宙
論
的
な
事
柄
に
つ
い
て
、
あ
る
部
分
は
救
丞
論
的
ミ
ュ
ト
ス
（
C
hristologie）
に
つ
い
て
、
あ
る
部
分
は
僧
職
的
権
力
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
の
D
ogm
atik
が
、
―
―
理
論
的
性
格
― 116 ―
を
も
ち
、
包
括
的
で
、
厳
格
な
拘
束
力
が
あ
り
、
ま
た
体
系
的
合
理
性
を
具
え
た
D
ogm
atik
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
最
初
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
な
か
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
に
、
中
世
に
お
い
て
は
逆
に
、
オ
リ
エ
ン
ト
教
会
に
お
け
る
よ
り
は
は
る
か
に
強
く
西
洋
に
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
両
者
の
場
合
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
僧
職
制
の
強
固
な
組
織
が
、
政﹅
治﹅
権﹅
力﹅
に﹅
対﹅
し﹅
て﹅
最
大
程
度
の
独﹅
立﹅
性﹅
を
具
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
D
ogm
atik
も
ま
た
も
っ
と
も
強
固
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
ⅱ
「
け
れ
ど
も
、
古
代
に
お
い
て
強
烈
な
ド
グ
マ
発
展
の
こ
の
よ
う
な
程
度
と
傾
向
を
挑
発
し
た
根
拠
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
教
養
に
由
来
す
る
主
知
主
義
ク
a)
b)
リ
ス
ト
礼
拝
の
も
た
ら
し
た
特
に
形
而
上
学
的
な
諸
前
提
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
緊
張
（
三
位
一
体
論
な
ど
―
―
丸
山
）
お
よ
び
一
方
で
は
、
最
初
ク
リ
ス
ト
教
団
c)
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
教
養
層
に
た
い
す
る
論
争
、
対
決
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
小
市
民
的
平
信
徒
の
G
em
eindereligiosität〔
教
団
宗
教
性
〕
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
古
教
会
の
態
度
が
、
純﹅
粋﹅
の﹅
主﹅
知﹅
主﹅
義﹅
に
た
い
し
て
は
不
信
の
念
を
も
っ
て
拒
否
的
で
あ
り
、
―
―
こ
れ
が
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
対
蹠
的
な
点
で
あ
る
―
―
そ
う
し
た
小
市
民
の
社
会
的
地
位
に
制
約
さ
れ
た
、
反
主
知
主
義
的
態
度
を
、
司
教
た
ち
は
顧
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
に
由
来
し
て
い
る
」
（
）
R
S.
§
6.
S.264.
p.73
◎
ⅲ
「
そ
れ
と
と
も
に
、
ド
グ
マ
の
形
成
に
は
、
宗
教
共
同
体
の
（
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
）
組
織
形
態
が
作
用
し
て
い
る
」
原
始
仏
教
は
、
こ
う
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
組
織
が
欠
け
て
お
り
、
ま
た
意
図
的
に
そ
れ
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
の
で
ク
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
合
理
的
教
義
学
に
つ
い
て
の
一
致
を
さ
ま
た
げ
た
。
正
統
教
義
の
判
定
権
の
問
題
、
次
頁
編
者
注
㉗
「「
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自
の
教
権
組
織
を
も
つ
こ
と
で
異
端
と
な
る
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
683-1-1
◎
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自
の
教
権
組
織
を
も
つ
こ
と
で
異
端
と
な
る
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
、
正
統
と
異
端
が
、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
基
く
無
為
と
か
、‘
道
’
の
観
念
と
か
社
会
的
＝
宇
宙
的
調
和
と
結
び
つ
い
た
一
種
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
思
想
と
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
起
源
を
同
じ
く
し
て
い
た
の
で
、
「
中
世
の
教
会
の
立
場
に
と
っ
て
、
神
秘
家
が
依
然
と
し
て
正
統
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
疑
わ
し
か
っ
た
と
同
様
に
、
儒
教
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
に
相
応
す
る
確
定
は
困
難
で
zw
eifelhaft〔
疑
わ
し
い
も
の
〕
で
あ
っ
た
」（W
eber,K
.
u.
T
ao.〔
M
ax
W
eber,G
esam
m
elte
A
ufsatze
zur
R
eligionssoziologie,5.,photom
echanisch
gedruckte
登
録
番
号
〕
）
A
ufl,1963?,
0182053
S.498
だ
か
ら
・
グ
ロ
ー
ト
〔
G
root〕
が
道
教
を
儒
教
と
ち
が
っ
た
独
自
の
宗
教
と
す
de
る
通
例
の
扱
い
方
を
拒
否
し
た
の
も
む
り
は
な
い
。
け
れ
ど
も
「
社
会
学
者
は
そ
の
見
解
と
反
対
に
、
教
権
的
な
Sonderorganisation〔
専
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門
組
織
〕
の
事
実
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（
）
S.498
独
自
の
恩
寵
権
を
も
つ
！
編
者
注
㉘
「「G
ustav
M
ensching
:
S
oziologie
der
grossen
」
資
料
抜
R
eligionen,Ludw
ig
R
öhrscheid
V
erlag,B
onn,1966
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
683-6
G
ustav
M
ensching
:
Soziologie
der
grossen
R
eligionen,
Ludw
ig
〔
登
録
番
号
R
öhrscheid
V
erlag,B
onn,1966
0197734].
定
義
﹇
﹈
a)
S.258
Sekten：「
セ
ク
ト
の
本
質
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
属
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
由
意
思
的
な
決
断
に
基
く
共
同
体
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て“
W
ahlgem
einschaft”
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
W
ahlgem
einschaftに
は
一
定
の
―
―
必
ず
し
も
す
べ
て
の
で
な
く
、
ま
た
し
ば
し
ば
最
も
重
要
で
さ
え
な
い
―
―
当
該
宗
教
の
諸
理
想
が
事
実
上
、
実
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ゆ
え
に
、
あ
る
宗
教
的
組
織
に
た
ん
に
外
面
的
に
所
属
し
て
い
る
と
か
、外
面
的
に
充
足
で
き
る
義
務
を
実
行
す
る
と
か
、
い
う
だ
け
で
は
十
分
と
さ
れ
な
い
」
原
始
キ
リ
ス
ト
教
b)
原
始
キ
リ
ス
ト
教
（
U
rchristentum
）
は
ま
さ
に
か
か
る
セ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
五
に
い
う
よ
う
に
、
“
hairesis
tôn
N
azôraiôn”
（
ナ
ザ
レ
人びと
の
異
端
の
首
か
し
ら
」
※
で
あ
っ
た
。
※
パ
ウ
ロ
が
訴
え
ら
れ
て
、
総
督
に
呼
び
出
さ
れ
た
と
き
、
大
祭
司
そ
の
他
の
訴
人
が
言
っ
た
コ
ト
バ
。
パ
ウ
ロ
は
弁
明
と
し
て
〔『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
〕
一
四
「
…
…
我われ
、
た
だ
此こ
の
一
事
を
汝
な
ん
ぢ
に
言い
ひ
あ
ら
は
さ
ん
。
即
す
な
は
ち
我われ
は
彼かれ
ら
が
異
端
い
た
ん
﹇
hairesis﹈
と
称とな
ふ
る
道みち
（
secta,
quam
dicunt
分
派
haeresim
―
―
ヴ
ル
ガ
ー
タ
訳
）﹇
新
訳
[マ
マ
]
で
も
「
道
」
と
訳
す
﹈
に
循
し
た
が
ひ
て
、
我わ
が
先せん
祖ぞ
た
ち
の
神かみ
に
つ
か
へ
、
律
法
お
き
て
と
、
予よ
言げん
者しや
の
書ふみ
と
に
録しる
し
た
る
事こと
を
こ
と
ご
と
く
信しん
じ
、
か
れ
ら
自
み
づ
か
ら
も
、
待ま
て
る
ご
と
く
、
義ぎ
者しや
と
不ふ
義ぎ
者しや
と
の
復
活
よ
み
が
へ
り
あ
る
べ
し
と
、
神かみ
を
仰あふ
ぎ
て
望
の
ぞ
み
を
懐いだ
く
な
り
」〔『
我
ら
の
主
な
る
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
：
改
訳
』
聖
書
協
会
連
盟
、
一
九
四
六
年
、
登
録
番
号
、
三
七
四
頁
〕
0199550
教
会
と
ゼ
ク
テ
ン
﹇
﹈
c)
S.258
「
我
々
が
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
セ
ク
ト
か
ら
教
会
が
生
れ
、
そ
れ
は
セ
ク
ト
と
異
っ
て
、
A
nstaltcharakter
を
も
ち
、
出
生
共
同
体
で
あ
っ
た
」
と
こ
ろ
が
教
会
の
中
か
ら
、
セ
ク
ト
の
純
粋
理
想
と
、
大
衆
の
現
実
的
な
倫
理
的
＝
宗
教
的
態
度
と
の
間
に
緊
張
が
増
大
し
、
新
ら
し
く
セ
ク
ト
形
成
へ
の
傾
向
が
生
れ
る
。
初
期
教
会
の
場
合
は
、
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム
﹇
M
ontanus
派
（
二
世
紀
終
）、
熱
狂
的
聖
霊
派
、
終
末
論
者
﹈、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
﹇
主
知
派
（
ギ
リ
シ
ャ
思
想
の
影
響
）、
パ
ウ
ロ
斥
く
﹈、
ド
ナ
テ
ィ
ス
ム
（
四
、
五
世
紀
）﹇
迫
害
に
よ
っ
て
棄
教
し
た
司
教
の
行
う
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
無
効
と
主
張
、
D
onatus
が
た
て
た
一
派
﹈
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
セ
ク
ト
﹇
﹈
d)
S.259
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「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
も
そ
れ
自
体
、
は
じ
め
は
純
粋
に
一
つ
の
Sekte
で
あ
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
議
決（
一
五
三
〇
）も
、こ
れ
を“
secta”
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
セ
ク
ト
構
造
か
ら
発
展
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
本
質
的
に
自
由
な
決
断
と
個
人
的
確
信
の
原
則
の
上
に
建
て
ら
れ
た
の
で
、
の
ち
に
A
nstaltと
し
て
の
性
格
を
帯
び
は
し
て
も
、
原
理
的
に
は
福
音
主
義
の
原
イ
デ
ー
に
よ
っ
て
自
れ
を
測
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
結
果
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
内
部
で
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
あ
る
い
は
セ
ク
ト
形
成
が
行
わ
れ
、
人
々
は
、
大
教
会
で
は
見
失
わ
れ
て
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
個
々
の
成
員
が
努
力
す
る
個
人
的
﹇
persönlich﹈
な
神
聖
性
（
救
済
性
）
を
現
実
に
そ
う
し
た
セ
ク
ト
の
中
で
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
お
こ
り
え
な
い
。
一
切
の
セ
ク
ト
は
そ
れ
自
cf.
体
異
端
！
）
…
…
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
の
み
、
Landeskirche
の
内
部
で
、
あ
る
い
は
そ
の
外
で
、
Sekten
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
Sekten
は
あ
る
点
で
は
、
教
会
の
良
心
を
な
し
て
い
る
。（vgl.
K
.
H
utten,
Seher,
G
rübler,
）
E
nthusiasten,5.
A
ufl.1958.
セ
ク
ト
の
特
徴
的
欠
陥
﹇
﹈
e)
S.259
…
…
し
か
し
大
教
会
で
忘
れ
ら
れ
、看
過
さ
れ
て
い
た
伝
承
を
一
方
的
に
強
調
し
、
ク
リ
ス
ト
教
の
規
準
と
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、「
セ
ク
ト
は
、
倫
理
的
な
排
他
性
﹇
E
xklusivitätsanspruch﹈
の
要
請
と
結
び
つ
き
、
し
ば
し
ば
世
間
人
に
た
い
す
る
パ
リ
サ
イ
的
な
高
慢
さ
が
セ
ク
ト
に
固
有
の
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
い
か
な
る
客
観
的
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
的
倫
理
性
﹇
Sittlichkeit﹈
を
も
拒
否
し
、
人
格
的
に
謙
虚
﹇
from
m
e﹈
な
生
活
を
要
求
す
る
が
、
そ
の
生
活
た
る
や
む
ろ
ん
大
低[抵]
の
場
合
、
陰
う
つ
な
狭
隘
さ
と
喜
び
の
欠
如
﹇
F
reudlosigkeit﹈
を
伴
い
、
福
音
の
理
想
と
相
渉
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
つ
づ
く「
し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
セ
ク
ト
を
形
成
す
る
の
は
必
然
的
に
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
﹇
K
reise﹈
で
あ
り
、
し
か
も
主
と
し
て
、
下
層
の
無
教
養
の
人
民
か
ら
構
成
さ
れ
た
〔
」〕
編
者
注
㉙
「「B
ryan
W
ilson,R
eligious
S
ects,M
cG
raw
-H
ill,N
.
」
読
書
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
Y
.,1970.
683-7
三
枚
）
B
ryan
W
ilson,R
eligious
Sects―
a
sociological
study―
,M
cG
raw
-
登
録
番
号
H
ill,N
.Y
.,1970〔
London
:W
eidenfeld
&
N
icolson,1970,
〕
0197850
「
セ
ク
ト
」
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
の
古
典
的
定
義
↑
↓
「
教
会
」
﹇
欠
陥
﹈
p.22～
25
１
、
ク
リ
ス
ト
再
臨
思
想
お
よ
び
千
年
王
国
思
想
に
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
た
sects
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
せ
ま
す
ぎ
る
。
セ
ク
ト
は
「
愛
の
仲
間
共
同
体
」
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
小
さ
な
集
団
で
な
く
、
今
日
で
は
大
き
な
組
織
を
も
ち
、「
司
令
部
」
の
観
念
も
共
有
し
て
い
る
。
地
方
的
な
兄
弟
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
非
常
に
離
れ
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
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「
他
方
、
教
会
も
超
自
然
的
な
も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
独
占
し
て
い
る
中
心
的
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
。
２
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
キ
リ
ス
ト
教
に
妥
当
す
る
が
、
英
米
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
に
は
教
会
と
セ
ク
ト
の
dichotom
y
が
な
い
。
寛
容
の
発
展
に
よ
っ
て
宗
教
的
多
元
性
が
ヨ
リ
顕
著
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
的
規
模
で
の
教
会
が
な
い
の
で
、
現
実
に
は
組
織
的
形
態
は
denom
ination
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
重
要
な
denom
inations
が
併
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
sect主
義
も
異
っ
た
様
相
を
帯
び
る
。
３
、
ト
レ
ル
チ
の
あ
げ
た
sects
で
は
、
メ
ン
バ
ー
は
下
層
階
級
で
あ
っ
た
が
、
階
級
構
造
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
て
、
sects
の
そ
れ
も
変
化
し
た
。
た
ん
に
人
種
・
階
級
だ
け
で
な
く
、
報
道
（
情
報
）
の
多
様
化
、
世
俗
的
世
界
観
か
ら
の
挑
戦
の
影
響
等
に
よ
る
新
ら
し
い
situation
が
生
じ
た
。
４
、
非
ク
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
セ
ク
ト
運
動
。
セ
ク
ト
の
ス
タ
イ
ル
と
発
展
形
態
の
多
様
性
。
異
っ
た
cultures
を
横
断
す
る
真
の
sectを
定
義
で
き
る
か
。
Idealtypus
と
し
て
い
え
ば
１
、
自
発
的
団
体
﹇
bodies﹈
だ
。
し
た
が
っ
て
sectの
概
念
自
身
が
一
定
の
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
信
仰
の
分
裂
、
少
く
も
多
様
化
を
前
提
と
す
る
。
２
、
成
員
の
資
格
は
あ
る
種
の
m
eritを
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
個
人
の
側
に
加
入
の
選
択
が
あ
る
と
同
じ
く
、
sectの
側
で
も
個
人
を
選
別
す
る
﹇
﹈。
p.26
choice
は
m
utualだ
。
こ
の
選
別
に
よ
っ
て
セ
ク
ト
に
は
、
強
い
self-
identity
の
sense
が
あ
る
（「
我
々
の
一
人
だ
」。
「
我
々
」
対
「
ほ
か
の
も
の
」
の
区
別
。
超
自
然
的
真
理
（
＝
日
本
で
は
経
験
的
テ
ス
ト
を
こ
え
た
真
理
）
へ
の
特
殊
で
排
他
的
な
access
を
要
求
す
る
sectほ
ど
、
こ
の
「
我
々
」
意
識
は
強
い
。
成
員
か
ら
の
全
面
的
忠
誠
の
要
求
。
３
、
２
と
関
連
し
て
、
sectの
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
己
意
識
が
あ
る
。
↓
他
の
セ
ク
ト
や
宗
教
団
体
に
た
い
す
る
距
離
感
敵
意
。
or
４
、
自
己
意
識
は
当
然
リ
ゴ
リ
ズ
ム
を
伴
う
。
カ
ー
ス
ト
や
部
族
の
よ
う
な
無
意
識
的
entity
で
な
く
、
自
然
的
単
位
で
な
い
﹇
﹈。
ユ
ダ
ヤ
人
の
ユ
ダ
ヤ
p.27
教
や
ラ
テ
ン
民
族
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
方
と
異
る
（
後
者
は
ヨ
リ
伝
統
的
）。
５
、
し
た
が
っ
て
自
発
性
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
は
personalな
com
m
itm
entを
も
た
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
忠
誠
の
自
発
性
も
m
eritの
testも
可
能
に
な
る
。
self-control
consciousness
⎩――⎨――⎧
→
←
conscience
６
、「
正
統
」
と
異
っ
た
教
義
、
異
っ
た
com
m
itm
ents、
異
っ
た
実
践
を
主
張
す
る
が
、「
そ
の
alternative
は
け
っ
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
伝
統
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
全
面
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」。
む
し
ろ
、
正
統
の
あ
る
要
素
を
削
除
し
、
あ
る
要
素
を
追
加
す
る
と
い
っ
た
、
一
組
の
強
調
点
の
相
異
で
あ
る
。
７
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
orthodox
の
伝
統
と
何
か
ち
が
っ
た
権
威
あ
る
原
則
を
主
張
し
、
そ
れ
が
、
orthodoxy
に
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
― 120 ―
の
権
威
と
は
、
あ
る
い
は
charism
atic
leader
の
優
越
し
た
啓
示
で
あ
り
、
「
聖
典
」
の
再
解
釈
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
真
の
信
仰
者
の
み
に
啓
示
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
idealtype
だ
か
ら
、
現
実
に
は
状
況
に
よ
っ
て
上
の
特
徴
の
あ
る
側
面
が
前
面
に
出
、
あ
る
側
面
が
後
退
す
る
。
V
oluntariness
↓
西
欧
と
同
じ
sectに
入
る
ケ
ー
ス
E
xclusivity
↓
と
く
に
ク
リ
ス
ト
教
セ
ク
ト
、
し
か
し
は
じ
め
は
セ
ク
ト
主
義
を
否
定
し
て
い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
他
か
ら
敵
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
信
頼
で
き
る
仲
間
は
誰
か
を
仲
間
が
知
る
必
要
に
応
じ
て
、
無
条
件
com
m
itm
entが
要
求
さ
れ
た
。
M
erit
↓
ク
エ
ー
カ
ー
は
次
第
に
こ
の
テ
ス
ト
（
面
接
等
）
を
不
要
と
し
⎩―――――――――――――⎨―――――――――――――⎧
た
ケ
ー
ス
。
Self-identification
↓
の
ア
イ
マ
イ
化
（
tribe
と
に
て
く
る
。
“
us”
p.
）。
30
E
lite
status
↓
ク
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
選
良
」
観
念
。
↓
ア
イ
マ
イ
化
。
E
xpulsion
↓
既
成
員
の
継
続
性
が
強
く
な
る
。
test
of
m
erit
の
ゆ
る
む
の
と
併
行
。
C
onscience
↓
エ
リ
ー
ト
意
識
が
あ
ま
り
強
く
な
る
と
、
道
徳
的
行
為
に
関
係
な
く
、
選
良
と
み
な
さ
れ
る
↓
変
質
の
一
形
態
。
Legitim
ation
Ａ
指
導
者
の
charism
a
自
身
が
、
legitim
ation
に
な
る
ケ
ー
ス
。
Ｂ
通
常
は
神
と
自
分
た
ち
と
の
媒
介
者
の
否
定
、‘
組
織
’
の
⎩―――⎨―――⎧
否
定
。
ク
エ
ー
カ
ー
の
‘
権
威
’
否
定
、
反
聖
職
者
Ｃ
イ
ス
ラ
ム
も
今
日
の
ユ
ダ
ヤ
教
も
聖
職
者
が
な
い
か
ら
、
反
聖
職
者
意
識
も
な
い
。
ク
リ
ス
ト
教
に
は
強
い
（
万
人
司
祭
主
義
）。
ア
フ
リ
カ
の
ク
リ
ス
ト
教
セ
ク
ト
は
、
彼
等
特
有
の
権
威
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
も
つ
。
編
者
注
㉚
「「B
.R
.W
ilson,A
T
ypology
of
S
ects
in“
S
ociology
」読
書
メ
モ
」（
資
ofR
eligion”,1963,ed.R
onald
R
obertson,1969.
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
683-9
B
.R
.W
ilson,A
T
ypology
of
Sects
in
Sociology
of
R
eligion,
収
録
1963,ed.R
onald
R
obertson,1969〔
H
arm
ondsw
orth
:
Penguin,登
録
番
号
〕.
0197723
←
も
と
は
、A
rchives
de
Sociologie
des
R
eligions,vol.16
の
英
訳
(1963)
pp.49-63
世
間
の
対
応
の
仕
方
に
応
じ
て
七
つ
の
分
類
。
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１
、
T
heconversionist
sect
回
心
主
義
者
た
ち
自
我
の
変
革
、
再
生
に
よ
る
救
済
、「
心
」
の
経
験
。
F
undam
entalistは
大[多]
く
こ
の
型
。
世
間
は
腐
敗
し
て
い
る
の
は
人
間
が
腐
敗
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。
だ
か
ら
社
会
改
良
や
政
治
的
解
決
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
敵
対
的
だ
。
道
徳
主
義
的
で
、
悪
に
つ
い
て
一
切
の
外
的
環
境
か
ら
の
因
果
的
説
明
を
排
す
る
。
大
衆
集
会
に
お
け
る
説
教
に
よ
る
参
加
者
の
回
心
を
め
ざ
す
。
霊
的
体
験
を
ひ
ろ
め
る
em
otionalだ
が
、
ecstatic
で
は
な
い
。
教
義
の
全
体
の
理
解
よ
り
は
、
個
人
的
な（
救
世
主
と
の
）関
係
の
深
い
感
情
を
い
だ
く
こ
と
。
救
世
主
は
慈
悲
深
い
、
し
か
も
受
難
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
初
期
の
段
階
に
お
け
る
救
世
軍
と
か
A
ssem
blies
ofG
od
と
か
、
聖
霊
降
臨
﹇
pentecostal﹈
派
の
運
動
﹇
﹈。
p.364f
２
、
T
he
revolutionary
type
終
末
観
と
結
び
つ
き
、必
要
な
ら
暴
力
に
訴
え
て
も
現
存
社
会
秩
序
を
打
倒
し
よ
う
と
す
る
。い
ま
や
そ
の
時
は
熟
し
て
い
る
。社
会
改
良
に
も
、瞬
間
的
な
回
心
に
も
否
定
的
。因
果
的
決
定
論
的
説
明
に
も
あ
え
て
反
対
は
し
な
い﹇
﹈。
p.365
◎
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
過
激
派
（
再
洗
礼
派
）
↓
制
度
化
さ
れ
る
と
、
教
義
の
純
粋
性
を
強
権
に
よ
っ
て
ま
も
る
独
裁
国
家
と
な
る
。
神
と
直
接
の
関
係
は
持
た
な
い
。
む
し
ろ
己
を
神
の
道
具
と
み
な
す
。
エ
ホ
ヴ
ァ
の
W
itnesses、
第
五
王
朝
の
人
々
F
ifth
M
onarchy
M
en（
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
）、
太
平
天
国
運
動
。
待
望
の
時
が
来
ず
↓
永
続
困
難
↓
introversionists
に
転
化
す
る
。
分
裂
↓
ク
エ
ー
カ
ー
の
転
向
は
典
型
。
３
、
T
he
introvertist〔
introversionist〕
type
ピ
エ
テ
ィ
ズ
ム
↓
修
道
院
主
義
（
M
onasticism
）
世
間
か
ら
の
[マ
マ
]
隠
遁
し
て
、
心
の
平
安
を
う
る
。
霊
的
体
験
を
人
に
広
め
る
（
con-
versionist）
よ
り
、
む
し
ろ
自
分
の
中
で
深
め
よ
う
と
す
る
﹇
﹈。
p.366
‘
救
わ
れ
た
者
の
集
い
’
と
い
わ
れ
る
運
動
形
態
。
人
格
よ
り
も
精
霊
の
型
で
神
性
を
考
え
る
。
自
ら
は
道
具
で
は
な
く
て
容
器
で
あ
る
。「
ホ
ー
リ
ネ
ス
運
動
」
及
び
Pietist運
動
（
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）。
４
、
M
anipulationist
type（
前
に
著
者
が
gnostic
sectと
称
し
た
も
の
）
「
特
殊
な
知
識
」
に
基
き
、
健
康
・
富
・
幸
福
・
社
会
的
威
信
を
か
ち
う
る
と
説
く
。
世
間
的
活
動
の
再
解
釈
。
彼
岸
的
救
済
と
か
超
越
的
救
済
よ
り
も
、
外
の
世
界
へ
向
く
傾
向
が
非
常
に
強
い
。
超
自
然
的
、
し
ば
し
ば
秘
教
的
、
オ
カ
ル
ト
的
手
段
を
つ
か
っ
て
、
こ
の
世
を
、
利
益
（
benefit）
の
た
め
に
、
m
a-
nipulate
す
べ
き
だ
と
い
う
。
終
末
論
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
。
現
世
利
益
の
追
求
（
折
衷
的
教
義
）。
C
hristian
Scientists,
U
nitarians,
Scientology,
R
osicrucians
等
が
代
表
﹇
﹈。
p.367
５
、
T
haum
aturgicalsects
奇
蹟
を
行
ず
る
、
魔
術
的
セ
ク
ト
（
他
の
宗
教
に
も
あ
る
）
Spiritualists
霊
か
ら
の
個
人
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
奇
蹟
を
行
う
。
老
化
と
死
の
生
理
的
経
過
を
承
認
す
る
こ
と
を
拒
み
、
日
常
生
活
か
ら
の
「
例
外
」
を
確
認
し
合
う
。
来
世
に
お
け
る
永
遠
の
福
祉
、
さ
し
当
り
現
世
で
は
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m
iracle
を
行
う
こ
と
で
直
接
的
利
益
を
う
る
。
m
anipulationists
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
普
遍
性
が
す
く
な
く
、
ヨ
リ
個
別
的
で
あ
り
、
ま
た
「
特
殊
な
知
識
」
を
必
要
と
し
な
い
。
聖
書
の
奇
蹟
に
重
き
を
お
く
。
と
く
に
聖
マ
ル
コ
の
福
音
が
彼
等
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
N
ational
Spiritualist
C
hurch,Progressive
Spiritualist
C
hurch
６
、
T
he
reform
ist
sects
革
命
型
↓
内
向
型
ヘ
の
変
化
ク
エ
ー
カ
ー
が
典
型
↓
一
八
世
紀
社
会
的
良
心
の
役
割
を
課
す
る
。
hum
anitarian〔
人
道
主
義
者
〕
で
あ
り
、
reform
ist
構
造
は
変
ら
ず
、
外
的
世
界
へ
の
対
応
だ
け
が
変
化
す
る
場
合
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
タ
イ
プ
７
、
T
he
utopian
sects
も
っ
と
も
複
雑
一
方
で
は
世
間
か
ら
の
引
退
を
内
包
す
る
。他
方
で
世
界
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
。
T
olstoyans,T
he
C
om
m
unity
ofO
neida,B
rüderhof,あ
る
種
の
ク
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
。
時
に
、
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
が
、
そ
の
共
同
生
活
は
外
界
か
ら
の
防
禦
の
姿
勢
で
あ
る
。cf.p.40.R
eligious
Sects.
編
者
注
33
「「
正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
677-5-1
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
「
受
肉
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
↓
そ
の
上
に
三
位
一
体
の
教
義
が
成
立
す
る
。
教
会
エ
ク
レ
シ
ア
が
「
肉
」
に
な
り
き
る
こ
と
の
危
険
↓
キ
リ
ス
ト
は
た
ん
な
る
歴
史
的
人
格
、
こ
の
世
の
救
世
主
教
会
が
肉
を
全
的
に
拒
否
す
る
危
険
性
↓
spiritualism
「
前
エ[衛]
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
前
衛
が
多
く
の
政
党
（
革
命
的
政
党
も
含
む
）
の
う
ち
の
一
つ
に
な
る
危
険
〃
政
治
運
動
者
前
衛
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
既
成
の
「
体
現
」
に
な
る
危
険
性
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
↓
党
の
独
裁
↓
だ
れ
そ
れ[カ]
の
個
人
（
又
は
群
）
の
独
裁
N
ote:コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
場
合
、「
外
国
」
の
間
接
侵
略
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ
る
H
eresy
Y
es,
C
onspiracy
N
o.
(Sidney
H
ook〔
John
D
ay,
1953.〕)
「
国
体
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
天
皇
制
と
い
う
国
家
機
構
に
な
る
危
険
性
「
調
整
」・「
統
一
」
の
原
理
（
調
整
主
義
）
「
い
の
ち
」・「
ま
ご
こ
ろ
」
の
凝
集
性
に
な
る
危
険
性
「
帰
一
」
の
原
理
（
内
面
主
義
）
ド
グ
マ
の
欠
如
、
未
発
達
か
ら
来
る
A
nstaltsgnade
の
優
越
す
る
傾
向
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Ⅳ政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
（
一
九
八
五
年
九
月
二
七
日
）
編
者
注
③
「「
政
事
の
構
造
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
）
の
一
部
（
Ａ
４
用
246
紙
一
枚
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
）
一
三
枚
・
Ａ
４
用
紙
一
枚
）
Paradigm
の
補
注
１
、
律
令
体
制
の
確
立
（
七
世
紀
後
半
）
を
前
提
と
し
、
そ
の
変
質
の
パ
タ
ー
ン
の
な
か
に
、
日
本
の
政
治
意
識
の
basso
ostinato
を
見
よ
う
と
す
る
（
大
規
模
な
唐
制
の
摂
取
が
あ
っ
た
か
ら
、
か
え
っ
て
日
本
的
特
質
を
見
易
い
）。
２
、
古
代
日
本
語
や
ま
と
こ
と
ば
及
び
そ
れ
に
宛
て
ら
れ
た
漢
字
・
漢
語
（
ideographic
表
意
↑
↓
phonetic〔
表
音
〕）
は
記
紀
・『
続
日
本
紀
』（
宣
命
）・『
風
土
記
』・『
古
語
拾
遺
』・『
延
喜
式
』（
祝
詞
）
等
に
よ
る
。
訓
読
の
仕
方
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
が
、『
書
記
』
の
場
合
は
伝
統
的
訓
、『
古
事
記
』
の
場
合
は
宣
長
を
基
礎
と
し
、
現
代
専
門
家
の
「
通
説
」
を
参
照
す
る
﹇「
言
は
事
な
り
」〔「
言コト
は
【
借
字
】
事
に
て
」（『
古
事
記
伝
』
十
三
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、登
録
番
号
、四
七
頁
）〕
ideographic
な
使
用
法
に「
文
0182354
化
変
容
」
が
す
る
ど
く
現
わ
れ
る
﹈。
３
、
第
一
表
の
Paradigm
に
お
い
て
、「
天
津
日
継
し
ろ
し
め
す
」
は
皇
太
子
ひ
つ
ぎ
の
み
こ
が
即
位
し
た
場
合
の
特
殊
的
表
現
で
あ
り
﹇
ひ
＝
霊
・
日
﹈、
ヨ
リ
一
般
的
な
、
統
治
を
正
統
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
表
現
す
る
場
合
は
天
下
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す
（
治
天
下
）
又
は
、
ま
つ
り
ご
と
｛
き
こ
し
め
す
／
し
ろ
し
め
す
／
し
ら
す
と
い
う
。「
天
下
あ
め
の
し
た
」
は
起
源
的
に
は
中
国
の
表
現
で[カ]
あ
る
が
、「
治
天
下
」
と
い
う
表
現
は
す
で
に
五
世
紀
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
﹇
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
大
刀
銘
文
「
治
天
cf.
下
獲
□
□
□
鹵
大
王
世
…
…
」
但
し
「
天
下
」
は
神
代
紀
に
は
現
わ
れ
ず
、
神
武
反
正ぜい
天
皇
？
天
皇
以
後
で
あ
る
﹈、
古
日
本
語
と
し
て
扱
う
天
つ
神
国
つ
神
（
大
祓
の
儀
式
）
ア
メ
↑
↓
ク
ニ
（
宣
長
）
＝
限
定
性
が
強
い
cf.
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〔第一表〕政事の図式〔論文「政事の構造」の「図表Ａ 政事の図式」（『丸山
眞男集』第12巻217頁）にあたる〕
ツ
チ
＝
天
地
ク
ネ
＝
垣
根
（
真
淵
）
４
、
第
一
表
は
古
代
大
和
政
権
に
お
け
る
政
事
の
サ
イ
ク
ル
を
示
し
、
そ
こ
で
、
正
統
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
実
権
（
政
策
決
定
）
レ
ヴ
ェ
ル
が
確
然
と
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
中
華
帝
国
と
の
最
大
の
ち
が
い
）、「
政
事
」
の
上
向
性
（
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絶
対
君
主
制
と
の
最
大
の
ち
が
い
）
お
よ
び
、
媒
介
者
と
し
て
の
政
治
の
機
能
、
等
の
特
徴
を
示
す
に
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
、
い
わ
ば
同
心
円
的
に
、
摂
関
制
・
院
政
・
幕
府
制
等
、
後
続
す
る
変
質
し
た
政
事
組
織
に
お
い
て
く
り
か
え
さ
れ
る
（
basso
ostinato）。〔
↓
コ
ト
バ
関
係
＝
社
会
的
実
体
関
係
〕
５
、
政
事
＝
祭
事
と
い
う
解
釈
の
言
語
的
関
連
誤
り
に
つ
い
て
は
、
今
日
は
ふ
れ
な
い
。
ま
つ
る
＝
献
上
す
る
↓
つ
か
へ
ま
つ
る
（
仕
奉
）
↓
「
奉
仕
」
を
献
上
す
る
豊
御
酒
ま
つ
る
↓
奉
仕
す
る
「
秋
つ
葉
に
に
ほ
へ
る
衣
わ
れ
は
着
じ
、
君
に
奉まつ
ら
ば
夜
も
着
る
が
ね
（
だ
ろ
う
か
ら
）
」
（『
万
葉
〔
集
〕』
二
三
〇
四
）
斎
奉
イ
ツ
キ
ま
つ
る
↓
イ
ハ
ヒ
ま
つ
る
忌
イ
ミ
ま
つ
る
『〔
古
事
〕
記
』
初
出
は
イ
ザ
ナ
キ
の
み
そ
ぎ
か
ら
生
れ
た
三
柱
の
「
綿
津
見
の
神
は
阿
雲
あ
づ
み
の
連
む
ら
じ
ら
の
祖おや
神かみ
と
伊
都
久
神
也
」（
伊
都
久
は
音
で
読
め
）〔『
古
事
記
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
、
登
録
番
号
、
二
二
〇
頁
〕。
ま
つ
る
神
で
は
な
い
！
0197499
「
祭
」
の
一
字
だ
け
で
も
古
訓
は
「
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
」
と
よ
む
。「
祭
事
」
は
イ
ハ
ヒ
コ
ト
・
イ
ミ
コ
ト
で
あ
っ
て
、
マ
ツ
リ
コ
ト
で
は
な
い
天
照
の
ニ
ニ
ギ
へ
の
詔
此れ
之
鏡は
者
、
専ら
為
二
我
御
魂
み
た
ま
と
し
て
一
而
、
如
レ
拝いつ
く
が
ご
と
く
二
吾
前
一
、
伊
都
岐
奉れ
。
次に
思
金
神は
者
、
取
二
持
み
ま
へ
の
こ
前
事
一、
と
を
と
り
も
ち
て
、
為
レ
政
ま
を
し
た
ま
へ
〔『
古
事
記
』
二
三
七
頁
〕
斎
主
イ
ハ
ヒ
ヌ
シ
・
神
主
×
祭
主
お
さ
め
ま
つ
る
＝
治
奉
（
！
）
文
武
天
皇
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
一
）
「
是
以
百
官
人
等
、
こ
こ
を
も
ち
て
も
も
の
つ
か
さ
[の
]ひ
と
ど
も
、
四
方
食
国
よ
も
の
お
す
く
に
を
、
乎
治
奉
を
さ
め
ま
つ
れ
と
、
止
任
賜
ま
け
た
ま
へ
る
幣
留
…
」〔『
新
訂
増
補
国
史
大
系
続
日
本
紀
前
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
、
一
頁
〕
0182888
イ
、
四
方
の
食
国
を
治
め
る
主
体
は
、
天
皇
か
ら
任
命
さ
れ
、
委
任
さ
れ
た
諸
国
の
司
で
あ
る
。
ロ
、「
治
奉
」
は
治
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
皇
室
に
奉
仕
す
る
関
係
を
示
す
。
ハ
、
も
っ
と
も
「
治
め
る
」
こ
と
は
人
民
を
統
治
す
る
場
合
に
限
ら
な
い
。
神
々
を
「
治
め
る
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
ニ
ニ
ギ
へ
の
詔
の
「
治
我
前
」
は
「
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
」
と
同
じ
。
霊
を
鎮
め
る
↓
呪
術
的
思
考
ま
を
す
「
食
国
の
政
を
申
す
大
夫
マ
ヘ
ツ
キ
ミ
と
な
り
…
…
」（『〔
先
代
〕
旧
事
本
紀
』〔
巻
五
平
安
初
期
）
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（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
古
事
記
・
先
代
旧
事
本
紀
・
神
道
五
部
書
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
五
九
頁
〕）
〔「
〕
其
の
食
国
ノ
政
を
申
す
者
[大
夫
]
は
今
の
大
連
お
ほ
む
ら
じ
な
り
」〔『
先
代
旧
事
本
紀
』〕
巻
七
〔
九
三
―
九
四
頁
〕
ロ
、
◎
光
仁
天
皇
、
宝
亀
二
年
二
月
の
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
第
三
一
）
「
今
日
よ
り
は
大
臣
お
ほ
お
み
の
ま
を
し
し
政
は
き
こ
し
め
さ
ず
や
な
ら
む
」〔『
新
訂
増
補
国
史
大
系
続
日
本
紀
後
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
、
三
八
九
頁
〕
0182889
左
大
臣
藤
原
永
手
薨
去
に
際
し
て
の
天
皇
の
弔
辞
イ
、
聖
武
天
皇
即
位
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
九
）
「
故
親
王
等
始
而
王
臣
、
汝
等
、
…
…
皇
朝
乎
[…
…
〕
扶
奉
而
か
れ
、
み
こ
た
ち
を
は
じ
め
て
、
お
ほ
き
み
お
み
、
い
ま
し
た
ち
、
す
め
ら
が
み
か
ど
を
た
す
け
ま
つ
り
て
天
下
公
民
奏
乎
賜
詔
止
…
…
」〔『
続
日
本
紀
前
篇
』
九
九
頁
〕
あ
め
の
し
た
の
お
ほ
み
た
か
ら
を
、
ま
を
し
た
ま
へ
と
、
の
る
。
に
た
い
す
る
政
事
を
と
り
お
こ
な
へ
。
と
り
も
つ
「
大
君
の
命
み
こ
と
畏
み
食
国
の
事
と
り
も
ち
て
…
…
」
『
万
葉
〔
集
〕』
四
〇
〇
八
、
巻
一
七
「
大
君
の
任まけ
の
ま
に
ま
に
執
り
持
ち
て
仕
ふ
る
国
…
…
」
『
万
葉
〔
集
〕』
四
一
一
六
○
と
も
に
と
り
も
つ
主
体
は
大
伴
家
持
で
あ
る
。
『〔
古
事
〕
記
』
中
巻
、
応
神
天
皇
「
大
雀
命
、
執
二
食
国
之
政
一
以
白
賜
」〔『
古
事
記
』
二
七
四
頁
〕
お
ほ
さ
ざ
き
の
み
こ
と
は
、
お
す
く
に
の
ま
つ
り
ご
と
を
と
り
も
ち
て
ま
を
し
た
ま
へ
の
ち
の
仁
徳
天
皇
応
神
天
皇
の
詔
『〔
日
本
書
〕
紀
』
舒
明
即
位
前
紀
お
ほ
き
ま
へ
つ
き
み
の
つ
か
は
せ
る
ま
へ
つ
き
み
た
ち
は
、
も
と
よ
り
、
い
か
し
ほ
こ
の
〔
…
…
〕
な
か
と
り
も
て
る
こ
と
の
ご
と
く
に
し
て
、
「
亦
大
臣
所
レ
遣
群
卿
者
、
従
来
如
二
厳
矛
〔
…
…
〕
取
レ
中
事
一
a.
而
奏
請
人
等
也
も
の
ま
う
す
ひ
と
ど
も
な
り
」〔『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
下
』岩
波
書
店
、
68
一
九
六
五
年
、
登
録
番
号
、
二
二
三
頁
〕（
群
卿
の
役
割
に
つ
い
0185229
て
、
山
背
大
兄
王
が
、
ま
へ
つ
き
み
た
ち
に
告
げ
る
言
葉
）
↓
非
宗
教
的
用
法
「
中
臣
寿
詞
」（『
台たい
記き
』
＝
〔
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
日
記
〕
別
記
）
b.
「
…
…
本
末
傾
か
た
ぶ
か
ず
、
茂
槍
い
か
し
ほ
こ
の
中
執り
持
て
仕
へ
ま
つ
る
中
臣
の
祭
主
い
は
ひ
ぬ
し
」
枕
詞
宗教的行事の用法
⎩――――⎨――――⎧
〔『
日
本
古
典
文
学
大
系
１
古
事
記
・
祝
詞
』岩
波
書
店
、一
九
五
八
年
、
登
録
番
号
、四
六
二
頁
〕（
近
衛
天
皇
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
祝
詞
）
0185143
「
斎
い
つ
き
の
内
親
王
ひ
め
み
こ
を
奉り
入る
る
時
（
の
祝
詞
い
は
ひ
ご
と
）」
＝
伊
勢
神
宮
に
斎
宮
を
た
て
ま
つ
c.
る
際
の
祝
詞
「
…
…
御
命
お
ほ
み
こ
と
を
大
中
臣
、
茂
し
桙
の
い
か
し
ほ
こ
の
中
取
持
ち
て
、
恐
み
恐
み
も
申
し
た
ま
は
く
」〔『
古
事
記
・
祝
詞
』
四
四
六
頁
〕
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ｂ
、
ｃ
は
「
天
皇
と
神
と
の
中
を
仲
介
す
る
媒
介
者
と
し
て
」
ａ
は
「
皇
室
と
臣
・
民
と
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
、
天
皇
に
奏
上
す
る
」
こ
と
む
け
＝
お
も
む
け
「
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
〔
等
〕
を
こ
と
む
け
や
は
す
言
向
和
平
」〔『
古
事
記
』
一
二
二
頁
〕
麻
都
漏
波
奴
﹇
phonetic﹈
人
＝
不
伏
人
（
神
武
東
征
）
不
順
者
『〔
古
事
〕
記
』
景
行
天
皇
、
倭
建
命
の
東
征
ま
つ
ろ
う
(
帰
順
)
者
荒
ぶ
る
神
ど
も
を
言
趣
和
〔『
古
事
記
』
二
三
三
頁
〕
『〔
古
事
〕
記
』
葦
原
中
国
の
平
定
お
も
む
け
に
し
た
か
は
ず
（
不
従
風
化
）
↓
『
常
陸
国
風
土
記
』
教
化
お
も
む
け
↓
崇
神
紀
一
三[二]
年
〔『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
登
録
番
号
、
二
四
八
頁
〕
67
0185228
面
向
け
こ
と
む
け
と
同
じ
言
は
仮
字
、
事
依ヨサ
ス
、
事
避サル
。「
ム
ケ
は
ム
カ
セ
に
て
〔
」〕
「
背ソム
け
る
者モノ
を
、
此
方
コ
ナ
タ
へ
令シム
ルレ
向ムカ
意
の
言
な
り
」（『〔
古
事
〕
記
伝
』〔
十
三
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
四
七
頁
〕）
同
じ
方
向
を
向
か
せ
る
、
同
方
向
性
の
意
で
、
風
化
・
教
化
の
倫
理
的
規
範
性
は
弱
い
。
背
く
は
背
を
向
け
る
。
反
対
方
向
性
「
政
既
に
平
訖
こ
と
む
け
参
上り
て
侍はべ
る
之
」（『〔
古
事
〕
記
』
履
中
天
皇
〔
二
八
九
頁
〕）
「
政
マ
ツ
リ
ゴ
ト
を
和
平
コ
ト
ム
ク
と
云
は
、
何ナニ
と
か
や
穏
オ
ダ
ヤ
カ
な
ら
ぬ
如
く
聞
ゆ
れ
ど
も
、
〔
…
…
〕（
履
中
天
皇
の
条
に
、
水
齒
別
命
（
の
ち
の
反はん
正ぜい
）
が
、
弟
の
墨
江の
中つ
王みこ
の
反
逆
を
討
伐
し
て
、
履
中
に
奏
上
し
た
こ
と
を
政
と
い
う
の
で
、
古
語
に
は
、
こ
の
よ
う
に
）
政
を
行
オ
コ
ナ
ひ
た
る
を
、
和
平
コ
ト
ム
ケ
と
は
云
る
な
り
」（『〔
古
事
〕
記
伝
』〔
二
十
三
之
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
、
五
八
頁
〕）
0182355
か
へ
り
ご
と
ま
を
す
こ
れ
で
ま
つ
り
ご
と
の
サ
イ
ク
ル
が
完
了
す
る
。『
古
事
記
』
の
な
か
で
「
奏まを
す
」
字
の
用
例
二
三
の
う
ち
一
四
例
が
、
復
奏
・
覆
奏
で
あ
る
。
と
く
に
上
・
中
巻
で
は
、奏
の
一
四
例
中
、一
二
例
が
覆
奏
！
（
朝
日
古
典
全
書『
古
事
記
』
の
校
注
者
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
氏
に
よ
る
〔
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
校
註
『
古
事
記
』
上
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
二
年
、
登
録
番
号
、
0185085
三
〇
七
頁
〕）。
し
か
し
あ
る
意
味
で
は
、
サ
イ
ク
ル
は
完
了
し
な
い
。
イ
ザ
ナ
キ
が
三
貴
子
を
生
み
、
ス
サ
ノ
オ
を
根
ノ
国
に
追
放
し
、
使
命
を
終
え
て
、
幽
宮
カ
ク
レ
ノ
ミ
ヤ
に
永
眠
し
た
、
と
い
う
『〔
日
本
〕
書
記
』
の
記
事
に
つ
づ
け
て
、「
亦
曰
く
、
伊
弉
諾
尊
、
功コト
既
に
至
り
ぬ
。
徳
イ
キ
ホ
ヒ
亦
大
な
り
。
是
に
天
に
登
り
ま
し
て
報
命
か
へ
り
ご
と
ま
を
し
た
ま
ふ
」〔『
日
本
書
紀
上
』
一
〇
三
頁
〕。
大
八
州
国
（
日
本
）
を
生
み
、
そ
の
統
治
者
を
生
ん
だ
イ
サ
ナ
キ
も
ま
た
天
に
登
っ
て
か
へ
り
こ
と
ま
を
し
て
い
る
！
誰
に
か
？
「
天
つ
神
」
に
も
究
極
者
が
な
く
無
限
に
上
に
、
古
に
遡
及
す
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。
カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
ス
の
重
要
性
を
も
示
す
。
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の
補
注
Paradigm
2
１
、
太
上
天
皇
と
は
譲
位
し
た
前
帝
、
つ
ま
り
上
皇
（
法
皇
）
を
指
す
。
中
国
の
皇
帝
と
ち
が
っ
て
「
天
皇
」
の
名
称
は
単
一
者
で
は
な
い
。
中
国
で
は
皇
太
子
も
皇
帝
の
面
前
で
は
「
臣
〜
」
と
い
う
。
が
、
日
本
で
は
君
臣
の
別
は
、
皇
室
（
Im
perialF
am
ily）
と
、
そ
れ
以
外
の
大
臣
以
下
群
卿
の
間
に
あ
る
。
↓
統
治
の
多
元
性
及
び
、「
み
う
ち
」
化
の
背
景
と
な
る
。
２
、
正
統
性
の
所
在
と
実
権
者
と
の
関
係
は
一
般
的
に
「
後
見
」
の
語
で
表
現
さ
れ
る
。
上
皇
（
法
皇
）
は
天
皇
の
「
後
見
」
で
あ
り
、
摂
関
も
天
皇
の
「
後
見
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
幕
府
成
立
後
は
、
武
家
（
将
軍
）
は
公
家
の
（
後
見
）
と
よ
ば
れ
た
（
慈
円
『
愚
管
抄
』）。
↓
実
権
者
の
リ
モ
コ
ン
と
い
う
パ
タ
ー
ン
。
病
理
的
に
な
る
と
、
正
統
性
の
所
在
と
決
定
権
者
と
の
分
離
の
原
則
と
相
俟
っ
て
、
無
責
任
体
制
に
な
る
。
そ
の
楯
の
反
面
と
し
て
独
裁
（
m
ono-archia）
の
成
立
は
困
難
と
な
る
。
３
、
Inform
alization
は
一
つ
に
は
摂
関
制
・
蔵
人
所
と
い
っ
た
「
令
外
官
」
参
議
・
権
大
納
言
・
検
非
違
使
の
増
加
と
そ
の
重
要
性
の
増
加
と
し
て
現
わ
れ
（
こ
れ
は
一
応
公
の
官
制
で
あ
る
）、
他
方
に
は
、「
み
う
ち
化
」（
privatization）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
院
司
は
院
（
上
皇
）
の
、
家
司
は
摂
関
家
の
、
家
政
を
司
る
私
的
性
格
を
も
つ
。
幕
府
に
お
け
る
御
内
方
も
同
じ
。
従
属
者
・
奉
仕
者
と
い
う
性
格
と
、
私
的
な
配
下
（
側
近
）
と
い
う
性
格
と
い
う
二
重
な
性
格
に
お
い
て
政
事
の
実
権
を
に
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
。「
夜
の
関
白
」
と
い
う
の
は
白
河
院
の
院
司
の
別
称
・
通
称
。「
政
所
」
と
い
う
名
称
も
元
来
、
摂
関
家
の
家
政
機
関
の
名
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
鎌
倉
幕
府
に
も
ち
こ
さ
れ
る
。
摂
関
制
に
お
い
て
政
所
下
文
は
院
宣
と
同
じ
効
力
を
も
っ
た
。「
政
」
の
sem
antics
を
象
徴
し
て
い
る
。
４
、
律
令
制
下
に
お
い
て
、
宮
中
・
府
中
の
別
が
唐
制
に
な
ら
っ
て
定
め
ら
れ
た
が
、
は
や
く
も
持
統
天
皇
の
時
代
に
、「
お
ほ
う
ち
」（
内
裏
・
禁
中
・
禁
裏
）
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が
決
定
権
を
も
つ
例
が
出
現
し
て
い
る
（
Inform
alization）。
天
武
紀
、
一
一
年
一
一
月
の
詔
「
凡
そ
法のり
を
犯おか
す
者もの
を
糺た
弾だ
さ
む
と
き
は
、
或
は
禁お
省ほ
之う
中ち
に
も
、
或
は
朝
廷
之
中
ま
つ
り
ご
と
ど
こ
ろ
に
も
、
…
…
匿か
弊く
す
こ
と
無な
く
し
て
糺た
弾だ
せ
」〔『
日
本
書
紀
下
』
四
五
五
頁
〕
持
統
記[紀]
（
最
後
の
巻
の
最
後
の
文
章
）
一
一
年
八
月
天
皇
定
二
策
禁
中
一
、禅
二
天
皇
位
於
皇
太
子
一〔『
日
本
書
紀
下
』五
三
五
頁
〕
み
は
か
り
ご
と
を
、
お
ほ
う
ち
に
定
め
て
、
ひ
つ
ぎ
の
み
こ
（
文
武
）
に
、
禅
天
皇
位
く
に
さ
り
た
ま
ふ
５
、﹇「
公
方
」
の
名
称
の
下
降
﹈「
公
方
」
は
元
来
、
朝
廷
を
意
味
し
た
が
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
時
宗
の
と
き
、
守
護
（
と
く
に
得
宗
守
護
の
場
合
）
あ
て
の
将
軍
家
御
教
書
を
「
関
東
公
方
御み
教
書
」
と
呼
ん
だ
。
鎌
倉
殿
（
将
軍
）
が
一
段
レ
ヴ
ェ
ル
が
上
っ
て
公
方
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
が
室
町
幕
府
に
う
け
つ
が
れ
て
、
将
軍
＝
公
方
と
な
っ
た
。
し
か
も
尊
氏
の
子
足
利
基
氏
は
京
都
の
公
方
に
将
軍
た
い
し
、
関
東
公
方
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
関
東
公
方
の
下
で
、
上
杉
憲
顕
は
〔
関
東
〕
管
領
、
高
師
冬
は
「〔
関
東
〕
執
事
」
と
な
っ
て
関
東
公
方
の
政
事
を
執
り
（
執
権
に
当
る
）、
の
ち
、
執
事
は
レ
ヴ
ェ
ル
が
上
っ
て
関
東
管
領
と
な
っ
た
。
６
、
得
宗
家
の
「
内うち
管かん
領れい
」
北
条
泰
時
が
被
官
の
尾
藤
景
綱
を
家
務
執
行
の
後
見
と
し
て
任
命
し
た
の
が
は
じ
ま
り
。
す
で
に
泰
時
の
時
代
か
ら
、
た
ん
な
る
家
政
機
関
で
な
く
、
幕
府
の
政
治
的
決
定
分
野
（
将
軍
の
京
都
へ
の
使
者
、
御
家
人
の
鎮
圧
等
）
に
関
与
し
て
い
た
﹇
得
宗
被
官
↓
得
宗
私
邸
の
御
内
｛「
寄
合
」
の
メ
ン
バ
ー
／
「
公
文
所
」
の
家
令
﹈。時頼
は
執
権
及
び
得
宗
の
地
位
を
長
時
・
時
宗
に
譲
っ
た
の
ち
も
、「
後
見
」
役
嫡[カ]
子
を
つ
と
め
た
（
院
政
に
あ
た
る
）
が
、
他
方
、
尾
藤
景
綱
の
内
管
領
辞
任
の
あ
と
を
う
け
て
、
家
令
と
な
っ
た
平
盛
綱
が
時
頼
の
側
近
と
し
て
政
治
に
参
与
し
た
。
そ
う
し
て
、
時
宗
の
代
に
な
る
と
、
盛
綱
の
子
、
平
頼
綱
が
内うち
管
領
と
し
て
絶
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
た
。
執
権
か
ら
「
得
宗
専
制
へ
の
転
化
」
と
い
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
実
体
は
、
得
宗
の
専
制
と
い
う
よ
り
、
内うち
管
領
の
決
定
過
程
へ
の
侵
蝕
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
高
時
の
内
管
領
、
長
崎
高たか
資すけ
の
専
横
は
有
名
で
あ
る
。
『
増
鏡
』
第
一
五
巻
「
こ
の
頃
（
高
時
執
権
の
こ
ろ
）、
わ
た
く
し
の
後
見
う
し
ろ
み
に
、
cf.
長
崎
入
道
円ゑん
基き
（
高
資
の
父
）
と
か
や
い
ふ
物
あ
り
。
世
の
中
の
大
小
事
、
た
ゞ
み
な
こ
の
円ゑん
基き
が
心
の
ま
ゝ
な
れ
ば
、
宮
こ
の
大
事
、
か
ば
か
り
に
な
り
ぬ
る
を
も
、
か
の
入
道
の
み
ぞ
と
り
も
ち
て
、
お
き
て
計 はか
ら
い
け
る
」（
元
弘
の
乱
の
叙
述
）〔『
日
本
古
典
文
学
大
系
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九
87
六
五
年
、
登
録
番
号
、
四
五
〇
頁
〕
0185233
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中
納
言
令
外
官
↓
権
大
納
言
・
権
中
納
言
関
白
○
内
大
臣
・
参
議
・
蔵
人
所
・
検
非
違
使
摂
政
（
諮
問
機
関
と
し
て
の
三
省
）
尚
書
省
（
行
政
）
天
皇
帝
中
書
省
（
起
草
）
門
下
省
（
覆
奏
）
〔
大
日
本
〕
帝
国
憲
法
第
五
条
１
、
原
案
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
テ
立
法
権
ヲ
施
行
ス
２
、
第
一
審
会
議
第
二
読
会
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
翼
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
施
行
ス
３
、
第
二
審
（
未
決
）
〃
⎩―――⎨―――⎧
４
、
第
三
審
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ
最
終
審
議
で
第
五
条
議
決
。
第
三
十
七
条
１
、
原
案
凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス
２
、
第
一
審
会
議
凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
諾
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス
３
、
第
二
審
同
上
⎩――⎨――⎧
４
、
第
三
審
凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス
イ
、「
贊
襄
」
ロ
、
承
認
「
抹
消
」
＝
新
造
語
ハ
、「
協
同
」
ニ
、「
議
決
」
ホ
、「
議
ヲ
経
テ
」
「
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
ス
シ
テ
国
政
ヲ
施
行
ス
ル
ハ
立
憲
政
体
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
伊
藤
〔
博
文
（
清
水
伸
『
帝
国
憲
法
制
定
会
議
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
、
登
録
番
号
、
一
五
九
頁
〕）
0193251
第
三
審
、
一
旦
は
「
輔
翼
及
び
協
賛
〔
」〕
と
し
た
が
、「
advice
and
con-
sent…
…
advice
は
虚
飾
で
あ
り
、
consentか
主
で
あ
る
。
故
に
単
ニ
協
賛
と
す
る
」（
伊
藤
〔「「
ア
ド
バ
イ
ス
、
エ
ン
ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
」
…
…
「
ア
ド
バ
イ
ス
」
ナ
ル
字
ハ
外
国
ノ
憲
法
ニ
於
テ
モ
寧
ロ
虚
飾
ニ
属
シ
、「
コ
ン
セ
ン
ト
」
ノ
意
即
チ
主
ナ
リ
。
依
テ
更
ニ
協
賛
ト
ノ
ミ
セ
リ
」『
帝
国
憲
法
制
定
会
議
』
四
六
六
頁
〕）
中
国
に
お
け
る
「
政
事
」
「
在
レ
君
為
レ
政
、
在
レ
臣
為
レ
事
」（『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
五
年
「
為
政
事
」
に
つ
い
て
の
杜と
預よ
（
二
二
二
―
二
八
四
、
晋
の
将
軍
で
学
者
）
の
注
）
「
夫
政ハ
自リ
レ
上
下ル
者
也
。
上
作
レ
政
而
下
行ヘ
バレ
之
、
不
レ
逆ナ
ラ
。
故
上
下
無
レ
怨
」
（『
国
語
』「
周
語
」
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長
官
次
官
⎫
｜
⎬
｜
⎭
神
祇
官
卿
・
大
輔
た
ゆ
う
・
少
輔
し
う
天
皇
官　政　太
（
則
闕
官
）（
長
官
）（
次
官
）
太
政
大
臣
―
左
大
臣
右
大
臣
―
―
大
納
言
省　務　中
宮
内
省
大
蔵
省
刑
部
省
以
下
す
べ
て
八
省
Ⅴ闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
―
―
Ｏ
正
統
と
異
端
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
―
―
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
）
編
者
注
②
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
二
、
崎
門
の
絶
交
」（
登
録
番
号
）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
697-8
版
）
四
枚
）・「「
異
学
の
禁
」
を
境
と
し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
670-3
一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
闇
斎
学
派
、
敬
義
学
派
と
も
い
わ
れ
る
。
近
世
儒
学
の
二
大
源
泉
イ
、
京
師
朱
子
学
﹇
京
学
﹈
―
―
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
・
木
下
順
庵
ロ
、
海
南
朱
子
学
﹇
南
学
﹈
―
―
(南
村
梅
軒
）
谷
時
中
・
小
倉
三
省
・
野
中
兼
山
（
桂
庵
―
―
薩
摩
儒
学
（
朝
鮮
戦
争
で
書
籍
を
得
た
）
（
貝
原
益
軒
黒
田
藩
）
（
中
江
藤
樹
）
―
―
〔
熊
沢
〕
蕃
山
闇
斎
は
系
統
か
ら
い
え
ば
、
南
学
で
谷
時
中
、
野
中
兼
山
に
学
ん
で
、
仏
を
棄
て
儒
に
帰
し
た
﹇
比
叡
山
↓
妙
心
寺
↓
吸
江
寺
﹈。
し
か
し
、
南
学
の
一
分
派
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
顕
著
な
特
色
が
あ
る
。
学
統
図
で
も
程
朱
学
派
あ
る
い
は
朱
子
学
派
と
別
項
目
に
闇
斎
学
派
、
敬
義
学
派
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
自
己
認
識
と
し
て
も
そ
う
だ
し
、
他
の
儒
学
派
か
ら
も
特
別
視
さ
れ
て
い
た
。
量
的
に
近
世
初
頭
の
最
大
学
派
で
あ
っ
た
（
次
頁
）
だ
け
で
な
い
。
稲
葉
黙
斎
の
『
学
話
』
に
「
朱
子
学
ト
云
（
ヘ
）
バ
、
新
助
殿
〔
室
鳩
巣
〕
モ
貝
原
モ
コ
ノ
内
ヘ
入
ル
。
道
学
ト
云
ト
此
二
人
モ
入
ル
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
道
学
」
を
自
任
し
た
〔『
黙
斎
先
生
学
話
』
巻
之
七
。
論
文
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」
で
は
、
本
書
の
「
東
大
図
書
館
蔵
」
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
（『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
一
巻
二
三
一
頁
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
で
は
、
本
書
は
宇
井
黙
斎
の
著
書
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
〕。「
道
学
」
は
む
ろ
ん
中
国
の
程
朱
学
の
自
称
で
あ
り
、
闇
斎
学
の
発
明
し
た
コ
ト
バ
で
な
い
が
、
崎
門
の
場
合
、
と
く
に
朱
子
学
者
と
区
別
し
た
。「
世
界
観
の
学
」
の
意
味
で
あ
る
。
理
論
と
実
践
の
統
一
。
君
臣
大
義
名
分
論
と
一
身
の
出
処
進
退
と
を
き
び
し
く
追
究
し
た
。
門
弟
六
千
人
と
い
わ
れ
た
。
藩
校
は
〔
江
戸
〕
中
期
以
後
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
闇
斎
学
を
藩
学
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
五
十
藩
を
こ
え
る
（
新
発
田
﹇
＝
溝
口
﹈・
小
浜
﹇
＝
酒
井
﹈・
鶴
田
[た
づ
た
]
・
広
島
等
は
と
く
に
名
高
い
）。
（
孔
子
の
弟
子
、三
千
人
、六
芸
に
達
し
た
も
の
七
十
余
氏
〔「
孔
子
…
…
、
弟
子
蓋シ
三
千ア
リ
焉
、
身
通ズ
ル二
六
芸ニ
一
者
、
七
十
有
二
人ア
リ
」（『
史
記
国
字
解
』第
四
巻
、早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
一
九
年
、登
録
番
号
、二
四
六
頁
〕）
0188498
孔
門
で
さ
え
、
三
千
人
、
通
じ
た
者
は
七
十
人
余
と
い
う
の
に
、
こ
の
数
字
は
多
す
ぎ
な
い
か
、と
い
う
疑
問
は
江
戸
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
稲
葉
黙
斎
は
『
先
達
遺
事
[
墨
水
一
滴
]
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
「
闇
斎
門
六
千
人
。
恐ラ
ク
ハ
不ラ
ン
トレ
至ラ
レ
此ニ
。
余
云
、
不
レ
然ラ
。
当
時
以テ
レ
礼ヲ
相
見
者
、
門
人
籍
二
-記ス
ル
(登
録
）
之ヲ
一
、
其
員
、
自カ
ラ
有リ
二
六
千
人
一
。
何ゾ
必シ
モ
在ラ
ン二
弟
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子
之
列ニ
一
。
闇
斎
師
道
至ツ
テ
厳ナ
リ
。
初
見ノ
者ハ
皆
厚ク
シ
テレ
礼ヲ
以テ
見ユ
。
不
シ
カ
ラ
則
ザ
レ
バ
不
レ
得
レ
見ユ
ル
ヲ
。
一タ
ビ
面シ
テ
後
、
不ル
二
相
見エ
一
者
、
蓋シ
亦
多カ
ラ
ン
。
其ノ
在リ
テレ
洛ニ
下ス
ヤレ
帷ヲ
、
天
下ノ
書
生
、
輻
二
-輳ス
京
師ニ
一
。
恐ラ
ク
ハ
無カ
ラ
ン
二
不ル
レ
見マミ
エ
者
一
。
況ン
ヤ
又
如キ
二
会
津
藩
中ノ
一
（
保
科
正
之
）、
時
勢
豈
有ラ
ン
ヤ
下
不ル
レ
見エ
二
闇
斎ニ
一
者
上
乎
。
一タ
ビ
見エ
テ
記
籍セ
ラ
ル
、
其
員
、
六
千
人
、
何ゾ
又
疑ノ
之レ
有ラ
ン
ヤ
」〔
稲
葉
黙
斎『
墨
水
一
滴
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』第
三
巻
、鳳
出
版
、一
九
七
一
年
、登
録
番
号
）一
四
―
一
五
頁
〕
0183661
少
数
の
原
典
、
そ
の
特
定
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
徹
底
的
な
学
習
と
精
読
『
小
学
』・『
近
思
録
』・『
大
学
』・『
論
〔
語
〕』・『
孟
〔
子
〕』・『
中
庸
』・『
易
』
↓
⎧
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
︸
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎩
四
書
朱
子
の
『
集
註
』・『
語
類
』・『
文
集
』
に
基
き
、
元
明
の
末
流
を
『
大
全
』
と
か
『
蒙
引
』
と
か
い
っ
た
権
威
的
註
釈
書
を
ふ
く
め
て
原
則
的
に
否
定
し
た
。
朱
子
の
精
神
に
帰
れ
。
記
誦
詞
章
の
排
撃
、詩
文
へ
の
耽
溺
を
戒
め
る
。
林
家
の
「
博
﹇
識
﹈
学
」
の
学
問
的
態
度
と
対
蹠
的
。
他
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
、
古
学
派
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
朱
子
学
者
か
ら
も
、
偏
狭
・
排
他
的
・
閉
鎖
的
と
し
て
悪
口
を
い
わ
れ
た
。
那
波
魯
堂
﹇
↓
寛
政
元
〔
一
七
八
九
〕
年
没
﹈『
学
問
源
流
』（
寛
政
六
年
門
人
序
、
十
一
年
版
）
学
風
「
凡
読ヨ
ム
所
ノ
書
、
数
種
ニ
止
マ
リ
、
歴
史
子
書
ノ
類
ハ
、
一
切
ニ
読ヨム
ニ
益
ナ
シ
ト
テ
禁ス
レ
之ヲ
、
玩
物
喪
志
ノ
義
ナ
リ
ト
テ
、
文
章
ニ
力チカ
ラ
ヲ
用
ヒ
ズ
、
（
中
略
）
其
少
シ
ニ
テ
モ
敬
義
ノ
説
ニ
不ル
レ
合
者
ハ
、
邪
説
ト
シ
テ
退ク
レ
之
、
（
中
略
）
其
師
説
ニ
至
テ
ハ
、
講
義
・
講
録
ト
テ
、
其
辞
コ
ト
バ
ヲ
一
一
、
国
字
ヲ
以テ
、
記シ
レ
之ヲ
、
互
ニ
写
シ
取
テ
秘
本
ノ
如
ク
蔵メ
レ
之
、
其
説
ヲ
信
ゼ
ザ
ル
者
ニ
ハ
、
猥ミダ
リ
ニ
是
レ
ヲ
示
サ
ズ
、（
中
略
）
敬
義
ノ
説
ニ
従
フ
人
ハ
、
十
人
ハ
十
人
、
百
人
ハ
百
人
、
幾
誰
イ
ク
タ
リ
ニ
聞
テ
モ
、
印イン
シ
出
セ
ル
書
画
ノ
如
ク
（
ハ
ン
コ
で
押
し
た
よ
う
に
）
一
様
ナ
リ
」〔
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流
』（
内
藤
耻
叟
校
訂
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
六
編
、
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
登
録
番
号
）
一
三
―
一
四
頁
〕﹇
註
釈
書
を
刊
行
し
な
い
、「
述
而
不
作
」﹈。
0197554コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
「
門
下
幾
千
人
に
及
び
、
流
伝
二
百
年
に
亘
る
と
い
へ
ど
も
、
甲
乙
相
等
し
く
、
前
後
趣
を
同
じ
う
す
る
、
ま
こ
と
に
壮
観
と
い
ふ
の
外
は
な
い
」
平
泉
澄
博
士
〔
編
〕『
闇
斎
先
生
と
日
本
精
神
』（
昭
七
〔
至
文
堂
、
登
録
番
号
、
三
三
頁
〕）
0181853
内
部
を
窺
う
と
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
ど
こ
ろ
か
、
或
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
メ
ダ
ル
の
裏
と
い
う
べ
き
か
、
無﹅
限﹅
の﹅
異﹅
化﹅
傾﹅
向﹅
が
あ
っ
た
。
稲
葉
黙
斎
の
崎
門
学
自
己
批
判
。
「
吾
党
学
者
、
不
レ
能ハ
下
智
以
観テ
二
諸
先
輩ノ
大ニ
同ジ
ク
ス
ル
処ヲ
一
信ズ
ル上
レ
之ヲ
、
故ニ
論ジ
二
其ノ
小シ
ク
異ル
処ヲ
一
、
最モ
刻
薄ナ
リ
(不
寛
容
）。
所
二
-以
同
門
異
戸ナ
ル
一
。
気
象
尤モ
不ル
レ
好マ
也
」（『
孤
松
全
稿
』）〔
渡
辺
予
斎
『
吾
学
源
流
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
）
七
頁
〕。
「
林
家﹇〔
林
〕道
春
―
―
大
学
頭〔
林
〕信
篤
﹈の
阿
世
、崎
門
の
絶
交
」﹇
↓
明
和
・
安
永
・
天
明
頃
の
イ
メ
ー
ジ
﹈（『
幸
田（
誠のぶ
之ゆき﹇
享
保
五〔
一
七
二
〇
〕年
―
寛
政
四
（
一
七
九
三[二]
年
﹈）先
生
語
録
』〔
正
・
続
、登
録
番
号
〕）
0197402・
0197403
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「
異
学
の
禁
」
を
境
と
し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い
七
一
年
⎫
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭
享
保
―
天
明
期
（
一
七
一
六
―
一
七
八
八
）
の
藩
学
儒
官
の
学
派
別
（
石
川
謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』〔
小
学
館
、
一
九
六
〇
年
、
登
録
番
号
〕
及
0183223
P192
）
P.257～
8
朱
子
学
派
朱
子
学
派
林
・
昌
平
系
闇
斎
派
人
京
学
そ
の
他
（
◎
闇
斎
派
を
加
え
る
と
人
）
陽
明
学
派
６146938 715
395
132
847
165
320
仁
斎
学
派
〔
ポ
ス
ト
仁
斎
・
徂
徠
学
〕
徂
來
学
派
古
注
派
＋
折
衷
派
↓
計
編
者
注
⑤
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
二
、
崎
門
の
絶
交
」（
登
録
番
号
）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
697-8
版
）
二
枚
）
二
、
崎
門
の
絶
交
の
原
型
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
な
す
の
が
、
佐
藤
直
方
と
浅
見
絅
斎
の
「
絶
門
」
事
件
も
っ
と
も
絅
斎
の
場
合
は
、
直
方
と
ち
が
っ
て
、
明
確
に
絶
門
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
絅
斎
の
高
弟
、
若
林
強
斎
は
い
う
。
あ
と
で
の
べ
る
種
々
の
経
緯
い
き
さ
つ
か
ら
考
え
て
も
、
師
闇
斎
の
学
説
・
思
想
に
た
い
す
る
批
判
で
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
―
―
つ
ま
り
植
田
艮
背
の
よ
う
な
師
に
絶
対
忠
実
な
門
弟
か
ら
見
て
問
題
の
「
主
犯
」
は
―
―
直
方
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、（
そ
の
強
斎
自
身
も
「（
絅
斎
に
つ
い
て
）
絶
門
ト
云
フ
事
ハ
無
カ
リ
シ
カ
ド
モ
、
何
ト
ナ
ク
師
弟
ノ
情
合
宜
シ
カ
ラ
ズ
（
中
略
）
誠
ニ
、
外﹅
様﹅
会
釈
ア
シ
ラ
ヒ
ノ﹅
様﹅
ニ﹅
ナ﹅
リ﹅
テ﹅
ア
リ
シ
ト
見
エ
タ
リ
」
と
い
う
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???
○
闇
斎
（
崎
門
）
派
55
121人
昌
平
坂
学
問
所
（
聖
堂
）
系
５
60人2963
〔
別
格
朱
子
学
〕
京
学
系
（
惺
窩
―
松
永
尺
五
―
木
下
順
庵
152人
闇
斎
派
を
加
え
る
と
そ
の
他
懐
徳
堂
な
ど
273
人
陽
明
学
派
６49
12
27
39
118
○○
仁
斎
（
堀
河
）
学
派
164人
〔167〕
????
徂
來
（
蘐
園
）
学
派
古
注
派
＋
折
衷
派
計
寛
政
―
文
政
期
（
一
七
八
九
―
一
八
二
九
）
????
天
保
―
慶
応
期
（
一
八
三
〇
―
一
八
六
七
﹇
一
七
八
九
﹈）
よ
う
な
疎
遠
な
関
係
に
な
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』（
一
九
三
七
年
刊
行
本
）
巻
三
、
登
録
番
号
、
一
六
丁
ウ
〕。）
二
人
と
も
師
0181868
闇
斎
の
葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
は「
寵
異
最
至
」
（『
日
本
道
学
淵
源
録
』〔
大
塚
観
瀾
・
千
手
旭
山
編
校
、
岡
次
郎
、
一
九
三
四
年
、
巻
之
二
、
登
録
番
号
、
四
丁
オ
〕）
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
闇
斎
に
愛
さ
れ
、
0181878
そ
れ
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
『
先
達
遺
事
』
は
色
々
伝
え
て
い
る
。
世
に
崎
門
三
傑
と
い
う
が
、
三
宅
尚
斎
が
入
門
し
た
の
は
闇
斎
の
最
晩
年
の
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
で
、
と
き
に
尚
斎
は
十
九
才
、
し
か
も
そ
れ
か
ら
足
か
け
三
年
で
、
闇
斎
は
没
し
て
い
る
。
他
の
二
傑
と
は
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
絅
斎
・
直
方
が
没
し
て
の
ち
、
二
人
の
門
弟
は
多
く
尚
斎
に
つ
い
た
の
で
、
自
然
に
尚
斎
を
中
心
と
し
て
学
派
が
発
展
し
た
格
好
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
絶
門
事
件
が
起
っ
た
段
階
で
い
え
ば
、
崎
門
の
最
俊
英
の
二
傑
が
と
も
に
破
門
も
し
く
は
準
破
門
の
状
態
に
追
い
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
瞠
目
に
値
す
る
事
件
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
者
注
⑦
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
イ
敬
義
内
外
論
を
め
ぐ
る
異
義
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
七
枚
）
697-9
（
イ
）
敬
義
内
外
論
を
め
ぐ
る
異
義
﹇
経
典
解
釈
の
次
元
〔
ド
ク
ト
リ
ン
の
レ
ヴ
ェ
ル
〕﹈
出
典
、『
易
経
』
坤
の
「
文
言
も
ん
ご
ん
／
ブ
ン
ゲ
ン
伝
」
↓
（
孔
子
の
作
と
い
わ
れ
る
）
十
翼
の
一
、
乾
と
坤
の
二
卦
﹇｛
卦
辞
＝
彖
辞
（
全
体
）
／
爻
辞
（
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
[
カ
]
）﹈
を
と
く
に
説
明
し
た
も
の
（
他
の
卦
は
彖タン
伝
（
上
下
）・
象
伝
（
上
下
）
の
み
・
繋
辞
伝
（
上
下
）・
説
卦
伝
・
序
卦
伝
・
雑
卦
伝
）
↓
ں
ں
﹇
六
二
、
直
方
大
な
り
（
爻
辞
）﹈
＝
坤
の
卦
の
爻こう
辞
の
説
明
。
「
君
子
敬
以
直
レ
内
、
義
以
方ニ
スレ
外ホカ
ヲ
敬
義
立
而
徳
不
レ
孤
…
…
」
「
君
子
主ト
シ
テレ
敬ヲ
以
直
レ
内
、
守リ
テレ
義ヲ
以
方ニ
ス二
其
外ホカ
ヲ一
、
敬
立チ
テ
而
内
直ク
、
義
形レ
テ
而
外ホカ
方ナ
リ
、
義
形ハ
ル二
於
外ニ
一
、
非ザ
ルレ
在ル
ニレ
外ニ
也
…
…
」〔『
近
思
録
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
、
登
録
番
号
、
五
六
頁
〕
0197544
﹇
周
二
程
子
・
張
横
渠
（
朱
子
／
呂
東
萊
『
近
思
録
』
巻
二
「
為
学
」﹈
闇
斎
の
解
釈
○
「
朱
書
抄
略
跋
」（『
垂
加
文
集
』
中
ノ
三
）
◎
「
記ス
二
朱
書
抄
略ノ
後ニ
一
」﹇
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
成
。
前
年
、
同
文
﹇
朱
子
、
呂
東
萊
共
編
﹈『
近
思
録
』
の
巻
之
二
「
為
学
」
を
講
⎩―――⎨―――⎧
ず
﹈（『
垂
加
草
』
第
十
一
﹇『〔
山
崎
闇
斎
〕
全
集
』
上
〔
日
本
古
典
学
会
、
一
九
三
六
年
、
登
録
番
号
〕、
九
〇
頁
﹈）。
0181830
「「
敬
以
直ク
シレ
内ヲ
、
義
以
方ニ
スレ
外ヲ
、
八
箇ノ
字
、
一
生
用ヒ
テレ
之ヲ
不
レ
窮ラ
」（
以
上
『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
九
、
易
五
〔『
朱
子
語
類
大
全
』
五
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
登
録
番
号
、
三
六
五
五
頁
〕）。
朱
子
豈
欺カ
ンレ
我ヲ
哉
。
論
語ニ
0180043
﹇
子
路
問
二
君
子
一
、
子
曰
（
憲
問
編
）
↓
の
み
、
吉
川
、
中
〔
吉
川
幸
次
郎
『
中
国
古
典
選
４
論
語
（
中
）』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
登
録
番
号
〕
﹈、
君
子
「
修ム
ル
ニレ
己ヲ
以テ
ス
ト
ハレ
敬ヲ
」
者
、
敬
以
直ク
ス
ルレ
内ヲ
也
。
0197566
p.193
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「
修テ
レ
己ヲ
以
安ン
ジレ
人ヲ
、（
修
レ
己
）
以
安ン
ズ二
百
姓ヲ
一
」
者
、
義
以
方ニ
ス
ルレ
外ヲ
也
。
孟
子
、
「
守ル
ハレ
身ヲ
守
之
本ナ
リ
ト
ハ
」﹇
離
婁
上
篇
﹈者
、
敬
以
直ク
ス
ルレ
内ヲ
也
、
君
子
之
守ハ
修メ
テ二
其
身ヲ
一
而
天
下
平ナ
ル
者
、
義
以
方ニ
ス
ルレ
外ヲ
也
。
大
学
、
修
身
以
上ハ
、
直ク
ス
ル
ノレ
内ヲ
之
節
目ナ
リ
、
斉
家
以
下ハ
、
方ニ
ス
ルレ
外ヲ
之
規
模ナ
リ
(八
条
目
（
古
之
欲
明ニ
セ
ン
ト
二
明
徳
於
天
下
一
者
、
先
治ム
二
其
国ヲ
一
…
…
以
下
…
…
致
レ
知
在
レ
格
レ
物
）
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
﹈・﹇
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
）。
明
命
赫
然ト
シ
テ
、
無シ
レ
有ル
二
内
外
一
。
故ニ
欲ス
ルレ
明ニ
セ
ン
ト
二
明
徳ヲ
於
天
下ニ
一
也
。
中
庸ノ
九
経
、
修ム
ルレ
身ヲ
也
、
尊ブ
レ
賢ヲ
也
、
此レ
直ク
ス
ルレ
内ヲ
之
事ナ
リ﹇
『
中
庸
』〔
第
二
十
章
〕
第
十
一
節
「
凡
為オサ
ム
ル
ニ
二
天
下
国
cf.
家ヲ
一
有リ
二
九
経
一
。
曰
、
修
レ
身
也
。
尊ブ
レ
賢ヲ
也
親シ
ムレ
親ヲ
也
。
敬ス
ル二
大
臣ヲ
一
也
。
体
（
そ
の
身
に
な
っ
て
思
う
)二
群
臣
一
也
。
子ト
ス
ル
二
庶
民ヲ
一
也
。
来キタ
ス二
百
工ヲ
一
也
。
柔グ
ル二
遠
人ヲ
一
也
﹇
遠
方
か
ら
来
る
人
に
暖
か
い
思
い
や
り
を
そ
そ
ぐ
﹈。
懐ナツ
ク
ル
[悦
服
さ
せ
る
]二
諸
侯ヲ
一
也〔
」〕﹈。
其
余ハ
則チ
方ニ
ス
ルレ
外ヲ
之
事
也
。「
誠ハ
者
、
非ザ
ル二
自ミズ
カ
ラ
成ス
ノ
ミ
ニレ
己ヲ
而
已
一
也
。
所
二
以
成ス
一
レ
物ヲ
也
。
成ス
ハレ
己ヲ
仁
也
。
成ス
ハレ
物ヲ
知
也
。
性
之
徳
也
。
合ス
ル二
外
内ヲ
一
之
道
也
。
故ニ
時ニ
措キ
テ
[措
置
す
る
]レ
之ヲ
宜シ
キ
也
」（『
中
庸
』
第
二
十
五
章
）。
夫
、
成ス
ハレ
己ヲ
内
也
。
成ス
ハレ
物ヲ
外
也
。
是
故ニ
程
子ノ
曰
、「
敬
以
直シ
レ
内ヲ
、
義
以
方ニ
スレ
外ヲ
、
合ス
ル二
内
外ヲ
一
之
道
也
」。
又
曰
、「
敬
義
夾
持シ
、
直
上シ
テ
達ス
ト二
天
徳ニ
一
」
自リ
レ
此
夫カノ
八
字
之
用
不ル
コ
トレ
窮
（
前
述
、『
朱
子
語
類
』）
如シ
レ
此
。
朱
子
不
二
我ヲ
欺カ
一
矣
」（
全
集
下
〔
日
本
古
典
学
会
編
『
山
崎
闇
斎
全
集
』
下
巻
、
日
本
古
典
学
会
、
一
九
三
七
年
、
登
録
番
号
〕
七
四
二
頁
0181839
浅
見
絅
斎
『
敬
義
内
外
説
』
宝
永
四
年
、『
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
「
或ヒ
ト
問フ
二
敬
以
内
レ
直
、
義
以
方ニ
ス
ル
ノレ
外
之
説ヲ
一
、
曰
、
内ト
ハ
謂フ
レ
心ヲ
也
。
外ト
ハ
謂フ
二
事
物ヲ
一
也
。
敬ハ
則
守ル
ノレ
心ヲ
之
道ニ
シ
テ
、
而
義ハ
則
心
之
制
、
事
之
宜
也
。
直ク
ス
ル
ト
ハレ
内
者
、
正シ
ク
ス
ルレ
心ヲ
之
本
体ニ
シ
テ
而
無キ
二
邪
曲
一
也
。
方ニ
ス
ル
ト
ハレ
外ヲ
者
、
処シ
レ
事ニ
接シ
レ
物ニ
各
㽁
制シ
テ二
其
宜ヲ
一
而
截
然ト
シ
テ
方
整ナ
ル
也
。（
中
略
）
敬
義
夾
持シ
、
内
外
交
㽁
養ヘ
バ
、
為ス
ノレ
学ヲ
之
道
尽セ
リ
矣
。
此レ
程
朱
之
説
、
聖
学
之
実
也
」〔『
敬
義
内
外
説
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
、
鳳
出
版
、
一
九
七
一
年
、
登
録
番
号
）
0183664
一
頁
〕
cf.
唐
、
孔
頴
達
『
十
三
経
註
疏
周
易
疏
』（
平
重
道
〔『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
〕
に
よ
る
）
0183210
p157
「
君
子
用ヒ
テレ
敬ヲ
以テ
直
レ
内
。
内ト
ハ
謂フ
レ
心ヲ
也
。
用テ
二
此ノ
恭
敬
一
以テ
直ク
ス二
内
心[理]ヲ一
、
義
以
方ニ
ス
ル
ト
ハレ
外
者
、
用テ
二
此
義
事
一
以
方
二
-正ニ
ス
外
物
一
、
言ラ
[フ
]
下
君
子
法リ
テ二
地ノ
正
直ニ
一
而
生ズ
ル二
万
物ヲ
一
、
皆
得ル
ヲ上
レ
宜シ
キ
ヲ
」
朱
子「
敬ハ
者
一
心
之
主
宰
、
而
万
事
之
本
根ナ
リ
」（
『
朱
子
語
類
』
巻
十
二
[
マ
マ
]
）
朱
子
『
周
易
本
義
』
「
正ト
ハ
謂
二
本
体ヲ
一
、
義ト
ハ
謂フ
二
裁
制ヲ
一
、
敬ト
ハ
則
本
体
之
守
也
」
←
虚
霊
自
是
心
之
本
体
、
非ザ
ル三
我ガ
所ニ
二
能ク
虚ニ
ス
ル
一
也
（『
朱
子
語
類
』
巻
五
〔『
朱
子
語
類
大
全
』
一
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
登
録
番
号
、
三
一
八
頁
〕）
0180039
「
敬
以
直
レ
内
、
是
無
二
纖
毫
私
意
一
、
胸
中
洞
然
、
微
上
微
下
表
裏
如
レ
一
」
（『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
九
（『
朱
子
語
類
大
全
』
五
、
三
六
五
五
頁
〕）
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佐
藤
直
方
「
敬
義
内
外
論
考
[
考
論
]
」（
友
部
安ヤス
崇タカ
「
敬
義
内
外
考
」（
正
徳
二
年
一
七
一
二
）
へ
の
反
駁
『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
）
〔『
韞
cf.
蔵
録
』〕
巻
之
九
﹇
絅
斎
は
正
徳
元
年
没
﹈
cf.
（
あ
と
か
ら
の
回
想
正
徳
四
年
一
七
一
四
）
経
伝
で
内
外
と
い
う
コ
ト
バ
を
ど
う
い
う
場
合
に
用
い
て
い
る
か
を
例
示
し
、
イ
、
己
と
人
ロ
、
本
と
末
ハ
、
志
と
気
◎
ニ
、
心
と
身
ホ
、
中
国
と
夷
狄
（
華
夷
内
外
）
「
易ノ
文
言
、
敬
義
内
﹇
↓
直
﹈
外
﹇
↓
方
﹈、
此
乃チ
以テ
二
心ト
与
一
レ
身ト
ヲ
言フ
者ニ
シ
テ
而
程
朱
明
説
不
レ
可
二
移シ
易フ
一
矣
。
往
年
敬もり
義よし
先
生
、
講ジ
二
近
思
録
為
学
、
敬
義
内
外
一
﹇
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
年
）﹈、
有
二
身ヲ
為シ
レ
内ト
家
国
天
下ヲ
為ス
レ
外ト
之
説
一
、
当
時
門
人
或ハ
信ジ
或ハ
疑ヒ
、
信
疑
相
半シ
、
弁
論
紛
然ト
シ
テ
至ル
レ
為ル
ニ二
学
友
之
争
論ト
一
焉
。
予
時ニ
偶
㽁
有
レ
疾
、
不
レ
侍ラ
二
于
講
席ニ
一
、
日
久シ
ク
シ
テ
同
友
之
徒
日
㽁
来リ
問フ
二
内
外
之
説ヲ
一
者
衆シ
。
予モ
亦﹅
以テ
二
先﹅
生﹅
之﹅
説ヲ
一
為﹅
レ
非ト
、
弁ジ
テレ
之ヲ
不
レ
止マ
、
由リ
テレ
是ニ
遂ニ
得タ
リ二
罪ヲ
於
先
生ニ
一
。
不ル
レ
出
二
-入セ
於
師
門ニ
一
者
、
幾ン
ド
二
年ナ
リ
。
浅
見
安
正
（
絅
斎
）
不シ
テレ
得
レ
已ム
ヲ
而
著シ
二
敬
義
内
外
説ヲ
一
以テ
発
二
-明シ
テ
程
朱
之
正
意ヲ
一
而
解
二
-釈セ
シ
学
者
之
疑
惑ヲ
一
也
。
今
読ン
デ二
孔
孟
程
朱
之
書ヲ
一
而
曉ル
二
其
文
義ヲ
一
者
、
一タ
ビ
観レ
バレ
之ヲ
則
不シ
テレ
待タ
二
弁
詰ヲ
一
而
可シ
三
以テ
自ラ
識ル
二
其
旨ヲ
一
。
何ノ
疑カ
之レ
有ラ
ン
乎
。
…
…
」〔
佐
藤
直
方
「
敬
義
内
外
考
論
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
一
九
七
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社
、
登
録
番
号
、
五
九
―
六
〇
頁
）〕
0180137
右
に
、
闇
斎
の
敬
義
内
外
の
解
釈
が
門
人
の
間
で
論
議
の
種
に
な
っ
た
こ
ろ
、
自
分
は
講
席
に
出
て
い
な
か
っ
た
、
と
直
方
が
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
を
直
方
は
「
学
談
」
で
も
さ
ら
に
詳
細
に
語
っ
て
い
る
（『
韞
蔵
録
』
巻
之
九
）。
「
敬
義
内
外
ノ
コ
ト
ヲ
世
間
デ
、
ワ
レ
ラ
ト
嘉
右
エ
門
殿
ト
論
ジ
タ
ト
云
説
ア
レ
ド
モ
、
ワ
レ
ラ
ハ
ツ
イ
ニ
ジ
キ
ニ
論
ジ
タ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ゾ
。
シ
タ
ガ
根
ノ
発
端
ハ
私
ガ
シ
タ
コ
ト
ゾ
。
嘉
右
エ
門
殿
ノ
、敬
ハ
内
デ
身
心
ヲ
云（
フ
）、
義
ハ
外ホカ
デ
身
ヨ
リ
外ホカ
ノ
コ
ト
ト
云
（
ハ
）
レ
、
大
学
ノ
修
身
迠
（
格
物
致
知
誠
意
正
心
修
身
）
ヲ
内
ト
云
テ
、
斉
家
カ
ラ
ヲ
外ホカ
ト
云
（
ハ
）
レ
シ
ゾ
。『
近
思
録
』
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
シ
時
（
延
宝
七
年
）、
コ
レ
ヲ
イ
ハ
レ
タ
ニ
ヨ
リ
、
合
点
ノ
ユ
カ
ヌ
コ
ト
ト
思
フ
テ
居
タ
ゾ
。
其
後
ワ
レ
ラ
（
直
方
）
病
気
ニ
テ
イ
タ
時
、
此
コ
ト
ヲ
弥
イ
ヨ
〳
〵
云
（
ハ
）
レ
シ
ヲ
聞
タ
ゾ
。
浅
見
十
次
郎
（
絅
斎
）
ヤ
（
永
田
）
養
庵
ガ
キ
（
来
）
テ
云
故
ニ
、「
夫ソレ
ハ
ワ
ル
イ
。
敬
ハ
内
デ
心
ノ
コ
ト
、
義
ハ
外
デ
身
ヨ
リ
外ホカ
ノ
コ
ト
ジ
ヤ
」
ト
云
。
夫ソレ
ヲ
嘉
右
エ
門
殿
ニ
（
他
の
門
人
が
）「
五
郎
左
エ
門
（
直
方
）
ガ
カ
フ
申
ス
」
ト
云
ヘ
バ
、（
闇
斎
が
）
「
イ
ヤ
サ
フ
デ
ナ
イ
。
内
ヲ
心
ト
計
リ
云
ヘ
バ
仏
見
ニ
ナ
ル
」
ト
イ
ハ
ル
ル
ト
テ
﹇『
闢
異
』﹈、（
永
田
が
直
方
の
と
こ
ろ
へ
）
又
キ
テ
云
（
フ
）、（
直
方
）
「
ナ
ン
ボ
ソ
フ
云
（
ハ
）
レ
テ
モ
、
論
語
ナ
ド
ニ
モ
内
ト
ア
ル
ハ
皆
心
ノ
コ
ト
ニ
云
テ
ア
ル
処
多
（
シ
）」
ト
引
合
（
セ
）
テ
云
テ
キ
カ
ス
ル
故
ニ
、「
又
（
直
方
が
）
カ
ヤ
フ
ニ
申
ス
」
ト
云
ヘ
バ
、（
闇
斎
が
）「
イ
ヤ
ソ
フ
デ
ナ
イ
」
ト
キ
ツ
フ
気
ニ
ア
ハ
ナ
ン
ダ
ゾ
。
歴
々
ノ
（
明
ら
か
な
）
ク
ジ
（
公
事
）
ニ
成
タ
ゾ
。
遂
ニ
ジ
キ
ニ
ハ
論
ゼ
ナ
ン
ダ
ゾ
。
後
ニ
ハ
、
嘉
右
エ
門
殿
モ
合
点
セ
ラ
レ
タ
様
子
デ
ア
ツ
タ
ゾ
」
云
々
〔『
韞
蔵
録
』
巻
之
九
、
無
窮
会
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号
、
二
七
丁
ウ
―
二
八
丁
オ
〕
0197395
闇
斎
も
、
程
朱
の
『
易
』「
文
言
伝
」
解
釈
が
自
説
に
必
ず
し
も
有
利
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
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「
程
朱
専ラ
指シ
テレ
心ヲ
為
レ
内ト
之
説
有
レ
之
、
為ス
二
喫
緊キン
切
要ト
一
。
但
非ザ
ル二
易
之
本
指ニ
一
也
。
朱
子
或ハ
以テ
二
窮
理ヲ
一
説ク
モ二
義
方ヲ
一
亦
非ザ
ル二
本
指ニ
一
也
」（『
文
会
筆
録
』
巻
七
の
三
〔『
山
崎
闇
斎
全
集
』
上
巻
三
四
一
頁
〕）
と
『
易
』
の
本
旨
か
ら
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
説
が
正
し
い
と
し
て
程
朱
の
解
を
も
斥
け
た
。
経
典
解
釈
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
闇
斎
の
思﹅
想﹅
と
し
て
み
る
と
、
こ
の
理
解
に
も
全
く
根
拠
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
闇
斎
に
よ
れ
ば
、『
易
』
の
本
質
と
日
本
の
神
道
と
の
間
に
は
暗
々
裡
に
符
合
す
る
の
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
お
け
る
宇
宙
発
生
論
に
お
い
て
、
闇
斎
の
垂
加
神
道
は
、「
土
金
の
伝
」
が
説
か
れ
て
い
る
と
解
し
、
敬
の
和
訓
を
も
っ
て
こ
れ
を
説
明
し
た
。
﹇
火
↓
土
（
カ
グ
ツ
チ
﹇
火
神
﹈
を
イ
ザ
ナ
キ
が
斬
っ
た
（
一
書
））
／
土
↓
金
／
金
↓
水
﹈
ツ
ツ
シ
ム
↓
ツ
チ
シ
マ
ル
↓
金
土
の
中
に
お
け
る
金
の
発
生
（
五
行
説
）
⎩―⎨―⎧
ツ
ツ
シ
ミ
↓
土
地
之
味
ツ
ツ
シ
ム
↓
土
地
之
務
神
道
系
の
闇
斎
門
人
、
伴
部
安ヤス
崇タカ
が
「
敬
義
内
外
考
跋
」（
正
徳
甲
午
﹇
四
年
﹈
の
識
語
あ
り
）
で
、
師
説
を
擁
護
し
、
浅
見
絅
斎
の
『
敬
義
内
外
説
』
を
駁
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
、
「
…
…
然レ
ド
モ
先
生
之
門
人
、
浅
見
安
正
、
悖リ
二
師
説ニ
一
、
著ス
二
敬
義
内
外
説ヲ
一
、
予
（
安
崇
）
亦
初メ
従フ
二
其
説
一
。
近
歳
受ク
二
先
生
神
道
之
伝ヲ
於
源ノ
光
海
﹇
跡
部
光
海
（
名
、
良
顕
）﹈
翁ニ
一
。
翁
﹇
跡
部
﹈
謂
レ
僕ニ
曰
、
垂
加
先
生
敬
義
内
外
説
、
確
然ト
シ
テ
不
レ
可
レ
移ス
。
実ニ
契カナ
フ二
神
道
磤
馭
盧
島
オ
ノ
コ
ロ
ジ
マ
﹇
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
、
コ
ル
島
＝
シ
マ
ル
ツ
チ
シ
マ
ル
―
ツ
ツ
シ
ミ
﹈之
妙
旨ニ
一
。
宜シ
ク
キ
レ
致ス
レ
思ヲ
也
…
…
」〔
友
[マ
マ
]
部
安
崇
『
敬
義
内
外
考
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
）
一
七
頁
〕
と
い
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
敬
義
内
外
説
の
理
解
が
、
現
象
的
に
は
『
易
経
』
の
、
広
く
は
儒
教
古
典
の
解
釈
学
の
形
で
展
開
さ
れ
な
が
ら
、
実
は
半
ば
は
闇
斎
の
垂
加
神
道
と
関
係
し
、
そ
こ
か
ら
独
特
の
解
釈
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
い
え
ば
、
垂
加
神
道
の
猿
田
彦
信
仰
や
土
金
の
伝
な
ど
を
典
型
的
な
か
ら
ご
こ
ろ
に
よ
る
日
本
古
伝
の
付
会
と
し
て
斥
け
た
本
居
宣
長
が
、（『
古
事
記
伝
』（
六
之
巻
）
に
お
い
て
）
イ
サ
ナ
キ
が
黄
泉
ヨ
ミ
国
か
ら
逃
げ
か
え
っ
て
行
う
ミ
ソ
ギ
の
段
の
説
明
で
、「
凡
て
禊
祓
ミ
ソ
ギ
ハ
ラ
ヒ
は
、身
の
汚
垢
ケ
ガ
レ
を
清
む
る
わ
ざ
に
こ
そ
あ
れ
、
心
を
祓
ひ
清
む
と
云
は
、
外トツ
国
の
意
コ
ヽ
ロ
に
し
て
、
御
国
の
古ヘ
さ
ら
に
さ
る
こ
と
な
し
」
と
の
べ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
〔『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
登
録
番
号
、
二
七
四
頁
〕。
も
ち
ろ
ん
宣
長
の
よ
う
な
記
0182353
紀
の
言
語
学
的
研
究
と
方
法
的
徹
底
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
闇
斎
は
神
代
巻
か
ら
い
わ
ば
本
能
的
に
、
古
代
日
本
の
思
考
に
お
い
て
身
心
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
直
観
し
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
編
者
注
⑧
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
ロ
儒
学
と
神
道
―
―
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
697-10
４
版
）
九
枚
）
（
ロ
）
儒
学
と
神
道
―
―
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
「
垂
加
」
の
コ
ト
バ
は
伊
勢
神
道
の
根
本
経
典
『
神
道
五
部
書
』﹇
の
ち
、
cf.
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吉
見
幸ゆき
和かず
に
よ
っ
て
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
考
証
さ
れ
た
﹈
の
「
宝
基
本
義
」
の
な
か
の
「
神
垂○
﹇
カ
ミ
ノ
シ
デ
﹈
以
二
祈
祷
一
為
レ
先
、
冥
加○
﹇
ク
ラ
キ
ノ
マ
ス
﹈
以
二
正
直
一
為
レ
本
」
に
よ
る
〔「
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
」『
神
道
五
部
書
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
古
事
記
・
先
代
旧
事
本
紀
・
神
道
五
部
書
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
三
一
頁
〕。
吉
田
神
道
の
吉キッ
川カワ
惟
足
か
ら
、
神
道
を
学
び
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
、
垂しで
加ます
と
い
う
霊
社
号
を
授
与
さ
れ
、
秘
伝
を
受
け
た
﹇
保
科
正
之
（
土
津
霊
神
）﹈。
「
宇
宙
一
理
」
の
強
調
闇
斎
自
身
の
立
場
で
あ
り
、
彼
は
主
観
的
に
は
神
仏
習
合
は
も
と
よ
り
神
儒
の
習
合
を
き
び
し
く
排
し
た
。「
異
国
の
道
を
以
て
[
マ
マ
]
習
合
付
会
仕ル
間
敷
候
事
」（
神
道
門
人
の
誓
書
〔
小
林
健
三
「
垂
加
神
道
の
根
本
思
想
」（
伝
記
学
会
編
『
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』
増
補
版
、
明
治
書
房
、
一
九
四
三
年
、
登
録
番
号
、
七
三
0283693
頁
）〕）。河図
﹇
伏
羲
の
と
き
、
黄
河
か
ら
出
た
龍
馬
の
背
に
あ
っ
た
図
で
、
伏
羲
は
之
に
基
き
八
卦
を
つ
く
っ
た
と
い
う
説
話
﹈
洛
書
﹇
夏
の
禹
王
の
と
き
、
洛
水
か
ら
神
亀
が
出
て
、
そ
の
背
に
現
わ
れ
た
図
。
禹
が
そ
れ
に
基
い
て
九
時
の
文
を
作
り
、
天
地
の
大
法
を
示
し
た
。
周
の
武
王
は
天
下
を
得
て
か
ら
、
殷
の
箕
子
か
ら
、
こ
の
禹
の
洪
範
の
教
を
受
け
た
﹈
『
洪
範
全
書
』
序
で
、
「
斯ノ
道
﹇
易
﹈
也
、
朝
鮮
之
所ニ
シ
テレ
宜シ
ク
キ
レ
伝フ
（
殷
の
箕
子
が
周
の
武
王
に
よ
っ
て
封
ぜ
ら
れ
た
か
ら
）
而
李
退
渓
嘆キ
シレ
失ヘ
ル
ヲ
二
其
伝ヲ
一
也
。〔
…
…
〕
倭
開
国
之
古
、
伊
弉
諾
イ
ザ
ナ
キ
ノ
尊
、
伊
弉
冊
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
尊
、
奉ジ
二
天
神
ア
マ
ツ
カ
ミ
卜
合
﹇
ふ
と
ま
に
﹈
之
教ヲ
一
（『〔
日
本
書
〕
紀
』
一
書
）、
順ヒ
二
陰
陽
之
理ニ
一
（
女
が
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）、
正ス
二
彝
倫
[い
り
ん
]
之
始ヲ
一
。
蓋
宇
宙
唯タダ
一
理ナ
レ
バ
、
則
神
聖
ノ
生ル
ル
ヤ
雖モ
二
日﹅
出ル
処﹅
、
日﹅
没﹅
処﹅
之﹅
異ナ
ル
ト
一
然レ
ド
モ
其ノ
道
自カ
ラ
有リ
テ二
妙
契ス
ル
者
一
存ス
焉
。
是
我レ
人
所
レ
当ニキ
二
敬シ
テ
以
致ス
一
レ
思ヲ
也
」
（
寛
文
十[七]
年
の
識
語
）〔『
垂
加
草
』
第
十
（『
山
崎
闇
斎
全
集
』
上
巻
七
三
―
七
四
頁
）〕
闇
斎
没
後
に
、
垂
加
神
道
の
教
義
は
は
じ
め
て
組
織
化
さ
れ
た
が
、
神
儒
兼
学
派
は
み
な
こ
の
「
妙
契
論
」
に
よ
っ
て
宇
宙
一
理
と
神
儒
兼
学
と
を
調
和
さ
せ
た
。
た
だ
、
闇
斎
は
、
門
人
に
は
、
神
道
を
押
し
つ
け
な
か
っ
た
。
神
道
を
修
め
ん
と
す
る
者
は
必
ず
程
朱
学
を
学
ば
せ
、
儒
学
を
修
め
た
者
に
は
、
と
く
に
神
道
の
修
得
を
希
望
し
、
又
闇
斎
が
見
て
神
道
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
門
人
に
限
っ
て
（
そ
れ
も
晩
年
に
）、
垂
加
神
道
の
秘
伝
を
授
け
た
。
崎
門
三
傑
が
い
ず
れ
も
師
の
神
道
の
側
面
を
学
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
闇
斎
の
根
本
態
度
が
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
闇
斎
の
土
金
の
伝
・
猿
田
彦
大
神
の
信
仰
な
ど
が
晩
年
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
儒
学
派
は
否
応
な
く
神
道
に
た
い
す
る
態
度
を
表
明
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ハ
ッ
キ
リ
と
程
朱
学
の
立
場
か
ら
神
道
を
全
面
的
に
否
認
し
た
の
が
直
方
で
あ
っ
た
。「
討
論
筆
記
」﹇
元
禄
一
三
年
﹈（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
）
「
字
宙
之
間
一
理
而
已
。
固ヨ
リ
不
レ
容レ
レ
有
二
二
道
一
矣
。
儒
道
正
則
神
道
邪ナ
リ
、
神
道
正
則
儒
道
邪
、
従ヘ
バ二
於
正ニ
一
則
離レ
レ
邪ヲ
、
従
二
於
邪
一
則
離ル
レ
正ヲ
、
豈
有ラ
ン二
両
従
之
理
一
乎
。
先
生
之
雑
信
、
吾
不
レ
識
二
其
義ヲ
一
也
〔
」（『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
四
四
―
四
五
頁
）〕
…
…
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（
先
生
が
あ
れ
ほ
ど
儒
仏
の
一
致
を
妄
論
と
し
て
斥
け
る
の
に
、
ど
う
し
て
神
儒
一
致
に
与
す
る
の
か
）
し
か
も
「
非ズ
三
惟ニ
不ル
ノ
ミ
ニ
二
以
異
視セ
一
而
、
至ル
丁
於
謂フ
ニ丙
我
国
之
道
、
尤モ
当ニベク
三
深ク
尊
二
-信ス
之ヲ
一
、
不レ
バレ
知ラ
レ
従フ
ヲレ
此ニ
則チ
実ニ
異
邦
人
之
子ニ
シ
テ
、
而
非ズ
ト乙
其
父
母
之
子
甲
焉
。
此レ
学
者ノ
所
下
以ナ
リ
大ニ
疑
難シ
テ
而
不ル
上
レ
止マ
也
」〔
四
五
頁
〕
も
し
、
日
本
に
は
日
本
の
道
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
「
所
謂
、
道ナ
ル
者ハ
多
端ニ
シ
テ
而
庶
邦
各
㽁
有ル
二
其
教
一
也
。
然ラ
バ
則
、
天
竺
、
南
蛮
、
韃
靼
、
月
氏
之
夷
俗
亦
皆
謂ヒ
テ二
之ヲ
道ト
一
可ナ
ル
乎
」〔
四
六
頁
〕（
た﹅
ん﹅
に﹅
国﹅
ご﹅
と﹅
の﹅
相﹅
対﹅
主﹅
義﹅
に﹅
陥﹅
す﹅
る﹅
）
直
方
と
ち
が
っ
て
絅
斎
は
、
師
闇
斎
の
晩
年
に
神
道
に
関
心
を
示
し
、
現
に
神
道
入
門
の
段
階
に
あ
た
る
『
神
代
巻
講
義
』
を
絅
斎
が
筆
記
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
つ
い
に
本
格
的
に
神
道
の
奥
義
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
朱
子
の
哲
学
を
本
格
的
に
修
め
た
も
の
が
垂
加
神
道
の
土
金
の
伝
、
ツ
ツ
シ
ミ
、
ツ
ツ
シ
ム
な
ど
の
語
呂
合
せ
に
は
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
の
も
尤
も
で
あ
る
﹇‘
一
子
相
伝
’
猿
田
彦
の
教
（
庚
申
信
仰
）﹈。「
経
学
ニ
精
ヲ
出
サ
レ
候
故
、（
神
道
ニ
）
余
力
（
ナ
カ
リ
シ
）
ナ
リ
」
と
高
弟
で
神
道
に
著
し
く
傾
斜
し
た
若
林
強
斎
は
惜
ん
で
い
る
〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
一
、
一
二
丁
ウ
〕。
「
神
明
之
道
ハ
…
…
異
国
人
ノ
専
ニ
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
日
本
ノ
我
ヒ
ト
リ
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
天
地
一
統
、古
今
一
貫
」絅
斎（『
答
跡
部
良
顕〔
問
目
〕』
〔
第
二
（『
近
世
社
会
経
済
学
説
大
系
浅
見
絅
斎
集
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
三
七
年
、
登
録
番
号
、
二
八
一
頁
）〕
0193555
日
本
の
上
古
の
道
も
中
国
の
古
の
『
易
』
も
同
じ
だ
っ
た
が
、
た
だ
中
国
と[で]
は
聖
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
わ
れ
て
、
上﹅
古﹅
の﹅
素﹅
朴﹅
な﹅
道﹅
を﹅
洗﹅
練﹅
し﹅
、
道
義
人
倫
の
道
を
確
立
し
ヨ﹅
リ﹅
高﹅
度﹅
の﹅
も﹅
の﹅
に﹅
し﹅
た﹅
が﹅
、
日
本
は
不
幸
に
し
て
、
こ
う
し
た
聖
人
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
奇
怪
浅
陋
に
流
れ
、
末﹅
流﹅
に﹅
至﹅
っ﹅
て﹅
は﹅
、
祢﹅
宜﹅
・
山﹅
伏﹅
の﹅
行﹅
事﹅
に﹅
な
り
、
火
を
忌
む
と
か
願
を
か
け
る
と
か
、
祈﹅
祷﹅
師﹅
や﹅
巫﹅
女﹅
の﹅
道﹅
に﹅
堕﹅
し﹅
、
「
山
崎
先
生
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
此
弊
ヲ
免
レ
ズ
」〔
二
八
三
頁
〕。
皇
室
中
心
主
義
（
君
臣
の
義
の
絶
対
性
、
湯
武
放
伐
否
定
）
と
日
本
中
国
論
を
強
く
押
し
出
し
た
絅
斎
も
、
つ
い
に
師
の
神
道
に
は
与
し
え
な
か
っ
た
。
神
道
論
の
絶
門
原
因
説
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
絅
斎
の
高
弟
、
若
林
強
斎
（
京
都
、
望
南[楠]
軒
主
）
の
伝
え
る
絶
門
事
件
の
経
緯
は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
山
口
春
水
筆
記
続
録
一
『
同
筆
記
』
巻
六
当
舎
修
斎
筆
記
京
都
賀
茂
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
一
老
人
を
闇
斎
が
崇
敬
し
、
講
義
の
前
に
老
人
が
訪
れ
る
と
、
長
話
に
な
っ
て
、
弟
子
が
待
ち
く
た
び
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
絅
斎
と
直
方
と
が
話
し
合
っ
て
、
「
毎
度
、あ
の
老
人
が
先
生
の
講
書
を
邪
魔
す
る
の
は
奇
怪
で
あ
る
。「
ダ
ヽ
イ
神
道
ト
云
フ
コ
ト
呑
込
ミ
難
キ
事
ナ
リ
」〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
、
一
六
丁
オ
〕。
ひ
と
つ
二
人
で
あ
の
老
人
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
議
論
し
て
来
よ
う
」
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と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
日
二
夜
、
老
人
と
神
道
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
「
一
人
ニ
テ
サ
ヘ
通
例
ノ
相
手
ニ
テ
無
レ
之
ニ
、
二
人
マ
デ
カ
ヽ
カ
リ
、
コ
ナ
タ
ハ
年
若
ニ
ハ
ア
リ
、
遠
慮
ナ
ク
弁
ゼ
ラ
レ
タ
レ
バ
、
彼
老
人
ト
ン
ト
屈
服
シ
テ
、「
御
両
人
ノ
論
ジ
諭
サ
ル
ヽ
所
至
極
致
シ
タ
」〔
」（
一
六
丁
オ
）〕
と
い
う
の
で
帰
っ
て
来
た
。
そ
の
う
ち
に
日
が
経
っ
て
、
老
人
が
垂
加
翁
の
と
こ
ろ
へ
来
て
こ
の
話
を
し
た
。
「
お
二
人
は
門
人
と
の
こ
と
だ
が
、
先
日
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
お
二
人
の
弁
論
の
趣
は
も
っ
と
も
で
自
分
は
屈
伏
し
た
。
さ
て
〳
〵
両
生
ノ
英
明
驚
キ
入
リ
候
」
闇
斎
は
こ
れ
を
き
い
て
驚
き
か
つ
怒
っ
た
。
「
あ
の
老
人
を
屈
服
さ
せ
て
よ
い
こ
と
な
ら
、
其そ
方ち
な
ど
（
絅
斎
・
直
方
）
を
俟
つ
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
（
吾
）
は
所
存
が
あ
っ
て
崇
敬
し
て
話
を
き
い
て
い
る
の
に
、
自
分
に
断
り
も
せ
ず
推
参
す
る
と
は
沙
汰
の
限
り
」
と
、
不
興
を
蒙
っ
た
。
し
か
し
直
方
は
「
何
ト
御
心
ニ
叶
ハ
ヌ
ト
テ
モ
、
神
道
ノ
事
ハ
呑
込
ミ
難
シ
」
と
頑
張
り
〔
一
六
丁
ウ
〕、
そ
こ
へ
敬
義
内
外
の
問
題
も
出
て
、
と
う
と
う
絶
門
に
な
っ
た
。
絅
斎
の
方
は
、
直
方
ほ
ど
神
道
否
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
絶
門
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
何
ト
ナ
ク
師
弟
ノ
情
合
宜
シ
カ
ラ
ズ
、
御
対
面
ナ
ド
モ
ナ
シ
」、
ご
機
嫌
伺
い
に
出
向
い
て
も
、
取
次
い
で
く
れ
る
門
人
も
な
い
よ
う
な
有
様
で
、「
外
様
会アシ
釈ラヒ
ノ
様
ニ
」
な
っ
た
〔
一
六
丁
ウ
〕。
強
斎
は
先
生
の
絅
斎
よ
り
も
も
っ
と
神
道
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
絅
斎
が
そ
の
後
も
引
つ
づ
い
て
謹
慎
し
、
闇
斎
先
生
の
御
機
嫌
の
直
る
よ
う
努
力
し
た
ら
、
き
っ
と
準
破
門
も
解
け
た
で
あ
ろ
う
に
、
と
残
念
が
っ
て
い
る
。
絅
斎
に
垂
加
神
道
の
伝
授
が
な
か
っ
た
の
で
、
垂
加
翁
没
し
て
の
ち
は
神
道
の
道
統
を
つ
ぐ
よ
う
な
神
道
派
門
人
が
出
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
強
斎
の
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
強
斎
は
、
以
上
の
よ
う
な
神
道
者
論
破
事
件
が
直
接
の
原
因
で
、
敬
義
内
外
論
が
さ
ら
に
亀
裂
を
大
き
く
し
た
、
と
み
る
。
た
だ
敬
義
内
外
に
つ
い
て
、
直
方
が
先
生
（
闇
斎
）
の
面
前
で
議
論
し
た
事
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
強
斎
談
で
は
、「
其
ノ
座
デ
、
佐
藤
ガ
云
ハ
レ
様
ニ
ハ
、〝
御
前
ノ
ド
ウ
被
レ
仰
テ
モ
、
程
朱
ノ
説
ガ
動
キ
マ
セ
ヌ
〞」
と
い
い
〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
六
、
登
録
番
号
、
八
丁
ウ
〕、
闇
斎
先
生
は
、
0181871
「「
程
朱
ノ
説
ノ
動
カ
ヌ
ハ
我
等
ガ
云
フ
マ
デ
モ
ナ
シ
。
知
レ
タ
コ
ト
デ
、
以
後
手
前
ニ
出
入
無
用
」
ト
ア
リ
テ
、
ソ
コ
デ
勘
当
セ
ラ
レ
タ
。
絅
斎
モ
其
ノ
場
ニ
連
レ
タ
ユ
ヱ
、
佐
藤
ノ
ソ
バ
杖
ニ
ア
ハ
レ
タ
モ
ノ
ゾ
」〔
八
丁
ウ
―
九
丁
オ
〕
と
、
決
定
的
な
破
局
に
際
し
て
、
主
動
者
は
直
方
で
、
絅
斎
は
ま
き
こ
ま
れ
た
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
点
、
二
人
の
ど
ち
ら
が
主
役
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ち
が
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
植
田
艮
背
の
語
る
「
真
相
」
と
一
致
し
て
い
る
。
神
道
へ
の
態
度
が
事
件
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
研
究
者
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
直
方
が
闇
斎
に
入
門
し
た
寛
文ブン
十
一
〔
一
六
七
一
―
七
二
〕
年
（
十
二
〔
一
六
七
二
―
七
三
〕
年
説
も
あ
る
）
に
は
、
す
で
に
闇
斎
は
、
吉キッ
川
惟
足
か
ら
吉
田
神
道
の
秘
伝
を
受
け
、
垂
加
霊
社
と
い
う
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
事
実
を
― 140 ―
あ
げ
る
。
闇
斎
の
神
道
信
仰
を
知
ら
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
知
っ
て
入
門
し
て
い
る
の
で
、
晩
年
に
、
に
わ
か
に
師
の
神
道
に
疑
問
を
持
っ
た
、
と
い
う
説
明
は
説
得
力
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
立
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
イ
、
右
の
事
実
は
あ
っ
て
も
、
闇
斎
の
垂
加
神
道
の
教
義
が
熟
し
た
の
は
最
晩
年
で
あ
る
こ
と
、
崎
門
の
内
部
か
ら
の
記
述
を
み
て
も
、「
先
生
晩
年
神
道
を
信
じ
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
少
く
も
儒
学
派
系
統
の
門
弟
の
間
に
は
共
通
に
、
闇
斎
が
最
晩
年
に
至
っ
て
急
速
に
神
道
へ
の
傾
斜
を
強
め
た
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
直
方
も
絅
斎
も
師
の
神
道
信
仰
は
知
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
れ
が
土
金
の
伝
、
猿
田
彦
神
（
庚
申
）
信
仰
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
な
教
義
と
し
て
前
面
に
出
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
漸
く
、「
宇
宙
一
理
」
と
い
う
立
場
か
ら
儒
学
＝
程
朱
学
と
の
間
の
ソ
ゴ
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ロ
、
闇
斎
自
身
の
講
義
で
、
晩
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
神
道
派
の
門
人
が
師
の
傍
に
な
ら
び
、
非
神
道
派
（
純
儒
派
）
の
門
人
及
び
、
す
で
に
伝
授
を
終
え
た
門
人
は
遠
く
の
席
で
き
く
よ
う
に
な
っ
た
、
と
直
方
が
あ
る
談
話
の
中
で
語
っ
て
い
る
の
も
〔「
山
崎
先
生
、
神
道
ガ
盛
ニ
ナ
リ
テ
、
神
道
ノ
弟
子
ハ
上
座
ニ
ヲ
イ
テ
、
神
道
伝
授
得
タ
人
ハ
末
座
ニ
ヲ
レ
リ
。
直
方
先
生
云
、
今
日
モ
ア
ホ
ウ
ナ
モ
ノ
ガ
大
分
上
座
シ
テ
イ
タ
ト
」（『
浜
見
録
』
巻
之
一
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号
）〕、
聖
人
の
道
と
神
道
と
の
闇
0181875
斎
に
お
け
る
比
重
が
晩
年
に
変
化
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
二
人
、
と
く
に
直
方
に
と
っ
て
あ
き
た
り
な
い
思
い
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
背
景
の
下
で
、
強
斎
の
語
る
神
道
老
人
を
論
破
し
た
事
件
や
、
敬
義
内
外
論
に
つ
い
て
、
師
説
を
批
判
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
て
破
局
が
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
絶
門
或
は
準
絶
門
の
後
直
方
・
絅
斎
の
二
人
と
も
師
の
葬
儀
に
参
列
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
絅
斎
は
後
々
ま
で
、
先
生
へ
の
敬
慕
が
深
く
、
香
を
た
い
て
罪
を
謝
し
た
と
い
う
（『
強
斎
雑
話
』）。
直
方
の
方
は
も
っ
と
割
り
切
っ
て
い
て
、
絅
斎
が
香
を
た
い
た
、
と
い
う
話
を
き
い
た
と
き
、「
余
之
心
、
先
生
明
ら
か
に
之
を
知
る
。
何
ぞ
更
に
香
を
炷
い
て
罪
を
謝
す
る
こ
と
を
こ
れ
為
さ
ん
」
と
語
っ
た
（『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
三
〔
登
録
番
号
〕、
四
丁
オ
）。
そ
こ
で
、
神
道
派
は
も
ち
ろ
ん
、
強
斎
0181878
以
下
望
楠
軒
系
統
も
と
か
く
こ
の
二
人
の
態
度
を
対
照
さ
せ
て
、
直
方
を
悪
く
い
う
が
、
直
方
に
し
て
も
、
闇
斎
の
神
道
の
話
が
出
る
と
、「
コ
ノ
コ
ト
夢
ニ
ナ
レ
カ
シ
」（『
稲
葉
迂
斎
先
生
学
話
』〔
巻
之
一
、『
先
考
遺
書
』、
登
録
番
号
〕）
0197131
と
歎
息
し
た
、
と
い
う
話
が
あ
り
、
直
方
に
も
胸
を
裂
か
れ
る
思
い
が
あ
っ
た
、
と
想
像
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
編
者
注
⑩
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
ハ
門
人
間
の
人
間
関
係
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
〇
枚
）
697-11
（
ハ
）
門
人
間
の
人
間
関
係
（
の
レ
ヴ
ェ
ル
）
こ
う
し
た
学
説
あ
る
い
は
思
想
の
ち
が
い
が
破
門
の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
を
真
― 141 ―
向
か
ら
否
定
し
て
、
こ
の
事
件
を
極
力
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
方
向
に
も
っ
て
行
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
彼
等
（
二
人
）
と
同
じ
直
門
の
植
田
玄
節
で
あ
る
。
植
田
玄
節
﹇
慶
安
四
〔
一
六
五
一
〕
―
享
保
二
十
〔
一
七
三
五
〕
年
（
八
五
才
）﹈
が
『
叛
門
論
』﹇
享
保
二
〔
一
七
一
七
〕
年
六
月
の
日
付
の
あ
る
識
語
あ
り
〔
植
田
成
章
『
叛
門
論
』
無
窮
会
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号
〕﹈
で
弟
子
に
語
0197206
る
破
門
事
情
は
人
的
関
係
が
こ
み
入
っ
て
い
る
が
、
大
体
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
佐
藤
直
方
が
あ
る
と
き
、
郷
里
の
福
山
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
直
前
に
同
門
（
但
し
神
道
派
）
の
民
部
大
輔
信のぶ
直なお
﹇
出
雲
路
（
板
垣
）
信
直
（
姓
、
春
原
）
or
と
も
い
い
、
八
塩
道
や
し
お
ぢ
霊れい
社しゃ
と
号
し
た
。
京
都
の
下
御
霊
し
も
み
た
ま
神
社
の
社
司
。「
垂
加
門
下
神
学
第
一
」（『〔
日
本
〕
道
学
淵
源
〔
続
〕
録
』〔
岡
次
郎
、
一
九
三
四
年
、
巻
之
一
、
登
録
番
号
、
一
九
丁
ウ
〕）
と
い
わ
れ
た
﹈
に
別
れ
を
つ
げ
る
際
0181877
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
。
﹇
直
方
の
言
葉
﹈「
先
日
、
楢
崎
正まさ
員かず
（
忠
左
[右
カ
]
衛
門
と
称
す
、
安
芸
﹇
備
後
？
﹈
三
原
の
薬
商
家
出
身
）
が
、
自
分
（
直
方
）
の
京
都
の
旅
宿
に
来
て
、
こ
う
い
っ
た
。
「
同
門
の
遊
佐
好
生
（
諱
）（
号
、
木ボク
斎
、
幼
名
、
次
郎
助
、
藩
命
に
よ
り
束
髪
し
て
次
郎
左
衛
門
、
仙
台
伊
達
侯
の
家
臣
で
儒
員
）
の
こ
と
だ
が
、（
楢
崎
が
直
方
に
語
っ
た
コ
ト
バ
）「
湯
[マ
マ
]
佐
次
郎
助
ハ
其
心
術
甚
不
レ
宜シ
カ
ラ
者
也
。
老
翁
（
闇
斎
）
出
入
ヲ
禁
ジ
玉
フ
ベ
キ
也
。
其
故
ハ
、
私
カ
ニ
、
老
翁
ヲ
謗ボウ
義
ス
ル
コ
ト
甚
シ
。
老
翁
是
ヲ
不
レ
知
シ
テ
、
渠カレ
ヲ
親
炙
シ
玉
フ
可
レ
歎
事
也
」（
こ
れ
が
楢
崎
正
員
が
佐
藤
直
方
に
語
っ
た
話
）。
と
こ
ろ
が
、
自
分
（
直
方
）
は
間
も
な
く
郷
里
に
帰
る
の
で
、
い
つ
か
、
君
（
子
）
か
ら
先
生
に
こ
の
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
そ
こ
で
出
雲
路
信
直
は
、植
田
成
章
に
、「
先
生
に
告
げ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
相
談
に
来
た
。
植
田
（
自
分
）
は
、「
是
何
ゾ
遅
滞
セ
ル
、
可シ
二
速カ
ニ
告グ
一
レ
之ヲ
」
と
答
え
て
、
民
部
と
つ
れ
立
っ
て
闇
斎
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
そ
の
話
を
し
た
。
す
る
と
先
生
（
老
翁
）
は
、
「
次
郎
助（
遊
佐
好
生﹇
木
斎
﹈）能（
ク
）勤
ム
。其
志
称
ス
ベ
シ
。又
非ザ
ル下
可
レ
有
二
後
言
一
者ニ
上
也
（
か
げ
口
を
き
く
よ
う
な
男
で
は
な
い
）。
仮
使
レ
有
レ
之
ト
モ
、
予
何
ゾ
与
カ
ラ
ン
。
豈
遽
ニ
絶
レ
之
乎
」
と
い
っ
て
顔
色
自
若
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
下
っ
た
。
自
分
（
植
田
）
は
民
部
に
改
め
て
こ
う
語
っ
た
。
「
次
郎
助
（
遊
佐
）
ガ
罪
ハ
固
ヨ
リ
也
。（
け
れ
ど
も
）
楢
崎
正
員
も
懦
弱
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
こ
れ
を
先
生
に
直
接
告
げ
な
い
の
か
。
或
ハ
、
成
章
（
自
分
）
ニ
告
ル
コ
ト
ヲ
セ
ズ
シ
テ
、
何
ゾ
遠
キ
ニ
趣
ク
ノ
直
方
ニ
告
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
ヤ
。
是
モ
亦
不
レ
為サ
レ
無シ
トレ
罪
。
足
下
以テ
レ
此
、
正
員
ヲ
責
ヨ
」（
事
も
あ
ろ
う
に
直
方
に
、
し
か
も
こ
れ
か
ら
郷
里
に
帰
る
直
方
に
話
し
て
自
分
に
話
さ
な
い
と
は
何
事
か
、
と
い
う
植
田
玄
節
の
反
直
方
感
情
が
語
る
に
落
ち
て
現
わ
れ
て
い
る
）
そ
こ
で
、
民
部
（
出
雲
路
信
直
）
は
、
楢
崎
正まさ
員かず
に
会
っ
て
難
詰
し
た
。
す
る
と
（
意
外
な
こ
と
に
）
正
員
の
答
え
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
「
不
レ
然
。
自
分
が
直
方
に
し
た
話
と
い
う
の
は
、〝
遊
佐
次
郎
助
は
研
精
深
思
老
翁
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
篤
シ
〞
と
い
っ
た
だ
け
だ
。
次
郎
助
が
老
翁
を
謗
っ
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た
な
ど
と
い
う
話
は
し
な
い
。
そ
れ
は
直
方
の
誤
聞
だ
」（
楢
崎
正
員
↓
出
雲
路
）
そ
こ
で
ま
た
、
出
雲
路
信
直
は
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
こ
の
話
を
告
げ
た
。
老
翁
怒
テ
曰
﹇
闇
斎
﹈「
直
方
ガ
不
義
甚
シ
。
次
郎
助
ガ
志
厚
ク
勤
ル
ヲ
（
直
方
が
）
忌
ミ
疾ヤン
デ
、
予
（
闇
斎
）
ニ
親
炙
ス
ル
ヲ
羨
ミ
嫉
ム
。
其
邪
心
ヨ
リ
讒
ヲ
構
へ
テ
、
人
ノ
善
ヲ
ス
ル
ヲ
沮
（
マ
）
ン
ト
ス
。
是
ヲ
「
媢
疾
ケ
ン
シ
ツ
(い
み
に
く
む
)
ノ
人
」
ト
云
テ
、
君
子
ノ
甚
ダ
悪
ム
所
也
。
学
者
亦
所
三
-以ノ
当ニキ
二
深
悪
一
者ナ
リ
ト
」
そ
れ
か
ら
、
直
方
が
老
翁
の
門
に
出
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
―
京
都
（
皇
都
）
の
書
肆
の
武
村
市
兵
衛
が
老
翁
の
所
に
請
願
に
来
た
。
市
兵
衛
が
い
う
に
は
、
「
直
方
の
父
が
こ
の
事
を
き
い
て
、
直
方
を
責
め
（
延
宝
八
﹇
一
六
八
〇
﹈
年
ご
ろ
、
直
方
三
十
一
才
、
絅
斎
二
十
九
才
）、
「
汝
身
ヲ
世
ニ
立
ン
ト
ス
ル
、
全
ク
老
翁
ノ
恩
沢
ニ
依
ル
、
然
レ
バ
則
、
罪
ヲ
老
翁
ニ
得
テ
ハ
、
何
処
ニ
身
ヲ
立
（
ツ
）
ベ
キ
。
何
如
ニ
モ
シ
テ
〔
…
…
〕
赦
免
ヲ
蒙
ル
ベ
シ
。
若
シ
然
ラ
ズ
ン
バ
、
我
モ
亦
父
子
ノ
義
絶
ス
」
と
い
っ
た
の
で
、
直
方
も
先
非
を
悔
い
て
、
先
生
の
お
許
し
を
願
っ
て
い
る
。
私
市
兵
衛
も
、
老
父
の
志
忍
び
難
い
の
で
、
一
緒
に
お
許
し
を
仰
ぎ
た
い
の
で
御
座
い
ま
す
」
こ
れ
に
対
し
、
老
翁
は
、
﹇
闇
斎
﹈「
直
方
の
父
の
言
葉
は
無
理
だ
。
直
方
の
志
が
学
者
の
道
に
背
く
故
に
絶
レ
之
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
べ
つ
に
直
方
の
父
に
対
し
て
直
方
が
罪
を
犯
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
通
り
、
父
子
親
む
べ
き
だ
」
と
答
え
た
の
で
、
そ
の
旨
を
市
兵
衛
は
直
方
の
父
に
告
げ
た
。
父
は
な
お
承
服
せ
ず
、﹇
直
方
の
父
、
市
兵
衛
に
、﹈「
老
翁
ノ
命
ニ
違
フ
者
、
何
ゾ
子
ト
セ
ン
ヤ
」
と
い
っ
て
き
か
な
い
。
そ
の
こ
と
を
市
兵
衛
か
ら
き
い
て
闇
斎
は
、
﹇
闇
斎
﹈「
父
の
言
分
は
理
に
当
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
父
子
の
義
絶
は
あ
ん
ま
り
（
甚
し
）
な
の
で
、
そ
れ
で
は
や
む
を
え
ず
、
直
方
に
「
平
常
ノ
出
入
ハ
赦
免
ス
。（
た
だ
）
我
学
術
ノ
席
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
不
レ
可
レ
許
」〔
」〕
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
れ
以
後
は
、
直
方
は
平
常
の
安
否
を
問
う
訪
問
だ
け
で
、
門
下
の
列
は
離
絶
し
た
。
た
だ
、
赦
免
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
講
学
の
席
に
容
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
、
先
生
の
門
に
出
入
し
て
も
無
益
な
の
で
、
結
局
、「
逐
日
、
漸
ク
疎
遠
也
」。
こ
れ
が
直
方
破
門
の
経
緯
と
し
て
植
田
玄
節
の
語
る
と
こ
ろ
。
で
は
浅
見
絅
斎
の
場
合
は
ど
う
か
、
玄
節
（
成
章
）
に
よ
る
と
、
「
浅
見
安
正
モ
老
翁
ノ
門
ニ
学
（
ン
）
デ
、
直
方
ト
其
交
リ
好
シ
。
安
正
ハ
、
其
質
固
ヨ
リ
愚
昧
ナ
ル
者
ナ
リ
。
終
ニ
直
方
ニ
党
シ
テ
、
老
翁
ノ
門
ニ
不
二
依
来
一
也
」
こ
れ
で
は
、
絅
斎
は
友
人
直
方
に
同
情
し
て
、
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
だ
け
で
闇
斎
先
生
の
絅
斎
に
た
い
す
る
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
植
田
玄
節
が
口
を
き
わ
め
て
直
方
を
罵
倒
し
て
い
る
の
は
、
直﹅
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方﹅
が﹅
、「
経
義
内
外
説
で
先
生
と
合
わ
な
か
っ
た
の
が
、
破
門
の
原
因
だ
」
と
言
っ
て
い
る
点
に
関
し
て
で
あ
り
、
真
向
か
ら
、
こ
の
学
問
上
の
原
因
説
を
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
直
方
が
自
分
の
不
義
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
あ
う
人
ご
と
に
こ
の
デ
ッ
チ
上
げ
を
話
す
の
で
、
真
相
を
知
ら
ぬ
者
は
、
経
義
内
外
論
に
よ
っ
て
破
門
さ
れ
た
、
と
い
う
説
に
雷
同
し
て
い
る
。
﹇
N
ote:闇
斎
は
天
和
二
（
一
八
六
二
）
年
没
し
て
い
る
。
破
門
事
件
か
ら
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
で
あ
り
、
闇
斎
自
身
何
も
語
っ
て
い
な
い
﹈
植
田
に
よ
れ
ば
、
「
朱
子
と
陸
象
山
と
あ
れ
ほ
ど
学
説
を
異
に
し
対
立
し
た
の
に
、
交
り
を
断
た
な
か
っ
た
。
況
や
老
翁
は
直
方
の
先
生
﹇
師
﹈
と
し
て
、
門
人
を
教
諭
す
る
の
が
職
で
あ
る
。
何
故
ゾ
其
交
リ
ヲ
私
ニ
シ
テ
己
ガ
説
ニ
不
レ
合
ヲ
以
テ
遽
ニ
怒
テ
是
ヲ
絶
ン
ヤ
」
植
田
玄
節
は
別
に
、『
批
、
水
足タリ
（
氏
）
安
直
（
屏
山
）﹇
徂
徠
学
﹈
撰
、
山
崎
先
生
行ぎょ
う
／
コ
ウ
実
』（
享
保
十
二
〔
一
七
二
七
―
二
八
〕
年
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
件
に
ふ
れ
て
、
敬
義
内
外
論
原
因
説
を
否
定
し
、「
以テ
三
文
義
不ル
ヲ二
相
合ヲ
[ハ
]
一
如
何ニ
シ
テ
棄
二
-絶セ
ン
ヤ
師
友
之
交ヲ
一
耶
」
」
[マ
マ
]
と
い
い
〔『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
一
、
登
録
番
号
、
一
三
丁
オ
〕、
つ
づ
け
て
、（
原
漢
文
）
0181876
「
其
実
は
、
佐
藤
五
郎
左
衛
門
な
る
者
あ
り
、
先
生
に
学
ぶ
こ
と
数
年
。
罪
有
り
（
そ
の
内
実
に
は
こ
こ
で
は
触
れ
て
い
な
い
）
先
生
擯
斥
す
。
五
郎
左
衛
門
固
よ
り
姦
佞
[か
ん
ね
い
]
。（
中
略
）
五
郎
左
右
衛
門
、（
浅
見
）
安
正
に
謂
い
て
曰
く
、〝
敬
義
内
外
、
先
生
誤
れ
り
、
吾
輩
こ
れ
に
従
う
は
快
な
ら
ず
。
従
わ
ざ
れ
ば
そ
の
意
に
背
く
。
其
の
意
に
背
く
と
雖
も
、如
何
ぞ
曲
従
せ
ん
。
爾
後
、
我
出
入
せ
ず
。
足
下
如
何
〞
と
（
つ
ま
り
絅
斎
を
煽
動
教
唆
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
）。
是
れ
悪
を
蔵
し
罪
を
蔽
う
。
佞
姦
此
の
如
し
。
こ
れ
に
依
て
、
安
正
師
に
背
け
り
。（
中
略
）
五
郎
左
右
衛
門
の
姦
言
に
誘
わ
れ
、
乍
ち
に
し
て
恩
を
忘
れ
、義
に
背
く
。
そ
の
昏
愚
か
く
の
如
し
。〔
…
…
〕一
人
は
姦
佞
、
一
人
は
愚
騃 げん
な
り
」（
原
漢
文
〔
一
三
丁
オ
―
ウ
〕）
植
田
は
『
叛
門
論
』
に
お
い
て
も
、
水
足
安
直
の
書
い
た
闇
斎
行
実
の
批
判
に
お
い
て
も
、
彼
の
の
べ
る
真
相
な
る
も
の
に
、
「
此
ノ
事
、
松
雲
﹇
桑
名
松
雲
﹈、
民
部
﹇
出
雲
路
信
直
﹈、
正
員
﹇
楢
崎
﹈、
及
門
人
不
レ
知ラ
モ
ノ
ナ
シ
。
今
世
（
享
保
二
年
）
ニ
存
ス
ル
ニ
ハ
正
親
町
公キン
通ミチ
卿
（
従
一
位
大
納
言
）、
梨ノ
木
三
位
祐スケ
之ユキ（
下
加
茂
社
司
）湯
佐
、
次
郎
助
﹇
木
斎
﹈、
浅
井
、
万
右
衛
門
重
遠
﹇
近
江
人
、
号
、
琳
庵
、
丹
波
園
部
侯
儒
員
﹈、
磯
部
勘
助（
稲
葉
丹
後
守
正
知
ノ
学
士
）等
也
」〔『
叛
門
論
』〕
と
証
人
ま
で
あ
げ
て
い
る
（『
批
〔
水
足
安
直
撰
〕
山
崎
先
生
行
実
』
で
は
、
右
の
う
ち
出
雲
路
信
直
、
楢
崎
正
員
、
遊
佐
木
斎
の
三
人
）。
『
遊
佐
木
斎
紀
年
録
』（
人
間
関
係
の
裏
）
cf.
p1
人
間
関
係
を
主
原
因
と
す
る
原
史
料
の
一
つ
に
、『
遊
佐
木ボク
斎
紀
年
録
』（『
仙
台
叢
書
』
第
四
巻
〔
仙
台
双
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
、
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「「
木
斎
紀
年
録
」（『
仙
台
叢
書
』
四
）
の
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号
）〕
所
収
）
625-3-1
が
あ
る
（
と
く
に
延
宝
七
年
、
八
年
条
〔
四
一
―
四
五
頁
〕）。
植
田
玄
節
の
『
叛
門
論
』
と
重
複
が
多
い
が
、
次
の
点
は
『
紀
年
録
』
の
み
の
誌
す
と
こ
ろ
。
イ
、
木
斎
は
も
と
直
方
の
手
引
で
闇
斎
に
入
門
し
た
（
延
宝
六
〔
一
六
七
八
〕
― 144 ―
年
三
月
、
絅
斎
同
座
）。
◎
ロ
、
延
宝
七
年
五
月
頃
か
ら
、
闇﹅
斎﹅
は﹅
病
と
称
し
て
木
斎
と
面
接
し
な
く
な
っ
た
（
こ
れ
は
『
叛
門
論
』
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）。
ハ
、
同
七
年
八
月
、
木
斎
、
藩
命
に
よ
り
帰
国
の
際
、
闇
斎
先
生
へ
の
と
り
な
し
を
直
方
と
板
垣
（
出
雲
路
）
信
直
に
依
頼
し
た
。
ニ
、
延
宝
八
年
八
月
、
楢
崎
正まさ
員かず
よ
り
、
木
斎
宛
書
簡
あ
り
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
直
方
の
讒
言
が
、
闇
斎
の
不
興
を
買
っ
た
原
因
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ホ
、
翌
天
和
元
〔
一
六
八
一
〕
年
四
月
、
桑
名
松
雲
が
京
か
ら
江
戸
に
来
て
、
木
斎
の
師
門
出
入
差
止
め
が
直
方
の
（
木
斎
、
師
を
信
ぜ
ず
と
い
う
）
誹
謗
に
よ
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
。
ヘ
、
正
員
上
京
、
闇
斎
先
生
と
会
っ
た
結
果
、
闇
斎
は
、
事
が
直
方
の
讒
言
に
出
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ト
、
植
田
玄
節
は
先﹅
生﹅
か﹅
ら﹅
、
直
方
の
讒
言
を
き
か
さ
れ
、
直
方
、
絅
斎
と
絶
交
し
た
（
闇
斎
に
よ
る
二
人
の
破
門
の
前﹅
ら﹅
し﹅
い﹅
！
）。
◎
チ
、
永
田
養
庵
が
先
生
に
直
方
・
絅
斎
の
赦
罪
を
請
い
、
よ
う
や
く
出
入
の
禁
は
解
か
れ
た
が
、
門
人
と
し
て
講
席
に
連
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
右
の
う
ち
、
三
人
は
植
田
の
「
真
相
」
に
お
け
る
利
害
関
係
者
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
神
道
派
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
道
派
の
反
感
は
直
方
に
集
中
し
て
い
た
。
時
代
は
下
る
が
、
稲
葉
黙
斎
（
正
信
、
迂
斎
﹇
正
義
﹈
の
子
）
は
、
玄
節
の
行
実
批
判
に
お
け
る
こ
の
個
所
に
ふ
れ
て
、
「
嗚
呼
、
玄
節
な
る
者
は
亦
先
生
の
忠
臣
也
。
然
れ
ど
も
玄
節
の
此
の
弁
を
主
張
す
る
、
未
だ
そ
の
心
中
の
由
る
所
を
知
ら
ず
。
果
し
て
こ
れ
誠
意
に
出
る
や
否
や
」〔『
評
植
田
玄
節
批
水
足
氏
所
著
山
崎
先
生
行
実
』（『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
一
、
一
七
丁
ウ
）〕
と
疑
問
を
呈
し
、
跡
部
光
海
（
良
顕
）
が
闇
斎
文
集
の
編
纂
を
し
た
と
き
、
植
田
が
大
に
怒
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
あ
げ
、「
実
に
猜
疑
妬ト
疾シツ
の
人
な
り
」
と
、
植
田
の
性
格
か
ら
し
て
、
こ
の
「
真
相
」
に
た
い
し
て
否
定
的
で
あ
る
〔
一
八
丁
オ
〕。
概
し
て
儒
学
派
の
系
統
で
は
、
こ
の
真
相
は
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
直
方
の
神
道
否
定
や
、
皇
統
一
系
へ
の
批
判
、
湯
武
放
伐
の
肯
定
な
ど
に
た
い
し
激
し
い
批
判
を
い
だ
い
て
い
た
若
林
強
斎
（
絅
斎
の
弟
子
）
が
破
門
事
件
に
関
連
し
て
ま
っ
た
く
、
こ
こ
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
か
え
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う
な
、
絅
斎
と
直
方
と
が
神
道
家
を
や
り
こ
め
た
話
を
破
門
原
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
い
よ
い
よ
こ
の
植
田
の
の
べ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
真
実
性
を
疑
わ
せ
る
。
し
か
も
敬
義
内
外
論
は
関
係
な
い
、そ
れ
は
直
方
が
自
分
の
非
を
蔽
う
口
実
だ
、
と
い
う
口
の
下
か
ら
、
植
田
は
『
叛
門
論
』
で
、「
安
正
（
絅
斎
）
又
、『
敬
義
内
外
之
説
』
ヲ
作
リ
テ
、
共
ニ
私
見
ヲ
逞
フ
ス
」
と
い
い
、『
批
〔
水
足
安
直
撰
〕
山
崎
先
生
行コウ
実
』
で
も
、
絅
斎
が
直
方
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
敬
義
内
外
説
で
先
生
に
背
い
た
、
と
い
っ
て
、
少
く
も
絅
斎
に
つ
い
て
は
、
敬
義
内
外
説
が
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
次
頁
、
尚
斎
説
〔
後
出
の
三
宅
尚
斎
『
黙
識
録
』
巻
三
か
ら
の
引
用
を
指
す
〕。
若
林
強
斎
も
直
方
主
犯
説
で
は
あ
る
が
、
絅
斎
（
強
斎
の
先
生
）
は
先
生
か
ら
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遠
ざ
け
ら
れ
た
の
ち
も
、
病
気
見
舞
な
ど
に
行
っ
た
が
、「
姦
邪
ノ
者
ガ
ア
リ
テ
、
忌
ミ
サ
ケ
タ
」（『
強
斎
先
生
雑
話
〔
筆
記
〕』〔
巻
六
、
九
丁
オ
〕）
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
君
側
の
姦
」
に
よ
っ
て
絅
斎
と
先
生
と
の
仲
が
さ
か
れ
た
、
少
く
も
一﹅
層﹅
師
門
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
、
と
語
り
、
三
宅
尚
斎
も
こ
の
事
件
﹇
破
門
﹈
に
つ
い
て
、
直
方
・
絅
斎
を
二
人
と
も
批
判
し
な
が
ら
も
（
次
頁
〔
後
出
の
『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』
坤
か
ら
の
引
用
（「
敬
義
内
外
ノ
事
ハ
」
以
下
）
を
指
す
〕）
「
サ
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
植
田
元
[マ
マ
]
節
ヤ
桑
名
松
雲
、
出
雲
路
民
部
ナ
ド
ヽ
云
モ
ノ
ガ
ヨ
ホ
ド
讒
ヲ
云
タ
」、
と
神
道
派
門
人
の
中
傷
の
契
機
を
重
く
み
て
い
る
〔
三
宅
尚
斎
『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』
坤
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
複
製
、
享
保
七
（
一
七
二
二
―
二
三
）
年
、
登
録
番
号
〕。
0197389
三
宅
尚
斎
『
黙
識
録
』
巻
三
「
敬
義
先
生
、
絶ツ
ハ二
絅
斎
先
生
直
方
先
生ヲ
一
自リ
三
劇
二
-論セ
シ
敬
義
内
外
之
義ヲ
一
而
漸
々
如
レ
是
」〔『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
之
七
、
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
二
年
、
登
録
番
号
、
五
一
八
頁
〕
0193460
崎
門
三
傑
の
一
で
、
当
事
者
に
三
人
と
も
最
も
近
い
尚
斎
の
言
だ
け
に
信
が
置
け
る
。
伴
部
安
崇
が
前
述
の
よ
う
に
、「
敬
義
内
外
考
跋
」
を
著
し
て
、
絅
斎
の
『
敬
義
内
外
説
』（
宝
永
四
年
）
を
駁
し
、
師
説
を
擁
護
し
た
の
は
、
正
徳
二
〔
一
七
一
二
―
一
三
〕
年
（
刊
行
は
四
年
）
の
こ
と
で
闇
斎
没
（
天
和
二
年
）
後
、
ち
ょ
う
ど
三
十
年
も
経
て
お
り
、直
方
が
、絅
斎
に
賛
し
、安
崇
を
駁
し
た「
敬
義
内
外
論
考
[
考
論
]
」
は
さ
ら
に
二
年
後
の
正
徳
四
年
に
出
て
い
る
。
そ
う
し
て
植
田
成
章
が
『
叛
門
論
』
を
門
弟
に
書
か
せ
た
の
は
、
享
保
二
年
（
没
後
三
十
五
年
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
に
稲
葉
黙
斎
が
、
『
弁
叛
門
論
』
を
、
唐
崎
彦
明
が
、『
読
叛
門
論
』
を
書
い
て
、
植
田
の
議
論
を
反
駁
し
て
い
る
。
つ
ま
り
発
端
は
た
し
か
に
師
弟
間
に
起
っ
た
が
、
こ
れ
が
拡
大
さ
れ
て
激
し
い
論
議
を
呼
ん
だ
の
は
、
闇
斎
没
後
年
を
経
て
か
ら
、
改
め
て
崎
門
の
門
人
相
互
の
思
想
的
闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
敬
義
内
外
ノ
コ
ト
ハ
、
佐
藤
浅
見
両
先
輩
ト
モ
ニ
、
殊
ノ
外
、
誤
ゾ
。
サ
レ
ド
モ
山
崎
先
生
モ
、
晩
年
仰
セ
ラ
レ
タ
通
リ
、
ヱ
セ
笑
テ
、「
ア
レ
ラ
ガ
合
点
イ
カ
ヌ
カ
ラ
ジ
ヤ
」
ト
云
テ
ス
ム
コ
ト
、
ハ
リ
ヤ
ハ
ル
ヽ
（
張
合
う
）
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
筈
、
サ
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
、
植
田
元
[マ
マ
]
節
ヤ
桑
名
松
雲
、
出
雲
路
民
部
（
い
ず
れ
も
神
道
派
）
ナ
ド
ヽ
云
モ
ノ
ガ
、
ヨ
ホ
ド
讒
ヲ
云
タ
〔
」〕（『（
三
宅
）
尚
斎
先
生
雑
話[談]
録
』
坤
）
そ
う
し
て
、
唐
崎
彦
明
と
、
植
田
玄
節
の
養
子
、
伊
助
と
の
間
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
、
問
題
の
所
在
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
唐
彦
明
、
嘗
て
玄
節
が
義
男
、
伊
助
を
見
る
。
伊
助
云
ふ
「
聞
く
、
子
は
三
宅
丹
治
（
尚
斎
）
な
る
者
に
従
っ
て
学
ぶ
と
、
丹
治
素
と
、
浅
見
佐
藤
と
友
と
し
善
し
。
直
方
姦
、
安
正
愚
に
し
て
（﹇
注
﹈
植
田
の
言
と
同
じ
）、
丹
治
も
亦
恐
ら
く
は
之
が
た
め
に
誤
ら
れ
し
な
ら
ん
。
子
、
蓋
ぞ
早
く
改
め
図
り
て
、
闇
斎
の
正
統
（
Ｏ
）
を
学
ば
ざ
る
や
」
と
。
彦
明
、
色
を
正
し
て
云
ふ
、「
闇
斎
の
正
統
（
Ｏ
）
は
、
学
規
﹇『
白
鹿
洞
書
院
[マ
マ
]
学
規
集
註
』﹈、
文
会
筆
録
（
二
十
巻
）
之
を
詳
に
す
れ
ば
足
る
。
豈
に
子
の
贅
を
待
た
ん
や
」
と
。
遂
に
復
た
相
見
ず
（
唐
崎
彦
明
と
伊
助
」（〔
稲
葉
黙
斎
〕『
先
達
遺
事
』〔（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
）
七
頁
〕）
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「
崎
門
の
絶
交
」
が
こ
う
し
て
再
生
産
さ
れ
た
。
正
統
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
を
め
ぐ
る
争
が
核
心
に
あ
っ
た
。
直
門
間
の
神
道
派
と
儒
学
派
の
間
で
、
闇
斎
学
の
正
統
と
は
何
か
を
め
ぐ
る
争
が
激
化
し
た
の
は
、
闇
斎
の
生
前
の
段
階
で
は
、
程
朱
学
＝
道
学
と
、
垂
加
神
道
と
の
関
係
が
、
後
者
の
未
成
熟
の
ゆ
え
に
、
ま
だ
共
存
関
係
に
あ
っ
た
が
、
神﹅
道﹅
が﹅
闇﹅
斎﹅
没﹅
後﹅
、
正
親
町
公
通
[き
ん
み
ち
]
、
玉
木
葦
斎
[い
さ
い
]
等
に
よ
っ
て
「
神﹅
学﹅
」
と﹅
し﹅
て﹅
組﹅
織﹅
化﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
に
つ
れ
て
、
唯
一
の
世
界
観
と
し
て
程
朱
学
を
受
容
す
る
立
場
と
正
面
か
ら
対
決
し
、
し
か
も
い
ず
れ
も
闇
斎
学
の
「
道
統
」
を
つ
ぐ
者
を
以
て
任
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
編
者
注
⑪
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」
（
資
料
番
号
）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
697-12
三
、「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
「
崎
門
の
絶
交
」
の
原
型
を
な
し
た
の
が
、
直
方
・
絅
斎
の
破
門
事
件
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
同
門
間
の
「
絶
交
」
が
相
つ
ぐ
の
で
あ
る
。
当
の
直
方
・
絅
斎
の
相
互
関
係
。
〔
イ
〕
浅
見
絅
斎
と
佐
藤
直
方
と
の
絶
交
（
主﹅
と﹅
し﹅
て﹅
Ｌ
正
統
論
を
め
ぐ
っ
て
）
絅
斎
の
側
か
ら
の
絶
交
相
前
後
し
て
闇
斎
門
に
入
り
、
最
も
す
ぐ
れ
た
門
人
で
あ
り
、
其
交
り
兄
弟
の
如
し
と
い
わ
れ
、
右
に
の
べ
た
よ
う
に
、
晩
年
と
も
に
師
か
ら
学
説
・
思
想
を
異
に
し
た
た
め
に
、
絶
門
さ
れ
た
よ
う
な
、
同
志
関
係
で
あ
っ
た
の
が
、
闇
斎
没
後
、
元
禄
―
宝
永
に
か
け
て
疎
遠
に
な
り
、
つ
い
に
絅
斎
側
か
ら
絶
交
し
た
。
遠
因
は
、
も
と
も
と
肌
合
が
か
な
り
対
蹠
的
で
、
し
か
も
思
想
的
立
場
の
ち
が
い
が
色
々
あ
っ
て
そ
れ
が
重
複
し
、
し
か
も
一
方
は
京
都
、
一
方
は
江
戸
で
、
意
思
が
疎
隔
し
出
す
と
、
ど
う
に
も
回
復
で
き
な
か
っ
た
。
経﹅
学﹅
上
の
問
題
の
意
見
の
相
違
も
あ
っ
た
が
（『
中
庸
』
の
語
句
の
解
釈
）、
そ
れ
は
文
通
で
友
好
的
に
論
争
を
交
し
て
い
た
。
む
し
ろ
思﹅
想﹅
上
の
く
い
ち
が
い
が
大
き
い
。
イ
、
中
国
論
『
靖
献
遺
言
』
の
著
者
の
日
本
主
義
と
直
方
の
儒
教
的
普
遍
主
義
ロ
、
皇
統
一
系
論
（
律
気
！
）
と
天
命
・
徳
治
主
義
的
正
統
性
と
の
対
立
⎩―――⎨―――⎧
ハ
、
具
体
的
事
件
の
評
価
赤
穂
「
義
士
﹇
浪
士
﹈」
復
讐
論
ニ
、
仕
官
の
是
非
（
出
処
進
退
）
絅
斎
は
京
を
一
歩
も
出
ず
、
処
士
と
し
て
終
始
し
た
。
直
方
が
、
ど
ん
な
場
合
に
も
仕
え
な
い
の
は
お
か
し
い
、
と
（
孔
孟
の
例
を
あ
げ
て
）
批
判
し
た
の
に
た
い
し
、「
仕
ふ
べ
く
し
て
仕
へ
、
仕
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
仕
え
な
い
の
が
道
で
あ
る
」
と
つ
っ
ぱ
ね
た
﹇「
天
下
道
な
け
れ
ば
隠
る
」〔「
天
下
道
あ
れ
ば
則
ち
見
あ
ら
わ
れ
、
道
無
け
れ
ば
則
ち
隠
る
」（『
論
語
』「
泰
伯
」）〕﹈。
直
方
も
「
至
る
処
禄
仕
、
仕
官
の
病
な
り
」
と
い
っ
て
歎
い
て
い
る
の
で
、
出
処
に
つ
い
て
の
原
則
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
行
動
で
は
ち
が
っ
て
い
た
。
直
接
の
決
定
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
直
方
が
、
父
の
喪
の
あ
け
な
い
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う
ち
に
（
宝
永
元
〔
一
七
〇
四
〕
年
正
月
に
父
、
休
意
没
す
）、
宝
永
二
年
四
月
、
酒
井
雅
楽
頭
忠
挙タカ
が
将
軍
の
上
使
（
世
子
、
綱
豊
が
仕
官
し
た
謝
恩
使
）
と
し
て
上
京
し
た
と
き
、
直
方
こ
れ
に
随
行
し
た
（
忠
挙
は
直
方
を
賓
師
と
し
て
厚
遇
し
て
い
た
）。
絅
斎
は
三
年
の
喪
の
あ
け
ぬ
う
ち
に
祝
儀
の
使
節
に
随
行
す
る
と
は
何
事
か
、
家
臣
な
ら
ば
そ
れ
も
止
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
殿
の
賓
師
な
の
だ
か
ら
、
殿
に
随
行
す
る
義
ム[務]
は
な
い
筈
、
と
い
っ
て
爾
後
、
交
を
絶
っ
た
。
そ
の
後
も
経
学
上
で
論
争
し
て
い
る
が
、
仲
介
者
を
介
し
て
い
る
。
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
の
編
者
の
一
人
、
千
手じゅ
興
成
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
の
武
家
の
典
礼
で
は
、親
の
服
喪
は
五
十
日
で
終
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
者
の
場
合
で
も
一
年
余
く
ら
い
は
病
と
称
し
て
出
仕
し
な
い
こ
と
も
よ
い
だ
ろ
う
。
直
方
の
随
行
は
、
父
の
死
か
ら
一
年
半
を
経
て
か
ら
だ
。「
以
レ
是
絶
二
旧
交
一
、
亦
太
甚
哉
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
キ
カ
ナ
。
不
レ
若カ
二
管
（
仲
）
鮑
（
叔
）
之
交ニ
一
遠
矣
」〔『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
三
、
五
丁
オ
〕。
直
方
の
方
で
は
旧
交
を
復
そ
う
と
し
た
が
、絅
斎
は
応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
絶
交
後
も
、
学
問
や
文
章
に
つ
い
て
は
互
に
相
許
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
編
者
注
⑭
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」
（
資
料
番
号
）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
697-12
〔
ロ
〕
三
宅
尚
斎
と
若
林
強
斎
の
絶
交
『
洪
範
』
は
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
て
の
ち
、
箕
子
﹇
殷
の
紂
王
の
叔
父
。
紂
を
諌
め
た
が
、
き
か
れ
な
い
の
で
、
狂
人
の
ふ
り
を
し
た
。
殷
の
三
仁
の
一
人
﹈
に
会
っ
て
天
下
を
治
め
る
道
を
き
い
た
。
箕
子
が
、
禹
に
天
が
洪
範
九
疇
を
与
え
た
次
第
を
の
べ
た
。
前
漢
、
讖
緯
説
と
結
ぶ
。
河
図 と
﹇
伏
羲
の
と
き
、
黄
河
か
ら
出
た
龍
馬
の
背
に
あ
っ
た
図
↓
伏
羲
は
之
に
基
い
て
八
卦
を
つ
く
っ
た
﹈
洛
書
﹇
夏
の
禹
王
の
と
き
、
洛
水
か
ら
神
亀
が
出
て
、
そ
の
背
に
現
わ
れ
た
図
。
そ
れ
に
基
い
た
九
章
の
文
。
天
﹇
地
の
大
法
﹈
下
を
統
治
す
る
範
疇
﹈（『
書
経
』
洪
範
﹇
周
書
﹈）
「
源
氏
の
共
喰
い
」
と
崎
門
の
内
部
抗
争
を
自
己
批
判
し
た
若
林
強
斎
自
身
が
、
三
傑
の
一
人
で
最
年
少
の
三
宅
尚
斎
と
「
絶
交
」
に
立
到
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
細
部
で
は
文
献
﹇
史
料
﹈
に
よ
っ
て
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
き
っ
か
け
は
、
尚
斎
の
『
洪
範
全
書
及
[マ
マ
]
続
録
』
に
つ
い
て
強
斎
が
批
判
し
、
両
者
の
間
に
論
争
数
次
に
及
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。
イ
、『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
四
、
三
宅
尚
斎
の
項
に
載
っ
て
い
る
経
緯
〔
登
録
番
号
、
三
丁
ウ
〕。
姫
路
儒
者
、
近
藤
士
進
の
伝
え
る
話
（
強
斎
0181878
側
か
ら
の
絶
交
）。
強
斎
が
尚
斎
の
『
洪
範
全
書
及
[マ
マ
]
続
録
』
を
四
度
に
わ
た
っ
て
批
判
し
、
尚
斎
が
こ
れ
を
一
々
反
駁
し
た
が
、
一
つ
も
強
斎
は
尚
斎
の
反
駁
を
受
け
入
れ
な
い
。
そ
こ
で
尚
斎
は
門
人
に
語
っ
て
、「
百
度
、
弁
じ
て
も
強
斎
は
承
服
し
な
い
だ
ろ
う
。
強
斎
の
門
人
は
怒
る
ば
か
り
だ
。
し
か
も
強
際
は
長
幼
の
序
を
知
ら
な
い
（
こ
の
と
き
三
宅
尚
斎
五
八
才
、
強
斎
は
四
三
才
）。
況
ん
や
洪
範
が
分
る
筈
が
な
い
」
と
い
っ
て
、
反
論
す
る
の
を
や
め
た
。
こ
れ
を
き
い
て
強
斎
は
一
層
怒
っ
て
つ
い
に
書
を
贈
っ
て
絶
交
し
た
。
― 148 ―
ロ
、
同
じ
『
淵
源
録
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
上
原
正
福
説
〔
四
丁
オ
〕。
「
洪
範
」の
論
争
に
つ
い
て
は
右
と
同
じ
だ
が
、絶
交
状
は
、尚
斎
の
方
が
送
っ
た
、
と
す
る
。
強
斎
の
批
判
は
、
言
葉
は
謙
遜
だ
っ
た
が
、
議
論
の
内
容
は
峻
烈
を
き
わ
め
、
こ
れ
が
尚
斎
を
怒
ら
せ
た
、
と
い
う
。
ハ
、『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』山
口
春
水
筆
記
巻
三
の
伝
え
る
経
緯（
当
事
者
）。
尚
斎
の
洪
範
説
に
つ
い
て
遠
慮
な
く
批
判
せ
よ
と
い
わ
れ
た
の
で
、
強
斎
が
色
々
と
批
判
し
た
が
、
そ
の
批
判
の
中
で
、
尚
斎
説
だ
と
、
洪
範
の
真
中
の
五
（
五
行
）
の
数
が
動
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
北
極
星
の
わ
き
に
箒
星
が
出
た
よ
う
な
も
の
だ
、
と
い
っ
た
の
が
、
尚
斎
の
カ
ン
に
さ
わ
っ
て
、
尚
斎
か
ら
絶
交
状
が
来
た
。
そ
こ
で
山
口
春
水
が
「
ひ
と
つ
自
分
が
尚
斎
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
先
生
（
強
斎
）
の
お
考
え
を
の
べ
、
そ
れ
で
尚
斎
が
聴
入
れ
た
ら
、
今
迄
通
り
交
際
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
」
と
い
う
と
、
強
斎
は
「
御
心
付
ハ
余
儀
ナ
キ
事
ナ
レ
ド
モ
、
御
無
用
ノ
事
ナ
リ
。
ナ
ゼ
ナ
ラ
バ
、
手
前
友
喰
（
源
氏
の
友
喰
の
例
を
ひ
い
て
い
う
）
ヲ
イ
ヤ
ガ
ル
モ
、
学
術
義
理
ノ
為
ナ
リ
。
三
宅
氏
ト
見
ル
所
ノ
義
理
、
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
右
ノ
始
末
也
。
然
ル
ニ
其
義
理
ノ
所
レ
不
レ
合
ハ
除
イ
テ
置
イ
テ
、
只
睦
ジ
ク
交
リ
タ
レ
バ
ト
テ
、
ソ
レ
ハ
俗
人
ノ
交
リ
ト
同
ジ
事
、
何
ノ
詮
モ
ナ
キ
事
也
」〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
、
二
〇
丁
ウ
―
二
一
丁
オ
〕
と
い
わ
れ
た
の
で
、
春
水
も
そ
れ
以
上
い
う
言
葉
も
な
く
、
自
分
も
そ
の
後
尚
斎
の
と
こ
ろ
に
は
出
入
し
な
く
な
っ
た
。
『
洪
範
皇
極
内
篇
』
朱
子
門
人
、
蔡
沈
（
九
峯
）
著
闇
斎
が
、「
久
し
く
そ
の
書
が
亡
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
憾
み
、
諸
書
の
中
に
散
見
す
る
も
の
を
集
め
」（『〔
浅
見
〕
絅
斎
の
研
究
』〔
近
藤
啓
吾
著
、
神
道
史
学
会
、
一
九
七
〇
年
、
登
録
番
号
〕
二
五
〇
頁
）『
洪
範
皇
極
内
0183689
篇
』
を
再
編
、
己
の
説
を
付
し
て
刊
行
。
◎
↓
『
洪
範
全
書
』
尚
斎
は
、
闇
斎
の
編
集
に
錯
簡
が
あ
る
と
し
て
、『
洪
範
全
書
続
録
』（
稿
本
）
を
著
し
た
。『
―
―
続
録
講
義
』（
戊
戌
―
―
享
保
三
〔
一
七
一
八
〕
年
―
―
秋
八
月
七
日
の
味
池
直
固[好]
筆
記
の
識
語
あ
り
﹇
尚
斎
自
序
﹈。
プ
ラ
ス
、
庚
子
（
享
保
五
年
）
二
月
二
十
二
日
付
、
強
斎
問
目
二
十
三
条
同
年
五
月
二
十
九
日
付
、
尚
斎
答
書
⎩――⎨――⎧
六
月
朔
日
付
、
強
斎
返
書
享
保
五
年
庚
子
六
月
付
、
尚
斎
の
、
問
目
へ
の
逐
条
弁
駁
（
無
窮
会
所
蔵
）
強
斎
の
意
見
師
説
を
自
己
の
考
で
勝
手
に
改
変
し
て
よ
い
か
。
も
っ
と
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。
と
く
に
「
垂
加
翁
ノ
学
ヲ
唱
フ
ル
コ
ト
衰
替
寂
寞
莫
レ
甚
二
此
時
一
」
尊
丈
（
絅
斎
）
の
よ
う
な
人
の
責
任
は
重
大
だ
、
と
い
う
の
が
強
斎
の
意
見
〔『
浅
見
絅
斎
の
研
究
』
二
五
二
頁
〕。
「
内
外
ノ
説
、
別
シ
テ
ハ
神
道
ノ
事
、
大
学
、
作
新
民
ノ
点
（
中
略
）、
如
レ
此
類
ソ
レ
ナ
リ
ニ
其
許
ニ
ハ
、
是
等
モ
伝
来
ノ
通
リ
ニ
、
ミ
ヂ
ン
手
ヲ
付
玉
ハ
ズ
ヤ
、
重
固
〔
三
宅
尚
斎
〕
ハ
ソ
ノ
通
リ
ニ
ハ
不
二
仕
置
一
候
」（
尚
斎
答
書
〔
二
五
二
頁
〕
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編
者
注
⑮
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
む
す
び
―
―
「
崎
門
の
絶
交
」
の
意
味
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
697-13
む
す
び
―
―
「
崎
門
の
絶
交
」
の
意
味
直
方
は
、
峻
厳
、
促
迫
と
い
わ
れ
る
崎
門
の
な
か
で
は
む
し
ろ
異
色
な
リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
り
、
師
弟
関
係
も
厳
格
で
な
く
、
寛
容
で
洒
脱
な
風
が
あ
っ
た
が
、
交
友
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
吾
党
諸
生
、
有
二
以
レ
学
交
者
一
焉
、
有
二
以
レ
故
交
者
一
焉
。〔
…
…
〕
以
レ
故
而
交
者
則
雖モ
二
日ニ
講
会シ
テ
而
読ム
ト一
レ
書
、
非
二
同
志
之
学
友
一
矣
」〔
佐
藤
直
方
「
示
二
三
子
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
六
二
頁
）〕
「
道
に
よ
る
交
」
り
と
、
直
接
の
人
間
関
係
に
基
く
交
り
と
を
ハ
ッ
キ
リ
と
別
け
る
。
道
に
よ
る
交
り
で
あ
る
以
上
、
そ
う
し
て
真
理
は
一
つ
で
あ
る
以
上
、
道
を
異
に
し
な
が
ら
、
た
だ
従
来
か
ら
の
縁
故
で
堕[惰]
性
的
に
つ
き
合
う
の
は
同
志
の
学
友
と
い
え
な
い
、
と
い
う
考
え
方
。
師
弟
関
係
に
つ
い
て
も
、
直
方
は
、
あ
く
ま
で
道
＝
真
理
へ
の
尊
敬
を
、
師
の
上
に
置
き
、
神
道
問
題
に
つ
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
儒
道
と
神
道
と
「
豈
有
二
両
従
之
理
一
乎
」
と
し
、「
先
生
之
雑
信
、
吾
不
レ
識
二
其
義ヲ
一
也
」
と
い
い
、
絶
門
の
の
ち
も
、「
自
分
の
志
は
先
生
は
本
当
は
知
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
敢
て
進
ん
で
先
生
に
罪
を
謝
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。「
此
固
天
下
之
公
論ニ
シ
テ
、
而
非ズ
二
一
人
之
私
議
一
矣
。
何
得ン
ヤ下
阿オモ
ネ
リ
二
私ニ
其ノ
（
先
生
の
）
所ニ
一
レ
好ム
、
避ク
ル
ヲ
中
議ス
ル二
師
門ヲ
一
之
嫌ヲ
上
哉
」
と
き
っ
ぱ
り
云
い
き
っ
て
い
る
﹇
道
学
↓
出
処
進
退
﹈
〔
佐
藤
直
方
「
討
論
筆
記
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
四
五
―
四
六
頁
）〕。
若
林
強
斎
が
先
輩
、
三
宅
尚
斎
と
絶
交
に
つ
い
て
仲
介
の
労
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
山
口
春
水
に
た
い
し
て
、
「
三
宅
氏
ト
見
ル
所
ノ
義
理
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、右
ノ
始
末
也
。
然
ル
ニ
其
義
理
ノ
所
レ
不
レ
合
ハ
除
イ
テ
置
イ
テ
、
只
睦
ジ
ク
交
リ
タ
レ
バ
ト
テ
、
ソ
レ
ハ
俗
人
ノ
交
リ
ト
同
ジ
事
、
何
ノ
詮
モ
ナ
キ
事
也
」
と
断
っ
て
い
る
（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
〔
二
〇
丁
ウ
―
二
一
丁
オ
〕）
相
手
の
尚
斎
も
、
直
接
に
強
斎
と
の
絶
門
に
つ
い
て
で
な
く
、
一
般
論
と
し
て
、
「
門
友
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
、
ナ
ル
ホ
ド
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
也
。
道
ヲ
以
テ
合
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
カ
ウ
ナ
ク
テ
カ
ナ
ハ
ヌ
コ
ト
也
。
朱
子
モ
一
両
人
モ
義
絶
ナ
サ
レ
シ
也
。
世
間
ノ
者
ガ
「
山
崎
先
生
ガ
イ
ラ
ヌ
義
絶
メ
サ
レ
タ
故
、
絅
斎
ヤ
直
方
ナ
ド
ガ
義
絶
〳
〵
ト
ヤ
カ
マ
シ
イ
」
ト
俗
人
ハ
シ
カ
ル
（
叱
）
ケ
レ
ド
モ
、
自
然
ニ
ア
ル
ハ
ヅ
」（『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』〔
乾
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号
〕、
享
保
七
〔
一
七
二
二
〕
年
三
月
頃
）
0197389
と
、「
崎
門
の
絶
交
」
の
傾
向
へ
の
世
間
の
批
難
の
声
を
逆
に
斥
け
て
い
る
。
や
や
降
っ
て
、
稲
葉
黙
斎
も
、
敬
義
学
の
伝
統
を
回
顧
し
な
が
ら
「
垂
加
佐
藤
不ル
ハ二
相
合
一
、
出ヅ
二
於
敬
義
内
外
一
。
而レ
ド
モ
其
実ハ
（
神
儒
）
習
合
之
事
也
。
浅
見
佐
藤
絶ツ
ハレ
交
者
、
乃チ
所
二
崇
尚ス
ル一
異ニ
ス
ルレ
趣
也
。
可キ
下
就テ
二
二
家
編
集
書ニ
一
而
知
上
レ
之ヲ
也
。
尚
（
斎
）
翁
与
二
若
林
一
絶
レ
交
、
雖
レ
出
二
於
洪
範
之
説
一
、
畢
竟
亦
是
左
二
-袒ス
ル
神
学
一
故
也
。
此ノ
五
君
子
、
皆
学
脈
上
之
事
也
。
後
来ノ
学
者
、
多ク
以テ
二
私
怨ヲ
一
不
二
相
容レ
一
亦
可キ
レ
醜ト
ス
也
」（〔「
雪
梅
草
」〕『
孤
松
全
稿
』
第
三
十
三
巻
〔『
品
林
録
』（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
登
録
番
号
）
九
0181873
丁
ウ
〕）
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と
の
べ
て
、
後
世
学
者
の
私
怨
に
よ
る
分
裂
と
崎
門
の
「
学
脈
」
に
よ
る
分
裂
と
を
対
立
的
に
見
る
。
こ
う
し
た
見
方
に
は
自
分
の
学
派
の
美
化
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
右
に
見
た
限
り
で
も
、
門
人
間
の
感
情
的
反
目
、
性
格
的
、
気
質
的
な
ち
が
い
か
ら
来
る
相
互
反
感
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
現
に
同
じ
黙
斎
が
、
絅
斎
と
直
方
と
の
絶
交
に
つ
い
て
、
双
方
の
門
人
が
と
く
に
相
手
の
先
生
と
直
接
未
見
の
門
人
が
放
っ
た
誹
謗
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
を
み
と
め
て
い
る
。
こ﹅
こ﹅
に﹅
も﹅
そ
う
し
た
い
わ
ば
生
臭
い
人
間
関
係
が
働
い
て
い
た
、
の
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
相
対
的
に
、「
崎
門
の
絶
交
」
に
は
、
道
統
・
学
脈
「
学
術
義
理
」
と
い
う
よ
う
な
世
界
観
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
争
が
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
正
面
か
ら
の
思
想
的
対
決
を
回
避
し
マ
ア
マ
ア
的
な
「
和
」﹇
俗
人
の
交
り
﹈
を
尊
ぶ
日
本
の
精
神
的
風
土
の
中
で
は
よ
か
れ
悪
か
れ
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
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Ⅵ
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
」（
一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
）
編
者
注
①
「「「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と
「
対
自
的
」
正
統
。（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
）」
メ
モ
」（
資
料
番
号
）
670-9-1
の
一
部（
レ
ポ
ー
ト
用
紙（
Ａ
４
版
）一
枚
）・「「
は
じ
め
に
異
端（
ヘ
レ
ジ
ー
）
あ
り
き
（
要
約
、
結
論
）」
草
稿
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
709-1-2
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と
「
対
自
的
」
正
統
（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
﹇
＝
自
己
の
疎
外
態
｛
alineation〔
ali-
enation
カ
〕
/
E
ntfrem
dung
を
意
識
し
、
そ
れ
を
「
否
定
の
否
定
」
に
よ
っ
て
再
構
築
し
た
「
正
統
」﹈）。
前
者
は
後
者
の
出
現
以
後
に
、
歴
史
的
に
遡
及
さ
れ
、
系
譜
（
道
統
の
伝
・
血
脈
）
と
し
て
自
覚
化
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
‘
無
か
ら
の
創
造
’
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
中
心
的
な
核
な
い
し
星
雲
が
―
―
必
ず
し
も
事
実
と
し
て
で
な
く
、
事
実
の
信
仰
、あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
歴
史
的
に
実
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
後
世
か
ら
の
系
譜
化
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
an
sich
の
「
正
統
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
C
atholicity
は
‘
即
自
的
’
及
‘
対
自
的
’
両
正
統
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
が
、
即
自
的
正
統
に
あ
っ
て
は
、
ま
さ
に
概
念
的
、
政
治
形
態
的
、
祭
儀
的
、
神
学
的
◯未
確
定
性
―
―
そ
の
意
味
で
の
‘
星
雲
’
状
態
が
catholicity
の
徴
表
で
あ
る
（
初
期
教
父
﹇
↓
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
又
は
ユ
ダ
ア[ヤ]
教
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
﹈
た
ち
及
十
二
世
紀
頃
の
カ
ト
リ
ッ
ク
﹇
↓
ギ
リ
シ
ヤ
的
、
東
方
的
、
イ
ス
ラ
ム
的
な
も
の
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
﹈）。
と
こ
ろ
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
、
つ
ま
り
異
端
を
意
識
し
た
正
統
に
あ
っ
て
は
、
ま
さ
に
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
排
し
、
右
の
修
正
主
義
と
左
の
教
条
主
義
を
排
す
る
形
で
catholicity
が
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
左
右
の
偏
向
が
部
分
的
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
た
い
し
て
、
自
ら
を
全
体
的
と
定
義
す
る
。
し
か
し
、
異
端
と
の
鋭
い
対
決
意
識
が
減
衰
し
、
正
統
が
儀
礼
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
正
統
は
ふ
た
た
び
ル
ー
テ
ィ
ン
意
識
の
な
か
に
埋
没
し
て
、「
即
自
的
ア
ン
・
ジ
ヒ
」
正
統
に
変
質
し
、
次
の
危
機
の
到
来
ま
で
、
正
統
意
識
は
い
わ
〻[ば]
眠
り
つ
づ
け
る
。
○
「
は
じ
め
に
異
端
ヘ
レ
ジ
ー
あ
り
き
」﹇
要
約
、
結
論
﹈
↓
後
世
に
教
義
化
さ
れ
た
正
統
を
遡
及
さ
せ
る
傾
向
、
正
統
↓
異
端
さ
き
に
「
寛
政
異
学
の
禁
」
に
お
い
て
、「
異
学
の
禁
」
が
「
朱﹅
学﹅
之﹅
儀﹅
は
慶
長
以
来
、
御
代
々
御
信
用
之
御
事
」
ニ
而
、
と
の
べ
て
、「
急
度
門
人
共
、
異﹅
学﹅
相
禁
レ
之(ジ
、
猶
又
不
レ
限
二
自
門
他
門
に
一
、
申
合
正
学
講
究
い
た
し
」
云
々
と
い
う
林
大
学
頭
信
敬たか
へ
の
達
し
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
の
意
味
・
限
界
な
ど
を
の
べ
、
恰
も
家
康
以
来
、
朱
子
学
が
幕
府
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
た
よ
う
に
受
取
れ
る
こ
の
表
現
も
、
実
は
、
寛
政
の
「
禁
令
」
を
江
戸
開
府
時
代
に
ま
で
遡
及
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
の
べ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
正
統
の
立
場
か
ら
の
時
代
的
遡
及
の
傾
向
は
、
比
較
思
想
史
的
に
い
う
と
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
教
義
に
つ
い
て
み
ら
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れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
通
常
は
正
統
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
た
い
し
て
の
ち
に
異
端
が
発
生
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
正
統
―
異
端
の
対
立
項
を
時
代
的
順
序
と
し
て
も
理
解
し
が
ち
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
た
と
え
ば
ク
リ
ス
ト
教
の
場
合
で
も
、
教
義
の
多
様
な
解
釈
（
初
期
に
は
ク
リ
ス
ト
論
、
三
位
一
体
論
な
ど
を
め
ぐ
り
、
の
ち
に
は
自
由
心
霊
派
の
よ
う
な
純
粋
内
面
主
義
の
考
え
方
―
―
良
心
に
の
み
信
仰
を
根
拠
づ
け
る
考
え
方
―
―
が
出
て
来
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
と
支
配
を
ゆ
る
が
す
事
態
が
出
現
し
て
は﹅
じ﹅
め﹅
て﹅
、
正
統
教
義
の
確
定
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
、
異
端
の
定
義
が
明
確
化
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
い
る
。「
は
じ
め
に
異
端
あ
り
き
」
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。「
寛
政
異
学
の
禁
」
も
そ
う
い
う
正
統
・
異
端
の
「
一
般
法
則
」
の
現
れ
と
い
う
側
面
で﹅
も﹅
観
察
で
き
る
の
で
、
あ
な
が
ち
「
正
学
」
の
慶
長
へ
の
遡
及
的
説
明
を
不
可
解
と
は
い
え
な
い
。
む
ろ
ん
、
明
白
な
異
端
が
突
如
と
し
て
「
無
」
か
ら
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
あ
る
時
期
ま
で
は
、
正
統
・
異
端
と
い
う
教
義
の
峻
別
が
そ
れ
ほ
ど
前
面
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
ま
で
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
、
明
白
に
「
異
端
」（
ヘ
レ
ジ
ー
）
が
排
除
さ
れ
る
（「
排
除
」
が
ど
こ
ま
で
法
的
拘
束
力
を
も
っ
て
い
る
か
、又
実
際
に
社
会
的
実
効
性
を
も
っ
た
か
は
、各
教
義
の
文
化
圏
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
…
…
）
に
い
た
る
ま
で
、
い
わ
ば
星
雲
状
態
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
か
た
ま
り
と
し
て
あ
っ
た
正
統
を
、
即
自
的
ア
ン
ジ
ヒ
正
統
と
し
、
異
端
の
権
力
に
よ
る
排
除
が
前
面
に
出
た
の
ち
の
正
統
を
対
自
的
フ
ユ
ア
・
ジ
ヒ
正
統
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
慶
長
以
来
、
林
家
や
闇
斎
門
を
中
心
と
し
た
朱
子
学
を
即
自
的
正
統
と
し
、「
異
学
の
禁
」
を
楯
と
す
る
後
期
朱
子
学
派
を
即
自
対
自
的
正
統
と
み
な
す
こ
と
は
歴
史
的
に
も
さ
し
て
不
当
で
は
な
い
﹇
正
統
の
精
密
化
﹈。
そ
う
い
う
限
定
付
で
江
戸
時
代
の
場
合
も
「
は
じ
め
に
異
端
あ
り
き
」
と
い
う
命
題
が
通
用
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
﹇
異
端
の
類
型
づ
け
﹈。
前
々
回
に
報
告
し
た
〔（
一
九
八
二
年
六
月
一
五
日
の
学
士
院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
異
端
」
の
意
味
論
」（
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
1467、
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
編
『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
第
三
巻
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
））「
〕
異
端
を
攻
む
る
は
斯
れ
害
の
み
」
の
『
論
語
』
の
注
釈
に
お
い
て
、
朱
注
（『
論
語
集
注
』）
を
非
と
す
る
立
場
が
、
多
く
、
孔
子
の
時
代
に
は
ま
だ
後
世
の
よ
う
な
「
異
端
」
が
、
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
、
楊
・
墨
も
戦
国
の
諸
子
百
家
時
代
に
は
じ
め
て
出
現
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
論
拠
に
し
て
、
朱
子
の
「
異
端
＝
聖
人
の
道
に
反
し
て
別
に
一
つ
の
道
を
立
て
る
も
の
を
指
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
排
す
る
の
も
、
こ
の
点
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
（
一
見
、
字﹅
義﹅
の
解
釈
の
よ
う
で
も
、
思
想
的
対
立
が
含
ま
れ
て
い
る
）。
〔
他
の
学
派
、
他
の
解
釈
に
た
い
す
る
寛
容
の
問
題
〕
編
者
注
②
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
」
に
関
す
る
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
部
分
）
一
枚
）・「「
江
戸
670-9-2
期
の
儒
教
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）
の
意
義
と
役
割
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
儒
学
」
と
「
儒
教
」
670-9-3
の
区
別
に
つ
い
て
の
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
670-9-4
版
）
二
枚
）
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
と
い
う
一
般
問
題
に
一
言
、
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論
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
段
階
、
過
大
評
価
。
国
体
論
と
結
合
し
た
日
本
儒
教
の
意
味
の
重
大
視
。
∴
江
戸
時
代
第
二
段
階
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
過
少[小]
評
価
。
⎩―――⎨―――⎧
先
駆
↓
津
田
左
右
吉
博
士
。
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
過
少[小]
評
価
。
江
戸
期
の
儒
教
﹇
↓
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）﹈
の
意
義
と
役
割
一
、
明
治
以
後
は
ほ
と
ん
ど
疑
問
を
真
正
面
か
ら
投
じ
る
も
の
が
な
か
っ
た
﹇（
問
題
意
識
が
出
て
来
な
か
っ
た
）﹈。
一
つ
に
は
近
代
の
儒
教
を
説
く
も
の
は
、
多
少
と
も
「
国
体
論
」
と
結
合
し
、
伝
統
的
な
倫
理
綱
常
の
学
の
典
型
と
し
て
す
で
に
日
本
化
さ
れ
た
儒
教
を
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
湯
武
放
伐
（
革
命
）
を
正
面
か
ら
肯
定
す
る
経
学
者
は
明
治
以
後
に
は
ま
ず
い
な
か
っ
た
（
倫
理
綱
常
の
教
）。
○
正
面
敵
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
明
白
な
例
外
は
津
田
左
右
吉
博
士
で
、
博
士
に
よ
る
と
、
儒
教
（
だ
け
で
な
く
中
国
渡
来
の
思
想
）
は
学
者
・
知
識
人
が
書
斎
で
勉
強
し
い
ろ
い
ろ
論
争
し
て
い
た
だ
け
で
、
国
民
生
活（「
実
生
活
」）に
は
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
か
っ
た
、
と
強
調
し
た
。
知
識
人
の
思
想
的
遊
戯
を
出
な
か
っ
た
。
早
く
は
『
文
学
に
現
わ[は]
れ
た
る
（
我
が
）
国
民
思
想
の
研
究
』〔
全
四
巻
、
洛
陽
堂
、
一
九
一
六
―
二
一
年
〕
『儒
教
の
研
究
』〔
全
三
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
―
五
六
年
〕
◎
『
支
那
思
想
と
日
本
』（
岩
波
新
書
）
一
九
三
八
（
昭
一
三
）
↓
津
田
事
件
（
日
本
古
代
史
の
批
判
的
研
究
と
と
も
に
）
一
、
戦
後
に
な
っ
て
、
こ
の
津
田
の
、
儒
教
の
役
割
に
た
い
す
る
低
評
価
が
あ
ら
た
め
て
学
界
で
も
継
承
す
る
研
究
者
が
あ
り
、
現
在
で
も
基
本
的
に
は
津
田
説
と
あ
ま
り
変
ら
ぬ
説
を
主
張
す
る
学
者
が
い
る
。
立
入
る
時
間
も
な
い
し
、
本
日
の
直
接
の
テ
ー
マ
で
も
な
い
。
が
、
寛
政
異
学
の
禁
が
も
っ
ぱ
ら
儒
教
の
学
派
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
問
題
も
関
係
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
一
言
し
て
お
く
。
左
の
区
別
一
、
儒
学
↓
儒
教
（「
聖
人
の
道
」
と
堯
舜
の
道
の
基
本
的
経
典
）
に
つ
い
て
の
学
問
的
側
面
（
教
学
だ
け
で
な
く
、
文
献
学
的
言
語
学
的
考
察
を
ふ
く
む
）
「
学
問
と
し
て
の
経
学
」
⎩―――⎨―――⎧
二
、
儒
教
↓
倫
理
的
｢
五
倫
｣
政
治
的
｢
仁
政
｣
側
面
、
政
治
的
社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
側
面
。
湯
武
革
命
論
を
除
い
た
形
で
（
国
体
論
の
倫
理
的
補
強
）、
近
代
日
本
で
「
儒
教﹅
」
と
い
わ
れ
た
も
の
は
主
と
し
て
こ
の
側
面
教
義
ド
ク
ト
リ
ン
元
田
永
孚
伊
藤
博
文
〔
教
育
議
〕
（
吉
川
幸
次
郎
博
士
）
＝
儒
者
⎩⎨⎧
○
三
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
教
義
、
と
い
う
よ
り
は
、
個﹅
々﹅
の﹅
徳﹅
目﹅
に
分
解
さ
れ
た
形
で
の
儒
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
忠
、
孝
、
仁
、
義
、
長
幼
の
序
、
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夫
婦
（
男
女
）
の
別
）
◎
四
↓
概
念
枠
組
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
天
道
・
五
倫
の
よ
う
な
社
会
倫
理
、
世﹅
間﹅
倫
理
）
＝
一
つ
の
教 ﹅
義 ﹅
と
い
う
意
識
は
な
い
。
メ
ガ
ネ
＝
下
意
識
の
世
界
の
レ
ヴ
ェ
ル
↓
文
楽
・
歌
舞
伎
の
台
本
！
✓
五
、
儒
◯者
の
社
会
的
地
位
と
役
割
（
科
挙
制
の
存
否
）
儒
者
と
い
う
、
特
別
の
職
業
に
従
事
す
る
知
識
人
（
在
官
、
在
野
を
問
わ
ず
）
は
中
国
に
も
李
氏
朝
鮮
に
も
見
ら
れ
な
い
、
日
本
江
戸
期
独﹅
特﹅
の﹅
存
在
。
﹇
五
の
問
題
と
一
〜
四
、
と
く
に
三
、
四
の
問
題
と
の
混
同
﹈
△
中
国
で
、
在
野
と
い
う
こ
と
は
世
に
容
れ
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
道
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
止
む
を
え
ず
野
に
い
る
学
者
で
、
い
わ
ば
潜
在
的
な
士
丈
夫
。
仕
官
が
本
来
。
朱
子
・
陽
明
等
進
士
と
な
っ
て
官
僚
制
の
階
層
を
昇
進
し
た
人
仁
斎
の
よ
う
に
、
意
識
的
に
仕
え
な
い
大
儒
の
存
在
。
儒﹅
者﹅
の
社
会
的
地
位
・
禄
高
の
低
い
こ
と
。
必
ず
し
も
士
庶
の
間
の
尊
敬
度
が
高
く
な
い
こ
と
。
⎩⎨⎧
『
甲
子
夜
話
』、宝
暦
年
間
の
話
。
大
儒
者
が
□
戸
衆
に
か
ら
か
わ
れ
た
。
「
孔
子
の
奥
方
は
美
人
だ
っ
た
か
」。「
先
生
と
い
は
れ
る
ほ
ど
の
馬
鹿
で
な
し
」
の
川
柳
に
該
当
す
る
よ
う
な
風
刺
は
、
中
国
・
李
氏
朝
鮮
で
は
お
そ
ら
く
生
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直﹅
ち﹅
に﹅
一
の
意
味
は
勿
論
、
二
、
三
の
意
味
で
の
儒
教
が
社
会
的
力
を
も
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
「
か
ら
ご
こ
ろ
を
清
く
[
カ
]
除
く
」
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ほ
ど
に
は
国
学
に
よ
っ
て
力
説
さ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
と
く
に
概
念
枠
組
、
社
会
と
人
間
関
係
を
見
る
メ﹅
ガ﹅
ネ﹅
を
提
供
し
た
。
の
は
、
神
道
で
も
、
仏
教
で
も
な
く
「
孔
孟
の
教
」
又
は
そ
こ
か
ら
流
出
し
た
徳
目
で
あ
っ
た
。
神
道
も
仏
教
も
社
会
倫
理
と
し
て
は
儒
教
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
﹇「
建
て
前
」﹈
編
者
注
③
「「
異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
六
枚
）・「「
異
学
の
禁
の
直
接
的
670-1-1
推
進
者
と
裏
面
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
670-1-2
一
枚
）・「「「
異
学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「「
吾
儒
中
670-1-3
の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
670-1-4
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
部
分
）
一
枚
）・「「「
寛
政
異
670-1-5
学
の
禁
」
の
示
達
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
670-1-6
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）
◎
天
明
六
(一
七
八
六
)
、
将
軍
家
治
卒
し
、
家
斉
、
一
ツ
橋
よ
り
入
り
、
七
年
、
十
一
代
将
軍
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職
を
つ
い
だ
。
年
十
五
[
カ
]
。
白
河
城
主
、
松
平
定
信
、
老
中
上
座
と
な
る
。
天
明
の
最
後
の
年
天
明
八
＝
柴
野
栗
山
（
彦
輔
ゲ
ン
ス
ケ
）
任
聖
堂
儒
官
△
次
頁
寛
政
翌
元
＝
岡
田
寒
泉
（
清
助スケ
）
闇
斎
学
派
〃
⎩⎨⎧
⎭―⎬―⎫
○
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）、
五
林
大
学
頭
に
異
学
の
禁
を
令
す
（
信のぶ
敬たか
）
↓
錦
峯
。（
養
子
）
闇
斎
派
古
賀
精
里
が
佐
賀
藩
学
。
弘
道
学
で
す
で
に
行
っ
て
い
た
。
寛
政
三
年
●
学
舎
増
築
△
尾
藤
二
洲
（
良
佐スケ
）、
任
儒
官
●
四
年
学
問
所
増
築
↓
毎
年
開
講
日
に
「
白
鹿ろく
洞
書
院
掲
示
」
の
講
義
。
朱
子
が
白
鹿
洞
書
院
に
掲
げ
た
学
規
五
年
信
敬
卒
。
美
濃
よ
り
岩
村
城
主
松
平
乗
薀
の
り
む
ら
[の
り
も
り
]
の
三
男
熊
蔵
入
り
、
羅
山
の
血
統
は
た
え
た
。
衡
た
い
ら
(た
か
ら
)
と
い
い
林
家
の
後
を
つ
ぐ
。
号
述
斎
。
○
次
頁
八
年
△
古
賀
弥
助（
精
里
）、儒
官
と
な
る
。
家
斉
、聖
廟
に
詣
で
る﹇
↓
家
宣
以
後
中
絶
﹈。
◎
寛
政
九
年
十
二
月
聖
堂
学
舎
を
「
学
問
所
」
と
公
称
（
次
々
頁
）。
林
家
に
三
千？
石
を
家
禄
と
し
て
与
え
、
別
に
学
問
料
、
家
塾
料
を
付
し
、
収
支
を
勘
定
奉
行
の
所
管
と
し
た
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
（
次
々
頁
）
昌
平
坂
学
問
所
は
旗
本
・
御
家
人
の
教
育
機
関
と
し
て
幕
府
の
官
学
と
な
っ
た
（
昌
平
黌
の
名
称
も
こ
の
こ
ろ
）。
•
寛
政
十
一
(
一
七
九
九
)
年
大
成
殿
改
築
、
廟
域
広
く
な
る
。
講
堂
・
学
舎
・
教
官
住
宅
増
築
。
〃
十
二
年
新
廟
で
釈
奠
を
挙
げ
た
。
⎩―⎨―⎧
儒
者
は
四
、
五
人
で
禄
二
百
俵
﹇
↓
次
頁
﹈、
十
五
人
扶
持
N
ote.天
保
十
四
年
昌
平
坂
学
問
所
を
世
人
「
聖
堂
」
と
称
す
る
を
改
め
る
。


聖
堂
（
大
成
殿
）
は
学
問
所
の﹅
中﹅
の﹅
付
属
施
設
で
あ
る
。
林
錦
峰
名
は
信
敬
天
明
七
、
林
学
頭
信
徴
の
養
子
と
な
り
、
家
を
つ
ぐ
。
大
学
頭
叙
任
。
寛
政
二
年
五
月
、
奥
詰
と
な
り
、
家
斉
の
命
に
よ
っ
て
聖
堂
の
法
則
を
定
め
る
。
寛
政
五
年
四
月
逝
去
。
二
七
才
謚
し
て
簡
順
と
い
う
。
林
述
斎
名
は
衡
、
字
は
徳
詮
、
述
斎
と
号
す
。
林
門
の
高
足
、
渋
井
太
室
に
師
事
、
ま
た
細
井
平
洲
に
も
学
ぶ
。
林
錦
峰
が
卒
し
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
幕
府
か
ら
後
を
嗣
ぐ
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
固
辞
し
た
が
、
つ
い
に
受
け
た
。
時
に
年
二
十
六
才
。
昌
平
坂
は
こ
れ
ま
で
林
氏
の
別
邸
で
あ
り
、そ
こ
に
聖
廟
が
あ
っ
た（
私
設
）。
述
斎
は
地
と
廟
と
を
併
せ
、
区
域
を
ひ
ろ
げ
て
、
聖
廟
を
改
築
し
、
黌
館
寮
を
建
て
て
上
下
を
区
す
（
学
制
改
革
）。
白
河
翁
と
親
交
四
十
年
。
宋
学
を
主
と
す
。
「
三
助
に
六
百
俵
は
高
い
も
の
」（
二
〇
〇
×
三
＝
六
〇
〇
）
﹇
三
助
↓
式
亭
三
馬
﹈
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寛
政
三
博
士
寛
政
六
年
、
常
陸
代
官
に
転
ず
。
柴
野
栗
山
（
彦
輔
）、
岡
田
寒
泉
（
清
助
）、
尾
藤
二
州
（
良
佐スケ
）
三
助
！
寛
政
六
、
常
陸
代
官
に
転
じ
、
八
年
、
古
賀
精
里
（
弥
助○
）
儒
官
と
な
る
。
聖
堂
昌
平
黌
の
由
来
○
石
川
謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』（
昭
三
五
〔
小
学
館
、
⎩⎨⎧
登
録
番
号
〕）
0183223
犬
塚
遜
『
昌
平
志
（
写
本
）』
五
巻
、
寛
政
六
年
cf.
○
聖
堂
寛
永
七
年
（
三﹅
代﹅
家﹅
光﹅
）
冬
林
道
春
（
羅
山
）、
上
野
忍
岡
に
五
千
三
百
五
十
三
坪
を
与
え
ら
れ
、
学
寮
建
設
用
と
し
て
黄
金
二
百
両
を
賜
わ
っ
た
（『
大
猷
院
殿
御
実
記
』
巻
十
六
）
寛
永
九
年
「
儒
役
林
道
春
信
勝
、
か
ね
て
学
校
（
塾
舎
・
書
庫
）
建
つ
べ
し
と
て
た
ま
は
り
し
忍
岡
の
宅
地
に
文﹅
廟﹅
を﹅
い﹅
と﹅
な﹅
む﹅
」（
同
右
、
巻
二
十
一
）
↓
つ
ま
り
こ
の
「
文
廟
」
は
羅
山
が
学
校
付
属
施
設
と
し
て
私
に
建
て
た
も
の
。
た
だ
し
、
尾
張
公
、
徳
川
義
正
は
こ
こ
に
孔
子
像
や
祭
器
を
寄
贈
し
、
ま
た
「
先
聖
殿
」
と
自
書
し
て
、
こ
れ
を
扁
額
と
さ
せ
た
。
○
万
治
二
(
一
六
五
九
)
年
羅
山
の
三
男
の
林
春
勝
の
ち
、（
春
斎
）（
鵞
峰
）
が
、
聖
廟
で
釈
奠
せ
き
て
ん
を
行
い
、
こ
れ
以
後
、
春
秋
二
回
、
定
期
的
に
行
わ
れ
た
。
が
こ
れ
も
あ
く
ま
で
林﹅
家﹅
が﹅
主﹅
体﹅
で
あ
り
、
幕
府
の
公
式
行
事
で
は
な
い
。
翌
、
万
治
三
年
に
幕
府
（
四
代
家
綱
）
は
鵞
峰
に
五
百
両
を
与
え
て
、
聖
廟
を
改
修
さ
せ
た
（
寛
文
元
年
完
了
）
の
で
、
こ
の
改
修
が
林
家
で
な
く
、
幕
府
の
発
意
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
、
羅
山
以
来
、
編
集
す
る
『
本
朝
編
年
録
』
の
修
史
事
業
は
幕
府
の
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
聖
廟
に
近
接
し
た
文
庫
、
史
料
館
（
弘
文
館
）
で
行
わ
れ
た
た
め
に
、
聖
廟
そ
の
も
の
と
幕
府
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
○
元
禄
元
年
十
一
月
、
五
代
綱
吉
自
ら
、
公
式
に
聖
廟
に
謁
し
（
爾
後
、
毎
年
の
例
と
な
る
）、
林
鳳
岡
の
書
院
で
、
堯
典
・
舜
典
を
講
じ
さ
せ
た
。
◎
元
禄
三
年
―
四
年
、
昌
平
坂
に
新
廟
及
新
学
問
所
が
出
来
た
（
綱
吉
の
直
命
⎩―⎨―⎧
に
基
く
）。
こ
れ
が
「
昌
平
坂
聖
堂
」（
通
称
湯
島
聖
堂
）
と
昌
平
坂
学
問
所
﹇
↓
ま
だ
通
称
に
す
ぎ
ず
﹈
で
あ
る
。
◎
元
禄
四
年
、
林
信
篤
（
鳳
岡
）
蓄
髪
、
従
五
位
下
に
叙[カ]
、
大
学
頭
と
改
称
。
元
禄
十
六
年
江
戸
大
地
震
、
大
火
、
孔
子
像
を
除
い
て
焼
失
。
幕
府
は
宝
永
元
年
三
月
に
再
築
を
命
じ
、
同
年
末
再
興
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
も
、
聖
堂
は
林
家
の
聖
堂
で
、
幕
府
は
寄
進
者
、
保
護
者
で
あ
っ
た
。
忍
岡
の
旧
廟
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
元
禄
十
一
年
の
火
事
で
林
氏
荘 [カ]
宅
と
と
も
に
焼
失
し
、
再
建
さ
れ
ず
、
林
家
に
は
牛
込
に
換
地
が
与
え
ら
れ
た
﹇
↑
吉
宗
、
享
保
二
年
庶
民
に
も
聴
講
を
許
し
、
荻
生
観
（
北
渓
）
﹇
徂
徠
の
弟
﹈
も
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
﹈。
そ
れ
だ
け
、
林
家
と
聖
廟
と
の
歴
史
的
関
係
は
希
薄
化
し
た
わ
け
で
あ
る
（
綱
吉
、
聖
廟
に
謁
す
る
こ
と
十
六
回
）。
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◎し
か
し
聖
堂
が
公
式
に
幕
府
の
官
学
と
な
っ
た
の
は
、「
異
学
の
禁
」
後
の
、

寛
政
九
年
十
二
月
の
学
制
改
革
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
犬
塚
遜
『
昌
平
志
』（
写
本
五
巻
）、
寛
政
六
、
自
序
、
尾
藤
孝
肇
の
序
﹇
漢
文
﹈
cf.
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
九
月
第
一
回
学
問
吟
味
、
以
後
三
年
ご
と
。
↓
旗
本
・
御
家
人
の
一
五
才
以
上
の
も
の
。
林
錦
峰
、
柴
野
栗
山
、
岡
田
寒
泉
、
尾
藤
二
洲
が
試
験
官
。
朱
注
一
辺
倒
。
寛
政
五
年
豊
島
豊
洲
・
山
本
北
山
（
二
鬼
）
の
門
人
の
受
験
を
認
め
ず
。
宇
佐
美
灊
水
[し
ん
す
い
]
門
折
衷
派
で
、
む
し
ろ
徂
徠
学
に
批
判
的
だ
っ
た
が
、
異
学
五
鬼
の
一
人
と
い
わ
れ
た
。
の
ち
折
衷
派
。
ほ
か
に
豊
洲
・
市
川
鶴
鳴
・
塚[冢]
田
大
峯
・
亀
田
鵬
斎
寛
政
九
年
十
一
月
素
読
吟
味
↓
一
七
才
―
―
一
九
才
の
墓
臣
（
寛
政
五
〔
年
〕
に
一
五
才
以
下
の
も
の
に
行
っ
た
「
童
科
」
を
「
句
読
科
〔
」〕
と
改
称
）
◎
寛
政
九
年
十
二
月
「
聖
堂
之
儀
、
学
問
所
と
相
唱
へ
候
事
」
孔
子
廟
が
従
で
、
昌
平
坂
学
問
所
が
主
に
な
っ
た
。
異
学
の
禁
の
直
接
的
推
進
者
と
裏
面
「
禁
」
の
正
面
・
舞
台
裏
に
お
け
る
主
要
登
場
人
物
△
は
寛
政
三
博
士
（
の
ち
尾
藤
）
○
古
賀
・
頼
・
岡
田
は
純
粋
な
闇
斎
派
○
林
信
敬たか
は
、
栗
山
・
寒
泉
に
不
信
感
を
も
っ
て
い
た
。
松
平
定
信
天
明
三
年
、
定
信
白
河
城
主
と
な
っ
た
と
き
、
学
政
に
つ
い
て
書
を
送
る
柴
野
栗
山
△
○
(彦
輔
）
片
山
北
海
天
明
八
年
儒
官
「
混
沌
社
」
○
岡
田
寒
泉
△
○
(清
助
）
同
門
翌
寛
政
元
年
儒
官
○
頼
春
水
広
島
藩
儒
（
天
明
元
年
）
義
兄
弟
と
し
て
五
年
、
藩
学
統
一
西
山
拙
斎
（
処
士
）
（
大
阪
で
親
交
あ
り
）
尾
藤
二
洲
▽
○
(良
佐
）
鳩
巣
系
（
転
向
者
）
寛
政
三
年
儒
官
○
古
賀
精
里
△
（
弥
助
）
寛
政
八
年
儒
官
西
依
成
斎
門
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佐
賀
藩
校
弘
道
館
設
立
（
天
明
元
年
）
と
と
も
に
教
授
と
な
り
、
朱
子
学
を
も
っ
て
藩
学
を
統
一
（
幕
府
の
禁
に
先
立
つ
九
年
）、「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
で
開
講
。（
寛
政
八
年
、
昌
平
校
教
官
と
な
っ
た
が
、
白
鹿
洞
書
院
掲
示
を
昌
平
校
で
も
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
精
里
と
寒
泉
が
崎
門
だ
っ
た
か
ら
。〔
）〕
▲
異
学
の
五
鬼
冢
田
大
峰
（
尾
張
侍
講
）
（
赤
松
滄
洲
）（
赤
穂
儒
員
）
亀
田
鵬
斎
（
処
士
）
豊
島
豊
洲
（
処
士
）
⎩――――⎨――――⎧
山
本
北
山
×
（
旗
本
職
に
つ
か
ず
）
市
川
鶴
鳴
（
高
崎
藩
儒
﹇
↓
寛
政
三
年
よ
り
、
在
江
戸
侍
講
、
寛
政
七
年
没
﹈）
「
異
学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛
高
瀬
代
次
郎
『
冢
田
大
峰
』（
大
正
八
年
〔
光
風
館
書
店
、
登
録
番
号
〕）
付
録
0180807
（
非
常
な
長
文
）
御
内ウチ
々
奉
二
申
上
一
候
（
末
尾
に
寛
政
辛
亥
（
三
年
）
九
月
〔
上
申
書
〕
林
大
学
頭
信
敬たか
と
署
す
）
こ
れ
は
あ
ま
り
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
信
敬
自
身
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
黒
幕
が
い
る
。
そ
れ
は
尾
張
藩
邸
に
在
勤
し
て
い
た
藩
儒
、
冢
田
多
門
通
称
（
大
峰
）
が
代
作
し
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
が
恐
ら
く
そ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
。
冢
田
の
松
平
定
信
へ
の
上
書
と
相
対
応
し
て
い
る
形
跡
が
見
え
る
―
―
内
田
周
平
翁
所
説
（
高
瀬
代
次
郎
『
冢
田
大
峰
』
大
正
八
年
、
付
録
〔
第
一
、
一
頁
〕）
「
私
家
之
義
は
乍
レ
恐
東
照
宮
様
御
寛
政
之
余
沢
に
依
而
、
初
而
程
朱
之
注
を
我
東
方
に
弘
め
申
候
処
、
却
而
其
学
に
擁
拠
仕
候
而
偏
屈
な
る
義
を
唱
申
候
者(ハ)
、
効
尤
(コ
ウ
ユ
ウ
)
之
誹
り
免
が
た
が
た
[
マ
マ
]
く
、
元
祖
道
春
古
注
を
不
捨
、
旦
五
科
十
等
を
定
め
(
次
頁
)
、
門
弟
子
を
教
導
仕
候
に
、
今
廃
絶
仕
、
講
釈
を
の
み
第
一
に
仕
候
事
者(ハ)
、
闇
斎
流
義
に
て
、（
中
略
）
祖
先
に
対
し
不
二
相
済
一
、
闇
斎
学
流
人
物
、
鳩
巣
等
之
語
を
以(テ
)
相
考
候
而テ
も
、
学
者
之
法
則
と
可キ
レ
仕ル
義
と
も
不
レ
奉ラ
レ
存ジ
（
中
略
）
小
学
近
思
録
﹇
テ
キ
ス
ト
↑
↓
道
春
、
経
学
、
史
学
、
文
章
、
詩
賦
、
和
学
五
科
﹈而
已
(
ノ
ミ
)
修
し
候
而
者
テ
ハ
、
御
上
之
御
用
に
立
不
レ
申
﹇
↓
別
個
所
に
、「
経
史
子
集
に
博
渉
不
仕
候
而
者
テ
ハ
古
今
之
時
勢
に
暗
く
」
〔
三
頁
〕﹈（
中
略
）
釈
菜
日
限
等
﹇
釈
奠
等
行
事
﹈、
彦
助
（
柴
野
栗
山
）
申
条
を
執
し
候
而
、
是
非
を
聞
分
不
レ
仕
、
御
旗
本
学
問
吟
味
之
義
に
付
而
指
上
候
書
付
、
私﹅
に﹅
談じ
茂も
不﹅
レ
仕ラ
、（
そ
れ
を
い
か
に
も
大
学
頭
に
も
話
し
た
か
の
よ
う
に
）
談
候
様
申
上
、
御
上
を
奉リ
二
誣
罔シ
一
候
義
、（
一
体
彼
は
）如
何
之
心
中
に
御
座
候
哉
。（
中
略
）＝（
会
津
藩
へ
の
や
り
口
の
こ
と
が
こ
こ
に
再
登
場
）
聊カ
以テ
存
知
不ル
レ
申
義
を
も
私
、
承
知
之
趣
を
以(テ
)
彦
助
奉ル
レ
伺ヒ
之
事
を
以テ
、
相
考
候
に
﹇
栗
山
の
学
政
の
や
り
方
﹈、
時﹅
時﹅
御﹅
内﹅
存﹅
与(ト)
申﹅
聞ク
義﹅
も﹅
、
御
役
御
名
宛
を
以(テ
)
申
聞
候
事
も
難シ
レ
計リ
与ト
不
レ
奉
二
安
心
一
（
中
略
）、
重
々
乍
レ
憚
以
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来
御
直じき
に
私
え
茂モ
御
下
知
被
二
仰
渡サ
レ一
、
被
二
下シ
置サ
レ一
度ク
奉
レ
願
候
云
々
〔
一
九
―
二
〇
頁
〕（
以
上
は
終
り
の
方
）
老
成
之
両
人
﹇｛
柴
野
栗
山
／
岡
田
寒
泉
﹈
仰
付
被
二
下
置カ
レ一
候
義
、
難
レ
有
奉
レ
存
候
、
如
何
様
之
難キ
レ
堪ヘ
義
も
忍
び
候
而
、
従
ひ
罷
在リ
候
得
共
、
事
々
相
考
見
候
に
、
筋
に
違
候
事
共
多
く
御
座
候
故
、
其
内
、
十
之
五
六
事
之
実
を
挙ゲ
而テ
申
上
候
〔
一
六
頁
〕
彦
助
申
聞
候
事﹅
故﹅
﹇
柴
野
栗
山
が
岡
田
寒
泉
（
清
助
）
を
推
薦
し
た
﹈、
定メ
而テ
学
問
筋
等
、
私
家
之
弟
子
に
者ハ
無
二
御
座
一
候
と
も
、
左
迄
相
違
之
学
流
と
も
不
レ
奉ラ
レ
存ジ
〔
…
…
〕
候
処
、
其
後
之
様
子
を
相
考
候
得エ
者バ
、
清
助
義
は
山
崎
流
之
学
者
、
彦
助
義
も
只
今
は
右
之
学
流
を
第
一
に
仕
候
事
に
奉
レ
察
候
。
（
中
略
）
彦
助
申
条
を
一
筋
に
信
用
仕
、
前
後
吟
味
も
不
レ
仕ラ
申
上
候
段
、
今
日
之
上
、
奉リ
二
後
悔シ
一
、
不
調
法
之
至
、
恐
入リ
奉リ
レ
存ジ
候
義
に
御
座
候
〔
三
―
四
頁
〕
「
吾
儒
中
の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機
﹇
こ
こ
で
は
、
禁
そ
れ
自
体
よ
り
も
、「
正
統
―
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
」
に
着
目
し
て
光
を
あ
て
る
だ
け
﹈
「
寛
政
﹇
二
年
（
一
七
九
〇
年
）﹈
異
学
の
禁
」
の
研
究
と
史
料
研
究
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
明
四
二
〔
梁
江
堂
書
店
・
杉
本
梁
江
堂
、
登
録
番
号
〕
0183714
○
「
史
料
」
の
若
干
を
付
載
と
し
て
収
録
冢
田
大
峰
上
書
『
儒
学
弁
』
抄
録
名
著
！
赤
松
滄
洲
『
与
柴
野
栗
山
書
』
『
与
二
滄
洲
先
生
一
書
』（
西
山
拙
斎
）
（
写
本
或
は
『
先
哲
叢
談
続
篇
』﹇
東
条
一
堂
[琴
台
カ
]
﹈
の
転
載
）
斯
文
会
編
『
近
世
日
本
の
儒
学
』
昭
一
四
〔
岩
波
書
店
、
登
録
番
号
〕
所
収
（
徳
川
家
達
公
の
継
宗
七
十
年
記
念
出
版
）
0183713
諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」
時
代
が
か
な
り
国
体
論
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
傾
斜
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
叙
述
。
戦
後
和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
、
登
録
番
号
〕
0183679
笠
井
助スケ
治ハル
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
下
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
―
七
〇
年
、
登
録
番
号
〕
0199853・
0199854
昭
四
五
二
〇
〇
〇
頁
以
上
下
巻
に
一
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
他
、
個
別
論
文
。
史
料
『
日
本
儒
林
叢
書
』﹇
↓
昭
二
―
昭
一
三
、
全
十
四
巻
、
関
儀
一
郎
編
﹈
第
三
巻
『
寛
政
異
学
禁
意
見
書
[関
係
文
書
]
』
―
―
必
ず
し
も
網
羅
的
で
な
い
。
と
く
に
藩
関
係
は
一
つ
も
な
い
。
各
藩
学
ご
と
の
史
料
・
研
究
は
未
だ
し
。
「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
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﹇「
吾
儒
中
の
異
端
」（
ペ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
で
な
く
て
ヘ
レ
ジ
ー
の
強
調
）、
正
統
、「
異
端
」
意
味
論
の
転
機
と
し
て
の
「
寛
政
異
学
の
禁
」﹈
ま
ず
既
に
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
禁
」
は
、
幕
府
（
老
中
、
松
平
定
信
）
か
ら
林
大
学
頭
（
当
時
は
林
信
敬たか
（
錦
峰
）〔
）〕
に
宛
て
た
諭
達
で
あ
っ
て
、
直
接
的
に
は
そ
の
効
力
は
林
家
一
門
（
湯
島
学
問
所
）
に
た
い
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
、
朱
子
学
以
外
の
儒
教
の
立
場
を
権
力
的
に
弾
圧
し
た
の
で
は
な
い
。
ロ
、
諸
藩
の
藩
学(校)
に
た
い
し
て
、
直
接
的
に
正
統
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
を
命
じ
た
も
の
で
な
い
。
⎩―⎨―⎧
ハ
、
そ
も
そ
も
、
儒
教
＝
孔
孟
の
道
、
聖
人
の
道
が
政
治
権
力
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
中
国
（
宋
元
明
清
）
や
李
氏
朝
鮮
の
状
況
に
お
い
て
、
異
学
を
禁
止
し
た
場
合
と
は
、
社
会
的
＝
政
治
的
意
味
が
甚
し
く
異
る
（
科
挙
制
度
の
欠
如
）。
そ
う
い
う
限﹅
定﹅
付
で
問
題
を
論
ず
る
。
「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
示
達
﹇「
吾
儒
中
の
異
端
」、
そ
れ
も
「
正
統
―
異
端
」
の
思
考
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
大
き
な
思
想
的
転
機
と
し
て
の
―
―
﹈
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）、
五
、
二
四
、
老
中
、
松
平
定
信
↓
大
学
頭
信
敬たか
（
林
錦
峰
）
へ
の
諭
達
林
大
学
頭
江エ
○
朱
学
之
儀
は
慶
長
以
来
、御
代
々
御
信
用
之
御
事
ニ
而
、已
に
其
方
家
代
々
右
学
風
維
持
之
事
被レ
二
仰
付ケ
置カ
一
候
儀
ニ
候
得
ば
、
無
二
油
断
一
正﹅
学﹅
相
励メ
、
門
人
共
取
立
可
レ
申
筈
ニ
候
、
其
方
門
人
共
之
内
ニ
も
、
右
体
、
学
術
純
正
な
ら
ざ
る
も
折
節ふし
は
有
レ
之
候
様
に
も
相
聞エ
、
如
何ガ
ニ
候
。
此
度
、
聖
堂
御
取
締
厳
重
ニ
被
二
仰
付
一
、
柴
野
彦
助
(
栗
山
)
・
岡
田
清
助
(
寒
泉
)
も
右
、
御
用
被
二
仰
付
一
候
事
ニ
候
得
ば
、
能
々
ヨ
ク
ヨ
ク
此
旨
申
談
し
（
渡
）
、
急
度
、
門﹅
人﹅
共﹅
、
異﹅
学﹅
相
禁
之
、
（
ジ
）
猶﹅
又﹅
、
不
レ
限ラ
二
自﹅
門﹅
他﹅
門﹅
にニ
一
申シ
合セ
正
学
講
究
い
た
し
、
人
才
取
立
候
様
、
相
心
掛
可
レ
申
候
事
、
寛
政
二
庚
戌
か
の
え
い
ぬ
／
コ
ウ
ジ
ュ
ツ
年
五
月
二
十
四
日
〔『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
三
四
一
頁
〕
﹇
○
栗
山
、
○
寒
泉
、
○
精
里
↓
寒
泉
の
代
り
に
尾
藤
二
洲
]
林
信
敬たか
か
ら
門
下
へ
の
示
諭
○
御
当
家
開
国
之
初
、
宋
学
御
取
立
被
レ
成
、
続
而
、
聖
堂
御
建
立
有
レ
之
候
儀
、
全
く
風
俗
正
敷
相
成
、
人
材
致
二
成
就
一
候
様
に
と
の
御
算
意
有
レ
之
候
、
然
る
処
、
近
来
種
々
之
新
規
之
学
流
行
、
我
等
門
人
に
も
右
体テイ
之
学
致
候
者
、
有
レ
之
候
様
に
相
聞エ
、
此
度
蒙リ
二
御
察
度ヲ
一
候
段
、
於
二
我
等
一
も
恐
入
、
失
二
面
目
一
候
仕
合
に
候
、
此
後
は
門
人
一
統
正
学
致シ
、
正
精ノ
人
柄
相
慎ミ
候
様
、
急
度
相
心
得
可
レ
申
候
と
存
候
、（
具
体
的
な
）
修
行
方
之
儀
、
追
々
可
二
申
聞
一
候
、
戌
五
月
林
大
学
頭
〔
三
四
二
頁
〕
「
寛
政
異
学
の
禁
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
主
要
史
料
は
、
関
儀
一
郎
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』（
昭
和
二
年
以
降
―
―
戦
後
復
刊
）
の
第
三
巻
「
史
伝
書
簡
部
」
に
、
『
寛
政
異
学
禁
関
係
文
書
』
と
し
て
、
立
役
者
で
あ
っ
た
、
柴
野
栗
山
、
頼
春
水
、
西
山
拙
斎
ら
の
論
・
書
簡
だ
け
で
な
く
、
代
表
的
な
反
対
論
者
と
し
て
の
塚[冢]
田
大
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峯
、
赤
松
滄
洲
ら
の
書
も
あ
げ
て
お
り
、
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
主
要
な
根
本
史
料
は
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
直
接
に
こ
れ
を
対
象
と
し
た
研
究
―
―
し
か
も
比
較
的
公
正
な
研
究
も
﹇
次
頁
﹈、
早
く
は
明
〔
治
〕、
四
二
年
刊
の
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
や
斯
cf.
文
会
（
会
長
、
徳
川
家
達
公
、
継
宗
七
十
年
記
念
出
版
）『
近
世
日
本
の
儒
学
』
昭
〔
和
〕
一
四
刊
、
所
収
の
諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」
等
に
よ
っ
て
詳
論
さ
れ
、
戦
後
も
和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
等
で
ひ
き
つ
づ
き
論
じ
ら
れ
、
史
実
と
し
て
こ
れ
ら
先
行
業
績
に
加
う
べ
き
も
の
は
な
い
。
編
者
注
④
「「
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
、
670-4-1
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）・「
松
平
定
信
関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「
柴
野
栗
山
670-4-2
関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
670-4-3
一
枚
）・「「
松
平
定
信
、大
学
経
文
講
義
」史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
、
670-4-4
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
松
平
定
信
の
学
問
観
宝
暦
八
(
一
七
五
八
)
年
―
文
政
十
二
(
一
八
二
九
)
年
、
田
安
宗
武
の
七
男
、
八
代
吉
宗
は[カ]
祖
父
に
あ
た
る
。
安
永
三
年
、
奥
州
白
河
城
主
、
松
平
定
邦
の
養
子
と
な
り
、
天
明
三
年
、
襲
封
し
て
城
主
と
な
っ
た
。
天
明
七
﹇（
一
七
八
七
）﹈
年
、
三
〇
才
で
老
中
（
将
軍
家
斉
、
家
治
の
あ
と
を
つ
ぐ
。「
寛
政
改
革
は
じ
ま
る
。」
八
年
（
最
後
）、
柴
野
栗
山
を
起
用
。
寛
政
二
年
、「
異
学
の
禁
」
寛
政
五
年
、
老
中
を
辞
め
﹇
↓
こ
れ
以
後
は
、
栗
山
等
三
博
士
が
学
政
推
進
﹈
帰
藩
。
﹇
若
年
﹈「
ま
た
文
学
の
流
義
何
に
て
も
宜
敷
候
。
馬
鹿
の
せ
ん
さ
く
は
す
可
ら
ざ
る
事
な
り
。
朱
子
の
流
を
汲
む
者
は
偏
屈
に
陥
り
、
理
が
過
ぎ
申
候
。
徂
徠
の
学
は
文
過
ぎ
て
惰
弱
に
候
。
ま
た
何
の
流
義
に
て
も
い
ろ
〳
〵
あ
る
が
宜
し
き
事
に
て
候
が
平ママ
一
面
に
学
文
の
み
致
さ
せ
候
て
は
却
て
宜
し
か
ら
ず
候
」（『
修
身
録
』﹇
↓
天
明
六
、
自
、
奥
書
﹈、
横
山
達
三
〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
同
文
館
、
一
九
〇
四
年
、
登
録
番
号
〕
五
七
六
頁
）
0183466
﹇
晩
年
﹈「
小
子
も
と
林
家
に
学
び
侍
る
と
は
い
え
、
た
と
ひ
浮
屠
、
老
壮
の
説
と
い
へ
ど
も
、
取
る
べ
き
事
は
取
り
侍
る
の
心
に
て
、
ま
し
て
同
じ
孔
子
の
流
を
汲
む
徠
翁
の
学
い
か
で
拒
ぎ
侍
ら
ん
」（『
説
得
秘
書
』〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
五
七
七
頁
〕﹇
↓
晩
年
﹈）
し
か
し
、
ま
さ
に
禁
の
直
後
に
成
っ
た
『
責
善
集
』
に
は
こ
う
あ
る
（
次
々
頁
）。
そ
う
し
て
隠
退
後
の
も
っ
と
も
著
名
な
著
、『
花
月
草
紙
』﹇
↓
文
政
以
後
﹈
に
は
、
四
六
節
に
「
学
問
の
こ
と
」
と
題
し
て
、
断
を
下
し
た
思
想
的
動
機
を
ヨ
リ
鮮
明
に
う
か
が
わ
せ
る
一
文
が
あ
る
。
あ
る
人
の
説
を
ま
ず
紹
介
し
、
―
―
「
程
朱
の
説
い
た
こ
と
だ
け
を
、
と
う
と
ぶ
人
が
い
る
が
、
程
朱
の
説
で
も
疑
う
べ
き
こ
と
が
少
く
な
い
。
学
は
聖
の
道
だ
か
ら
、古
今
に
通
じ
て
折
衷
す
る
の
が
よ
い
」
と
い
う
問
い
に
た
い
し
て
、
次
の
よ
う
な
答
を
の
べ
て
い
る
。
程
朱
ほ
ど
の
大
才
絶
倫
で
さ
え
、
疑
問
の
点
が
あ
る
と
あ
な
た
は
い
う
。
中
国
― 162 ―
は
国
も
大
き
く
人
も
多
い
、
そ
の
中
国
の
文
字
を
学
ん
で
、
わ
が
国
の
人
は
及
ぶ
べ
き
で
な
い
の
が
当
然
で
な
い
か
。
ま
し
て
、
宋
・
元
・
明
・
清
の
大
儒
た
ち
が
、
み
な
朱
子
の
説
を
尊
信
し
て
い
る
の
に
、あ
な
た
が
、そ
う
い
う
大
儒
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
説
を
批
判
し
、
直
接
に
聖
人
の
旨
を
得
る
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
よ
う
。
…
…
「
た
が
ひ
に
こ
れ
ぞ
聖
の
む
ね
な
り
と
い
ふ
と
も
、
た
れ
か
一
定
す
べ
き
。
さ
あ
ら
ば
、
甲
の
説
を
乙
は
そ
し
り
、
東
の
論
を
ば
西
に
て
や
ぶ
り
て
、（
中
略
）
さ
ま
〴
〵
の
説
を
い
ひ
の
ゝ
し
り
、
湯
の
沸(く
)
が
ご
と
く
、
い
と
(
糸
)
の
乱
れ
た
る
が
ご
と
く
に
な
り
た
ら
ば
、
た
れ
か
こ
の
学
を
維
持
す
べ
き
。
そ
れ
が
故
に
（
江
戸
時
代
の
初
期
に
話
を
も
っ
て
ゆ
く
）、
み
だ
れ
た
る
世
の
い
ま
だ
お
さ
ま
ら
ざ
る
う
ち
に
、
は
や
御
神
（
東
照
大
権
現
）
の
か
ゝ
る
事
を
は
か
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
道
春
と
い
ふ
人
を
あ
げ
給
ひ
て
、
代
々
の
学
の
め﹅
あ﹅
て﹅
し﹅
る﹅
し﹅
を
た
て
置
給
ひ
に
け
れ
ば
、
藤
樹
・
蕃
山
・
伊
・
物
の
徒
、
出
た
れ
ど
も
、
お
ほ
や
け
の
学
の
道
は
か
は
る
事
な
し
﹇
↓
禁
の
達
し
と
同
じ
考
え
方
﹈。
も
し
、
ひ
と
の
心
の
ま
に
〳
〵
、
を
の
が
さ
ま
〴
〵
論
説
を
経けい
文
に
加
へ
な
ば
、
代
々
の
大
君
タ
ン
ク
ン
の
御
説
よ
り
し
て
﹇
学
統
／
治
統
﹈、
諸
侯
・
大
夫
を
は
じ
め
、
お
も
ひ
よ
る
こ
と
い
ひ
た
ら
ば
、
何
を
も
て
後
の
よ(世[)]
を
救
ひ
な
ん
」〔
松
平
定
信
『
花
月
草
紙
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
、
登
録
番
号
、
六
〇
―
0199894
六
一
頁
〕
↓
異
学
の
禁
の
達
し
文
の
思
想
的
根
拠
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
代
々
、
公
の
学
問
が
朱
子
学
だ
っ
た
、
と
い
う
解
釈
も
同
じ
。
○
実
際
政
治
家
と
し
て
の
教
学
統
一
と
刷
新
の
必
要
⎩⎨⎧
○
個
人
の
心
構
え
と
し
て
の
特
定
の
学
派
へ
の
偏
執
を
さ
け
る
（
前
者
）
「
今
の
世
、
学
問
す
る
も
の
、
経
書
に
新
意
加
へ
て
様
々
に
吾
説
を
て
ら
ふ
ぞ
歎
げ
か
は
し
き
（
中
略
）
た
と
へ
ば
程
朱
を
そ
し
る
ほ
ど
の
器
量
な
ら
ば
、
先
づ
程
朱
一
代
の
書
に
て
も
善
く
見
、
善
く
味
ひ
、
言
行
著
述
の
才
ま
で
も
、
程
朱
の
半
（
ば
）
に
も
至
る
と
な
ら
ば
、
又
も
許
す
べ
し
。
誠
に
乳
臭
黄
口
の
見
、
燕
雀
の
輩
、
い
に
し
へ
の
賢
儒
大
儒
を
論
ず
る
ぞ
、
心
風
シ
ン
プ
ウ
わ
づ
ら
ふ
人
と
や
い
ふ
べ
き
（
中
略
）
徂
徠
仁
斎
な
ど
い
ふ
者
、
い
か
に
も
豪
雄
の
気
象
と
も
い
ふ
べ
き
が
、
其
徒
（
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
）
ま
た
弊
を
生
じ
て
聖
人
の
学
に
禍
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
」（『
責
善
集
』﹇
↓
寛
政
三
年
成
（
三
巻
）
﹈〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
六
一
―
六
六
二
頁
〕）
柴
野
栗
山
『
国
字
上
書
』
「
人
別
帳
、
道
切
手
は
（
中
略
）
唯
今
の
通
に
て
は
何
の
用
に
も
相
立
不
レ
申
候
、
此
致
方
は
荻
生
惣
右
衛
門
と
申ス
者
の
「
政
談
」
と
申ス
書
に
書
記
御
座
候
。
大
抵
、
惣
右
衛
門
申
候
通
に
て
宜
く
可ク
レ
有
二
御
座
一
候
と
奉
レ
存
候
…
…
」〔
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
三
四
六
頁
〕
吉
宗
が
、
徂
來
へ
大
明
律
の
和
解
を
仰
付
け
ら
れ
た
…
…
人
君
の
本
道
の
御
学
文
と
申
は
（
吉
宗
、
水
戸
義
公
、
保
科
正
之
、
池
田
光
政
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
）
「
下
に
学
者
は
大
勢
御
座
候
得
共
、
此
筋
を
よ
く
呑
込
候
者
は
余
り
多
く
は
無
之
者
に
て
御
座
候
。
先
づ
新
井
筑
後
守
、
室
新
助
、
熊
沢
次
郎
八
(
蕃
山
)
（
備
前
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新
太
郎
家
来
に
て
御
座
候
）、
山
崎
嘉
右
衛
門
（
保
科
肥
後
守
家
来
に
て
御
座
候
）、
伊
藤
源
助
、
同
源
蔵
〔
仁
斎
父
子
〕（
両
人
と
も
京
都
浪
人
に
御
座
候
）、
中
江
与
左
衛
門
(
藤
樹
)
（
近
江
の
浪
人
に
て
居
申
候
、
熊
沢
次
郎
八
師
匠
に
て
御
座
候
）
杯
、
申
様
の
者
に
て
御
座
候
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
付
録
〔
三
四
六
―
三
四
七
頁
〕
松
平
定
信
『
大
学
経
文
講
義
』（
横
山
達
三
『
近
世
日
本
[
日
本
近
世
]
教
育
史
』
六
五
三
頁
﹇
江
間
政
発
編
『
楽
翁
公
遺
書
』﹈）
敬
を
説
い
て
、
「
敬
は
一
心
の
主
と
な
り
て
心
の
縦
ほ
し
い
ま
ゝ
に
と
り
は
な
れ
ぬ
や
う
な
る
を
言
ふ
こ
と
也
。
さ
れ
ば
と
て
か
た
く
な
に
な
る
に
心
得
て
石
に
て
手
を
つ
め
し
や
う
に
取
る
は
窮
屈
に
し
て
死
物
に
な
る
こ
と
也
。
卵﹅
を﹅
と﹅
る﹅
に﹅
強﹅
く﹅
握﹅
れ﹅
ば﹅
つ﹅
ぶ﹅
れ﹅
、
手﹅
を﹅
ゆ﹅
る﹅
せ﹅
ば﹅
、
お﹅
ち﹅
て﹅
し﹅
ま﹅
ふ﹅
べ﹅
し﹅
。
に
ぎ
ら
ず
ゆ
る
さ
ず
の
間
、
念
々
そ
の
卵
を
わ
す
れ
ぬ
や
う
に
す
る
こ
と
也
」〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
五
二
―
六
五
三
頁
〕
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
正
統
を
維
持
す
る
こ
と
の
デ
リ
カ
シ
イ
を
表
現
し
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
た
く
み
な
比
喩
と
い
え
よ
う
﹇
C
hesterton﹈。
ま
た
彼
は
、
倫
理
・
教
育
・
政
治
の
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
（『
花
月
亭
筆
記
』）。「
か
く
あ
る
べ﹅
き﹅
と
い
ふ
は
理
也
。
さ﹅
れ﹅
ば﹅
か
く
有
べ﹅
け﹅
れ﹅
ば
教
也
。
さ﹅
れ﹅
ど﹅
も﹅
か
く
あ﹅
る﹅
と
い
ふ
は
人
情
也
。
さ
れ
ど
も
か﹅
く﹅
あ﹅
れ﹅
ば﹅
、
か﹅
ゝ﹅
れ﹅
よ﹅
と
い
ふ
は
政
也
。
理
を
以
て
教
を
立
て
、
人
情
を
以
て
政
を
な
す
な
り
け
り
。
而
し
て
政
教
の
源
泉
、
情
理
の
根
本
た
る
は
学
校
な
り
」〔
六
六
〇
頁
。
最
後
の
一
文
は
松
平
定
信
の
文
章
で
は
な
い
〕
定
信
は
、
学
問
的
研
究
態
度
に
お
い
て
は
偏
執
な
く
天
下
の
書
を
師
と
せ
よ
と
い
っ
た
。
「
わ
が
国
の
ひ
ろ
き
教
の
道
な
れ
ば
、
仏
の
の
り
も
あ
る
に
ま
か
せ
つ
」（
文
化
二
年
〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
六
三
頁
〕）
「
凡
そ
天
下
に
全
く
是
な
る
書
は
稀
に
し
て
全
く
非
な
る
書
も
な
し
。
聖
人
一
等
を
降くだ
る
時
は
必
ら
ず
一
短
一
長
あ
り
。
其
長
す
る
所
は
必
ら
ず
淡
く
し
て
味
な
き
が
如
き
も
の
な
り
。
悦
ぶ
べ
く
好
む
べ
き
も
の
は
必
ら
ず
其
短
き
所
な
り
。
其
短
き
所
を
捨
て
長
き
所
を
取
ら
ば
天
下
の
書
皆
な
吾
師
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
事
な
し
。
是
を
見
分
く
る
も
の
は
則
ち
論
孟
の
二
書
に
熟
し
て
聖
人
の
意
味
血
脈
を
得
る
に
あ
ら
ず
し
て
叶
は
ざ
る
こ
と
也
」（『
燈
前
漫
筆
』
〔
同
前
〕）
保
守
的
実
際
政
治
家
と
し
て
の
定
信
は
、
教﹅
学﹅
に
お
い
て
、「
慶
長
以
来
御
代
々
御
信
用
」（「
学
禁
」
達
書
）
の
朱
子
学
の
権
威
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
責
善
集
』
に
い
う
、
「
今
の
世
学
問
す
る
も
の
経
書
に
新
意
加
へ
て
様
々
に
吾
説
を
て
ら
ふ
ぞ
歎
げ
か
は
し
き
。
…
…
た
と
へ
ば
程
朱
を
そ
し
る
ほ
ど
の
器
量
な
ら
ば
先
づ
程
朱
一
代
の
書
に
て
も
善
く
見
よ
く
味
ひ
、
言
行
著
述
の
才
ま
で
も
程
朱
の
半
に
も
至
る
と
な
ら
ば
又
も
許
す
べ
し
。
誠
に
乳
臭
黄
口
の
見
、
燕
雀
の
輩
い
に
し
へ
の
賢
儒
大
儒
を
論
ず
る
ぞ
心
風
わ
づ
ら
ふ
人
と
や
い
ふ
べ
き
。
誠
に
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は
づ
べ
き
の
甚
し
き
事
な
り
。
徂﹅
徠﹅
仁﹅
斎﹅
な﹅
ど﹅
い﹅
ふ﹅
者﹅
い﹅
か﹅
に﹅
も﹅
豪﹅
雄﹅
の﹅
気﹅
象﹅
と﹅
も﹅
い﹅
ふ﹅
べ﹅
き﹅
が﹅
、
其
徒
ま
た
弊
を
生
じ
て
聖
人
の
学
に
禍
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
」〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
六
一
―
六
六
二
頁
〕
学
風
の
傾﹅
向﹅
性﹅
の
重
視
と
社
会
的
効﹅
果﹅
の
重
視
（
林
子
平
処
罰
！
）
が
異
学
の
禁
の
動
機
で
あ
っ
た
。
寛
政
二
年
六
月
（
示
達
の
翌
月
）、
白
河
藩
で
、
「
努
め
て
守
る
べ
き
は
程
朱
の
学
に
て
候
、
斯
様
に
申
し
候
て
は
狭
き
こ
と
と
存
じ
候
へ
ど
も
、
見
る
所
是
有
り
候
間
申
入
れ
候
」
と
布
告
し
、
藩
校
を
立
教
館
と
名
づ
け
、
そ
の
令
条
に
も
、
「
経
義
に
於
て
は
自﹅
己﹅
の﹅
見﹅
を﹅
為﹅
す﹅
べ﹅
か﹅
ら﹅
ず﹅
、
愈﹅
﹅〻
永﹅
永﹅
程
朱
の
説
を
守
る
べ
き
事
」
を
命
じ
た
（
諸
橋
「
寛
政
異
学
の
禁
」『
近
世
日
本
の
儒
学
』〔
一
五
九
頁
〕
所
収
）
編
者
注
⑤
「「
各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
（
資
料
）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「
禁
以
670-2-1
後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
670-2-2
反
応
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
670-2-3
一
枚
）
各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況
﹇
異
学
の
禁
の
気
運
が
す
で
に
兆
し
て
い
た
。﹈
姫
路
藩
藩
校
、
好
古
堂
、
元
禄
四
年
創
立
（
藩
主
、
酒
井
忠タダ
挙タカ
﹇
↓
元
禄
七
年
、
佐
藤
直
方
を
賓
師
と
す
﹈）
元
禄
六
年
、
好
古
堂
掲
示
条
目
第
一
項
「
学
問
は
正
実
に
朱
子
を
学
む
へ
し
、
外
の
学
流
は
堅
く
禁
制
之
事
」〔『
近
世
[✓
]
仁
斎
の
古
義
学
[？
]
素
行
の
経
学（『
聖
教
要
録
』）
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻
一
〇
一
四
頁
〕
小
浜
（
若
狭
）
藩
藩
校
、
順
堂[造]
館
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
創
立
（
藩
主
、
酒
井
忠
貫ヌキ
﹇〔
藩
〕
祖
↓
酒
井
忠
勝
﹈
―
―
寛
永
以
来
所
替
﹇
移
封
﹈
な
し
）
藩
士
、
山
口
春
水
は
若
林
強
斎
の
望
楠
軒
門
で
、
西
依
成
斎
と
同
門
。
成
斎
の
養
嗣
子
、
西
依
墨
山
は
明
和
七
年
に
、
小
浜
の
家
中
教
授
職
を
つ
ぐ
。
藩
主
、
忠
貫ヌキ
は
崎
門
信
者
で
、
こ
の
西
依
墨
山
を
尊
信
し
、
藩
校
創
立
に

先﹅
立﹅
っ﹅
て﹅
、
仁
斎
学
派
の
御
家
中
教
授
役
、
中
村
彦
六
(
竜
州
)
を
解
任
し
た
。
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
正
月
、
藩
、
老
中
は
順
造
館
壁
書
に
「
学
館
中
は
程
朱
之
学
以
外
、
異﹅
学﹅
相
唱
候
儀
、
尤
有
レ
之
間
敷
事
」〔『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
巻
五
五
三
頁
〕（
寛
政
異
学
の
禁
に
先
立
つ
八
年
）
寛
政
三
博
士
の
一
人
、
古
賀
精
里
は
西
依
墨
斎[山]
と
同
門
。
柴
野
栗
山
は
、
狭
cf.
義
の
崎
門
で
は
な
い
が
、
西
依
成
斎
の
親
友
。
杉
田
玄
白
は
小
浜
藩
医
だ
が
、
江
戸
で
開
業
、
国
の
藩
校
と
無
関
係
。
伴
信
cf.
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友
も
藩
士
だ
っ
た
が
、藩
校
で
国
学
が
こ
の
後
も
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
新
発
田
藩
八
代
藩
主
、
溝
口
直なお
養やす
（
稲
葉
迂
斎
・
野
田
剛
斎
に
学
ぶ
）
道
学
堂
安
永
八
﹇
一
七
七
九
﹈
年
五
月
、
直
養
親
書
「
示
二
入
学
之
徒
一
」（
学
規
で
あ
る
）
全
三
条
中
、
第
二
条
に
「
堯
舜
以
来
、
孔
・
曾
・
思
・
孟
･
周
・
程
・
張
（
横
渠
）
・
朱
、
吾
邦
に
て
山
崎
―
先
生
以
来
の
学
筋きん
を
学
ひ
、
其
他
の
学﹅
筋﹅
を﹅
雑﹅
ゆ﹅
へ﹅
か﹅
ら﹅
す﹅
」（
幕
府
の
禁
に
先
立
つ
十
一
年
）
古
注
学
十
一
代
、
直なほ
諒あき
は
藩
学
停
滞
を
刷
新
す
る
た
め
、
江
戸
の
松
崎
慊
堂
門
の
丹
羽
思
亭
（
元
来
藩
儒
）
を
教
授
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
時
の
藩
儒
、
渡
辺
予
斎
（
一
八
〇
六
―
一
八
五
九
）
は
、
「
学
堂
の
制
は
先
公
（
直
養やす
公
）
の
定
む
る
所
、
今
に
し
て
変
ず
可
か
ら
ず
。
楊
朱
﹇
↓
墨
翟
と
と
も
に
孟
子
排
斥
す
﹈
の
漸
、
聖
人
之
を
畏
る
。
異﹅
端﹅
一﹅
た﹅
び﹅
学﹅
堂﹅
に﹅
入﹅
ら﹅
ば﹅
、
臣
唯
だ
一
死
あ
る
の
み
」（『
北
越
詩
話
』上〔『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』上
巻
四
一
九
頁
〕）
と
、
他
の
教
授
ら
を
ひ
き
い
て
猛
反
対
し
、
つ
い
に
事
は
取
止
め
に
な
っ
た
。
薩
摩
藩
『
薩
藩
士
風
沿
革
』
cf.
造
士
館
、
安
永
二
年
設
立
（
藩
主
、
島
津
重
豪
）
設
立
当
初
か
ら
、
教
授
職
を
め
ぐ
っ
て
、
徂
徠
派
（
川
上
嘉
善
ら
）
と
鳩
巣
派
朱
子
学
者
（
山
本
秋
水
）
と
の
間
に
激
し
い
党
争
が
あ
り
、
藩
主
の
裁
定[カ]
で
、
秋
水
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
学
規
七
ヶ
条
の
第
一
条
に
「
講
書
は
四
書
・
五
経
・
小
学
・
近
思
録
等
の
書
を
用
い
、
注
解
は
程
朱
の
説
を
主
と
し
、
妄
り
に
異
説
を
雑
へ
論
ず
べ
か
ら
ず
」〔『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻
一
九
二
一
頁
〕
と
定
め
た
（
「
古
学
崩
れ
」
以
来
の
学
閥
党
争
は
幕
末
ま
で
つ
づ
く
）。
cf.
◎
広
島
藩
の
ケ
ー
ス
学
問
所
﹇
↓
の
ち
「
修
道
館
」﹈、
天
明
二
年
建
営
（
と
き
の
藩
主
、
浅
野
重
晟
あ
き
ら
、
元
和
以
来
移
封
な
し
）
東
堂
（
松
舎
）
香
川
南
浜
（
徂
派[徠]
派
古
学
）
⎩⎨⎧
↓
抗
争
西
堂
（
竹
舎
）
頼
春
水
（
闇
斎
派
朱
子
学
）
元
和
期
に
植
田
艮
脊
[
艮
背
]（
コ
ン
セ
キ
[
こ
ん
ぱ
い
]
）﹇
成
章
﹈
に
よ
っ
て
崎
門
学
が
導
入
さ
れ
た
。
○
頼
春
水
﹇
↓
天
明
五
年
、『
学
統
弁
』
を
著
す
﹈
建
議
学
制
を
定
め
、
朱
子
学
に
統
一
。
寛
政
二
年
、
つ
い
に
、
南
浜
及
徂
徠
学
派
は
一
斉
に
藩
校
を
退
き
、
南
浜
は
自
宅
に
「
修
業
堂
」
と
い
う
家
塾
を
開
い
た
。
藩
校
は
闇
斎
派
朱
子
学
に
統
一
さ
れ
た
が
、
藩
主
重
晟
あ
き
ら
は
「
修
業
堂
」
に
資
金
援
助
を
し
、
南
浜
没
後
も
援
助
を
つ
づ
け
、
教
授[カ]
を
さ
え
贈
っ
た
！
（
当
局
の
政
治
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
）
頼
杏
坪
（
春
水
弟
）『
原
古
編
』（
天
明
六
年
、
完
成
は
寛
政
二
年
）
藩
儒
。
寛
政
九
年
江
戸
邸
の
世
子
斉なり
賢かた
の
侍
講
と
な
る
。
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禁
以
後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
﹇
↓
経
歴
次
頁
﹈
の
学
問
観
白
河
藩
（
定
信
の
自
藩
）
さ
き
に
頼
春
水
は
藩
学
異
学
の
禁
を
藩
主
定
信
に
す
ゝ
め
る
書
を
お
く
っ
て
い
た
。「
異
学
の
禁
」
の
達
し
の
あ
っ
た
、
寛
政
二
年
五
月
の
翌
月
の
六
月
に
早
く
も
「
努
め
て
守
る
べ
き
は
程
朱
の
学
に
て
候
、
斯
様
に
申
し
候
て
は
狭﹅
き﹅
こ﹅
と﹅
と﹅
存﹅
じ﹅
候﹅
へ﹅
ど﹅
も﹅
、
見
る
所
是これ
有
り
候
間
、
申
入
れ
候
」
と
全
藩
に
布
告
を
発
し
、
藩
学
を
「
立
教
館
」
と
命
名
し
た
。
そ
の
令
条
に
も
「
経
義
に
於
て
は
自﹅
己﹅
の﹅
見﹅
（
↓
ヘ
レ
ジ
ー
（
ハ
イ
レ
シ
ス
）
＝
選
び
と
る
こ
と
）
を
為
す
べ
か
ら
ず
、
愈〻
永
永
程
朱
の
説
を
守
る
べ
き
事
」
と
朱
子
学
の
正
統
性
を
公
認
し
た
。
（
諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」
―
―
『
近
世
日
本
の
儒
学
』〔
一
五
九
頁
〕
所
収
。
定
信
直
筆
の
謄
写
版
が
青
淵
子
爵
〔
渋
沢
栄
一
〕
に
よ
っ
て
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
文
政
六
年
、﹇
一
〇
代
﹈
松
平
定
永
（
定
信
の
子
）
の
と
き
、
ふ
た
た
び
（
八
代
〔
松
平
〕
定
賢
の
と
き
白
河
に
移
っ
た
）
桑
名
に
移
封
さ
れ
た
。
立
教
館
も
移
り
、
右
の
「
立
教
館
令
条
」
は
、
こ
の
桑
名
の
藩
学
で
正
式
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
文
政
六
年
）。
（
定
信
が
白
河
に
立
教
館
を
建
て
た
と
き
、
参
画
し
た
の
は
、
明
和
八
年
に
白
河
に
来
り
、
定
信
の
師
と
な
っ
た
本
田
東
陵
で
、
東
陵
は
、
も
と
、
秋
山
玉
川[山]
に
仕
え
た
徂
來
学
者
だ
っ
た
（
＝
転
向
者
！
）。
寛
政
八
年
没
し
た
。
定
信
の
任
命
で
、
二
代
教
授
に
な
っ
た
広
瀬
蒙
斎
は
、
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
を
師
と
し
た
純
粋
の
昌
平
校
出
身
儒
で
、
本
当
に
立
教
館
が
程
朱
学
で
固
め
ら
れ
た
の
は
、
蒙
斎
以
後
で
あ
る
。）
紀
伊
、
和
歌
山
藩
（
親
藩
、
御
三
家
の
一
人
）
﹇
◯二
﹈
藩
学
は
吉
宗
（
五
代
藩
主
）
藩
主
の
と
き
創
設
し
た
（
講
釈
所
↓
講
堂
）
が
儒
官
は
、
必
ず
し
も
学
派
を
限
定
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
綱
吉
流
の
半
強
制
的
な
講
釈
に
は
む
し
ろ
批
判
的
で
あ
っ
た
。
「
凡
そ
学
問
な
る
者
は
、
威
命
に
よ
り
て
為
す
時
は
、
其
末
遂
げ
ぬ
者
な
り
。
常
憲
院
様
御
代
、
深
く
儒
学
を
好
ま
せ
給
ひ
、
群
臣
に
命
じ
て
学
問
を
仰
付
け
ら
れ
た
る
為
め
、
一
同
殊
の
外
、
難
儀
致
し
、
今
に
至
る
ま
で
懲
り
居
る
次
第
な
り
。
兎
角
上
よ
り
押
し
て
命
ず
る
に
及
ば
ず
、
人
々
の
心
よ
り
向
ふ
様
に
な
し
給
は
ん
」、
と
の
盛
慮
な
り
林
鳳
岡
が
、「
学
問
所
の
入
学
を
上
か
ら
奨
励
し
て
く
れ
、
聖
堂
講
釈
も
上
か
ら
命
令
し
て
く
れ
」、
と
願
っ
た
の
に
対
し
、
吉
宗
の
意
見
と
し
て
〔
木
下
菊
潭
（
順
庵
門
〕﹇
正
統
「
遡
及
論
」
の
も
う
一
つ
の
典
型
﹈
小
納
戸
役
、
浦
上
直
方
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
﹇（
次
頁
へ
）﹈。
実
際
、
吉
宗
は
室
鳩
巣
と
と
も
に
、
鳩
巣
の
も
っ
と
も
悪
む
異
学
の
徂
來
に
『
六
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諭
衍
義
』
の
訓
点
を
命
じ
、
ま
た
陪
臣
で
あ
っ
た
徂[カ]
來
を
享
保
十
二
年
四
月
に
謁
見
し
て
い
る
（『
政
談
』・『
太
平
策
』）。
﹇
◯一
﹈
十
代
藩
主
、
治
宝
ハ
ル
タ
カ
ラ
[マ
マ
]
は
、
異
学
の
禁
直
後
の
寛
政
三
年
、
聖
堂
を
新
築
す
る
と
と
も
に
従
来
の
「
講
堂
」
を
「
学
習
館
」
と
命
名
し
た
。
山
本
東
籬
（
惟
恭
）
が
寛
政
五
年
つ
く
っ
た
「
学
習
館
規
則
並
序
」
に
、
「
本
邦
古
昔
、
学
校
之
教
、
一ニ
襲ヒ
二
漢
唐
之
旧ヲ
一
、
迨デ
二
乎
昭
代ニ﹇
徳
川
氏
﹈一
、
逎チ
尊
二
-信シ
宋
学ヲ
一
、
以テ
為ス
二
功
令ト
一
。
吾﹅
藩﹅
亦﹅
列﹅
世﹅
遵﹅
守シ
、
弗ズ
二
之ヲ
或
改メ
一
」
〔
下
巻
九
一
八
頁
〕﹇
紀
州
藩
（『
和
歌
山
史
要
』）﹈
学
習
館
規
則
第
一
条
「
学ハ
所
三
以
明ニ
ス
ル
二
人
倫ヲ
一
也
、
修
己
治
人
之
外
、
無シ
二
復マタ
他
道
一
、
二
者
宋
学
尽セ
リレ
之ヲ
矣
、
故ニ
封
初
以
来
、
遵
二
-守シ
テ
公
制ヲ
一
学
官
所
レ
講ズ
ル
以テ
二
宋
学ヲ
一
為シ
レ
主ト
不
レ
許サ
二
雑
他ノ
説ヲ
一
、
歴
世
奉ジ
テ
以
周
旋シ
、
不
二
敢テ
失
墜セ
一
、
今
因テ
以テ
為ス
二
永
規ト
一
」
云
々
〔
同
前
〕﹇
前
頁
へ
﹈
﹇
◯三
実
は
、﹈
那
波
活
所
父
子
、
林
梅
渓
、
祇
園
南
海
ら
朱
子
学
派
と
と
も
に
、
荒
川
天
散
、
伊
藤
蘭
嵎
﹇
↓
仁
斎
第
五
子
﹈
父
子
、
木
村
鳳
梧
の
よ
う
な
仁
斎
学
派
、
金
谷
玉
川
、
菊
池
衡
岳
の
よ
う
な
蘐
園
学
派
も
藩
儒
に
な
っ
て
い
た
。
﹇
◯四
﹈
文
化
年
間
、
以
後
ま
た
、
折
衷
学
や
徂
徠
学
の
学
者
も
登
用
さ
れ
た
。
天
保
十
二
年
、
公
式
に
古
注
に
よ
る
講
究
を
許
し
た
。
異
学
の
禁
後[カ]
、
各
藩
の
反
応
沼
田
藩
（
三
万
五
千
石
）（
上
野
）
土
岐
頼
稔
、
高
槻
か
ら
沼
田
に
移
封
）
沼
田
学
舎
寛
保
二
年
創
設
寛
政
以
後
（
年
代
不
詳
）、
藩
主
諭
達
「
…
…
経
義
に
お
ゐ
て
は
、
容﹅
易﹅
に﹅
自﹅
己﹅
の﹅
見﹅
を﹅
立﹅
へ﹅
か﹅
ら﹅
ず﹅
。
専
ら
程
朱
の
説
を
相
守
可
申
候
」〔
上
巻
二
九
二
頁
〕
前
橋
藩
松
平
氏
、
結
城
秀
康
（
家
康
次
男
）
の
四[五]
男
、
直
基
を
祖
と
す
。
明
和
四
年
、
武
蔵
川
越
に
移
封
。
こ
の
の
ち
、
文
政
十
年
、
八
代
藩
主
、
斉なり
典つね
が
、
藩
校
博
喩
堂
を
創
設
。
斉なり
典つね
は
松
平
定
信
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
「
斉なり
典つね
の
条
目
」
斉
典
は
、〔
頼
〕
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
を
藩
で
刊
行
し
て
い
る
。
「
学
術
は
孔
孟
程﹅
朱﹅
の﹅
正﹅
脈﹅
を
崇
ひ
守
る
べ
し
。（
中
略
）
必
ず
異
説
を
唱
へ
正
学
を
妨
る
事
有
る
べ
か
ら
ず
。
右
之
条
々
固
く
相
守
り
可
申
者
也
」〔
上
巻
二
九
五
頁
〕
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
状
況
中
津
藩
（
奥
平
氏
）
寛
政
二
年
、
藩
校
、
進
修
館
設
立
も
と
も
と
仁
斎
学
派
の
伝
統
が
あ
る
。
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寛
政
八
年
、「
進
修
館
草
創
紀
律
及
学
規
」
「
経
義
、
朱
注
を
宗むね
と
し
、
兼
て
古
注
を
可
レ
用
、
異﹅
説﹅
を﹅
以﹅
不﹅
レ
可﹅
二
紛﹅
乱﹅
一
」
〔
下
巻
一
七
七
六
頁
〕
「
学
風
は
公﹅
儀﹅
、
聖
堂
の
御﹅
風﹅
相﹅
守﹅
」
云
々
〔
同
前
〕
し
か
し
、
教
官
に
は
依
然
と
し
て
家
塾
で
仁
斎
学
を
講
ず
る
も
の
多
く
、
日
出じ
藩
の
帆
足
万
里
の
影
響
も
あ
っ
た
（
白
石
常
[照
カ
]
山
も
万
里
に
師
事
す
）。
皆
川
淇
園
門
だ
が
、「
諸
子
百
家
学
」
と
い
っ
て
も
い
い
。
使
い
分
け
の
ケ
ー
ス
○
膳ぜ
所ぜ
藩
（
本
多
氏
）
近
江
国
皆
川
淇
園
系
の
藩
儒
が
多
い
（
藩
主
も
然
り
）。
徂
徠
学
派
も
い
た
。
淇
円[園]
の
文
化
四
年
没
後
、
碑
文
の
字
は
藩
主
親
書
、
文
は
平
戸
藩
主
（
松
浦
）
遵
義
堂
（
徂
徠
学
蔵
書
多
し
）
享
和
四
年
﹇
↓
二
月
、
文
化
に
改
元
（
享
和
は
寛
政
に
つ
づ
く
）﹈
達
↓
「
公
儀
に
て
も
御
代
々
朱
学
御
信
用
之
事
に
付
、
朱
学
御
取
用(ヒ
)
有
レ
之
候
へ
は
、
初
学
之
分
は
程
朱
之
主
意
を
守
り
勤
学
可ク
レ
有
レ
之
候
」〔
下
巻
八
二
四
頁
〕
つ
づ
い
て
文
化
六
年
覚
書
（
旧
膳ぜ
所ぜ
藩
学
制
）
一
、
…
…
然
る
処
、
近
来
遵
義
堂
、
朱
子
学
を
以
相
講
候
様
、
被ル
ル
モ
二
仰
出
一
も
有
レ
之
、
御
張
紙
に
も
右
之
趣
有
レ
之
候
へ
共
、
皆
川
文
字
之
儀
は
（
皆
川
淇
園
学
は
）、
御
先
代
様
（
本
多
康やす
完さだ
）
勿
論
、
当
御
代
（
本
多
康やす
禎つぐ
）
に
も
御
招
、
殊
に
文
蔵
（
淇
園
）
儀
は
、
是
迄
も
講
釈
被
二
仰
付
一
、
遵
義
堂
御
造
立
之
儀
も
、
御
先
代
様
御
目もく
論
見
之
御
相
談
も
被
レ
成
候
、
段
々
の
御
義
理
合
も
無
レ
拠キ
筋
に
付
（
中
略
）
右
之
通
に
付
、
朱
子
学
に
限
り
候
而
は
却
て
差
支
も
有
レ
之
、
元
来
、御
上
様
始
奉
り
、御
家
中
末
々
之
面
々
、学
問
修
業
有
レ
之
様
之
御
主
意
に
付
、
此
旨
一
統
相
心
得
（
怠
り
な
く
講
義
を
き
く
べ
し
）、
〔
…
…
〕
尤
、
皆
川
学
修
業
格
別
出
精
之
向
へ
は
、
右
注
書
之
類
、
拝
借
可
レ
被
二
仰
付
一
候
事
〔
下
巻
八
二
三
頁
〕
寛
政
異
学
の
禁
、
各
藩
の
状
況
○
福
岡
藩
（
黒
田
氏
）
天
明
四
﹇
一
七
八
四
﹈
年
二
月
、
九
代
藩
主
、
黒
田
斉
隆
の
と
き
、
修
猷
館
（
東
学
）
竹
田
梅
盧
（
貝
原
益
軒
学
統
）
―
―
竹
田
復
斎
（
闇
斎
系
）
東
学
問
稽
古
所
⎩―⎨―⎧
甘
棠
館
（
西
学
）
亀
井
南
溟[冥]
↓
先
行
の
故
に
寛
政
四
年
禄
を
奪
わ
れ
、
徂
來
学
、
む
し
ろ
亀
井
学
昭
陽
が
後
を
つ
ぐ
↓
寛
政
十
年
、
西
学
延
焼
を
期
に
廃
さ
れ
、
修
猷
館
に
合
併
さ
る
。
南
溟
門
の
儒
員
罷
免
さ
る
。
文
化
十
一
年
、
南
冥
、
自
宅
に
火
を
放
っ
て
死
。
江
上
苓
洲
父
子
、
後
藤
緑
陰
、
青
木
興
勝
、
山
口
白
賁
支
藩
、
秋
月
藩
主
が
昭
陽
を
ヒ[庇]
護
し
た
（
亀
陽
文
庫
あ
り
）。
秋
月
藩
の
稽
古
館
で
は
異
学
の
禁
、
後
、
闇
斎
派
の
小
川
晋
斎
を
京
都
か
ら
招
き
、
ま
た
宗
藩
の
修
猷
館
か
ら
朱
子
学
者
を
呼
ん
で
講
義
さ
せ
た
。
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（
た
て
ま
え
！
）
南
冥
『
論
語
語
由
』
は
、
文
化
三
年
、
稽
古
館
蔵
版
！
文
政
二
年
、
九
代
藩
主
、
長
韶
の
諭
達
に
「
学
問
の
儀
は
近
年
存
寄
を
以
、福
岡
表
え
申
入
、同
所
の
学
風
引
移
」云
々
と
あ
る
〔
下
巻
一
五
七
五
頁
〕。
○
富
山
藩
（
金
沢
、
前
田
の
支
藩
）
安
永
二
年
、
藩
校
、
広
徳
館
（
六
代
藩
主
、
前
田
利とし
与とも
）
○
三
浦
瓶
山
﹇
名
、
淳
夫
、
山
県
周
南
門
﹈、
学
頭
と
な
る
。
佐
伯
比
溟
（
教
官
）
と
も
に
徂
徠
派
。
寛
政
三
年
、
九
代
藩
主
、
利
幹
市
川
世
寧
（
号
、
寛
斎
、
昌
平
校
﹇
で
は
員
長
に
な
っ
た
﹈
出
身
）
を
招
い
て
、
広
徳
館
で
釈
奠
を
行
わ
せ
、
学
則
を
改
む
。
在
職
二
十
余
年
で
、
朱
子
学
風
が
確
立
し
た
（
爾[カ]
後
、
藩
学
教
官
は
ほ
と
ん
ど
昌
平
校
出
身
）。
△
例
え
ば
、
岡
田
栗
園
は
、
広
徳
館
訓
導
と
し
て
、
文
化
九
年
昌
平
校
に
学
び
、
帰
藩
後
、
広
徳
館
教
授
に
な
っ
た
。
一
旦
、
致
仕
し
た
の
ち
、
ふ
た
た
び
任
ぜ
ら
れ
、
学
頭
と
な
っ
た
（
元
治
元
年
没
、
七
九
才
）。
「
学
蘐
園
を
宗
と
す
。
然
れ
ど
も
講
説
概
ね
、
程
朱
に
由
り
少
し
も
異
を
立
て
ず
」（『〔
新
版
〕
大
日
本
人
名
辞
書
』〔
上
巻
、
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
、
登
録
番
号
、
四
五
三
頁
〕）
0199849
宗
藩
の
金
沢
藩
（
木
下
順
庵
・
室
鳩
巣
を
出
し
た
）
は
幕
府
と
の
関
係
も
あ
cf.り
、
寛
政
四
年
創
立
の
明
倫
堂
（
初
代
学
頭
、
新
井
白
蛾
）
で
は
藩
主
、
前
田
治はる
修なか
自
身
が
深
く
朱
子
学
に
傾
倒
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
代
々
、
朱
子
学
者
、
そ
れ
も
昌
平
校
出
身
者
が
教
授
に
な
っ
た
。
◎
不
破
浚
明
﹇
号
、
南
台
﹈
明
倫
堂
の
教
授
に
な
る
や
、
仁
斎
学
か
ら
急
転
、
朱
子
学
（
！
）
（
太
田
錦
城
﹇
折
衷
派
﹈
が
文
政
五
年
儒
員
と
な
っ
て
い
る
！
）
×
会
津
藩
保
科
正
之
（
藩
祖
）
闇
斎
を
賓
師
と
す
。
老
中
と
し
て
、
山
鹿
素
行
を
異
学
の
ゆ
え
に
罰
す
。
稽
古
堂
↓
「
日
新
館
」（
寛
政
十
一
年
）
宝
永
五
〔
年
〕、
一
〔
月
〕、
二
三
〔
日
〕、
教
令
﹇
布
告
﹈、「
孔
孟
程
朱
の
学
風
を
講
習
し
、
他
の
教
法
は
講
す
べ
か
ら
す
」〔
小
川
渉
『
会
津
藩
教
育
考
』
会
津
藩
教
育
考
発
行
会
、
一
九
三
一
年
、
登
録
番
号
、
八
六
頁
〕
0183677
天
明
三
年
、
熊
本
藩
儒
の
古
屋
鬲
（
昔
陽
）
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
家
老
（
田
中
玄
宰さい
）
の
再
三
の
要
請
に
も
拘
ら
ず
、
五
代
藩
主
、
松
平
容
頌
が
ど
う
し
て
も
許
さ
な
か
っ
た
。
「
鬲
は
古
学
家
な
れ
ば
、
藩
祖
以
来
の
学
風
に
対
し
拒
み
給
ひ
し
に
や
」（『
会
津
藩
教
育
考
』
）
P
97
○
寛
政
三
年
、
古
屋
鬲
（
昔
陽
）﹇
↓
「
今
徂
來
」「
今
南
郭
」
と
称
せ
ら
れ
た
﹈
つ
い
に
、
寛
政
二
年
に
招
か
れ
、
こ
の
年
藩
主
の
侍
講
と
な
り
、
子
弟
に
も
教
授
し
た
（
一
ヶ
月
滞
在
の
の
ち
、
熊
本
に
か
え
る
）。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
寛
政
三
年
、
昌
平
校
の
岡
田
寒
泉
か
ら
古
屋
の
登
用
に
異
議
が
出
た
。
そ
こ
で
直
接
老
中
の
松
平
定
信
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
定
信
は
「
古
屋
昔
陽
の
人
物
・
学
風
は
知
ら
な
い
。
藩
祖
（
保
科
）
正
之
公
の
遺
法
に
基
く
人
選
な
ら
差
支
な
か
ろ
う
、「
此
度
之
学
校
モ
御
復
古
之
由
ニ
候
上
は
、
程
朱
之
学
を
以
被ラレ
レ
復セ
候
事
と
存
候
」〔『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
三
五
三
頁
〕
と
間
接
に
（
逃
げ
な
が
ら
）
程
朱
学
＝
正
学
を
暗
示
し
た
。
こ
の
間
接
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
き
い
た
。
た
と
え
ば
﹇
会
津
藩
﹈
藩
儒
、
安
部
井
﹇
名
は
褧けい
﹈
帽
山ざん
﹇（
号
）
又
＝
芝
浦
﹈
は
古ふる
屋や
昔
陽
の
影
響
で
徂
來
学
を
信
じ
て
い
た
が
、
江
戸
に
出
て
林
述
斎
、
古
賀
精
里
に
学
ぶ
こ
と
四
年
、
帰
藩
し
て
建
議
し
て
、
日
新
館
の
学
規
を
改
め
、
朱
子
学
に
復
帰
さ
せ
た
。
「
文
化
八
年
、
命
を
受
け
て
江
戸
に
出
づ
。
初
め
元
文
の
間
、
徂
学
流
行
し
天
下
皆
こ
れ
に
染
み
し
が
、
褧ケイ
も
そ
の
間
に
生
成
し
朱
学
を
擯
し
り
ぞ
け
て
そ
の
書
は
手
に
触
る
ゝ
も
汚
は
し
と
せ
し
が
、
林
衡
〔
…
…
〕、
古
賀
樸
〔
…
…
〕
の
門
に
入
り
、
初
め
て
朱
学
を
修
め
大
に
得
る
所
あ
り
、
留
学
四
年
、
帰
り
て
後
、
建
議
し
て
学
規
を
改
革
し
朱
学
に
復
せ
ら
る
、
皆
褧ケイ
の
力
な
り
（
小
川
渉
『
会
津
藩
教
育
考
』
昭
六
、
非
売
品
、
）
P
506
高
津
淄
川
し
す
ん
（
藩
儒
）
徂
徠
学
↓
江
戸
留
学
↓
朱
子
学
⇒
編
者
注
⑥
「「
異
端
と
異
教
」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
670-9-5
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）」・「
聖
書
の
な
か
で
た
ん
に
「
派
sect」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「
漢
語
と
し
て
の
「
異
670-9-6
端
」
の
語
原
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
670-9-7
（
部
分
）
一
枚
）
○
異
端
と
異
教
heresy
;heterodoxy
hairesis（
ギ
リ
シ
ャ
）
語
）
ⅰ
取
る
、
奪
う
◎
ⅱ
選
び
と
る
（
choose
αίρεσις
↓
多
数
派
も
し
く
は
一
般
に
承
認
さ
れ
た
考
え
方
と
ち
が
う
立
場
を
え
ら
び
と
る
。
『
新
約
聖
書
』
で
は
、
必
ず
し
も
非
難
の
意
を
こ
め
ず
に
﹇
↓
（『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
第
一
一
章
一
八
〜
一
九
）
必
ず
し
も
悪
く
な
い
。
次
頁
１
﹈、
あ
る
宗
派
sectを
指
し
て
用
い
る
例
も
あ
る
が〔『
使
徒
行
伝
』V
:17
X
V
:5
X
X
IV
:5
X
X
V
III：
な
ど
﹇
↓
次
頁
３
中
立
﹈〕、
22
パ
リ
サ
イ
派
↓
hairesis
Pharisaerum
[
カ
]
非
難
の
意
あ
る
か
？
サ
ド
カ
イ
派
⎩⎨⎧
⎭⎬⎫
使
徒
が
、
非
難
の
意
味
で
も
っ
て
、
自
分
ら
の
教
説
に
反
す
る
偽
予
言
者
・
偽
教
師
の
説
又
は
分
派
を
さ
す
（『
ペ
テ
ロ
後
書
』
第
二
章
一
／
『
ガ
ラ
テ
ヤ
書
』
第
五
章
一
八
〜
一
九
〜
二
一
﹇
↓
徒
党
（
党
派
心
）
や
分
裂
と
な
ら
ん
で
分
派
﹈
／
『
テ
― 171 ―
ト
ス
書
』
第
三
章
一
〇
『
使
徒
行
伝
』
。
X
X
IV
:14
悪
い
次
頁
２
paganism
↓
pagam
us(L)＝
rustic,vilage,地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
が
主
と
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ち
に
、
地
方
・
辺
境
で
、
偶
像
崇
拝
等
の
慣
行
が
な
お
残
存
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
、
非
キ
リ
ス
ト
教
（
徒
）﹇
pagan﹈
を
指
す
コ
ト
バ
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
O
rthodoxy―
heresy(H
eterodoxy)が
同
じ
ク
リ
ス
ト
教
の
内
部
の
対
立
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
paganism
は
ク
リ
ス
ト
教
か
ら
見
て
、
そ
の
外
部
に
あ
る
宗
教
・
教
義
（
イ
ス
ラ
ム
・
仏
教
等
）
を
意
味
す
る
。
し
か
し
初
期
に
は
heresy
と
そ
の
両
者
の
境
界
は
必
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
明
白
で
な
か
っ
た
。
言
語
と
し
て
の
異
端
﹇
H
aereses
/
H
eresy﹈（
聖
書
）、
異
端
者
﹇
H
aere-
ticum
/
H
eretics﹈
聖
書
の
出
典
大
祭
司
ア
ナ
ニ
ヤ
が
、
数
人
の
長
老
及
び
テ
ル
ト
ロ
と
と
も
に
パ
ウ
ロ
を
訴
え
た
。
Ⅰ
パ
ウ
ロ
が
異
端
と
さ
れ
、
ペ
リ
ク
ス
総
督
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
テ
ル
ト
ロ
（
弁
護
士
で
あ
る
）
訴
へ
出
で
て
言
ふ
、「
…
…
我われ
等ら
こ
の
人
を
見み
る
に
恰
あ
た
か
も
疫えき
病
び
や
う
の
ご
と
く
に
て
、
全ぜん
世せ
界かい
の
ユ
ダ
ヤ
人びと
の
あ
ひ
だ
に
騒
擾
さ
わ
ぎ
を
お
こ
し
、
且かつ
ナ
ザ
レ
人びと
﹇
と
い
う
一
派
の
首
領
（
新
訳
）﹈
の
異
端
い
た
ん
の
首
か
し
ら
に
し
て
、
宮みや
を
さ
へ
瀆けが
さ
ん
と
為し
た
れ
ば
之これ
を
捕とら
へ
た
り
」（『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
五
〔『
我
ら
の
主
な
る
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
：
改
訳
』
聖
書
協
会
連
盟
、
一
九
四
六
年
、
登
録
番
号
、
三
七
三
頁
〕）
0199550
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
パ
ウ
ロ
の
答
え
、
弁
明
◎
「
…
…
我われ
た
だ
此こ
の
一いち
事じ
を
汝
な
ん
ぢ
に
言い
ひ
あ
ら
は
さ
ん
。
即
す
な
は
ち
我われ
は
彼
人
々
[
マ
マ
]
ら
が
異
端
い
た
ん
と
称とな
ふ
る
道みち
﹇
＝
分
派
﹈﹇
↓
（
secta,quam
dicunthaeresim
＝
ヴ
ル
ガ
ー
タ
訳
）
新
訳
「
彼
ら
が
異
端
と
呼
ん
で
い
る
こ
の
道
に
し
た
が
っ
て
」﹈
に
循
し
た
が
ひ
て
、
我わ
が
先せん
祖ぞ
た
ち
の
神かみ
に
つ
か
へ
、
律
法
お
き
て
と
予よ
言げん
者しゃ
の
書ふみ
と
に
録しる
し
た
る
事こと
を
こ
と
ご
と
く
信しん
じ
…
…
」（『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
一
四
〔
三
七
四
頁
〕）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
◯Ⅱ
﹇
◯◎
﹈「
先ま
づ
汝
な
ん
ぢ
ら
が
教けう
会
く
わ
い
に
集
あ
つ
ま
る
と
き
分
争
あ
ら
そ
ひ
あ
り
と
聞き
く
、
わ
れ
略ほ
ぼ
こ
れ
を
信しん
ず
。
そ
れ
は
汝
等
な
ん
ぢ
ら
の
う
ち
に
是ぜ
と
せ
ら
る
べ
き
者もの
の
現あら
は
れ
ん
た
め
に
党たう
派は
も
必
か
な
ら
ず
起おこ
る
べ
け
れ
ば
な
り
〔
四
四
五
頁
〕（
あ
な
た
が
た
の
な
か
で
ほ
ん
と
う
の
者
が
明
か
に
さ
れ
る
た
め
に
は
、
分
派
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
O
portet
et
haereses
esse,
ut
et
qui
probati
sunt,
m
anifesti
fiant
in
vobis.
（『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
第
一
一
章
一
八
〜
一
九
)
N
ote
悪
い
、
非
難
の
意
味
が
な
い
！
言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）
Ⅱ
Ⅲ
一
八
汝
等
な
ん
ぢ
ら
も
し
御み
霊たま
に
導
み
ち
び
か
れ
な
ば
、
律
法
お
き
て
の
下した
に
あ
ら
じ
、
一
九
そ
れ
肉にく
の
行
為
お
こ
な
い
は
あ
ら
は
な
り
、
即
す
な
は
ち
淫
行
い
ん
か
う
・
汚
穢
け
が
れ
・
好
色
か
う
し
よ
く
・
二
〇
偶
像
ぐ
う
ざ
う
崇
拝
そ
う
は
い
・
呪
術
ま
じ
わ
ざ
・
怨
恨
う
ら
み
・
― 172 ―
紛
争
あ
ら
そ
ひ
・
嫉
妬
ね
た
み
・
憤
恚
い
き
ど
お
り
・
徒
党
と
と
う
﹇（
新
訳
）
党
派
心
﹈・
分
離
ぶ
ん
り
﹇
分
裂
﹈・
異
端
い
た
ん
﹇
分
派
﹈・
二
一
猜
忌
そ
ね
み
・
酔
酒
す
ゐ
し
ゅ
・
宴
楽
え
ん
ら
く
な
ど
の
如ごと
し
。
…
…
斯かゝ
る
こ
と
を
行
お
こ
な
ふ
者もの
は
神かみ
の
国くに
を
嗣つ
ぐ
こ
と
な
し
。
『
ガ
ラ
テ
ヤ
書
』
第
五
章
一
八
〜
二
一
〔
四
九
四
―
四
九
五
頁
〕
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ⅳ
﹇
◯◎
﹈九
さ
れ
ど
愚
お
ろ
か
な
る
議
論
・
系けい
図づ
・
争そう
闘とう
、
ま
た
律
法
お
き
て
に
就つ
き
て
の
分
争
あ
ら
そ
ひ
を
避さ
け
よ
。
こ
れ
ら
は
益えき
な
く
し
て
空むな
し
き
も
の
な
り
。
一
〇
異
端
い
た
ん
の
者もの
を
ば
﹇
↓
「
新
訳
分
派
を
起
す
者
は
」﹈
一
度
ひ
と
た
び
も
し
く
は
二
度
ふ
た
た
び
、
訓
戒
く
ん
か
い
し
て
後のち
、
こ
れ
を
棄す
て
よ
﹇
↓
H
aereticum
hom
inem
postunam
〔
etsecundam
〕
correptio-
nem
devita
(heresies
or
sects,factions,parties)﹈。
一
一
斯かゝ
る
者もの
は
汝
な
ん
ぢ
の
知し
る
ご
と
く
、
邪よこ
曲しま
に
し
て
自
み
づ
か
ら
罪つみ
を
認
め
つ
つ
尚なほ
こ
れ
を
犯をか
す
な
り
。
『
テ
ト
ス
書への
手
紙
』第
三
章
一
〇〔
五
五
九
頁
〕
（
ギ
リ
シ
ャ
語
選
ぶ
こ
と
、
選
び
と
る
こ
と
↓
哲
学
的
原
理
αίρεσις
或
は
宗
教
的
学
派
・
セ
ク
ト
）
◯Ⅴ
「
彼かれ
ら
（
偽
予
言
者
、
偽にせ
教
師
）
は
滅
亡
ほ
ろ
び
に
い
た
る
異
端
い
た
ん
﹇
﹈
を
αίρεσις
持も
ち
入い
れ
、
己
お
の
れ
ら
を
買か
ひ
給たま
ひ
し
主しゆ
を
さ
へ
否いな
み
て
、
速
す
み
や
か
な
る
滅
亡
ほ
ろ
び
を
自
み
づ
か
ら
招まね
く
な
り
」
『
ペ
テ
ロ
後
書
（
の
手
紙
第
二
）
』第
二
章
一〔
六
一
〇
頁
〕
○
聖
書
の
な
か
で
た
ん
に
「
派
﹇
sect﹈」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
（
上
述
Ⅱ
）
◯Ⅵ
「
爰こゝ
に
大だい
祭さい
司し
お
よ
び
之これ
と
偕とも
な
る
者もの
、
即
す
な
は
ち
サ
ド
カ
イ
派は
﹇
＝
ヴ
ル
ガ
ー
タ
訳
haeresis
Sadducaeorum
﹈
の
人ひと
々びと
、
み
な
嫉
ね
た
み
に
満みた
た
さ
れ
て
立た
ち
、
使し
徒と
た
ち
に
手て
を
か
け
て
之これ
を
留とめ
置おき
場ば
に
入い
る
」
（『
使
徒
行
伝
』
第
五
章
の
一
七
〔
三
一
二
頁
〕）
◯Ⅶ
「
信しん
者じや
と
な
り
た
る
パ
リ
サ
イ
派は
﹇
＝
haeresis
Pharisaeorum
﹈
の
或あ
る
人ひと
々びと
立た
ち
て
、「
異い
邦はう
人じん
に
も
割かつ
礼れい
を
施
ほ
ど
こ
し
、
モ
ー
セ
の
律
法
お
き
て
を
守まも
る
こ
と
を
命めい
ぜ
ざ
る
可べ
か
ら
ず
」
と
言い
ふ
」（『
使
徒
行
伝
』
第
十
五
章
の
五
〔
三
四
四
頁
〕）
◯Ⅷ
「
た
だ
我われ
ら
は
汝
な
ん
ぢ
（
パ
ウ
ロ
）
の
思おも
ふ
と
こ
ろ
を
聞き
か
ん
と
欲ほつ
す
る
な
り
。
そ
れ
は
此こ
の
宗
旨
し
ゆ
う
し
の
到いた
る
処
と
こ
ろ
に
て
非ひ
難なん
せ
ら
る
る
を
知し
れ
ば
な
り
」
（『
使
徒
行
伝
』
第
二
八
章
の
二
二
〔
三
八
六
頁
〕）
漢
語
と
し
て
の
「
異
端
」
の
語
原
（
初
出
）
は
左
の
如
く
『
論
語
』
に
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
「
為
政
篇
」
の
孔
子
の
言
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
多
岐
の
説
が
生
れ
た
こ
と
は
、
前
々
回
に
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
〔
一
九
八
二
年
六
月
一
五
日
の
学
士
院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
異
端
」
の
意
味
論
」〕。
た
だ
、
そ
れ
は
『
論
語
』
に
出
て
来
る
「
異
端
」
の
字﹅
義﹅
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
実
質
的
に
ヘ
レ
ジ
ー
（
次
の
綴
）
の
意
味
に
お
け
る
異
端
と
対
応
し
な
い
（「
攻
」
を
ど
う
解
す
る
か
、
も
こ
れ
に
関
連
す
る
。
そ
れ
が
、
ヘ
レ
ジ
ー
の
意
味
と
近
似
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
朱
注
に
由
来
し
て
い
る
。
子
曰
、
攻﹅
二
乎
異
端
一
、
斯
害
也
已
（
為
政
第
二
）
朱
注
（『
論
語
集
注
』〔（
朱
熹
『
四
書
集
注
』
芸
文
印
書
舘
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
）
巻
一
、
一
二
丁
ウ
〕）
0180032
非ズ
シ
テ
二
聖
人
之
道ニ
一
而
、
別ニ
為
二
一
端ヲ
一
、
如キ
二
楊
墨ノ
一
是
也
。
其ノ
率イ
テ二
天
下ヲ
一
至ラ
シ
ム
二
於
無
父
無
君ニ
一
、
…
…
程
子
曰
、
仏
氏
之
言
、
比ス
二
之ヲ
楊
墨
一
。
尤モ
為ス
レ
近シ
トレ
理ニ
、
所
三
-以ナ
リ
其
害
為ス
二
尤
甚シ
ト一
。
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編
者
注
⑦
「「
吾
儒
中
の
異
端
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
670-9-8
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
五
枚
）
「
吾
儒
中
の
異
端
」
『
異
端
弁
正
』（
次
頁
参
照
）
詹
陵
（
艮
卿
）
日
本
で
は
寛
文
三
、
刊
本
／
同
、
四
年
、
昌
平
校
翻
刻
○
『
学
蔀ほう
通
弁
』
一
二
巻
（
明
、
陳
建
―
清
瀾
）、『
困
知
記
』（
羅
整
庵
）
と
と
も
に
、
羅
山
青
年
時
代
の
愛
読
書
。
嘉
靖
四
年
成
、
二
十
七
年
刊
↓
一
五
四
八
↓
（
寛
政
四
年
昌
平
校
刊
）
﹇
↓
禅
学
、
陽
明
学
の
排
撃
﹈
朝
鮮
本
、
三
冊
明
、
嘉
靖
三
十
年
（
一
五
五
一
）
嘉
靖
三
十
年
六
月
（
表
紙
裏
）
↓
鵞
峯
手
沢
本
羅
山
手
写
本
（
お
そ
ら
く
二
二
才
以
前
↓
「
既
見
書
目
」
中
に
見
ら
れ
る
か
ら
）
（
内
閣
文
庫
蔵
）
惺
窩
は
、
慶
長
九
年
（
甲
辰
）
十
二
月
に
、
こ
れ
を
羅
山
か
ら
借
り
て
い
る
（『
惺
窩
文
集
』
巻
三
所
収
、
書
簡
）
○
鵞
峯
は
、
羅
山
点
本
と
朝
鮮
本
と
を
校
合
し
て
、
朱
点
を
加
え
た
。
○
『
四
庫
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
我
国
で
は
、
早
く
か
ら
刊
本
が
出
て
（
寛
永
二
十
一
年
）
広
く
普
及
し
た
。
朝
鮮
本
の
輸
入
は
、
す
で
に
室
町
時
代
か
ら
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
cf.
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
の
は
文
禄
慶
長
役
で
、
多
数
の
図
書
を
も
ち
か
え
っ
た
だ
け
で
な
く
、
銅
版
活
字
が
移
入
さ
れ
、
銅
版
ま
た
は
こ
れ
を
模
し
た
木
版
活
字
本
印
刷
が
江
戸
初
期
に
盛
行
し
た
﹇
姜
沆
（
捕
虜
）
↓
藤
原
惺
窩
﹈。
朱
子
学
系
統
の
大
半
は
朝
鮮
本
で
、
こ
れ
を
底
本
に
し
て
日
本
版
が
出
た
（
訓
点
を
付
す
）。
駿
河
文
庫
を
羅
山
が
管
理
し
た
の
で
、
羅
山
の
朱
子
学
学
習
は
朝
鮮
本
に
大[多]
く
を
依
存
し
て
い
る
。
異
端
排
撃
の
筆
鋒
が
、
惺
窩
よ
り
羅
山
に
於
て
ヨ
リ
前
面
に
出
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
朱
子
学
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。
李
退
渓
↓
闇
斎
学
林
鵞
峯
﹇
↓
春
斎
（
羅
山
の
三
子
）﹈
手
沢
の
朝
鮮
本
『
異
端
弁
正
』
◎
第
三
冊
の
末
尾
に
鵞
峯
は
跋
を
書
き
（
延
宝
九
年
）、
「
排
二
邪
説
一
反ス
ノ二
之ヲ
正ニ
一
之
功
。
可
レ
謂
二
多
多
益〻
弁ズ
ト一
也
。
実
是
寸
鉄
之
利
刃ジン
、
雖
レ
当ル
ト二
百
万
之
貔
貅ニ
一
、
何ノ
懼レ
カ
之
有
〔
」（
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
登
録
番
号
、
一
九
一
0183463
頁
）〕
「
排
仏
の
文
は
韓
退
之
（
唐
）
の
『
原
道
』、
孫
明
復
（
泰
山
）
の
『
儒
辱
』、
石
徂
来
（
延
年
、
字
、
曼
卿ケイ
﹇
石
介
、
字
は
守
道
﹈）
の
『
怪
説
』﹇「
恠
説
」﹈、
欧
陽
（
宋
）、
永
叔
﹇
↓
字
﹈（
脩
）
の
『
本
論
』、
皆
一
代
の
好
文
章
に
て
、
道
理
の
至
極
を
得
た
り
…
…
諸
名
公
の
文
は
、
明
人
の
『
異
端
弁
正
』
に
載
せ
た
り
」（
次
頁
参
照
）
＝
太
田
錦
城
（
一
七
六
五
―
一
八
三
五
）
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『
梧
窓
漫
筆
』〔
後
編
巻
下
（『
随
筆
集
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
、
登
録
番
号
、
六
一
三
頁
）〕（
考
証
学
・
0193430
折
衷
学
）
加
賀
（
金
沢
）
藩
に
仕
う
。
皆
川
淇
園
・
山
本
北
山
に
学
ぶ
。
文
政
五
年
、
加
賀
藩
儒
、
文
政
八
年
卒
。
六
一
才
。
と
あ
る
の
で
、
後
期
ま
で
広
く
儒
者
の
間
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
但
し
次
頁
の
太
田
錦
城
の
批
判
を
見
よ
。
詹
陵
『
異
端
弁
正
』
が
広
く
よ
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
太
田
錦
城
﹇
↓
文
政
八
年
没
﹈『
疑
問
録
』
巻
下
﹇
寛
政
七
年
秋
九
月
、
文
政
十
三
年
刊
（
門
人
の
序
）〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
大
田
錦
城
『
疑
問
録
』
巻
下
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号
）〕﹈
710-15
〔「
〕
朱
子
の
仏
理
と
吾
儒
と
の
異
を
争
れ
し
こ
と
、「
語
類
」
に
見
へ
た
り
。
畢
竟
の
説
は
、
仏
の
云
、
性
は
知
覚
に
て
、
聖
人
の
性
は
理
を
云
ふ
と
云
こ
と
也
。
後
世
、
明
の
陳
建
な
ど
、
此
説
を
主
張
し
て
『
学
蔀ほう
通
弁
』
に
詳
弁
せ
り
。
詹
陵
が
『
異
端
弁
正
』
な
ど
も
同
意
也
。
是
は
後
世
、
朱
学
を
奉
ず
る
も
の
の
口
実
な
り
〔
」〕
釈
氏
も
〔「
〕
理
、
法
身
。
智
法
身
。
と
云
て
、
理
知
の
二
つ
を
棄
〔
」〕
て
て
い
な
い
。〔「
〕
要
レ
之
、
其
実
は
多
分
仏
老
に
本(ヅ
イ
)
て
、
他
人
に
（
そ
の
事
を
）
窺
れ
ん
こ
と
を
恐
て
、
陽
に
は
抗
言
し
て
（
仏
を
）
排
せ
ら
る
ゝ
こ
と
故
、
堅
白
同
異
の
弁
の
如
き
こ
と
多
し
〔
」〕
戦
国
時
代
、
公
孫
龍
等
、
詭
弁
家
「
吾
儒
（
道
）
中
の
異
端
」
と
い
う
表
現
『
異
端
弁
正
』
自
序夫
道ハ
一
而
已
矣
、
二ニ
ス
ル
ハレ
之ヲ
則
不
レ
是ナ
ラ
。
正
道
↓
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
、
周
公
、
孔
子
、
孟
子
、
及
、
…
…
周
（
濂
渓
）、〔
…
…
〕
張
（
横
渠
）、
朱
之
相
伝ル
者
是
也
。
＝
道
統
之
伝
異
端
↓
老
子
・
楊
・
墨
・
荘
・
列
・
釈
氏
如キ
ハレ
称ス
ル二
教
外
別
伝
之
禅ト
一
則チ
又
異
端
中
之
異
端
。
こ
れ
と
対
応
し
て
、
後
世ノ
儒
者
陥
二
-溺ス
ル
於
禅
学ニ
一
、
又
吾ガ
道
中
之
異
端
也
」〔『
異
端
弁
正
』
婦
屋
仁
兵
衛
、
登
録
番
号
、「
自
序
」
又
四
丁
オ
〕
0197029
○
つ
ま
り
「
異
端
」
の
漢
語
は
三
変
し
た
わ
け
で
、
朱
子
学
（
宋
学
）
が
『
論
語
集
注
』
に
お
い
て
、『
論﹅
語﹅
』
に﹅
初﹅
出﹅
す﹅
る﹅
「
異
端
」
を
も
っ
て
、
聖
人
の
道
以
外
の
道
を
指
す
、
と
い
っ
て
、
ヘ
レ
ジ
ー
プ
ラ
ス
ペ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
に
近
い
意
味
に
「
異
端
」
の
語
を
解
釈
し
、
教
義
上
も
力
を
つ
と
め
て
仏
教
を
異
端
と
し
て
排
撃
し
た
。
（
＝
宋
学
の
立
場
で
は
、
楊
・
墨
等
上
代
の
異
端
は
す
で
に
孟
子
が
闢
い
た
。
い
ま
や
最
大
の
異
端
は
「
釈
氏
」
で
あ
る
（
釈
・
老
荘
）。）
釈
老
䂊
「
道
統
の
伝
」
そ
う
し
て
、
こ
の
熾
烈
な
聖
人
の
道
の
正
統
意
識
は
明
に
至
っ
て
最
高
潮
に
た
っ
し
、
つ
い
に
、
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
「
吾
道
中
の
異
端
」﹇
䂊
「
聖
人
の
道
に
非
ず
し
て
別
に
一
端
を
な
す
も
の
」﹈
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
端
の
概
念
は
ヘ
レ
ジ
ー
に
近
接
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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き
わ
め
て
逆
説
的
だ
が
、
聖
人
の
道
を
護
持
す
る
と
い
う
正
統
意
識
の
宋
代
に
お
け
る
強
調
が
、
朱
陸
の
論
争
（
鵝
〔
が
い
〕
湖
の
争
﹇
↓
江
西
省
、
鵝
湖
寺
で
両
雄
会
し
、
三
日
、
論
争
す
る
も
合
わ
ず
﹈）（『
大
学
』
の
、『
中
庸
』
の
解
釈
）
を
呼
ん
だ
。
が
そ
の
際
狭
義
の
吾
道
中
の
異
端
―
―
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
は
な
い
が
―
―
つ
ま
り
ヘ
レ
ジ
ー
と
し
て
論
敵
を
攻
撃
し
た
の
は
、
朱
子
の
側
よ
り
も
陸
象
山
の
側
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
の
側
は
「
異
端
」
の
名
に
お
い
て
意
味
し
た
の
は
む
し
ろ
仏
教
―
―
華
厳
哲
学
で
武
装
さ
れ
た
禅
学
―
―
で
あ
り
﹇
次
頁
参
照
﹈、
そ
こ
で
触
発
さ
れ
た
「
道
統
」
意
識
が
、
陸
象
山
に
お
い
て
、
論
敵
、
朱
子
学
派
に
た
い
し
牙
を
逆
に
し
て
む
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
吾
が
儒
中
[マ
マ
]
に
も
自
か
ら
異
端
あ
り
。
お
よ
そ
本
緒
に
循
は
ず
、
外ほか
に
求
め
ん
と
欲
す
る
者
は
み
な
異
端
な
り
」（
陸
象
山
)
（『
竜
渓
王
先
生
全
集
』
巻
十
七
〔「
三
教
堂
記
」〕
の
引
用
)
王
龍
渓
（
一
四
九
八
―
一
五
八
三
）
は
王
陽
明
の
高
弟
で
、
し
た
が
っ
て
明
の
人
で
あ
る
。
王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
巻
下
に
は
、
「
与
二
愚
夫
愚
婦
一
同
的
、
是
謂
二
同
徳
一
、
与
二
愚
夫
愚
婦
一
異
的
、
是
謂
二
異
端
一
」
同
徳
䂊
異
端
（
朱
子
学
と
ち
が
っ
た
定
義
。
吾
儒
中
の
異
端
も
当
然
ふ
く
ま
れ
る
）
説
明
「
心
の
良
知
を
聖
と
い
う
。
こ
れ
（
良
知
）
を
同
じ
う
す
る
を
同
徳
と
い
い
、
こ
れ
と
異
る
を
異
端
と
い
う
」（
陽
明
↓
『
王
龍
渓
全
集
』
巻
八
「
孟
子
・
告
子
之
学
」
か
ら
の
孫
引
）
﹇
朱
子
も
「
偽
学
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
﹈
編
者
注
⑧
「「
論
学
弊
（
異
端
の
発
生
と
類
型
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
栗
山
の
異
端
論
670-6-4
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
の
一
部
670-6-3
『
論
二
学
弊
一
』（
異
端
の
発
生
と
類
型
）
刊
本
柴
野
栗
山
（『
栗
山
文
集
』
巻
一
〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
柴
野
栗
山
『
論
学
弊
』
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号
）〕）
699-1-1
﹇『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
『
寛
政
異
学
禁
関
係
文
書
』﹈
○
原
白﹅
文﹅
返
点
の
み
付
す
⎩⎨⎧
近
世
立ツ
ル二
新
説ヲ
一
凡ソ
有リ
二
数
途
一
焉
。
其
上ナ
ル
者ハ
資
質
聡
明
、
ａ
厭フ
二
旧
学
之
固
陋
纏
縛ヲ
一
其
次ハ
ｂ
局
量
卑
狭
、
苦ム
二
古
説
之
有ル
ニ一
レ
所
二
窒
礙ガイ
ス
ル
[通
じ
な
い
]一
其
次ハ
ｃ
驕
傲
僭
越
、
尊
大
自ラ
拠ル
最
下ナ
ル
者
ｄ
怠
惰
自ラ
便ト
ス
。
﹇
ａ
自
由
派
リ
ベ
ル
タ
ン
＝
反
教
条
異
端
﹈
其
厭フ
二
固
陋
纏
縛ヲ
一
者ハ
不
レ
能ハ
二
通
観
周
覧シ
テ
以テ
救ヒ
レ
弊ヲ
誘フ
コ
ト
一
レ
正ヲ
、
欲シ
下
幷セ
テ二
大
中
、
至
正
之
道ヲ
一
廃
上
レ
之ヲ
、
別ニ
立テ
テ二
平
俗
鄙
近
之
説ヲ
一
。
以テ
為シ
二
孔
孟
之
血
脈ト
一
、
以
自ラ
喜ブ
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﹇
仁
斎
学
﹈。
是レ
猶ホ
下
悪ミ
テ二
周
末
曲
儒ノ
瑣
節
繁ハン
文ヲ
一
幷セ
テ
廃シ
二
文
武
周
﹇
公
﹈
召
﹇
召
伯
、
武
王
の
弟
﹈
之
大
典ヲ
一
、
以テ
従フ
ガ中
老
荘
申
﹇
不
害
﹈
韓
之
放
誕
名
実ニ
上
也
。
豈
可ナ
ラ
ン
ヤ
乎
。
﹇
ｂ
偏
狭
異
端
公
式
主
義
○
完
璧
主
義
異
端
﹈
or
其
局
量
卑
狭ナ
ル
者
不
レ
能ハ
下
開
二
-闊シ
眼
境ヲ
一
、
放
二
-寛シ
胸
次ヲ
一
、
平(ニ
シ
)レ
心(ヲ
)
易(ク
シ
)レ
気(ヲ
)
、
以テ
読ン
デレ
書ヲ
視ル
コ
ト
上
レ
理ヲ
。
欲シ
下
以テ
二
天
下
古
今ノ
事
理ヲ
一
必ズ
一
-律ニ
セ
ン
ト
上
レ
之ヲ
、
儻モシ
遇ヘ
バ二
滞
﹇
と
ど
こ
お
る
﹈
礙ガイ
不ル
ニ一
レ
通ゼ
則チ
謂ヒ
二
古
人
皆ナ
非ナ
リ
ト
一
矣
、
不
下
復タ
徐ロ
ニ
思ハ
中
古
人ノ
所
二
-以ノ
立ツ
ル一
レ
説
之
旨ヲ
上
欲シ
テレ
通ゼ
ン
ト
二
一
二
処
或ハ
窒ス
ル
ヲ
一
、
而
遂ニ
窒(フサ
グ
)ス
二
百
千
之
所ニ
[ヲ
]
一
レ
通ズ
ル
。」（
以テ
二
朱
均ヲ
一
疑ヒ
二
性
善ヲ
一
以テ
二
朱
均ヲ
一
斥ク
ル
コ
ト
二
復
性ヲ
一
、
猶ホシ
下
以テ
二
夏
雹
冬
雷ヲ
一
疑フ
ガ中
陰
陽ヲ
上
焉
。）
﹇
ｃ
傲
慢
異
端
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
異
端
﹈
or
其
驕
傲ナ
ル
者ハ
見テ
丁
先
輩ノ
創メ
二
新
意ヲ
一
立テ
テ二
門
戸ヲ
一
、
被ルル
ヲ丙
小
児
輩ニ
謂ハ
乙
豪
傑ノ
士ト
甲
、
謂ヘ
ラ
ク
循
二
守ス
レ
バ
古
説ヲ
一
、
則
似テ
下
曲
陋
、
不シ
テレ
能ハ
レ
成ス
レ
家ヲ
而
出ズ
ル二
其
下ニ
一
者
上
。
是ヲ
以テ
欲ス
下
亦
別ニ
開キ
テ二
宗
派
一
祖
師
自ラ
作(ラ
ン
)
上
、
鑿
-空
サ
ッ
ク
ウ
﹇
穴
を
ほ
り
﹈
杜ズ
-撰サン
、
務メ
テ
拗オウ
シ
テ
二
﹇
ね
じ
ま
げ
ク
ス
ネ
／
次
の
「
送
二
長
子
玉
一
序
」
に
も
あ
る
﹈
古
説ヲ
一
、
叨ミダ
リ
ニ
以テ
二
豪
傑ヲ
一
自ラ
喜ブ
焉
。
﹇
ｄ
怠
惰
異
端
次
頁
↓
﹈
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
『
論
学
弊
』
の
続
き
）
﹇
文
人
＝
怠
け
者
異
端
↓
偽
原
典
主
義
？
﹈
其
怠
惰
自ラ
便ト
ス
ル
者
、
本ト
不ル
ニレ
能ハ
下
勤﹅
苦シ
テ
読ム
コ
ト
中
六﹅
経ノ
伝﹅
注ヲ
上
﹇
本
づ
く
﹈。
其
平
生
所ハ
レ
事ト
ス
ル
皆
召
歌
呼
酒
、
其ノ
所
二
縁
飾ス
ル一
皆ナ
詞
曲
小
説
易
(＝
ア
ナ
ド
ル
)
二
読
書ノ
ミ一
。
然レ
ド
モ
愧ジ
二
以テ
レ
此ヲ
自
処ル
ヲ一
而
亦タ
竊カ
ニ
倚リ
テ二
経
学ニ
一
以テ
立ツ
二
門
戸
一
。
而レ
ド
モ
士
子ノ
入
二
-学ス
ル
于
京ニ
一
者
、
於テ
二
六
経
伝
注ニ
一
固ヨ
リ
幼ナ
リ
。
習
熟シ
テ
復リ
レ
本ニ
欲ス
レ
ド
モ
下
以テ
三
其
所ヲ
二
凝
滞ス
ル一
就テ
質サ
ン
ト
上
レ
之ヲ
、
而
其ノ
先
生ナ
ル
者
、
乃
不
レ
能ハ
レ
当ル
レ
之ニ
、
一◎
-例ニ
（
お
し
な
べ
て
〔
）〕
抹
-却シ
、
以テ
二
白
本ヲ
一
従ヒ
レ
事ニ
、
以テ
縦ニ
ス
ル
ヲ
中
其
妄
臆ヲ
上
。
故ユエ
ニ
(コ
ト
サ
ラ
)
謬リ
テ二
-忽ニ
シ
﹇
ゆ
る
が
せ
に
す
る
、
お
こ
た
る
﹈
其
説ヲ
一
、
令メ
二
人ヲ
シ
テ
不ラ
一
レ
得
二
詰
問ス
ル
ヲ
一
、
以テ
掩フ
二
其
短ヲ
一
。
亦
術
之
巧ナ
ル
者
也
。
〔「
縦ニ
ス
ル
ヲ
中
其
妄
臆ヲ
上
」
と
い
う
部
分
は
、
一
九
八
七
年
九
月
一
四
日
の
日
本
学
士
院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
の
配
布
資
料
（
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
学
士
院
報
告
配
布
資
料
」
資
料
番
号
）
で
は
、「
縦
二
其
妄
臆
一
」
と
な
っ
て
い
る
〕
670-8
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
近
世
之
弊
大
抵
不
レ
出デ
二
此
数﹅
端ヲ
一
、
而
展
転
反
復
、
日ニ
新ニ
月﹅
異リ
、
怪
妄
訛カ
誕タン
、
論
語ノ
解
、
至ル
三
于
有ル
ニ二
二
十
余
家
一
。
道﹅
術﹅
無﹅
レ
紀﹅
之﹅
甚シ
キ
、
言ヘ
バレ
之
傷マ
シ
ムレ
心ヲ
。
善イ
哉
、
鳩
巣
室
氏ノ
曰フ
ヤ
、
如キ
ハ下
与ハ
二
酔
人
一
言
上
、
不ズト
レ
可カ
ラ二
与ニ
弁ズ
一
レ
是ヲ
矣
。」
編
者
注
⑨
「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
670-6-3
４
版
）
二
枚
）
の
一
部
同
じ
く
『
栗
山
文
集
』
巻
二
「
送
二
長
子
玉
一
序
」〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
柴
野
栗
山
「
送
長
子
玉
序
」
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号
）〕
に
、
699-1-2
慶
長
元
和
之
政
、
屢
㽁
垂レ
二
意ヲ
風
教ニ
一
推﹅
二
崇ス
正﹅
学ヲ
一
。
…
…
…
…
(そ
の
と
き
の
儒
者
は
）
経
説
皆
尊
二
信シ
テ
古
義ヲ
一
、
不
二
敢テ
有ラ
一
レ
所
レ
改ム
ル
焉
。
其
教フ
ル二
道
学ヲ
一
者ハ
、
雖
二
一
字ノ
訓
詁ト
一
皆
有リ
レ
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所
レ
拠ル
。
故
其
徒
業
成リ
テ
而
帰
者
所
下
以
表
二
-儀ト
ナ
リ
テ
一
邦ニ
一
而
講
中
説
黌
庠
上
、皆
随ヒ
テレ
才ニ
雅
飾
、
奉
二
-守シ
師
説ヲ
一
惴ズイ
惴
焉ト
シ
テ
惟
㽁
有テ
レ
所
レ
失フ
而
詭ク
ス
ル
ヲ
二
聖
人ヲ
一
是レ
懼ル
。
是ヲ
以テ
道
徳
一ニ
シ
テ
而
風
俗
美ナ
リ
。
…
…
…
…
﹇
仁
斎
＝
自
由
派
異
端
﹈
既
而
伊﹅
藤﹅
源﹅
助ナ
ル
者
出
。
始メ
テ
出シ
二
意﹅
見ヲ
一
駁シ
二
先﹅
儒ヲ
一
｜
議シ
二
聖﹅
経ヲ
一
｜
自ミ[ズ
カ
]ラ
謂ヒ
レ
得タ
リ
ト
二
孔
孟ノ
血
脈ヲ
一
。
其
言
行
頗ル
足ル
レ
取ル
ニ
二
信ヲ
於
人ニ
一
。
学
者
於テ
レ
是
始メ
テ
惑フ
。
﹇
徂
徠
＝
傲
慢
異
端
﹈
継イ
デ
而
文
人
、
物
茂
卿ナ
ル
者
、
妬ミ
レ
被ル
ル
ヲ
二
源
助ニ
先
鞭セ
一
、
欲シ
三
超テ
而
出ン
ト二
其
右ニ
一
強ヒ
テ二
拗オウ
-
戻レイ
ヲ一
、
穿
-鑿サク
付
-会
、
肆ニ
シ二
其
怪
僻ヘキ
夸コ
誕
之
説ヲ
一
、
以
罔マ
ス二
一
時ヲ
一
。
而シ
テ
其
徒
、
太
宰
純ナ
ル
者
、
又
反
二
-噬シ
其
師ニ
一
自ラ
為ス
コ
トレ
説ヲ
尤モ
謬
妄
、
遂ニ
至ル
下
于
謂フ
ニ中
孟
子ハ
迂
闊ニ
シ
テ
不ト
上
レ
如カ
二
淳
于
髠コン
之
徒ニ
一
[
経
（
礼
）
・
権
]。
嗚
亦
甚シ
矣
。」﹇
斉
の
弁
士
。
…
…
男
女
授
受
不
親
＝
礼
、
嫂
溺
授
之
以
レ
手
＝
権
先
王
の
道
今
天
下
溺
、
夫
子
之
不ル
ハレ
援
何ゾ
ヤ
也
﹈
自リ
レ
此
、
其
後ノ
学
者
無ク
三
復タ
所ノ
二
畏イ
-忌キス
ル一
師ト
シ
テレ
心ヲ
妄
作シ
、
日ニ
新ニ
月ニ
変ズ
。
苟モ
異ナ
ル二
古
説ニ
一
者ハ
指シ
テ
為シ
二
豪
傑
一
、
才
弁
一ト
タ
ビ
経ル
二
先
輩ノ
口
舌ヲ
一
者ハ
、
為シ
二
腐﹅
陳ト
一
為シ
二
糟﹅
粕ト
一
、
為ス
三
甘ン
ジ
テ
為ル
ト二
之ガ
奴
隷ト
一
虚
驕
相
尚ビ
競ヒ
テ
欲シ
二
出シ
レ
奇ヲ
相
圧セ
ン
ト
一
、
日ニ
以テ
穿
二
-蠧トシ
六
経ヲ
一
、
詆
二
-訶シ
先
儒ヲ
一
、
頽
瀾シ
テ
横
二
-被ス
ル
コ
ト
天
下ニ
一
如シ
レ
狂セ
ル
ガ
。
至ル
地
乃チ
新
進
黄
口
、
初メ
テ
開ケ
バレ
巻ヲ
輙チ
以テ
レ
欲ス
ル
ヲレ
決
二
摘ス
ル
ヲ
古
人ノ
瑕
類ヲ
一
為ス
ニ天
レ
心ト
。
奴﹅
二
-視シ
老﹅
成ヲ
一
軽
二
-蔑シ
聖
経ヲ
一
其
弊
至ル
下
于
以テ
二
経
語ヲ
一
為ス
ニ中
戯
慢
之
資ト
上
、
壊
二
-敗シ
風
俗ヲ
一
、
充
二
塞ス
ル
仁
義ヲ
一
。
其レ
謂ハ
ン二
之ヲ
何ト
カ一
、
竊カ
ニ
為メ
ニ二
天
下
一
懼ル
焉
…
…
栗
山
の
師
は
中
村
深
蔵
（
蘭
林
）
で
鳩
巣
の
門
人
で
あ
る
。
栗
山
が
鳩
巣
を
以
て
聖
学
の
正
伝
を
つ
た
え
た
も
の
と
深
く
賞
揚
し
て
い
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
元
禄
、
享
保
の
こ
ろ
古
学
、
古
文
辞
学
の
圧
倒
的
な
流
れ
に
抗
し
て
、
朱
子
学
の
孤
塁
を
ま
も
っ
た
の
は
、
鳩
巣
そ
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
。
錦
里
―
―
鳩
巣
―
―
子
深
（
河
口
苧
山
）
編
者
注
⑩「『
弘
道
館
記
述
義
』の
抄
録
及
び
コ
メ
ン
ト
」（
資
料
番
号
、
713-3
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
四
枚
）・「
史
料
ノ
ー
ト
（
引
出
し
⑦
後
期
水
戸
学
ほ
か
）」（
資
料
番
号
）
の
一
部
（
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
（
Ｂ
５
版
）
一
1158-7
枚
）・「「
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
異
端
の
分
類
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
670-10-1
『
弘
道
館
記
述
義
』
藤
田
東
湖
弘
化
四
年
﹇
天
保
九
年
創
建
﹈
﹇
◎
異
端
蔓
延
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
―
次
頁
﹈
「
中
世
以
降
、
異
端
邪
説
、
民
を
誣
ひ
、
世
を
惑
は
す
」（『
弘
道
館
記
』
本
文
）
臣
彪
た
け
き
、
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
異
端
邪
説
の
民
を
誣
ひ
世
を
惑
は
す
も
の
、
其
の
流
一
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
西
戎
浮
屠
の
教
尤
も
甚
し
と
な
す
。（
西
北
洋
夷
の
教
、
其
害
又
仏
に
浮す
ぐ
、
而
れ
ど
も
祖
宗
明
断
、
一
切
駆
除
す
。
故
に
復
た
論
ぜ
ず
）
夫﹅
れ﹅
物﹅
は﹅
先﹅
づ﹅
腐﹅
り﹅
て﹅
然﹅
る﹅
後﹅
蟲﹅
生﹅
ず﹅
。
道﹅
先﹅
づ﹅
廃﹅
れ﹅
て﹅
然﹅
る﹅
後﹅
に﹅
異﹅
端﹅
入﹅
る﹅
。
[合結のとＬとＯ]
西
土
三
代
の
治
衰
へ
て
、
老
・
荘
・
揚
・
墨
の
説
起
り
、
壊
乱
の
極
嬴
政
帝
を
称
し
、
書
を
焚
き
儒
を
坑
に
す
。〔
…
…
〕
劉
邦
布
衣
よ
り
起
り
、
九
州
を
一
定
す
る
や
、
其
の
治
、
甚
だ
純
な
ら
ず
と
雖
も
、
而
も
寛
厚
に
し
て
人
を
愛
し
、
子
孫
相
承
け
、
亦
頗
る
儒
術
を
崇
む
。
…
…
王
莽
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簒
立
し
て
漢
祚
幾
ん
ど
絶
え
ん
と
し
、
劉
秀
（
後
漢
光
武
帝
）
崛
起
し
て
旧
業
を
恢
復
す
。
功
亦
偉
な
り
。
然﹅
れ﹅
ど﹅
も﹅
深﹅
く﹅
讖﹅
緯﹅
を﹅
崇﹅
信﹅
す﹅
。
当
時
の
学
者
、
皆
務
め
て
其
の
意
に
迎
合
す
。
苟
も
然
ら
ざ
る
者
は
、
往
々
擯
斥
せ
ら
る
。
儒
も
亦
窮
し
た
り
と
い
ふ
べ
し
。
其
の
子
荘
（
明
帝
）
に
至
っ
て
、
遂
に
始
め
て
仏
を
天
竺
に
迎
ふ
。
…
…
夫
れ
華﹅
夷﹅
内﹅
外﹅
は﹅
天﹅
下﹅
の﹅
大﹅
閑﹅
（
閑
は
門
の
横
木
）
詩
書
載
す
る
所
、
周
孔
言
ふ
所
、
丁
寧
反
覆
、
一
に
し
て
足
ら
ず
、
今
、
荘
（
後
漢
明
帝
）、
身
、
漢﹅
家﹅
の﹅
「
正﹅
統﹅
」
を﹅
受﹅
け﹅
、〔
…
…
〕
反﹅
っ﹅
て﹅
胡﹅
鬼﹅
を﹅
異﹅
域﹅
に﹅
迎﹅
ふ﹅
る
に
及
ぶ
[
マ
マ
]
。
而
も
群
臣
唯
唯
諾
諾
、
一
言
半
辞
も
其
⎩―⎨―⎧
の
非
を
匡
救
す
る
を
聞
か
ず
。
蓋
し
、
其﹅
の﹅
儒﹅
と﹅
い﹅
ひ﹅
、
学﹅
と﹅
い﹅
ふ﹅
者﹅
、
徒﹅
に﹅
章﹅
句﹅
訓﹅
詁﹅
を﹅
こ﹅
れ﹅
守﹅
り﹅
、
周﹅
孔﹅
の﹅
本﹅
意﹅
を﹅
闡﹅
明﹅
す﹅
る﹅
能﹅
は﹅
ず﹅
、〔
…
…
〕
讖
緯
符
命
の
説
、
亦
以
て
其
の
心
術
、
識
見
を
蠱
す
も
の
あ
る
が
故
な
り
〔『
弘
道
館
記
述
義
』
上
、
手
定
本
の
複
製
、
登
録
番
号
〕
0199433
学
問
の
堕
落
↓
華
夷
内
外
の
弁
の
失
墜
↓
異
端
（
異
教
）
の
流
入
。
そ
の
逆
で
は
な
い
。『
弘
道
館
記
述
義
』（
藤
田
東
湖
）
然
れ
ど
も
漢
魏
の
間
、
仏
法
猶
未
だ
世
に
遍
か
ら
ず
。
東
晋
の
末
、
清
談
熾
ん
に
行
わ
れ
、〔
…
…
〕
仏
法
亦
漸
く
蔓
延
せ
り
。
…
…
隋
氏
南
北
を
一
幷
し
て
民
間
の
仏
書
、
五
経
よ
り
も
多
き
こ
と
数
十
百
倍
、
其
の
盛
な
る
こ
と
推
し
て
知
る
べ
き
な
り
。
…
…
其
の
儒
を
称
す
る
も
の
、
皆
虚
無
を
以
て
宗
と
な
し
、
雕
琢
を
以
て
文
と
な
す
。
其
の
宗
を
挙
げ
て
、
諸
を
寂
滅
の
教
に
合
し
、
其
の
文
を
騁
せ
て
、
夸こ
誕たん
の
説
を
潤
飾
す
。
…
…
然
ら
ば
則
ち
、
仏
法
の
大
に
〔
…
…
〕
行
は
る
ゝ
所
以
の
者
、
文
人
学
士
与
り
て
大
に
[
マ
マ
]
力
あ
り
、
其
の
罪
、
勝
げ
て
誅
す
べ
け
ん
や
〔
同
前
〕
次
に
日
本
の
例
◎
所
謂
道﹅
先﹅
づ﹅
廃﹅
れ﹅
て﹅
、
然﹅
る﹅
後﹅
異﹅
端﹅
入﹅
る﹅
者﹅
、
神
州
西
土
、
彼
此
一
轍
で
は
、
仏
教
の
よ
う
な
「
怪
妄
虚
誕
、
固
よ
り
道
う
に
足
ら
ざ
る
〔
」〕
説
が
何
故
こ
の
よ
う
に
熾﹅
ん﹅
に﹅
な﹅
る﹅
の
か
。
曰
く
、
イ
、
愚
冥
の
民
、
信﹅
じ﹅
て﹅
之﹅
を﹅
奉﹅
じ﹅
﹇
naiv
[naive]
な
信
奉
﹈、
富
貴
は
死
後
の
貧
賤
を
恐
れ
、患
難
は
身
後
安
楽
を
ね
が
ひ
、
⎩―⎨―⎧
善
を
な
す
者
は
彼
岸
に
い
た
ら
ん
と
し
、
悪
を
な
す
者
は
呵
責
を
の
が
れ
よ
う
と
す
る
。
ロ
、
智
巧
の
士
﹇
clever
opportunist﹈、
利﹅
し﹅
て﹅
之
を
使
ひ
（
次
頁
）、
ハ
、
純
明
剛
毅
の
人
﹇
puritan﹈、
悪﹅
ん﹅
で﹅
之
を
排
し
、
ニ
、
姦
詐さ
狡こう
黠きつ
の
賊
﹇
w
icked
benefactor﹈、
資﹅
し﹅
て﹅
之
を
用
ふ
。
之
を
排
す
る
も
の
、
未
だ
必
ず
し
も
其
道
を
得
ず
、
之
を
用
う
る
も
の
或
は
能
く
其
の
私
を
な
す
。
仏
法
の
熾
な
る
職
と
し
て
是
れ
之
に
由
る
。
イ
、
前
出
― 179 ―
ロ
、
利
し
て
之
を
使
う
↓
「
衆
皆
仏
を
信
ず
、
我
独
り
之
に
違
う
は
不
智
な
り
」
と
い
う
処
世
(a)
上
の
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
・
大
勢
順
応
主
義
及
び
、
ムズニュチポオ
統
治
上
の
功
利
主
義
⎩――⎨――⎧
(b)「
以
て
愚
俗
を
勧
懲
す
る
に
足
る
。
苟
も
我
が
治
に
補
ふ
あ
ら
ば
何
ぞ
夷
狄
の
法
を
嫌
は
ん
」
と
い
う
考
え
方
。
ハ
、
悪
ん
で
排
す
る
者
、
未
だ
必
ず
し
も
そ
の
道
を
え
ず
。
つ
ま
り
、
純
明
剛
毅
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
人
の
政
治
的
、
戦
術
的
賢
明
さ
の
欠
如
。
﹇
心
情
主
義
的
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
﹈
「
異
端
の
民
に
害
あ
る
は
、
猶
疾
病
の
人
に
於
け
る
が
如
し
、
善
く
疾
病
を
治
む
る
者
は
、
先
づ
其
の
元
気
を
養
ひ
、
善
く
異
端
を
排
す
る
者
は
、
先
づ
其
の
大
道
を
修
む
。
若
し
、
徒
ら
に
攻
撃
し
駆
除
し
て
快
を
一
時
に
取
れ
ば
、〔
…
…
〕
禍﹅
変﹅
の﹅
激﹅
す﹅
る﹅
所﹅
、
将
に
勝
げ
て
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
と
す
﹇
↓
逆
効
果
﹈」
ニ
、
資
し
て
之
を
用
ふ
る
者
、
或
は
其
の
私
を
為
す
↓
状
況
を
く﹅
い﹅
も﹅
の﹅
に
す
る
。
「
今
我
れ
仏
を
奉
じ
て
〔
…
…
〕
之
を
率
ゐ
る
時
は
[
マ
マ
]
、〔
…
…
〕
衆
の
我
を
尊
ぶ
こ
と
猶
仏
を
尊
ぶ
が
如
く
な
ら
ん
。〔
…
…
〕
然
る
後
、
彼
は
寧
ろ
其
の
君
父
に
背
く
と
も
、
仏
と
我
と
に
は
背
か
ず
、
我
れ
の
大
欲
こ
こ
に
於
て
か
逞
し
う
す
べ
き
な
り
」
と
い
う
考
え
方
﹇
姦
邪
の
利
用
者
﹈。
し
か
も
天
下
に
愚
冥
の
民
は
十
の
七
八
で
、
智
巧
の
士
又
そ
の
一
、
二
（
一
〇
―
二
〇
％
）
だ
。
純
明
剛
毅
の
人
に
至
っ
て
は
、
僅
か
に
十
、
一
を
千
、
百
に
存
す
（
一
％
﹇
一
パ
ー
セ
ン
ト
﹈）。
○
学
問
事
業
、
其
効
を
殊
に
せ
ず
。
…
…
学
問
事
業
の
一
に
し
難
き
は
其
の
故
多
端
な
り
。
而
も
大
弊
四
あ
り
、
曰
く
、
躬
行
を
忽
ゆ
る
が
せ
に
す
↓
身
に
本
づ
く
べ
き
教
な
の
に
、
礼
義
を
修
め
ず
、
私
行
を
け
が
す
。
曰
く
、
実
学
を
廃
す
↓
文
人
は
、
万
言
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
り
、
さ
ま
つ
な
事
に
と
ら
は
れ
、
あ
る
い
は
風
流
に
な
る
。
武
人
は
兵
法
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
な
い
。
曰
く
、
経
に
泥
む
↓
教
条
主
義
、「
旧
典
を
墨
守
し
、
変
通
を
知
ら
ず
」（
木
偶
）
曰
く
、
権
に
流
る
↓
世
に
阿
り
己
を
枉
げ
て
人
に
従
ひ
、
以
て
権
に
通
ず
と
な
す
。〔『
弘
道
館
記
述
義
』
下
、
手
定
本
の
複
製
、
登
録
番
号
〕
0199434
『
弘
道
館
記
』
及
『〔
弘
道
館
記
〕
述
義
』
の
用
法
が
い
か
に
維
新
の
宣
詔
に
影
響
し
て
い
る
か
の
一
例
宣
布
大
教
詔（『
太
政
官
日
誌
』明
治
三
年
第
一
号
東
京
城
第
一﹇
正
月
三
日
庚
午
﹈）
会
沢
、
二
頁
前
｜
『〔
弘
道
館
記
〕
述
義
』〔（『
東
湖
全
集
』
博
文
館
、
cf.
一
九
〇
九
年
）
登
録
番
号
〕
0197749
p
142,
p
143,
p
146
「
朕
恭
惟
、
天
神
天
祖
、
△
立
レ
極
垂
レ
統
、
列
皇
相
承
、
継
レ
之
述
レ
之
、
祭
政
一
致
、
億
兆
同
心
、
治
教
明
二
于
上
一
、
風
俗
美ナ
リ二
于
下
一
、
而
中
世
以
降
、
時
― 180 ―
有
二
汙
隆
一
、
道
有
二
顕
晦
一
矣
（
治
教
之
不
レ
洽
也
久
矣
）、
今
也
天
運
［
p
146］
循
環
、
百
度
維
新
（
盛
徳[カ]
）、
宜
明
二
治
教
一
以
宣
二
揚
惟
神
之
大
道
一
也
、
因
新
命
二
宣
教
使
一
、
布
二
教ス
天
下
一
、
汝
群
臣
衆
庶
、
其レ
体
二
斯
旨
一
」〔『
国
民
思
想
叢
書
』
聖
徳
篇
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
、
登
録
番
号
、
二
0183481
〇
六
頁
〕
「
合
二
文
武
一
一
二
治
教
一
」（〔『
弘
道
館
記
述
義
』〕
）
p
176
△
立
極
は
、
建
極
と
も
い
い
、
道
徳
規
範
の
規
準
を
立
て
る
意
味
出
典
、『
中
庸
章
句
』
序
〔（
朱
熹
『
四
書
集
注
』
芸
文
印
書
舘
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
）
一
丁
オ
〕「
自
上
古
聖
神
、
継
レ
天
立
レ
極
0180032
而
道
統
之
伝
有
二
自
来
一
矣
」
﹇『
尚
書
』
洪
範
「
皇
建
二
其
有
極
一
」〔『
日
本
思
想
大
系
水
戸
学
』、
岩
53
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
登
録
番
号
、
二
三
〇
頁
頭
注
〕﹈
0203162
△
垂
統
は
（
帝
位
を
）﹇
？
（
業
を
）﹈
後
世
に
永
く
伝
え
る
こ
と
。
出
典
、『
孟
子
』「
君
子
創
レ
業
、
垂
レ
統
、
為
レ
可
レ
継
也
、
若
二
夫ノ
成
功
一
則
天
也
」（
梁
恵
王
下
）
『
史
記
』「
陛
下
﹇
孝
武
帝
﹈
奉
二
-承
天
統ヲ
一
、
明
開
二
聖
緒
一
、
尊
レ
賢
顕ハ
シレ
功ヲ
…
…
而ル
ニ
家ト
シ二
皇
子
一
（
王
に
封
じ
な
い
で
）、
為サ
バ二
列
侯ト
一
則
、
尊
卑
相
踰エ
、
列
位
失ハ
ンレ
序ヲ
〔
不
レ
可
三
以
〕
垂
二
統
于
万
世
一
」（
三
王
世
家
﹇
亡
失
古
篇
の
一
﹈
第
三
十
）
﹇
柳
宗
元
「
立
極
垂
統
、
貽
二
于
後
裔
一
」（
塗
山
銘
〔『
日
本
思
想
大
系
53
水
戸
学
』
二
三
〇
頁
頭
注
〕）﹈
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
異
端
の
分
類
会
沢
〔
正
志
斎
〕『
退
食
間
話
』（
天
保
十
三
年
﹇
壬じん
寅いん
↓
み
ず
の
え
、
と
ら
﹈
十
二
月
序
、
弘
道
館
蔵
（『
弘
道
館
記
』
の
）
解
説
﹇
藤
田
東
湖
『
弘
道
館
記
述
義
』（
「
尊
王
攘
cf.
夷
」
と
い
う
成
語
は
『
弘
道
館
記
』
に
は
じ
め
て
登
場
す
る
）﹈
問
「
中
世
以
降
、
異﹅
端﹅
邪﹅
説﹅
誣
レ
民
惑
レ
世
、
俗
儒
曲
学
舎
レ
此
従
レ
彼
」
と
あ
る
は
、
い
か
な
る
事
に
候
哉
。〔『
退
食
間
話
』（『
日
本
思
想
大
系
水
戸
学
』
53
二
四
二
頁
）〕
曰
…
イ
、
仏
教
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
日
本
国
夷
人
物
茂
卿
「
蓋
中
華
聖
人
之
邦
孔
子
没
而
垂
二
二
千
年
一
、
猶
レ
且
レ
[莫
レ
]有
乎
爾
、
迺
以
二
東
夷
之
人
一
、
而
得
二
聖
人
之
道
於
遺
経
一
者
亦
、
李
王
二
先
生
之
賜
也
」（『
徂
來
集
』
巻
二
十
二
「
与
二
富
春
山
人
一
書
」〔『
日
本
思
想
大
系
水
戸
学
』
二
四
三
頁
頭
注
〕）
53
ⓐ
◎
ロ
、
近
世
に
至
り
て
は
、
荻
生
翁
の
徒
の
如
く
、
唐
土
を
ば
中
華
・
中
国
な
ど
ゝ
称
し
、
自
ら
東
夷
・
日
東
な
ど
称
す
る
類
に
し
て
、
神
州
の
臣
民
、
敢
て
云
ふ
べ
き
所
に
非
あ
ら
ず
。
又
新
井
氏
な
ど
の
、
関
東
を
王
（
日
本
国
王
）
と
称
し
、
天
朝
を
寓
公
の
如
く
に
申
奉
ん
も
、
西
土
の
名
号
に
泥なず
み
て
、
東
照
― 181 ―
宮
の
皇
朝
を
尊
崇
し
給
へ
る
深
意
に
悖もと
る
な
り
。
荻
・
新
二
氏
、
何
れ
も
豪
傑
の
士
に
し
て
、
其
著
す
所
の
書
も
世
に
益
あ
る
も
の
多
し
と
い
へ
共
、「
舎
レ
此
従
レ
彼
」
の
病
は
遁のが
る
べ
か
ら
ず
〔『
退
食
間
話
』
二
四
三
頁
〕
﹇
華
夷
内
外
の
分
が
異
端
論
の
前
面
に
出
る
。（
崎
門
の
系
譜
）
浅
見
絅
斎
「
異
国
ノ
ヒ
イ
キ
ス
ル
ハ
大
キ
ナ
異
端
」〔『
浅
見
先
生
学
談
』
登
録
番
号
〕
↓
李
氏
朝
鮮
と
の
対
比
﹈
0181857
そ
の
あ
と
国
学
批
判
。
ⓑ
又
、
文
墨
の
芸
の
如
き
も
、
教
学
中
の
一
事
な
れ
ど
も
、
神
聖
の
大
道
を
高
閣
に
束
つ
か
ね
て
、
浮
華
の
虚
文
を
玩
も
て
あ
そ
び
、
風
流
に
身
を
委
ね
、
世
を
嘲
り
、
自
み
ず
か
ら
縦
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
漫
遊
逸
楽
の
み
に
身
を
終
る
の
徒
に
至
て
は
、
荘﹅
（
子
）
周﹅
の﹅
流﹅
に﹅
陥﹅
り﹅
、
人
倫
の
道
を
害
す
る
も
の
に
し
て
、
仁
人
・
君
子
の
道
に
非
ず
〔『
退
食
間
話
』
二
四
四
頁
〕﹇
文
人
的
シ
ニ
シ
ズ
ム
と
デ
カ
ダ
ン
ス
﹈
ⓒ
又
経
済
の
学
と
称
す
る
も
の
も
、
国
家
の
事
功
に
益
あ
り
と
い
へ
ど
も
其
末
流
は
近
効
小
利
に
趨はし
り
て
、
一
己
の
私
智
を
恃
み
、
聖
賢
の
大
道
に
本
づ
か
ざ
れ
ば
、
利
を
先
に
し
て
義
を
後
に
す
る
の
害
な
き
に
非
ず
﹇「
功
利
」
異
端
﹈
ⓓ
又
、
自
己
の
修
身
の
み
説
て
、
報
レ
国
愛
レ
人
の
誠
も
な
く
、
民
人
・
社
稷
を
余よ
所そ
に
す
る
類
も
、
身
に
本
づ
く
る
の
意
は
善
な
れ
ど
も
、
楊﹅
朱﹅
の﹅
道﹅
に﹅
近﹅
く﹅
、
庶
人
の
行
に
し
て
士
大
夫
の
道
に
非
ず
。
（
水
戸
学
も
ポ
ー
ス
ト
徂
徠
学
た
る
こ
と
を
示
す
）
＝
修
己
異
端
﹇「
自
分
の
生
き
方
」
中
心
主
義
↓
政
治
的
社
会
的
無
関
心
﹈
ⓔ
﹇
↓
ス
コ
ラ
主
義
↓
末
梢
的
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
﹈
考
証
の
学
と
い
ふ
も
、
古
を
稽
か
ん
が
え
て
後
世
の
惑
を
弁
じ
、
古
訓
に
拠
て
、
経
義
を
説
く
は
、
学
者
に
益
あ
れ
ど
も
、
其
弊
を
い
ふ
時
は
、
務
て
新
奇
繊
巧
を
競
ひ
、
…
…
帰
す
る
所
は
堅
白[石]
同
異
の
説
に
斉ひと
し
く
し
て
実
事
に
益
な
し
（
公
孫
龍
）。
堅
い
＝
触
覚
で
分
る
同
時
に
成
立
し
な
い
「
堅
く
白
い
石
」
白
い
＝
視
覚
で
分
る
ⓕ
蘭
学
↓
異
学
・
異
教
結
論
「
雖ド
モ二
小
道ト
一
必ズ
有リ
二
可キ
レ
観ル
者
一
焉
、
致セ
バレ
遠キ
ヲ
恐ラ
ク
ハ
泥マ
ン
、
是ヲ
以テ
君
子
不ル
レ
為サ
也
」（『
論
語
』
子
張
篇
）
と
い
へ
る
も
、
斯
の
ご
と
く
、
大
道
基
づ
か
ず
し
て
偏
見
私
説
を
な
す
も
の
は
、
皆
小
道
な
れ
ば
、
遠
き
を
致
せ
ば
必
か
な
ら
ず
泥なず
む
。
是これ
即
ち
曲
学
な
り
。
さ
れ
ば
、
異
端
邪
説
、
俗
儒
曲
学
、
其
流
弊
の
害
も
頗
る
多
き
に
依
て
、
義
公
（〔
水
戸
〕
光
圀
）
の
御
詞
に
も
、
一
偏
に
固
執
す
る
も
の
を
、「
儒
中
の
異
端
也
」﹇
↓
光
圀
『
西
山
随
筆
』﹈
と
は
仰
ら
れ
し
な
cf.
り
。﹇（
配
付
資
料
こ
こ
ま
で
）﹈
…
…
尤
も
つ
と
も
、
小
道
と
い
ふ
も
、
大
道
中
の
小
道
な
れ
ば
、
其
本
を
失
ふ
事
な
か
ら
ん
に
は
、
大
・
小
の
道
並
（
び
）
行
お
こ
な
は
れ
て
、
相あい
悖もと
ら
ざ
る
べ
き
也
〔『
退
食
間
話
』
二
四
五
頁
〕
「
儒
者
の
異
端
あ
り
（『
異
端
弁
正
』
の
表
現
に
き
わ
め
て
似
て
い
る
）
…
…
日
蓮
宗
三
大
部
に
固
滞
し
て
一
句
半
言
に
か
た
よ
り
偏
見
を
な
す
や
う
に
、
儒
者
も
偏
見
を
挟
み
中
和
の
道
を
失
ふ
徒
、
皆
、
儒
中
の
異
端
と
云
べ
し
」
〔『
西
山
随
筆
』（『
日
本
思
想
大
系
水
戸
学
』
二
四
五
頁
頭
注
）〕（
ペ
ー
53
ガ
ン
で
な
く
、
ヘ
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
だ
）
『
弘
道
館
記
』
の
解
説
注
釈
と
し
て
も
っ
と
も
著
名
な
の
は
、
藤
田
東
湖
の
『
弘
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道
館
記
述
義
』
で
あ
る
。『
述
義
』
に
も
本
文
の
「
異
端
邪
説
」
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
異
端
の
分
類
、
類
型
化
は
提
示
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
異
端
の
発
生
原
因
と
そ
の
蔓
延
の
い
わ
ば
社
会
学
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
興
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
ヨ
リ
有
名
で
な
い
会
沢
の
解
説
を
と
っ
た
。『
弘
道
館
記
』
は
徳
川
斉
昭
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
藤
田
東
湖
が
原
文
を
書
き
、
そ
れ
を
会
沢
・
青
山
延
于
・
佐
藤
一
斎
に
回
覧
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
参
酌
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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Ⅶ国
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端
（
一
九
八
九
年
七
月
二
七
日
）
編
者
注
②
「「
篤
胤
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
689-2-2
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
篤
胤
荷
田
春
満
を
始
祖
と
す
る
。
↓
や
が
て
そ
の
門
か
ら
国
学
四
大
人
説
が
出
て
、
明
治
以
後
﹇
↓
例
外
、
村
岡
典
嗣
﹈
戦
中
ま
で
国
学
の
「
正
統
」
と
な
る
…
…
然
は
有
れ
ど
。
其ノ
徒
と
も
が
ら
（
江
戸
に
梨
木[本]
茂
睡
、
浪
速
に
下
河
辺
長
流
、
契
沖
法
師
）
お
ほ
く
は
、
歌
学
の
古
意
を
発
明
せ
る
耳のみ
に
て
、（
中
略
）
古
道
の
大
義
の
旨
を
明アカ
さ
む
事
を
ば
、
心
及
ば
て
在リ
け
る
を
。
身
は
下
な
が
ら
、
然サ
る
大
義
に
深フカ
く
心
を
入レ
た
る
は
、
荷
田
東
麻
呂
大
人
ぞ
始メ
に
は
有
け
る
（『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻
、
全
〔『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
、
登
録
番
号
0183539〕
P.481）
以
下
伝
記
。「
恋コヒ
の
題
を
ふ
つ
に
詠ヨ
ま
ず
」〔
四
八
五
頁
〕
「
恋
歌
を
詠
れ
ざ
る
方
正
、
も
と
も
賞
す
べ
し
と
云
へ
り
」
〔
四
八
六
頁
〕
春
満
の
「
創
造
国
学
校
啓
[
創
学
校
啓
]
」
国
家
之
学
詠
歌
之
道
の
廃
絶
な
い
し
は
ダ
ラ
ク
cf.
⎩⎨⎧
臣
自リ
レ
少
無
レ
寝
無
レ
食
、
以
レ
排
二
撃
異
端
一
為
レ
念
。
以
学ビ
以
思ヒ
、
不レ
バレ
興
二
復
古
道ヲ
一
無
レ
止
〔『
日
本
思
想
大
系
近
世
神
道
論
・
前
期
国
学
』
岩
波
書
39
店
、
一
九
七
二
年
、
登
録
番
号
、
三
三
五
頁
〕（「
邪
説
暴
行
」
の
0203148
表
現
も
あ
る…
…
◎
古
語
不レ
バレ
通
則
古
義
不
レ
明
焉
。
古
義
不
レ
明
則
古
学
不
レ
復
焉
〔
三
三
七
頁
〕
篤
胤
は
道
統
を
正
そ
う
と
し
た
（
以
下
『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻
〔『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
〕
割
注
）。
P.488
「
今
の
世
に
古
学
と
称
し
て
歌
道
を
立
る
徒
、
蟻アリ
の
如
く
多
か
る
に
、
其ノ
先
生
た
ち
の
伝
を
物
す
る
に
、
契
沖
、
県
居
、
鈴ノ
屋
を
し
、
三
哲
な
ど
称
し
て
、
此ノ
大
人
の
事
を
ば
、
都フツ
に
称
す
る
者
な
き
は
、
其ノ
徒
み
な
歌
作
者
ウ
タ
ツ
ク
リ
に
て
、
道
の
本
義
を
知ラ
ざ
る
故
に
（
中
略
）
契
沖
は
仏
者
に
し
有
れ
ば
然サ
て
も
有リ
な
む
。
県
居
、
鈴ノ
屋
の
二
翁
を
し
、
歌
も
て
称
せ
む
は
、
其ノ
本
意
に
違タガ
ふ
こ
と
な
り
。
我
が
党トモ
の
小コ
子ラ
、
よ
く
此
旨
を
思
ひ
て
、
荷
田ノ
大
人
の
御ミ
蔭カゲ
を
も
、
常
忘
ツ
ネ
ワ
ス
る
ま
じ
き
事
な
り
」
逆
説
↓「
是
を
思
へ
ば
、
県
居ノ
翁
オ
キ
ナ
の
歌
の
面
白
き
は
、
此ノ
翁
の
不
幸
と
云
べ
く
、
鈴
屋ノ
翁
の
〔
歌
の
〕
面
白
か
ら
ぬ
は
、
此
翁
の
幸
と
も
云
べ
く
や
」（『
玉
だ
す
き
』
九
の
巻
〔
五
一
三
頁
〕）
篤
胤
歌
学
、
歌
人
の
「
道
」
批
判
（「
ま
こ
と
」「
ま
ご
ゝ
ろ
」）
近チカ
き
世ヨ
の
歌ウタ
作ツク
り
ら
、
真
ま
こ
と
の
古ヘ
学
す
る
徒とも
に
「
益
荒
男
マ
ス
ラ
オ
の
な
す
べ
き
わ
ざ
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を
知
ら
で
有
れ
や
。
手タ
弱わや
女メ
も
す
る
歌ウタ
よ
み
は
な
ぞ
」
な
ど
笑ワラ
は
る
ゝ
を
。
（
中
略
）
古ヘ
の
道
の
奥オク
所カ
に
わ
け
入
り
て
、
物
の
哀
ア
ハ
レ
を
知
る
こ
と
は
、
歌ウタ
を
よ
く
詠ヨ
み
得エ
て
こ
そ
、
と
言イ
ふ
な
ど
も
信うけ
ら
れ
ず
。
そ
は
歌
聖
と
聞キコ
え
し
彼
卿
か
の
き
み
等タチ
す
ら
。
君
臣
の
道
の
大
義
に
闇くら
く
、
物モノ
の
哀アハ
れ
に
疎ウト
か
る
を
、
俗ヨ
の
歌
作
ウ
タ
ツ
ク
り
ら
、
よ
し
歌
を
ば
尤
々
ウ
ベ
〴
〵
し
く
作ツク
り
出イヅ
と
も
、
豈アニ
道
の
真
マ
コ
ト
の
哀アハ
れ
を
知リ
な
む
や
（『
玉
た
す
き
』
一
之
巻
、
全
集
六
、
三
九
頁
）
↓
つ
づ
い
て
、
宣
長
の
『
う
ひ
山
踏
』『
玉
勝
間
』
な
ど
に
、
定
家
や
家
隆
の
歌
を
激
賞
し
て
、
こ
の
卿
た
ち
の
歌
の
み
や
び
を
感
じ
な
い
人
は
、
真
の
み
や
び
（
宮
比
）
も
知
ら
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
は
、〔「
〕
唯タヾ
に
其ノ
詠よみ
口くち
の
巧
タ
ク
ミ
に
面オモ
白シロ
き
を
云ハ
れ
し
に
て
。
其ノ
真
心
マ
ゴ
ヽ
ロ
を
感メデ
ら
れ
し
に
は
非アラ
ざ
る
な
り
」
と
不
満
げ
に
註
釈
し
て
い
る
〔
四
〇
頁
〕。
篤
胤
↓
「
古
道
」
一
辺
倒
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
強
化
真
淵「
抑
ソ
モ
〳
〵
大
人
の
御
い
さ
を
し
の
事
は
、
師
の
玉
勝
間
な
る
、『
県
居
の
大
人
は
古
学
の
祖
な
る
事
』
と
い
ふ
条
に
。
漢
意
を
清キヨ
く
離ハナ
れ
て
、
も
は
ら
古ヘ
の
意
コ
ヽ
ロ
詞
コ
ト
バ
を
尋タヅ
ぬ
る
学
問
は
、
わ
が
県
居ノ
大
人
よ
り
ぞ
始
ま
り
け
る
…
…
』
と
言
は
れ
た
る
が
如
し
」（『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻
）
P.501-502
松
坂
の
一
夜
の
紹
介
古
意
↓
の
た
め
古
言
↓
万
葉
村
田
春
海
ら
の
真
淵
「
誤
解
」
批
判
「
然
る
に
春
海
が
徒
と
も
が
ら
、
か
ゝ
る
誓
詞
を
さ
へ
に
進
タ
テ
マ
ツ
リ
り
つ
ゝ
、（
門
人
は
真
淵
に
誓
詞
を
奉
じ
た
。
宣
長
だ
け
で
な
く
、
加
藤
千
蔭
、
村
田
春
郷
、
村
田
春
海
な
ど
、
と
右
の
上
文
に
あ
る
）
生イキ
の
か
ぎ
り
上ツ
世
の
道
な
ど
云
ふ
は
、
県
居ノ
大
人
の
意
コ
ヽ
ロ
な
ら
ず
、
漢カラ
国クニ
聖
人
の
道
を
お
き
て
、
真
マ
コ
ト
の
道
は
あ
る
事
な
し
と
、
罵
ノ
ヽ
シ
り
立タテ
て
ぞ
終ハテ
た
り
け
る
。（
以
下
割
注
）
是コヽ
を
も
て
其
門
人
ど
も
、
皆
そ
の
漢
意
を
心
と
し
て
、
中
に
は
県
居
の
道
統
な
ど
称
す
る
倫
ひ
も
有ル
な
れ
ど
、
一
人
も
彼ノ
大
人
の
真
旨
を
得
た
る
は
有ル
こ
と
な
し
」〔
五
一
二
頁
〕
「
偖サテ
、
県
居ノ
大
人
の
教
子
ヲ
シ
ヘ
ゴ
も
、
百
を
も
て
計カゾ
ふ
る
ば
か
り
、
多
か
り
し
と
聞
ゆ
る
中
に
、
我
が
師
の
大
人
（
宣
長
の
こ
と
）
の
み
ぞ
抜
出
ヌ
ケ
イ
デ
て
、
そ
の
古
道
学
の
大
義
を
貫ツラ
ぬ
き
得
ら
れ
し
を
、
余アマ
り
は
大
か
た
歌
作
り
と
ぞ
成リ
た
り
け
る
」（
同
右
）P.512
編
者
注
③
「「
古
道
と
歌
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
689-3-1
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
真
淵
「
万
葉
大
考
」」
史
料
抜
粋
」
（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「
新
古
今
主
689-3-2
義
の
系
譜
に
関
す
る
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
689-3-3
版
）
一
枚
）
古
道
と
歌
道
篤
胤
↓
荷
田
春
満
を
国
学
創
始
者
と
し
て
称
揚
し
、
道
統
の
基
と
し
た
。
「
今
の
世
に
古
学
と
称
し
て
、
歌
道
を
立
る
徒
、
蟻アリ
の
如
く
多
か
る
に
、
其ノ
先
生
た
ち
の
伝
を
物
す
る
に
、
契
沖
、
県
居
、
鈴
屋
を
し
。
三
哲
な
ど
称
し
― 185 ―
て
、
此ノ
大
人
﹇
↓
荷
田
春
満
の
こ
と
﹈
の
事
を
ば
。
都フツ
に
称
す
る
者
な
き
は
、
其ノ
徒
み
な
歌ウタ
作
者
ツ
ク
リ
に
て
、
道
の
本
義
を
知ラ
ざ
る
故
に
、
歌
学
の
方
よ
り
然サ
は
思
ふ
に
ぞ
有
け
る
。
契
沖
は
仏
者
に
し
有
れ
ば
、
然サ
て
も
有リ
な
む
、
県
居
、
鈴
屋ノ
の
二
翁
を
し
歌
も
て
称
せ
む
は
、
其ノ
本
意
に
違
ふ
こ
と
な
り
。
我
が
党トモ
の
小コ
子ラ
、
よ
く
此
旨
を
思
ひ
て
、
荷
田ノ
大
人
の
御ミ
蔭カゲ
を
も
常ツネ
忘ワス
る
ま
じ
き
事
な
り
」（『
玉
襷
第
九
』〔『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
四
八
八
頁
〕）
春
満
の
蔵
書
の
中
に
は
契
沖
の『
万
葉
代
匠
記
』（
初
稿
本
）、『
難
後
拾
遺
』（〔
源
cf.
経
信
著
〕
春
満
書
写
本
）
な
ど
が
あ
り
、
契
沖
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
契
沖
・
春
満
の
間
に
直
接
の
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
、
と
い
う
確
証
は
今
日
ま
で
な
い
（
契
沖
没
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
は
、
春
満
、
三
十
四
才
の
と
き
。
在
江
戸
）。
「
い
に
し
へ
の
世
の
歌
は
真
ご
ゝ
ろ
也
。
後
の
よ
の
う
た
は
人
の
し
わ
ざ
也
」
真
淵
『
万
葉
大
考
』
新
古
今
主
義
↓
在
満
・
宣
長
・〔
藤
井
〕
高
尚
・〔
長
野
〕
義
言
『
国
歌
八
論
』
編
者
注
⑤
「「
真
淵
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
689-5
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
真
淵
『
国
意
考
』
も
『
歌
意
考
』
も
同
じ
根
か
ら
発
し
て
い
て
、
け
っ
し
て
前
者
が
政
治
思
想
を
の
べ
、
後
者
が
歌
道
論
を
の
べ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
国
意
考
』
の
冒
頭
は
「
あ
る
人
」
の
言
と
し
て
、
自
分
は
歌
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
に
は
関
心
を
も
た
な
い
、「
か
ら
国
の
道
を
こ
そ
」〔『
日
本
思
想
大
系
近
39
世
神
道
論
・
前
期
国
学
』
三
七
四
頁
〕
―
―
つ
ま
り
聖
人
の
道
の
治
国
平
天
下
の
大
道
に
就
く
の
だ
、
と
い
う
議
論
の
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
問
一
答
を
通
じ
て
の
反
駁
が
そ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
聖
人
の
道
に
お
け
る
堯
の
舜
へ
の
禅
譲
、
禹
湯
の
桀
紂
に
た
い
す
る
放
伐
の
問
題
性
が
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
宣
長
に
よ
っ
て
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
皇
国
す
め
ら
み
く
に
の
伝
統
と
か
ら
国
の
儒
心
の
思
想
と
の
相
容
れ
な
い
対
決
の
イ
ッ
シ
ュ
が
す
で
に
真
淵
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
歌
学
を
ふ
く
ん
だ
国
学
思
想
は
、
一
見
非
政
治
的
な
芸
術
の
審
美
観
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
と
い
う
よ
り
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
発
点
か
ら
自
ら
を
一
個
の
政
治
思
想
と
し
て
逆
説
的
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
に
よ
り
儒
教
の
政﹅
治﹅
思﹅
想﹅
と﹅
し﹅
て﹅
の﹅
破﹅
た﹅
ん﹅
の
指
摘
が
そ
の
批
判
の
指
導
動
機
で
あ
っ
て
、「
い
と
ち
ひ
さ
く
」「
理
コ
ト
ワ
り
め
き
」
た
る
合
理
主
義
的
思
考
へ
の
批
判
は
そ
の
政
治
思
想
の
よ
っ
て
来
る
根
拠
づ
け
に
ま
で
、
批
判
を
深
化
し
押
し
す
す
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
﹇
立
論
の
順
序
﹈。
け
っ
し
て
詩
歌
、
ひ
ろ
く
い
え
ば
文
学
の
解
釈
﹇
創
造
﹈
と
鑑
賞
に
儒
学
を
適
用
し
て
も
成
功
し
な
い
、
と
い
う
、
狭
義
の
文
学
論
に
「
か
ら
ご
こ
ろ
批
判
」
が
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根
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
必
然
的
結
果
と
し
て
文
学
の
創
造
・
鑑
賞
へ
の
障
害
に
な
る
、
と
い
う
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
統
治
の
思
想
と
し
て
失
格
だ
！
儒
教
は
文
学
論
と
し
て
は
む
ろ
ん
、
倫
理
思
想
で
さ
え
第
一
義
的
な
も
の
で
な
く
、
す
ぐ
れ
て
政
治
思
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
国
学
思
想
が
、
儒
教
に
代
表
さ
れ
る
「
道
」
と
い
う
抽
象
的
規
範
的
思
考
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
い
わ
ば
自
ら
の
意
図
に
反
し
て
、
そ
の
発
展
の
内
部
か
ら
正
統
・
異
端
の
分
岐
と
対
立
を
う
み
出
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。思
想
・
世
界
観
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
学
問
の
方
法
（
文
献
学
、
歴
史
的
理
解
の
方
法
、
解
釈
学
）
と
い
う
二
項
対
立
の
様
相
を
呈
し
な
が
ら
、
そ
の
根
底
に
は
一
つ
の
世
界
観
に
た
い
す
る
他
の
世
界
観
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。
そ
れ
の
漸
次
的
露
呈
の
過
程
が
国
学
思
想
の
歴
史
的
発
展
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
そ
う
し
て
そ
の
行
詰
り
か
ら
「
ふ
り
出
し
」
に
も
ど
り
、「
学
問
」
と
し
て
の
国
学
が
高
唱
さ
れ
（
柳
田
﹇
＝
新
国
学
﹈）
て
は
、
ふ
た
た
び
同
じ
過
程
を
く
り
か
え
し
て
い
る
（
柳
田
学
の
正
統
性
争
い
）。
国
意
考
引
用
「
こ
ゝ
の
国
は
、
天
地
の
心
の
ま
に
く
治
め
た
ま
ひ
て
、
さ
る
ち
ひ
さ
き
、
理
り
め
き
た
る
こ
と
の
な
き
ま
ゝ
」
が
元
来
の
皇
国
の
統
治
の
伝
統
で
あ
っ
た
〔
三
七
六
―
三
七
七
頁
〕。
儒
教
が
わ
た
っ
て
間
も
な
く
、「
天
武
の
御
時
、
大
な
る
乱
（
壬
申
の
乱
）
出
来
て
」、
奈
良
朝
時
代
に
「
衣
冠
調
度
な
ど
唐
め
き
て
、
万
よ
ろ
ず
う
は
べ
の
み
、
み
や
び
か
に
な
り
つ
ゝ
、
よ
こ
し
ま
の
心
ど
も
多
く
な
り
ぬ
。
凡
お
よ
そ
儒
は
、
人
の
心
の
さ
が
し
(
マ
マ
)
く
成
行
ば
、
君
を
ば
あ
が
む
る
や
う
に
て
、
尊
き
に
過スギ
さ
し
め
て
、
天
が
下
は
、
臣
の
心
に
な
り
つ
」〔
三
七
七
頁
〕。
天
皇
を
た
て
ま
つ
っ
て
た
な
あ
げ
し
て
、
世
の
中
は
臣
下
が
自
由
勝
手
に
ふ
る
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
（
！
）
（
君
主
を
絶
対
的
に
尊
崇
す
る
の
は
よ
く
な
い
―
―
中
国
皇
帝
尊
崇
の
批
判
）
そ
れ
か
ら
か
た
じ
け
な
く
も
、
す
べ
ら
ぎ
を
島
に
配
流
す
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
た
。「
是
み
な
、か
の
か
ら
こ
と
の
わ
た
り
て
よ
り
、な
す
こ
と
な
り
」
〔
三
七
七
頁
〕。
﹇
明
治
以
後
の
欧
化
へ
の
批
判
＝
制
度
の
発
達
↓
人
心
の
軽
兆[佻]
浮
ハ
ク
[
薄
]
化
と
い
う
批
判
図
式
の
元
[マ
マ
]
型
﹈
一
般
命
題
「
か
し
こ
に
、
も
の
し
れ
る
人
の
、
作
り
し
て
ふ
を
み
る
に
、
天
地
の
心
に
か
な
は
ね
ば
、
其
道
、
用
ひ
侍
る
世
は
な
か
り
し
也
。
よ
り
て
、
老
子
て
ふ
人
の
、
天
地
の
ま
に
〳
〵
、
い
は
れ
し
こ
と
こ
そ
、
天
が
下
の
道
に
は
叶
ひ
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侍
る
め
れ
。（
中
略
）
古
へ
は
只
詞
も
少
く
、
こ
と
も
少
し
。
こ
と
少
く
、
心
直
き
時
は
、
む
つ
か
し
き
教
は
用
な
き
こ
と
な
り
。
教
へ
ね
ど
も
、
直
け
れ
ば
こ
と
ゆ
く
也
」〔
三
八
二
頁
〕。
終
言
「
た
ゞ
何
事
も
、
も
と
つ
心
の
な
ほ
き
に
か
へ
り
み
よ
」〔
三
九
三
頁
〕。
編
者
注
⑥
「「
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」」
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「「
ま
こ
と
」
の
前
史
（
歌
689-4-1
論
に
お
け
る
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
689-4-2
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」
倫
理
的
側
面
神
道（
古
道
）
⎩⎨⎧
文
芸
的
側
面
↓
そ
の
特
殊
相
と
し
て
の
歌
論
に
お
け
る
「
ま
こ
と
」
歌
道
（
丸
）
哲
学
的
側
面
＝
「
真
実
」
浄
き
よ
き
心
・
清
き
よ
き
心
・
清
き
よ
き
白
あ
か
き
心
・
明
心
・
清
明
心
・
善
心
「
浄
き
直
き
誠
の
心
」（
宣
命
）
○
「
ま
こ
と
」
と
中
国
古
典
語
に
お
け
る
「
誠
」（『
中
庸
』（
太
極
図
説
））
と
の
異
同
の
問
題
昭
五
二
の
調
査
一
〇
〇
字
の
な
か
か
ら
「
あ
な
た
の
好
き
な
文
字
」
↓
一
位
「
愛
」、
二
位
「
誠
」
↓
男
性
は
一
位
「
誠
」（
相
良
享
『
誠
実
と
日
本
人
』〔
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
〇
年
、
登
録
番
号
〕）
0183032
「
ま
こ
と
」
を
中
核
と
し
た
歌
論
は
通
例
「
万
葉
主
義
」
の
名
で
よ
ば
れ
る
が[カ]
、
実
は
素
朴
性
写
実
性
実
方
清
、
『
日
本
歌
学[論]
』〔
昭
森
社
、
一
九
四
四
⎩――⎨――⎧
P.54
年
、
登
録
番
号
〕
0197629
優
美
性
イ
、
素
朴
性
と
「
あ
り
の
ま
ま
」（
自
然
）
の
表
現
技
巧
性
〔
真
淵
〕
ロ
、
現
実
性
と
写
実
性
あ
り
の
ま
ま
「
ま
こ
と
」
虚﹅
構﹅
性﹅
〔
為
兼
・
蘆
庵
・（
明
治
以
後
）
赤
彦
〕
⎩―――――――⎨―――――――⎧
ハ
、
優
美
性
「
う
る
は
し
」「
や
さ
し
」
↓
「
雅
み
や
び
」
野
暮
、
↔
ひ﹅
な﹅
び﹅
、
非
洗
錬[練]
性
、
卑
俗
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ー
〔
景
樹
＝
『
古
今
』
序
に
根
拠
〕
ニ
、
倫
理
性
「
た
だ
し
」「
な﹅
お﹅
し﹅
」「
き
よ
し
」「
よ
し
」
よ﹅
こ﹅
し
ま
（
邪
）、
あ
し
、
き
た
な
き
、
□
〔
宗
武
近
世
堂
上
歌
論
〕
歌
論
と
実
際
の
作
歌
と
の
混
同
に
注
意
cf.
歌
論
が
彼
の
作
品
に
必
ず
し
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
以
て
、
歌
論
そ
の
も
の
の
意
義
を
低
く
見
て
は
な
ら
ぬ
（
宣
長
！
）。
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「
ま
こ
と
」
の
前
史
（
歌
論
に
お
け
る
）
『
古
今
集
』
序
に
お
け
る
「
ま
こ
と
」
こ
ゝ
ろ
お
も
ひ
（
外
物
に
ふ
れ
）
喜
怒
哀
楽
↓
詞
⎩――⎨――⎧
ま
こ
と
さ
ま
（
こ
れ
は
表
現
形
式
の
問
題
）
「
ま
こ
と
」
は
「
こ
ゝ
ろ
」
と
殆
ど
同
義
↓
香
川
景
樹
の
歌
論
は
「
古
今
集
序
」
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
近
い
。
「
六
歌
仙
評
」
↓
「
ま﹅
こ﹅
と﹅
少
な
き
歌
」
＝
実
感
の
乏
し
い
歌
。
遍
昭
を
評
し
て
「
歌
の
さ
ま
﹇
↓
表
現
形
式
﹈
は
得
た
れ
ど
も
ま
こ
と
す
く
な
し
」〔『
日
本
歌
論
』
六
二
頁
〕
「
真
名
序
」
↓
「
実
」
＝
実
情
・
実
感
上
記
の
四
要
素
の
未
分
化
状
態
（
実
方
清
〔『
日
本
歌
論
』〕
）。
P.63
中
世
歌
論
は
幽
玄
・
有
心
・
優
艶
が
中
心
。
壬み
生ぶ
忠
岑みね
「
十
体
説
」、
藤
原
公きん
任とう
「
余
情
説
」
〔
藤
原
〕
俊
成
・
定
家
の
歌
論
書
に
も
「
ま
こ
と
」
と
い
う
こ
と
ば
は
歌
論
の
中
核
概
念
と
し
て
は
殆
ど
登
場
し
な
い
。
中
世
後﹅
期﹅
に
い
た
っ
て
、
藤
原
為
兼
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」（
実
方
、
）
P.69
「
近
世
歌
論
は
『
ま
こ
と
』
の
歌
論
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
る
」（
実
方
清
『
日
本
歌
論
』
）
P.72～
73
堂
上
派
四
家
の
う
ち
三
家
烏
丸
・
中
院
・
三
条
西
﹇
↓
こ
れ
か
ら
分
れ
た
の
が
武
者
小
路
家
﹈・
冷
泉
一
、
烏
丸
家
●
烏
丸
光
雄
（
光
広
の
孫
、
資
慶
の
子
）『
光
雄
卿
口
伝
』
「
歌
は
も
と
心
を
清
浄
に
し
て
無
一
物
に
て
よ
む
べ
し
」（
収
、〔
則
栄
〕
『
詠
歌
金
玉
論
』〔
安
永
八
年
（『
日
本
歌
論
』
七
三
頁
））
◎
烏
丸
光ミツ
栄ヒデ
『
聴
玉
集
』『
内
裏
進
上
之
一
巻
』
「
凡
そ
詠
み
方
の
教
唯
一
つ
な
り
。
一﹅
は﹅
心﹅
の﹅
真﹅
実﹅
な﹅
り﹅
。
思
ふ
所
の
ま﹅
こ﹅
と﹅
を﹅
云
ひ
述
ぶ
る
よ
り
外
の
こ
と
な
し
。
意
を
の
ぶ
る
は
実
意
、
景
を
い
ひ
の
ぶ
る
は
実
景
に
し
て
、
毫
末
も
実
に
背
け
ば
歌
整
は
ず
」
〔『
詠
歌
金
玉
論
』（『
日
本
歌
論
』
七
五
頁
）〕
↓
「
富
士
谷
御
杖
」
へ
「
歌
は
心﹅
に﹅
誠﹅
さ﹅
へ﹅
あ﹅
れ﹅
ば﹅
、
そ
の
心
の
誠
が
外
に
現
れ
て
歌
は
出
で
来
る
な
り
」（
光
栄
〔
カ
〕
、
収
『
詠
歌
金
玉
論
』〔『
日
本
歌
論
』
七
六
頁
〕）
光
栄
に
と
っ
て
「
ま
こ
と
」
は
作
歌
の
必
要
条
件
で
あ
る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
「
花
実
相
応
」
説
花
﹇
＝
詞
﹈
と
実
﹇
＝
情
﹈
は
五
分
五
分
で
な
く
、
花
三
分
、
実
七
分
を
相
応
と
い
う
。
二
、
武
者
小
路
家
と
く
に
実
陰
↓
神
儒
釈
合
一
『
初
学
考
鑑
』、『
詞
林
拾
葉
』（
門
人
、
似
雲
の
聞
書
）
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「
歌
は
実
情
な
く
て
は
、
中
々
詠
み
が
た
し
。
随
分
信
心
に
な
ら
る
べ
し
」
（『
詞
林
拾
葉
』〔『
日
本
歌
論
』
七
八
頁
〕）
三
、
冷
泉
家
◎
と
く
に
ま
こ
と
の
説
は
冷
泉
為タメ
村ムラ
◎
『
樵
夫
問
答
一
巻
[
マ
マ
]
』
『
義
正
聞
書
一
巻
[
マ
マ
]
』
門
人
、
宮
部
義
正
聞
書
「
五﹅
の﹅
常﹅
を
離
れ
ず
時
の
間
も
神
代
の
道
を
忘
れ
ず
」（『
樵
夫
問
答
』〔『
日
本
歌
論
』
七
九
頁
〕）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
「
己
が
心
よ
り
観
念
し
出
だ
し
て
実﹅
意﹅
実﹅
景﹅
よ
り
風
情
を
得
て
言
葉
つ
づ
き
優
美
に
心
新
ら
し
く
た
け
も
あ
る
歌
の
直
に
聞
ゆ
る
を
正
風
と
申
す
に
て
候
」（『
義
正
聞
書
』〔『
日
本
歌
論
』
七
九
頁
〕）
「
心
の
も
と
は
誠
に
し
て
誠
の
本
は
心
な
り
。
万
の
道
誠
に
も
れ
た
る
は
な
し
。
中
に
も
此
道
は
神
代
の
す
ぐ
な
る
を
つ
ぎ
て
誠
あ
る
代
々
の
教
か
し
こ
し
。
今
い
ふ
は
愚
か
な
り
。
恋﹅
の﹅
道﹅
も﹅
ま﹅
た﹅
此﹅
道﹅
の﹅
外﹅
な﹅
ら﹅
ず﹅
」
（『
樵
夫
問
答
』〔『
日
本
歌
論
』
八
〇
頁
〕）﹇
恋
！
﹈
編
者
注
⑦「
歌
学
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、レ
ポ
ー
689-7
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
真
淵
の
万
葉
主
義
↓
村
田
春
海
加
藤
枝
直
﹇
↓
天
明
五
没
（
九
四
才
）﹈
の
古
今
主
義
と
も
に
「
ま
こ
と
」
を
中
核
と
し
つ
つ
、
前
者
の
素
朴
性
・
強
烈
性
に
た
い
し
、
後
者
の
優
雅
性
。
や
が
て
こ
の
後
者
は
〔
加
藤
〕
千
蔭
・
春
海
の
「
み
や
び
」
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
村
田
春
海
〔
延
享
三
一
七
四
六
―
文
化
八
一
八
一
一
年
没
（
六
六
）〕『
歌
が
た
り
』
一
巻
、
文
化
五
年
刊
心
の
「
ま
こ
と
」
が
「
み
や
び
」
の
情
﹇
雅
情
﹈
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、
調
し
ら
べ
が
感
得
さ
れ
る
の
が
歌
の
心
で
あ
る
。
ま
こ
と
の
洗
錬[練]
化
！
『
贈
稲
掛
太
平
書
』
寛
政
十
一
年
三
月
成
『
再
贈
稲
掛
太
平
書
』
寛
政
十
一
年
十
月
成
に
よ
れ
ば
、
真
淵
学
の
根
本
は
歌
学
で
、
真
淵
の
明
ら
か
に
し
た
歌
の
精
神
は
「
ま
ご
こ
ろ
」
で
あ
る
春
海
の
、
宣
長
の
古
体
、
今
体
の
使
い
分
け
説
の
批
判
こ
れ
は
心
を
二
つ
に
す
る
も
の
で
、
真
情
に
た
が
う
。
「
我
が
む
ね
と
た
て
た
る
方
は
な
く
て
、
一
歌
は
古
体
に
、
一
歌
は
今
体
に
詠
ま
む
事
は
、
た
は
れ
た
る
業
な
ら
ず
や
」（
佐
々
木
信
綱
『
日
本
歌
学
史
』〔
改
訂
版
、
博
文
館
、
一
九
四
二
年
、
登
録
番
号
〕
）
0182870
P.301
小
沢
蘆
庵
（
享
保
八
一
七
二
三
―
享
和
元
一
八
〇
一
）
「
真
情
説
」「
同﹅
情﹅
新﹅
情﹅
説
」「
た﹅
ゞ﹅
ご﹅
と﹅
論
」
（
古
今
主
義
で
あ
る
が
、
そ
の
「
ま
こ
と
」
説
は
、
枝
直
や
春
海
よ
り
真
淵
に
近
い
）。「
ち
り
ひ
ぢ
」
に
お
け
る
真
情
説
。
蘆
庵
門
（
の
ち
秋
成
門
）
の
桑クワ
門カド
昇
道
『
雅
俗
両
弁
』
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「
そ
れ
た
ゞ
こ
と
歌
と
い
ふ
は
歌
の
大
本
、
言
語
の
は
じ
め
な
り
。（
中
略
）
歌
よ
ま
む
と
思
は
ゞ
、
ま
づ
此
の
た
ゞ
こ
と
よ
り
入
り
て
、
中
に
動
く
情
を
、
さ
な
が
ら
言
葉
に
あ
ら
は
す
が
歌
な
る
こ
と
を
、
学
び
明
ら
む
べ
き
な
り
。
そ﹅
の﹅
情﹅
と﹅
は﹅
雅﹅
情﹅
な﹅
り﹅
」〔『
日
本
歌
学
史
』
三
一
九
頁
〕
「
清
輔
朝
臣
の
奥
義
抄
に
、
た
ゞ
こ
と
歌
を
釈
し
て
、
雅
は
ま
さ
し
き
な
り
、
た
ゞ
し
き
な
り
。
ま
さ
し
く
た
だ
し
け
れ
ば
、
あ
り
の
ま
ゝ
な
る
な
り
、
と
い
へ
り
。
然
れ
ば
た
ゞ
こ
と
の
た
ゞ
は
雅
正
の
義
な
り
。
直
の
字
を
た
ゞ
と
よ
む
も
、
正
直
の
義
を
も
と
と
す
。〔
唯
、
但
の
字
の
こ
ゝ
ろ
、
ま
た
無
価
の
義
、
ま
た
一
転
し
て
は
庸
俗
の
義
に
も
い
へ
ど
、〕
た
ゞ
こ
と
の
た
ゞ
、
は
正
直
の
本
義
に
つ
き
て
い
ふ
を
も
と
と
す
と
知
る
べ
し
。
詩
三
百
篇
も
、
思
無
レ
邪
の
三
字
に
出
で
ず
。
そ
の
無
レ
邪
は
雅
正
な
り
。
雅
正
は
言
葉
に
つ
き
て
い
ひ
、
無
レ
邪
は
心
に
つ
き
て
い
ふ
。
中
に
動
く
情
、
無
邪
な
れ
ば
、
外
に
発
す
る
言
語
、
必
ず
雅
正
な
り
」（
佐
々
木
信
綱
『
日
本
歌
学
史
』
）
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自
然
的
心
情
＝
直
情
に
や
や
強
引
に
、
規
範
的
契
機
に
結
び
つ
け
て
い
る
！
編
者
注
⑧
「「
宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）
689-6-1
宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
事
し
あ
れ
ば
う
れ
し
か
な
し
と
時
々
に
う
ご
く
こ
ゝ
ろ
ぞ
人
の
ま
ご
ゝ
ろ
（『
玉
鉾
百
首
』〔『
直
毘
霊
・
玉
鉾
百
首
・
同
解
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
、
登
録
番
号
、
九
九
頁
〕）
0197511
う
ご
く
こ
そ
人
の
真
心
マ
ゴ
ヽ
ロ
う
ご
か
ず
と
い
ひ
て
ほ
こ
ら
ふ
人
は
い
は
木
か
（
同
右
〔
一
〇
〇
頁
〕）
寂
然
不
動
＝
誠
「
人
の
心
の
、
い
づ
れ
の
国
も
こ﹅
と﹅
な﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
な﹅
き﹅
は
、
本
の
ま
ご
ゝ
ろ
こ
そ
あ
れ
、
か
ら
ぶ
み
に
い
へ
る
お
も
む
き
は
、
皆
か
の
国
人びと
の
こ
ち
た
き
さ
か
し
ら
心
も
て
、
い
つ
は
り
か
ざ
り
た
る
事
の
み
多
け
れ
ば
、
真
心
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
又
当
然
之
理
と
お
も
ひ
と
り
た
る
す
ぢ
も
、
漢
意
の
当
然
之
理
こ
そ
あ
れ
、
実
ま
こ
と
の
当
然
之
理
に
は
あ
ら
ざ
る
こ
と
多
し
」（『
玉
か
つ
ま
』〔
一
の
巻
（『
玉
勝
間
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
、
登
録
番
号
、
0197538
三
四
頁
）﹇
共
通
性
﹈
「
真
心
〔
」〕
は
智
愚
巧
拙
、
さ
ま
ざ
ま
で
「
天
下
の
人
こ
と
〴
〵
く
同
じ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
神
代
の
神
た
ち
も
、
善﹅
事﹅
に﹅
ま﹅
れ﹅
、
悪﹅
事﹅
に﹅
ま﹅
れ﹅
、
お﹅
の﹅
〳﹅
〵﹅
そ﹅
の﹅
真
心
に
よ
り
て
行
ひ
給
へ
る
な
り
」（『
葛
花
』〔
上
つ
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』第
十
三
冊
、岩
波
書
店
、一
九
四
四
年
、登
録
番
号
、
0193642
二
〇
二
頁
）〕）﹇
個
性
差
﹈
単
純
に
反
主
知
主
義
で
な
い
。
智
巧
の
人
は
智
巧
に
ふ
る
ま
う
cf.
の
が
真
心
！
「
智
巧
の
事
な
ど
は
、
真
心
の
行
ひ
に
あ
ら
ず
、
と
心
得
た
る
は
誤
れ
り
」
（『
葛
花
』〔
同
前
〕）
― 191 ―
単
純
な
尚
古
主
義
で
な
い
。
漢
意
・
仏
意
に
汚
染
し
た
の
ち
の
時
代
に
は
、
そ
れ
な
り
に
そ
の
ま
ま
の
「
こ
こ
ろ
」
を
表
現
す
る
の
が
真
心
で
あ
っ
て
、
し
い
て
古
風
の
素
朴
の
ふ
り
を
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
こ
ち
た
き
か
ら
ご
こ
ろ
な
の
だ
！
編
者
注
⑨
「「
宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
宣
689-6-2
長
に
お
け
る
古
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
689-6-3
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
689-6-4
宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機
一
般
命
題
と
し
て
の
尚
古
「
古
ハ
詞
モ
情
モ
ス﹅
ナ﹅
ホ﹅
ニ
ヤ﹅
サ﹅
シ﹅
ク﹅
雅○
ナ
リ
、
後
世
ニ
イ
タ
ル
ホ
ド
、
詞
モ
情
モ
キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
モ
テ
ユ
ク
也
」（『
排
蘆
小
船
』〔『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
登
録
番
号
、
四
〇
頁
〕）
0182346
「
ト
カ
ク
歌
ノ
本
分
ヲ
論
ス
ル
時
ハ
、
思﹅
ヒ﹅
ノ﹅
マ﹅
ヽ﹅
ニ﹅
ヨ﹅
ム﹅
ガ﹅
本﹅
意﹅
」（
同
上
〔
八
頁
〕）
「
ス
ベ
テ
此
道
ハ
風
雅
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、物
ノ
ア
ハ
レ
ヲ
感
ス
ル
処
ガ
第
一
」
〔
五
八
頁
〕
「
シ
カ
ル
ニ
世
ノ
ウ
ツ
リ
カ
ハ
ル
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
、
ツ
ネ
ノ
言
語
ハ
ナ
ハ
ダ
カ
ハ
リ
、
キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
ユ
キ
、
人
情
モ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
軽
薄
ニ
ナ
リ
タ
ル
」
〔
三
二
頁
〕
す
る
と
現
在
で
は
人
情
の
ま
ま
を
表
現
す
る
の
は
必
ず
し
も
作
歌
の
道
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
今
ノ
世
ノ
歌
、
十
ニ
七
八
ハ
ミ
ナ
実
情
ニ
ア
ラ
ス
、
偽﹅
リ﹅
」〔
三
二
頁
〕
だ
が
「
和
歌
ノ
イ
ツ
ハ
リ
ハ
古ヘ
ノ
マ
コ
ト
ヲ
マ
ナ
ブ
偽リ
ナ
レ
ハ
、
イ
ヒ
マ
ハ
セ
ハ
、
マ﹅
コ﹅
ト﹅
ニ﹅
帰キ
ス﹅
ル﹅
」〔
五
五
頁
〕
↓
擬﹅
古﹅
が
「
人
情
ノ
マ
コ
ト
」
の
表
現
に
な
る
。
第
一
↓
◎
人
情
の
マ
コ
ト
の
二
面
性
イ
、
実
情
＝
そ
の
時
代
時
代
の
現
実
の
人
情
⎩⎨⎧
ロ
、
非
歴
史
的
な
本
来
の
人
情
（
規
範
的
契
機
が
介
入
す
る
が
、
そ
れ
は
「
底
流
」「
下
層
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
）
「
今﹅
ト﹅
テ﹅
モ﹅
人
ノ
実
情
ヲ
サ﹅
グ﹅
リ﹅
ミ﹅
レ﹅
ハ﹅
、
上﹅
代﹅
ニ﹅
カ﹅
ハ﹅
ラ﹅
ス﹅
、
ハ
カ
ナ
ク
、
オ
ロ
カ
ナ
ル
モ
ノ
也
、
サ
カ
シ
ク
男
ヲ
ト
コ
ラ
シ
キ
ハ
実
情
ニ
ア
ラ
ズ
」〔
五
四
頁
〕
第
二◎
古
へ
と
は
具
体
的
に
何
か
。
歌
道
に
お
い
て
は
、「
上
代
ト
テ
万
葉
ノ
比
ヨ
リ
以
上
ハ
、
ア﹅
マ﹅
リ﹅
ニ﹅
古﹅
雅﹅
ナ﹅
ル﹅
ホ﹅
ト﹅
ニ
、
後
世
ノ
人
ノ
耳
ニ
可カ
ナ
ラ
ズ
、
反
テ
鄙
俗
ニ
オ
」
ち
る
（『
石
上
私
淑
言
[
マ
マ
]
』〔『
排
蘆
小
船
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
― 192 ―
第
二
巻
、
四
〇
頁
）〕）。﹇
次
頁
左
﹈
cf.
古
今
―
―
新
古
今
（
中
古
主
義
）
↑
↓
古
道
（
記
紀
神
話
）
に
お
け
る
上
古
主
義
↓
の
ち
、
伴
林
光
平
に
お
い
て
は
古
道
＝
歌
道
宣
長
に
お
け
る
古
道
「
そ
も
〳
〵
道
は
、
も
と
学
問
を
し
て
知
る
こ
と
に
は
あ
ら
ず
、
生
れ
な
が
ら
の
真
心
マ
ゴ
ヽ
ロ
な
る
ぞ
、
道
に
は
有
り
け
る
」（『
玉
か
つ
ま
』〔
一
の
巻
（『
玉
勝
間
』
上
、
三
二
頁
）〕）
風
雅
、
ミ
ヤ
ビ
﹇
↓
宮
び
（
！
）
＝
宮
廷
的
世
界
﹈
と
い
う
価
値
規
準
で
詩
コ
ト
バ
を
え
ら
ぶ
と
い
う
要
素
が
が
[マ
マ
]
加
わ
る
歌
道
と
の
ち
が
い
。
利
欲
は
人
情
の
大
な
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
「
大
不
風
雅
」
だ
か
ら
、
利
欲
を
歌
に
す
る
も
の
は
な
い
。
↑
↓
「
人
欲
も
即チ
天
理
な
ら
ず
や
」
〔『
直
毘
霊
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
六
〇
頁
）〕
宣
長
は
極
力
こ
の
古
道
と
歌
道
の
分
裂
を
防
ご
う
と
し
た
。
「
す
べ
て
神
の
道
は
、
儒
仏
な
ど
の
道
の
、
善
悪
是
非
を
こ
ち
た
く
さ
だ
せ
る
や
う
な
る
理
屈
は
露
ば
か
り
も
な
く
、
た
ゞ
ゆ
た
か
に
お
ほ
ら
か
に
雅
ミ
ヤ
ビ
た
る
物
に
て
、
歌
の
お
も
む
き
ぞ
、
よ
く
こ
れ
に
か
な
へ
り
け
る
」（『
う
ひ
山
ぶ
み
』〔『
う
ひ
山
ふ
み
鈴
屋
答
問
録
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
、
登
録
、
四
五
頁
〕）﹇
㋑
﹈
0197503
し
か
し
こ
の
「
雅
び
」
は
、「
こ
ち
た
き
理
屈
」
に
た
い
す
る
対
立
要
素
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
「
ア
ン
チ
漢
心
主
義
」
を
共
通
の
前
提
と
し
て
の
み
古
道
と
歌
道
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
∴
「
い
に
し
へ
を
ま
ね
ぶ
と
い
ふ
中
に
も
、
万
葉
集
よ
り
あ
な
た
の
は
、
世
あ
が
り
、
事
と
ほ
く
し
て
、
そ
の
さ
ま
い
た
く
ふ
り
に
た
れ
ば
、
さ
し
お
き
て
、
お
ほ
か
た
古
今
集
よ
り
こ
な
た
を
ま
ね
ぶ
」（『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』〔『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号
、
0182348
二
四
〇
頁
〕）﹇
前
頁
﹈
詠
み
分
け
説
﹇
◯ロ
﹈
「
古
と
後
と
の
差
別
を
だ
に
よ
く
わ
き
ま
ふ
る
と
き
は
、
後
世
風
（
中
古
風
）
を
よ
む
も
、害
あ
る
こ
と
な
し
。
に
く
む
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
」（
同
右
〔
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
〕
〔『
う
ひ
山
ふ
み
鈴
屋
答
問
録
』
五
九
頁
〕）
「
古
道
」
の
階
梯
と
し
て
の
古
風
の
歌
づ
く
り
」
[マ
マ
]
と
後
世
風
（
実
際
の
作
歌
は
大
部
分
こ
れ
﹇
一
／
二
九
が
古
風
﹈）
宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）
「
う
ま
き
物
く
は
ま
ほ
し
く
、
よ
き
ゝ
ぬ
き
ま
ほ
し
く
、
よ
き
家
に
す
ま
ゝ
ほ
し
く
、
た
か
ら
え
ま
ほ
し
く
、
人
に
た
ふ
と
ま
れ
ま
ほ
し
く
、
い
の
ち
な
が
ゝ
ら
ま
ほ
し
く
す
る
は
、
み
な
人
の
真
心
マ
ゴ
ヽ
ロ
也
。
然
る
に
こ
れ
ら
を
皆
よ
か
ら
ぬ
事
に
し
、
ね
が
は
ざ
る
を
い
み
し
き
こ
と
に
し
て
、
す
べ
て
ほ
し
か
ら
ず
、
ね
が
は
ぬ
か
ほ
す
る
も
の
ゝ
、
よ
に
お
ほ
か
る
は
、
例
の
う
る
さ
き
い
つ
は
り
な
り
」（『
玉
か
つ
ま
』〔『
玉
勝
間
』
上
、
一
七
六
頁
〕）
cf.「
足たる
こ
と
を
し
る
と
い
ふ
事
」
は
「
ま
こ
と
に
い
と
よ
き
こ
と
」
で
あ
る
〔『
玉
勝
間
』
十
一
の
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
、
登
― 193 ―
録
番
号
、
八
五
頁
）〕。
0193640
と
い
う
常
識
的
倫
理
が
宣
長
に
は
あ
る
。
た
だ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
然シカ
は
あ
れ
ど
も
、
高
き
み
じ
か
き
、
ほ
ど
〳
〵
に
の
ぞ
み
ね
が
ふ
こ
と
の
つ
き
せ
ぬ
ぞ
、
世
の
人
の
真
情
マ
ゴ
コ
ロ
」な
の
だ〔
八
五
頁
〕。
身
分
に
応
じ
て「
の
ぞ
み
ね
が
ふ
」レ
ヴ
ェ
ル
の
差
は
あ
る
が
、
の
ぞ
み
ね
が
ふ
（
欲
求
）
の
無﹅
限﹅
性﹅
、
し
た
が
っ
て
「
足
る
」
こ
と
を
ふ
み
こ
す
可﹅
能﹅
性﹅
が
真
心
の
本
質
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。
（
渡
辺
浩
と
ち
が
う
、〔
渡
辺
浩
「「
道
」
と
「
雅
び
」
―
―
宣
長
学
と
「
歌
学
」
派
国
学
の
政
治
思
想
史
的
研
究
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
七
巻
第
九
・
一
〇
号
―
第
八
八
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
七
四
―
七
五
年
）〕（
一
）
の
）
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が
つ
が
つ
し
た
欲
望
追
求
を
正
当
化
し
て
い
る
の
で
な
い
。
？
「
み
や
び
」
に
よ
る
洗
錬[練]
と
、
一
種
の
「
性
善
説
」
と
世
間
的
常
識
に
よ
る
抑
制
が
あ
る
だ
け
で
、
倫
理
的
規
範
性
、
イ
デ
ア
性
は
き
わ
め
て
稀
薄
。
「
徳
」
は
本
来
あ
る
も
の
だ
。
徳
目
の
教
え
＝
イ
ン
ド
ク
ト
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
不
要
有
害
だ
。
宣
長
に
お
け
る
「
マ
コ
ト
」
の
先
述
し
た
二
面
性
と
「
自
然
」
の
二
面
性
が
対
応
し
て
い
る
。
「
漢
心
の
さ
か
し
ら
」
を
日
本
の
上
代
の
「
お
の
ず
か
ら
」
治
ま
る
世
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、「
さ
か
し
ら
な
る
世
は
そ
の
さ
か
し
ら
の
ま
ゝ
に
て
あ
ら
ん
こ
そ
真
の
自
然
」（『
葛
花
』〔『
く
ず
花
』
下
つ
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
冊
二
二
六
頁
）〕）。
編
者
注
⑩
「
香
川
景
樹
／
木
下
幸
文
／
業
合
大
枝
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「
本
居
大
平
689-8
／
伴
信
友
／
中
島
広
足
／
大
隈
言
道
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
四
枚
）
689-9
香
川
景
樹
（
一
七
六
八
明
和
五
―
一
八
四
三
天
保
十
四
）
の
「
真
心
」
＝
誠
↓
倫
理
的
側
面
の
弱
化
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
進
行
「
さ
て
、
真
心
と
云
ふ
は
、
た
と
へ
ば
心
慎
め
る
と
き
は
つ
ゝ
し
め
る
調
し
ら
べ
に
よ
ま
る
ゝ
が
真
心
、
戯
れ
た
る
と
き
は
た
は
む
れ
た
る
が
真
心
、
隠
せ
る
と
き
は
隠
す
が
真
心
、
あ
ら
は
な
る
と
き
は
顕
れ
た
る
が
真
心
に
て
、
千﹅
条﹅
万﹅
条﹅
さ﹅
ら﹅
に﹅
一﹅
定﹅
す﹅
る﹅
も﹅
の﹅
に﹅
非﹅
ず﹅
」（『
随
処
師
説
』〔『
日
本
歌
論
』
九
一
頁
〕）
「
誠
は
真
心
な
り
。
こ
の
真
心
の
真
心
な
る
を
知
れ
ば
ひ
と
り
お
も
む
く
こ
と
な
り
」〔
九
三
頁
〕
＝
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
ま
こ
と
と
自
然
と
の
同
視
「
し
ら
べ
を
会
得
す
る
は
自
然
の
上
を
得
る
な
り
。
自﹅
然﹅
即﹅
ち﹅
誠﹅
実﹅
の﹅
み﹅
」
（『
桂
園
遺
文
』〔『
日
本
歌
論
』
九
二
頁
〕）
「
歌
は
実
情
を
の
ぶ
る
の
み
」（『
桂
園
遺
文
』〔
同
前
〕）
内
面
の
自
然
＝
事
実
し
か
し
景
樹
の
「
ま
こ
と
」
は
古
今
主
義
で
あ
る
か
ら
、
素
朴
性
や
自
然
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
優
美
・
優
雅
な
る
も
の
を
ふ
く
む
。
自
然
主
義
・
実
情
主
義
と
、
優
雅
と
い
う
美
的
基
準
と
の
関
係
は
？
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彼
の
歌
論
の
著
書
『
歌
学
提
要
』（
天
保
十
四
年
成
）、『
新
学
異
見
』（
文
化
八
年
成
）、『
随
処
師
説
』、『
桂
園
遺
文
』（
万
延
元
年
刊
）、『
古
今
集
正
義
総
論
』（
天
保
三
年
成
）
景
樹
の
真
淵
批
判
万
葉
に
わ
が
歌
を
似
せ
た
い
、
と
い
う
真
淵
（
新
学
）
に
た
い
し
て
「
こ
は
ゆ
ゝ
し
き
妄
論
な
り
。
歌
は
情
の
ゆ
く
ま
に
〳
〵
、
ひ
と
り
調
べ
な
り
て
、
思
慮
を
加
ふ
べ
き
も
の
な
ら
ね
ば
、
古
へ
に
擬
似
む
と
す
る
の
遑
あ
ら
む
や
。
若
し
こ
れ
を
似
せ
た
ら
む
は
、
や
が
て
飾
れ
る
偽
の
み
。（
中
略
）
若
し
か
の
〔
…
…
〕
た
を
や
め
風
の
国
な
ら
む
に
は
、
其
の
歌
も
た
を
や
め
風
な
ら
む
こ
そ
は
、や
が
て
天
地
の
真
実
の
姿
な
る
べ
け
れ
。
さ
ら
む
を
も
、
丈
夫
の
風
に
な
ら
へ
と
い
ひ
、
又
万
葉
に
似
ば
や
と
思
へ
な
ど
云
へ
る
は
、
偽
を
教
へ
て
、
誠◎
を
乱
す
も
の
な
り
」（『
新
学
異
見
』〔『
日
本
歌
学
史
』
三
二
四
―
三
二
五
頁
〕）
同
じ
論
法
で
、
宣
長
の
古
の
雅
言
も
否
定
。
誠
＝
真
心
＝
誠
実
（
汎
「
ま
こ
と
」
主
義
）
誠
実
よ
り
な
れ
る
歌
は
、
頓
て
天
地
の
調
べ
に
し
て
、（
中
略
）
そ
は
物
に
ふ
れ
、
事
に
つ
き
て
感
動
す
る
声
に
し
て
、
感
と
調
と
の
間
に
髪
を
容
る
ゝ
の
隙
な
く
、
一
偏
の
真
心
よ
り
出
づ
れ
ば
な
り
（
中
略
）
天
地
の
内
に
、
こ
の
誠
よ
り
真
精
ま
ぐ
は
し
き
も
の
な
く
、
こ
の
誠
よ
り
純
美
う
る
は
し
き
も
の
な
け
れ
ば
な
り
（『
歌
学
提
要
』〔『
日
本
歌
学
史
』
三
三
〇
―
三
三
一
頁
〕）
「
歌
は
い
つ
の
世
の
歌
を
み
な
ら
ひ
、
又
誰
が
歌
を
ま
ね
ぶ
と
云
事
ハ
更
に
有
ま
じ
き
事
也
。
己
が
調
、〔
…
…
〕
定
ま
る
べ
き
に
あ
ら
す
。（
中
略
）
書
を
捨
て
実﹅
物﹅
実﹅
景﹅
に
向
ひ
て
、
わ﹅
が﹅
調
に
て
、
今﹅
の﹅
詞
に
て
誠
を
の
べ
試
み
給
ふ
べ
し
」（『
随
処
師
説
』〔『
続
日
本
歌
学
全
書
第
五
編
香
川
景
樹
翁
全
集
下
巻
』
博
文
館
、
一
八
九
八
年
、
六
一
頁
〕）
木
下
幸たか
文ぶみ
（
安
永
八
一
七
七
九
―
文
政
四
一
八
二
一
）〔
景
樹
（
桂
園
）
門
下
〕
文
政
八[四]
年
没
『
亮
々
草
子
』
に
お
い
て
宣
長
の
古
今
雅
俗
の
別
の
批
判
。
真
情
説
に
基
く
。
「
歌
に
は
た
ゞ
古
へ
人
の
ご
と
、深
く
思
ふ
さ
ま
に
詠
め
と
言
は
れ
た
る
は
、
例
の
偽
を
教
へ
た
る
な
り
。
さ
る
は
、
情
あ
さ
き
が
情
ふ
か
き
に
劣
れ
る
こ
と
は
論
な
け
れ
ど
、
そ
れ
今
日
の
人
情
の
限
な
ら
ば
、
い
か
ゞ
は
せ
む
。
よ
し
浅
き
心
も
て
し
ひ
て
深
げ
に
思
は
ぬ
事
を
た
く
み
な
し
た
り
と
も
、
お
の
づ
か
ら
偽
は
ほ
こ
ろ
び
て
、
浅
き
心
の
ま
ゝ
な
ら
む
よ
り
は
、
中
々
あ
は
れ
浅
か
る
べ
し
」（『
亮
々
草
子
』
第
三
巻
「
櫛
の
あ
か
」〔『
日
本
歌
学
史
』
三
四
四
頁
〕
「
凡
て
歌
は
、
神
に
も
人
に
も
き
か
し
め
て
、
あ
は
れ
を
見
す
る
わ
ざ
に
し
あ
れ
ば
、
よ
く
詠
ま
む
と
構
ふ
る
も
、
も
と
よ
り
の
真
心
に
し
て
、
後
の
偽
に
は
あ
ら
ざ
る
を
」（
宣
長
〔
同
前
〕）
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業
合
な
り
あ
い
大おお
枝え
（
寛
政
三
一
七
九
一
―
嘉
永
四
一
八
五
一
）（
篤
胤
門
）
古
道
主
義
に
立
つ
。
『
新
学
異
見
弁
』（
文
政
二
年
稿
、
十
二
年
刊
）
で
景
樹
を
駁
す
。
古
歌
を
学
ぶ
必
要
、
古
語
を
用
ひ
る
必
要
を
説
い
て
、
自
然
説
を
駁
す
「
よ
き
人
の
教
に
よ
り
て
よ
く
成
り
た
る
人
も
、
や
が
て
飾
れ
る
偽
と
い
ふ
べ
き
か
。
此
の
説
の
如
き
は
、〝
人
も
あ
し
き
人
は
あ
し
き
に
て
あ
る
が
や
が
て
よ
き
人
な
り
、
歌
も
生
れ
得
て
あ
し
き
歌
よ
む
も
の
は
、
悪
し
き
に
て
お
く
が
、
ま
こ
と
は
よ
き
歌
な
り
〞、
と
い
は
む
が
如
し
」〔『
日
本
歌
学
史
』
三
四
九
頁
〕
本
居
大
平
（
宝
暦
六
一
七
五
六
―
天
保
四
一
八
三
三
）
（
上
古
主
義
）
「
ま
こ
と
」
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
の
分
裂
「
う
は
べ
を
つ
く
ろ
ひ
か
ざ
ら
ざ
る
を
（
真
心
と
）
い
ふ
な
り
。
盗﹅
の﹅
心﹅
お﹅
こ﹅
り﹅
て﹅
物﹅
を﹅
ぬ﹅
す﹅
む﹅
は﹅
、
真﹅
心﹅
の﹅
行﹅
ひ﹅
な﹅
り﹅
。
盗
の
心
お
こ
り
て
も
、
お
こ
ら
ぬ
か
ほ
す
る
は
、
う
は
べ
の
つ
く
ろ
ひ
な
り
」
本
居
大おお
平ひら
「
藤ノ
垣カキ
内ツ
答
問
ト
ウ
モ
ン
録
」（
上
巻
は
、
伴
信
友
の
問
に
答
え
、
下
半
は
[巻
カ
]
、
村
田
春
海
の
問
に
答
う
）
ま
ご
こ
ろ
＝
心
情
の
自
然
の
動
き
で
、
規
範
性
が
な
い
。
盗
心
が
起
っ
て
盗
を
す﹅
る﹅
の
も
真
心
だ
し
、「
盗
の
心
お
こ
り
て
も
刑
せ
ら
れ
ん
事
を
恐
れ
て
つ
つ
し
む
も
又
真
心
な
り
｣
内
面
の
盗
心
を
お
さ
え
て
盗
み
を
し﹅
な﹅
い﹅
の
も
真
心
だ
。
た
だ
内
心
に
盗
心
が
お
こ
っ
た
の
に
お
こ
ら
ぬ
よ
う
に
う
わ
べ
を
つ
く
ら
う
の
が
真
心
を
失
っ
た
も
の
だ
。
「
学
問
せ
ぬ
者
も
す
べ
て
中
人
な
ど
よ
り
上
は
真
心
を
う
し
な
へ
る
ぞ
お
ほ
き
を
、
む
げ
に
い
や
し
き
わ
た
り
の
人
は
、
大
か
た
真
心
な
る
ぞ
お
ほ
か
り
け
る
」
「
或
は
、
ぬ
す
人
の
と
ら
は
れ
て
も
、
わ﹅
れ﹅
は﹅
も﹅
の﹅
盗﹅
ま﹅
ず﹅
と﹅
陳﹅
ず﹅
る﹅
も﹅
、
又
真
心
な
り
」
ま
ご
こ
ろ
に
お
け
る
規
範
性
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
！
宣
長
の
反
規
範
主
義
の
ゆ
き
つ
く
は
て
！
伴
信
友
本
居
大
平
に
、
真
心
に
つ
い
て
質
疑
し
て
い
る
（
前
掲
）。『
葛
花
』
に
お
け
る
真
心
論
だ
と
、
盗
心
が
お
こ
っ
て
も
、
く
さ
ぐ
さ
の
悪
事
を
し
て
も
、
真
心
の
ま
ゝ
に
行
っ
て
よ
い
の
か
」
と
[マ
マ
]
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
す
る
大
平
の
答
が
前
掲
。信
友
独
特
の
真
心
論
↓
直
毘
神
と
禍
津
日
神
の
は
た
ら
き
活
用
の
関
係
づ
け
に
よ
っ
て
、
自
然
主
義
と
規
範
主
義
を
調
和
し
よ
う
と
す
る
。
悪
事
を
行
う
の
は
、
禍
津
日
神
の
御
霊
が
作
用
し
、
そ
の
真
心
に
基
く
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
直
毘
神
の
御
霊
に
添
え
ば
、
悪
事
を
悪
事
と
し
て
認
識
で
き
る
。
こ
れ
は
直
毘
神
の
真
心
の
第﹅
一﹅
段﹅
で
あ
る
。
そ
こ
で
進
ん
で
、直
毘
神
に
祈
っ
て
、
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み
そ
ぎ
な
ど
を
す
れ
ば
、
明
き
浄
き
直
き
真
心
に
立
還
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
毘
神
の
真
心
と
禍
津
日
神
の
真
心
と
「
真
心
」
に
二
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
心
に
つ
い
て
の
善
心
と
悪
心
と
の
二
元
論
で
は
な
く
、
神
の
作
用
の
区
別
で
あ
る
。
直
毘
神
に
祈
る
の
が
顕
事
で
あ
り
、
幽
事
を
お
そ
れ
か
し
こ
ん
で
、
禍
津
日
神
を
和
め
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
。
こ
れ
が
学
問
を
励
む
意
で
あ
る
。
『
出
雲
風
土
記
問
答
』
「
畢
竟
、
儒
意
ニ
率
合
セ
ル
ヤ
ウ
ニ
見
エ
侍
ラ
ン
カ
ト
、
イ
ト
ユ
ヽ
シ
ク
侍
ル
」〔
石
田
熊
三
郎
『
伴
信
友
』
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年
、
登
録
番
号
、
一
三
七
頁
〕
と
自
己
批
判
し
て
い
る
。
0182817
中
島
広
足
（
武
士
）
天
の
下
に
あ
り
と
あ
る
も
の
ゝ
中
に
、
吾
君
、
吾
国
よ
り
た
ふ
と
き
物
、
何
か
は
あ
ら
む
。
其
の
、
上
も
な
き
吾
君
、
吾
国
に
忠
を
尽
さ
む
に
は
、
も
と
よ
り
深
く
尊
ま
む
こ
そ
、
誠
の
こ
と
わ
り
な
る
べ
け
れ
。（
中
略
）「
君
臣
有
義
」
な
ど
い
へ
る
を
真
の
道
の
如
く
思
ふ
め
れ
ど
、
君
臣
の
間
は
義﹅
な﹅
と﹅
い﹅
ふ﹅
べ﹅
き﹅
物﹅
に﹅
あ﹅
ら﹅
ず﹅
。
た
ゞ
よ
し
も
あ
し
も
ひ﹅
た﹅
ぶ﹅
る﹅
に﹅
真﹅
心﹅
よ﹅
り﹅
従
ひ
ま
つ
る
べ
き
も
の
に
て
、
義
を
考
へ
て
忠
を
尽
す
な
ど
は
、
猶
い
と
浅
き
情
な
り
け
り
『
山
跡
古
々
呂
』
文
政
二
年
二
月
成
〔
彌
富
破
摩
雄
『
中
島
広
足
』
厚
生
閣
、
一
九
四
四
年
、
登
録
番
号
、
二
六
一
頁
〕、
二
八
才
0182834
長
瀬
真
幸
﹇
＝
(宣
長
の
高
弟
）﹈
の
教
を
う
く
。
大
隈
言
道
（
寛
政
一
〇
一
七
九
八
―
慶
応
四
一
八
六
八
）
（
漢
学
の
師
は
広
瀬
淡
窓
）
「
歌
は
人
情
を
い
ひ
て
別
に
物
な
し
…
…
故
に
漢
意
な
り
と
て
己﹅
れ﹅
が﹅
真﹅
心﹅
な﹅
ら﹅
ば﹅
い
か
ゞ
は
せ
む
。
仏
意
な
り
と
て
己
が
心
な
ら
ば
避
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
吾
国
昔
よ
り
儒
仏
を
用
ゐ
た
ま
ひ
、
今
、
世
人
そ
れ
に
そ
み
て
生
れ
た
る
民
な
れ
ば
、
そ
れ
を
除
く
と
い
ふ
事
か
た
し
。
亦
除
か
る
べ
き
事
に
も
あ
ら
ず
」（『
ひ
と
り
ご
ち
』『
日
本
歌
学
大
系
』
第
八
巻
〔
風
間
書
房
、
一
九
五
八
年
、
四
七
九
頁
〕）
↓
新
体
・
古
体
の
使
い
分
け
批
判
。
「
強
ひ
て
雅
び
を
か
ざ
り
偽
〔
」〕
る
こ
と
な
く
、〔「
〕
後
よ
り
顧
み
て
も
、
天﹅
保﹅
年﹅
間﹅
は﹅
如﹅
斯﹅
あ﹅
り﹅
し﹅
と
、
歌
の
趣
に
い
ち
じ
る
く
見
え
む
こ
そ
歌
の
正
道
」（
同
右
〔
四
七
三
頁
〕）
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